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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超ちようまえがき






「ここに金貨の入った袋ふくろが十個こと、一回で二キログラムの重さまで計れる重量計があります。

　袋のうち、どれかひとつにはニセの金貨が詰つまっています。

　本物の金貨は一いち枚まい十グラムですが、ニセモノは九グラム。

　さて、ニセの金貨が詰まっている袋を探さがしあてるには重量計を何回使う必要があるでしょうか。その最低使用回数をお答えください」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十分）




　と、そんなクイズは本書の内ない容ようとまったく関係なく……いや、ちょっとだけ関係ありますが―――というわけで、きくたけです。

　私を知ってる人はこんにちは、この本で初めて私の名前を知ったという方には今後ともよろしゅうお願いします。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの完結から約十一ヶ月、その番ばん外がい編へんのリリースから数えると五ヶ月―――どうにか、ようやく、ここまでこぎ着けました。




『アリアンロッド』リプレイの新シリーズ、開かい幕まくです！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて最初に―――本書を小説だと思って手にとったあなたに、恒こう例れいとなった説明をば少し。

　本書は、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した〝リプレイ〟と呼よばれるものです。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略りやく称しようで、文字通りゲームの一種です。

『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』……最近では『モンスターハンターＰ２Ｇ』のごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創つくって（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操あやつり、仲間といっしょに冒ぼう険けんや物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要ありません。

　用意するのは、ルールブックと筆記用具、いくつかのダイスに想そう像ぞう力りよく。

　あとは、一いつ緒しよに遊んでくれる友人―――。

　集まった参加者のひとりはゲームマスター（ＧＭ）という立場となって、物語の進行を管理します。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出しゆつ現げんしたモンスターは、誰だれをどのように攻こう撃げきするか？

　ＧＭは、ＰＣたちが置かれた状じよう況きようを解かい説せつしながら、彼らのリアクションを聞き、その結果がどうなるかをさらに伝えます。

　ストーリーの途と中ちゆう、ＧＭはＰＣたちを助ける脇わき役やくキャラを演えんじ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵てきも味方も、ＧＭの担たん当とうです。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再ふたたびプレイヤーたちに返していく。

　この会話の積み重ねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　ＴＲＰＧを知らない人にわかりやすく言えば、このＧＭを担当する人が、ゲーム機役になるわけですね。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演えん劇げきをするよーな雰ふん囲い気きが近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱あつかったキャラクターを楽しめれば〝勝ち〟と言えましょう。




　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫型ＴＲＰＧ『アリアンロッド』、そして同社および、ゲーム・フィールド社から発売されている『アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック』を始めとした追加ルール群ぐんです。

　関連書しよ籍せきについては富士見書房および、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社のサイトを見て頂いただけると幸いです。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最さい適てきの手しゆ段だんと言えましょう。

　本書を読んで、「面おも白しろい！」と思った方、なにより「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひとも友人にこの本を読ませて遊び仲間を開かい拓たくしてみてください（笑）。

　なお、『アリアンロッド』のリプレイは、これまでに富士見書房より三つのシリーズがリリースされています。

『銀の輪の封ふう印いん』を初めとした初期シリーズ、『ノエルと薔ば薇らの小箱』を初めとしたルージュシリーズ、そして『聖せい雪せつのキャンパス』に連なるハートフルシリーズです。

　本書は、それらの後こう継けいとなる第四のシリーズとなります。

　今回はこれまでとはちょっとちがった、なにやら壮そう大だいな仕し掛かけを作ってみましたので、本ほん編ぺんが始まる前にそのへんをお話ししておきましょう！











「アリアンロッド・サガ」シリーズとは






　これまでリリースされてきたリプレイは、ひとりがＧＭを務つとめ、四～五人のプレイヤーが同じキャラクターを用いて連続した話を紡つむいでいくという……いわゆる〝キャンペーンリプレイ〟と呼ばれるタイプのものでした。

　ＰＣたちは、エリンディルという大陸を舞ぶ台たいにそれぞれの目的をもって、ドラマを紡いできたわけです。ですが今回は―――




目玉その①―――今回は、まず舞台となる大陸が変わります。




　アルディオン大陸―――これが、冒ぼう険けん者しやたちに解かい放ほうされた新たな舞台の名です。

　エリンディルの西方に位置するこの大陸は、現げん状じようでこそかろうじて平へい衡こうが保たもたれてはいますが、覇は権けんを握にぎるべくいくつもの国家がひしめきあい、世界は戦せん乱らんに満ちています。




目玉その②―――つまり、今回のテーマは〝戦争〟。




　さまざまな国家の思おも惑わくが交こう錯さくする中、戦いに翻ほん弄ろうされるＰＣたちを描えがくという、戦記ものキャンペーンリプレイとなります。

　そして最大の目玉となるのは……




目玉その③―――複ふく数すうパーティが同時並へい行こうで物語を進める〝リンク型キャンペーン〟。




　……という部分です。

　リンク型キャンペーンというのはここで創つくり出した言葉ですが……複数人のＧＭ、複数のキャンペーンゲームがお互たがいの設せつ定ていや物語をからめながら同時進行する―――そんなものだと思ってください。

　このアルディオンで巻まき起こる戦乱を、ひとつの国家、ひとつの視し点てんで進めるのではなく、複数の立場で多方面からの視点で紡いでいこうというものです。

　例えば、Ａという国家でＢという敵てき国こくを相手に戦うキャンペーンがあったとしましょう。

　この物語に対し、別のキャンペーンでは、Ｂという国家をおのれの正せい義ぎとして、Ａ国と戦う、なんて物語が展てん開かいされるわけです。

　ストーリーが進む中で、敵同士となる別キャンペーンのＰＣが邂かい逅こうすることもあれば、状況によっては彼らが共きよう闘とうすることもあるでしょう。

　これらキャンペーンを担たん当とうするのは、次の三人のＧＭです。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ　―――ＧＭ：菊きく池ちたけし

　本書の著ちよ者しやであるところの私です。

　代表作は、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズ。必ひつ殺さつ技わざは尻しりで水道管を破は壊かいする。追加技として、その床ゆか下した浸しん水すいにより長年かけて家の柱を腐くさらせ、実家改かい築ちく。とほほ。

▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス―――ＧＭ：久く保ぼ田た悠ゆう羅ら

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズの著者にして、この『アリアンロッド』を総そう合ごう的てきに統とう括かつする男。

　ちょっぴりダンディ。でも「うにゅう」と鳴く。

▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク―――ＧＭ：鈴すず吹ふき太た郎ろう

　F.E.A.R.社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズを筆頭にいくつものゲームをデザインするゲームデザイナーです。

　なんというかみんなのお父さん。そんな感じ。




　さらに目玉となるのは、それら三つのキャンペーンに加え……。




目玉その④―――ノベルという形でもうひとつの物語を展開。




　この『アリアンロッド・サガ・ノベル』と銘めい打うたれたシリーズを執しつ筆ぴつするのはなんと、クレバー矢や野のこと矢野俊しゆん策さく！　ご存ぞんじＴＲＰＧ『ダブルクロス』シリーズのデザイナーにして、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』ではトラン＝セプターのプレイヤーを担当した男でもあります。

　もちろん、彼が手がけるノベルもまた三つのキャンペーンに密みつ接せつした内容となり、リプレイでは表ひよう現げんしにくい部分を描えがいてもらうこととなりましょう！




　この三つのリプレイとノベル、それに加えて本書の発売とほぼ同時にリリースされるサプリメント『アルディオン大陸ガイド』―――これらすべてを核かくとして展開するのが、この「アリアンロッド・サガ」というシリーズだと思っていただければ間ま違ちがいないでしょう。




　……さて、そろそろ説明が長くなってきました。

　さあ、ページをめくってください。




　―――そこには、戦乱の世界アルディオンがキミを待っています！

































































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆新たなキャンペーン




「さて、プレイヤーは誰にしよう」

　二〇〇八年、初頭―――。

　前作「ルージュ」シリーズが終しゆう了りようしてから、数ヶ月たったころの話だ。

　なにやら無む謀ぼうな企き画かくが始まることは決まった。

　ＧＭ三人のキャンペーンに、ノベルをリンクした戦記物。

　まず成すべきは……そう、プレイヤーの選定である！




「むー……必要なプレイヤーは全部で十二人かあ。とりあえずうちのパーティのプレイヤーは誰にするか―――王子かかわたなはこっちに入れて……んー……」

　いろいろ考えるが、なにかが足りない。

　ひとりで悩なやんで力ちから尽つきたので、会社に残ってた人間に相談を持ちかける。

「とゆーわけでプレイヤーなんですが」

「なんですかいきなり」

「なんか、目玉になるプレイヤーが必要だと思いませんか」

「ああ、例の戦記リプレイですか。たしかにそーゆー人はほしいですね。ぱっと思いつきませんが……誰だれかいないんですか」




　それを聞いているのである。




「……目玉……目玉。そうですねえ……ぱっとは出てきませんが、要望はあります。今回は力りき丸まるさんとはまたちがったタイプが必要だと思うんですよ」

「？　……ええ」

「あんまり無む茶ちやは言いませんが……ゲームが好きで、ついでにゲーマー気質かたぎの女の子で、仕事にまじめな面おも白しろい子がいいです。もちろん、長期のつきあいになるから礼れい儀ぎと常じよう識しきを持ってる人で、ついでに言えば、ラジオのことも考えて声せい優ゆうさんがいいですかね」

「めちゃくちゃ無茶じゃねえかっ!?　『ルージュ』の時にもそんなこと言ってただろうっ!?」

「あの時はどーにかなったじゃないですか」

「だからってそんな人材がぽんぽん落ちてたら苦労はせ…………ん？」

「誰か思い当たりましたか」

「当たりました」

「言ってみるもんだなあ。で、誰です」

「アーツビジョンの大おお竹たけさんって、紹しよう介かいしたことありましたっけ？」

「大竹さん……ああ！　飲み会で知り合って、『はじめて遊んだＴＲＰＧはガープスです！』とか言ってのけた！」

「そうそう。それ以来、ＴＲＰＧからは遠ざかってたらしいんですが……」

「ハルフィルムさんでセッションした時に、プレイヤーに誘さそったら一いつ瞬しゆんで順じゆん応のうしたという」

「そうそう。しかも、そのあとに『知り合い集めてＴＲＰＧやってみます』と言い出して、結局十五人くらいの大所帯になって……今では部長として毎月サークル活動してます」

「サークル活動は知ってましたが……じゅ、十五人って」

「入れ替かわりはありますけど、今なお増ぞう加か中のようです」

「す、すげえ」

「ちょっとメール、打ってみます（笑）」




　返事は、一分で返ってきた。




『やりますっ!!』




　実にシンプルな返答だった。

　さらに十分後―――続けて舞まい込こんだメールは、我われ々われを驚きよう愕がくさせるに十分な内ない容ようだった。

　おおざっぱには、以下の内容である。




『レギュレーションはどんな感じでしょう？　レベルは１からですか？　それとも高レベルで始めるんですか？　上級クラスだとうれしいなあ……（笑）。あと、クラスは指定があります？　ふだんはアコライト／ガンスリンガーやってるので、できれば魔ま法ほう使つかいがいいんですけど……あ、もちろんなんでもいいです！』




　そこには声優である前に、ただの女じよ性せいゲーマーがいた。

　メールに大だい爆ばく笑しようしたのちに―――我々は、同時にうなづいた。




「よし、この子でいこう」




　そしてさらに時は流れて二〇〇八年二月―――セッション日は確かく定ていした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　では、リプレイ本ほん編ぺんに入る前に、本キャンペーンに参加する面々を紹介しておこう。

　今回集まったメンツは、全部で五人である。




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

　今回のＧＭおよび、リプレイ執しつ筆ぴつ者しやである。

『アリアンロッド』を初めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きているゲームライター。

　へんなことを思いついたら周囲の迷めい惑わくかえりみずに実行せずにはいられない、不良ふくしゃちょー。とにかくお客を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を賭かける。

　必ひつ殺さつ技わざは尻しりで水道管を破は壊かい……って、このネタを言い続けてずいぶん経たつが、その時の床ゆか下した浸しん水すいが原げん因いんでやはり家の柱は腐ふ食しよくしていたようだ。

　この度たび、自じ宅たくの一部を改かい築ちくするはめになった。

　なんてこったい。




大竹みゆ

　アーツビジョンに所しよ属ぞくする、女性声せい優ゆうさん。

　なんというか、根っからのゲーマーである。ＴＲＰＧのみならず、オンラインゲーム、カードゲームなどなど、ゲームと名の付くものを教えると、なんでもスポンジのように吸きゆう収しゆうする。『ＰＳＯ』（というゲームがあるのだ）の腕うで前まえは達人級。

　彼女としゃべっていると、仮かりにそれが初対面であっても、なにやら昔からの遊び仲間であるかのような錯さつ覚かくをおぼえてしまう（笑）。

　昨年、きくたけと知り合って以来、ＴＲＰＧにハマり……今では、声優さんや友人、声優事じ務む所しよのマネージャーさん、編へん集しゆう者しや、作家等々、十五人ほどのメンバーからなる、通つう称しよう〝声優ＴＲＰＧ部〟の部長さんとなった。

　声優としての仕事では、『ひまわりっ！』のつきよ姫ひめ役でアニメアフレコデビューした。

　最近では、『絶ぜつ対たい可か憐れんチルドレン』でやまべ先生役他でちょこちょこ出しゆつ演えんしているので、ぜひともチェックしていただきたい！




アーツビジョン公式サイト　http://www.artsvision.co.jp/

大竹みゆblog　*PrimLog* 　http://primlog.jugem.jp/




鈴すず吹ふき太た郎ろう

　またの名を中なか島じま純じゆん一いち郎ろう―――すなわち、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　おそらく、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

「菊池さん……今月は仕事と遊びを合わせて11セッションもＴＲＰＧやってさあ……もうゲロ吐はきそうだよ～」

　こんな台詞せりふを幸せそうに語る鈴吹太郎の笑え顔がおは、実に輝かがやいていると思う。

　家庭でも、夕食時に娘むすめさんから「お父さん、『アリアンロッド』のスキルなんだけど……」と質しつ問もんを受けるも、「ゲームの質問は会社宛あてにメールで送ってほしい。もしまちがったことを伝えたら、いろいろミスが発生する可か能のう性せいがあるからな」と語るあたり、ゲーム会社の社長として実に輝いていると思う。うん。




クレバー矢や野の

　本名は、矢野俊しゆん策さく。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の社員にして、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体質で、人に隙すきあらばそこを鋭するどくつつかずにはいられない人間イャンクックみたいな男である（←わかる人にしかわからんぞ）。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。

　が、〝王子〟というのも飽あきてきたので、そろそろ〝王様〟にクラスチェンジしてもいいと思う、今日この頃ごろである。




Ｏはた

　本名は、大おお畑はた顕あきら。

　なんというか、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　なにかと言ってはすぐ死ぬ。

　社内ですれ違ちがいざま、「てぃっ！」とチョップを繰くり出だすと、「げぼはあっ!?　ば、馬ば鹿かなっ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。

　い、いや、ホントだって。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうする、ＴＲＰＧ作りになくてはならない人物である。

　なにかといっては死ぬけど。







◆Preplay 02◆恐おそるべきゲーマー




　……二〇〇八年二月某ぼう日じつ。

　それは、セッション日の数日前―――場所は、秋あき葉は原ばらの某ぼう所しよにて、大竹さんとの間でなにやらＴＲＰＧ話に花が咲さいていた。




大竹：あ、あの……（おどおどしながら）こ、こないだは思わず「やります！」って言っちゃったんですけど……で、できますかね、あたし……今さら緊張が……（笑）。

きくたけ：できるできる（笑）。そんな緊張しないでお気楽に考えてくれれば……。第一、もうずいぶんと『アリアンロッド』、遊んでるでしょう。

大竹：ダンジョンとはよくやってますけど、設定とかをがっちり決めてキャラの立場でストーリーを進めるのって実はあんまりやったことなく……（←妙に緊張している）。

きくたけ：なんとかなりますよ（笑）。

大竹：だといいなあ……不安だ～。あ、あたしがんばれっ。よ、よろしくお願いしますっ。

きくたけ：こちらこそ～。……あ、そういえば今回使うキャラのレギュレーション、決まりましたよ。成長点は全員、七〇〇点でキャラを作ります。

大竹：12レベルになれますね（さらっと）。

きくたけ：!?　な、なんでそんなにさらっと言えるんだ。

大竹：いやー（笑）。あ、じゃあ、クラスは上級クラスを使っても……？

きくたけ：ですです。ちょっとデータを扱あつかうのが大変かもしれないけ―――。

大竹：おぉー、楽しみですね～。

きくたけ：……（いかん、ただのゲーマーがここにいる。面白すぎる）。

大竹：で、クラスの指定ってありますか？

きくたけ：ええ、魔ま法ほう使いがいいって聞いてたので、その方向でいこうと思……。

大竹：やった！　上級クラスってことはソーサラーかウィザードですよね。ちょうどウィザードでスキルを固めようと思ってたんですよ～！（笑）

きくたけ：（いかん。すでにくわしい）

大竹：無む駄だにならずにすみました（と、鞄の中から紙を取り出す）。




　テーブルの上にひらり置かれた一枚まいの紙―――それは、キャラクターシートであった。

　しかも11レベルウィザードのシートである。




きくたけ：なんでもうキャラデータができてんのっ!?

大竹：やー、自分のやってみたいキャラを作ってたらこう……（笑）。で、相談なんですけど、スキルの構こう成せいってこれでいいですか？　水みず系けいの魔法は確定なんですけど、光系にいくか闇やみ系にいくかで悩なやんで～……15レベルくらいになったらこのスキルを取りたいんですけど……あ、それとサモナーの……―――（うんたらかんたら）。

きくたけ：（いかん。くわしいどころの騒ぎじゃない）。

大竹：あと、装そう備びってこれでいいですか？　あ、所持金はどうやって決め……。

きくたけ：ちょ、ちょっと待った！　ルールブックもなしにそこまで細かい答えを言えるか！　他プレイヤーとの調整とかもあるので、誰か呼ぶ！




　おもむろに携けい帯たい電話を取り出し、私は会社の番号をプッシュする。

　幾いく度どかのコール音ののち、耳もとに声が聞こえた。

「はい、ファーイースト・アミューズメント・リサーチです」

　声の主は、愛あい称しよう：王子―――すなわちクレバー矢野だった。

　私は、押おし殺すような低い声で、言った。




「王子……ルールブックとサプリを全部持ってこっち来て～！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「いったいどーしたんですか菊池さんっ!?」




　ルールブックを抱かかえた王子がやってきたのは、電話をかけて十分後のことだった。

　この男は、遊びで『アリアンロッド』のキャンペーンをずっと行っており、30レベル級のキャラクターたちをえんえんと相手している強つわ者ものである。

『アリアンロッド』のデータにおいて、社内で右に出る者はいないと言えよう。

「あ、ども。お久ひさしぶりです大竹さん」

「おおー、王子～」

「いきなりそれですかっ!?」

　やってきた彼に、私はたった今ここで起こった事実を説明した。

　王子は啞あ然ぜんとしたあとに大笑いし―――データを見て、押し黙だまった。




クレバー矢野：……菊池さん。

きくたけ：うん。

クレバー矢野：このデータ……基き本ほん的てきに直すとこないっす……（笑）。

きくたけ：なにいっ!?


大竹：おおー、よかった～（笑）。

クレバー矢野：いくつか、スキルの選せん択たくでこういう手もあるなってのはありますけど……。

きくたけ：でも取ってるスキルの数が……（ルールブックを見ながら）……あ、いや、合ってる。これ、ライフパスで取ってるのか。

クレバー矢野：な、なんてマニアックな作りだこれ……（笑）。

きくたけ：〝声せい優ゆうＴＲＰＧ部〟部長の名前はダテじゃない……。

大竹：部員は声優ばかりじゃないですけどね（笑）。

きくたけ：あ、ちなみに今日の段だん階かいでは用意されてませんけど、ライフパスは新大陸アルディオン専せん用ようのものも導入します。そこは当日、入いれ替かえるという形で～。

大竹：はいっ。あ、あたしのキャラの名前、ピアニィにしますね♪




　王子を交えてキャラクターデータの話し合いは続いた。

　まだ（当然だが）ハンドアウトも今回予告も作っていなかったので、おおざっぱに想定されている概がい要ようのみを話す。

　一時間ほどして―――キャラクターデータは完成……いや、調整が終しゆう了りようした。




　だがこの数日後、我われ々われは再ふたたび戦せん慄りつすることとなったのである。







◆Preplay 03◆戦慄のピアニィ




　時に二〇〇八年二月下げ旬じゆん―――。

　記念すべき『アリアンロッド・サガ』……その第一回セッションの日は、やってきた。

　そこには、テーブルトークを遊ぶ時に見られる光景が広がっていた。テーブルの上に、たくさんの食べ物と飲み物が積み上げられるという、いつもの光景だ。




大竹：……って、いつもじゃないですよっ！　なんでスルメイカと無む臭しゆうニンニクにカシューナッツなんですかっ!?（笑）

Ｏはた：スルメにニンニクっ。

クレバー矢野：き、菊池さん……飲み会じゃないんですから……（笑）。

大竹：あたし、ちゃんとしたお菓か子しを買ってきたのに～っ!!

きくたけ：俺おれの選んだものはちゃんとしてないとゆーのかっ!?　うまいんだってっ!!

鈴吹：そーゆー問題じゃないっ（笑）。

きくたけ：……まあ、そろそろセッション本番に入ろうか。今回、みんなにはあらかじめキャラデータを作ってもらってるので、いつもと手順がちがうが……。

クレバー矢野：さすがに12レベルになると、セッション当日に作るのはきびしい（笑）。

きくたけ：（笑）。ので、今回予告とハンドアウトの発表が終わったら、ライフパスだけを決めるという変へん則そくパターンでいきまーす！　というわけで、今回予告―――いきますっ！　コホン……「（声を少し低くして）アルディオンという大陸がある―――……」




今回予告！

　アルディオンという名の大陸がある。

　エリンディル西方にあり、神しん竜りゆう王おうセフィロスの守しゆ護ごを受けし世界だ。

　幾いく度どもの戦争を乗り越こえ、辛かろうじて均きん衡こうを保たもっていたこの世界に今、血と鉄、焼ける肉の匂においがたちのぼる……〝戦せん乱らんの時代〟が訪おとずれようとしている。

　すべては、ひとりの王女の存そん在ざいから始まった。




　『アリアンロッド・サガ』リプレイ

　　　　　―――第一話「反はん乱らんの日」




　……すべては、竜の石の導みちびきの下に。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ：では、続きましてハンドアウトの読み上げに移うつります！




ＰＣ①／大竹みゆ用ハンドアウト

　コネ：オーギュスト　　　関係：父親

　キミは、レイウォール王国、通称赤竜王国の王位継承権を持つひとりだ。




大竹：レイウォール……？

きくたけ：あ。そうか。そこから説明しないとだめだね。このアルディオン大陸には、いくつもの国家がひしめきあってるんだけど、その中でもっとも大きい国がふたつある。

大竹：そのひとつがレイウォール？

きくたけ：そう、赤い竜の国とおぼえておけばおっけーです。

鈴吹：ちなみに、もうひとつの大国が白竜王国グラスウェルズ。この赤と白の国は、かつて戦争をしててね、今でこそ小康状じよう態たいを保ってるけど、非ひ常じようにあやうい関係にある。

Ｏはた：冷戦時代のアメリカとソビエトみたいなもんですな。

大竹：なるほど……あたしはその赤い国のお姫ひめ様さまってことですか。

きくたけ：そうそう。つづきー。




　キミの父親・赤竜王オーギュストは、知勇兼けん備びの英えい傑けつで、絶ぜつ大だいな支し配はい力りよくで赤竜王国を導みちびいてきた。キミにとっては優やさしい父親であり、また優ゆう秀しゆうで優しい兄きよう姉だいに囲まれてあなたの宮きゆう廷ていでの生活は幸せそのものだった。

　しかし、長年の戦場暮ぐらしがたたってか、寄よる年波に勝てなかったのか……赤竜王は健康を害し、病びよう床しように伏ふしていた―――。




大竹：兄姉がいる？

きくたけ：ええ。王位継けい承しよう権けんは、当然兄と姉の方が上。キミは恵めぐまれた環かん境きようで育ってきた、世間知らずの末っ子王女様って雰ふん囲い気きだね。

大竹：‥はい。わかりました～幸せなお姫様～。

Ｏはた：し、幸せな宮廷生活……（わなわな）。

クレバー矢野：し、幸せかあ……（わなわな）。

大竹：えっ、なにっ!?　なにかっ!?

クレバー矢野：落ちるな、これ……（笑）。

Ｏはた：落ちますね……。

大竹：な、なにっ……なにがですか―――っ!?


きくたけ：うひひ。では、つぎー。




ＰＣ②／矢野俊策用ハンドアウト

　コネ：キンバリー　　　関係：仇きゆう敵てき

　キミは、アルディオンでは名の知れた剣けん士し（応相談）だ。




クレバー矢野：なんですか〝応相談〟ってっ!?（一同爆笑）

きくたけ：プレイヤーの意図をどこまでも汲み取ろうとする画期的なハンドアウトだ。

鈴吹：画期的すぎる（笑）。

クレバー矢野：つ、続きは！（笑）




　だが、ちょっとした失敗が元で、赤竜王国に捕とらえられていた。

　卑ひ劣れつなる赤竜王国の騎士キンバリーに、罠わなにかけられたのだ。

　今、キミは赤竜王国の城しろの地ち下か牢ろうで処しよ刑けいされるその時を待っている。

　だが、あきらめてはいない。

　脱だつ出しゆつするチャンスは必ず―――ある。




クレバー矢野：後半はまともだ。でも、捕つかまるのか！（笑）

大竹：あれ？　赤竜王国ってあたしの国ですよね？　キンバリーさんっていうのも……？

きくたけ：そう、王家に仕える騎士です。まあ、あなたの部下みたいなもんですね。

クレバー矢野：でも卑劣らしいです。

大竹：卑劣……。

きくたけ：部下にもいろいろいるんでしょう。きっと必要悪なんですよ、このキンちゃんは。

一同：キンちゃんっ!?


クレバー矢野：俺の仇敵がいきなり軽いノリにっ!?（笑）

Ｏはた：「なんでそーなるのっ!?」って言いながら吹ふっ飛んでいく。

鈴吹：なんでＯはた、そんなネタわかるんだよっ。

大竹：も、もうキンちゃんとしか呼よばれない……（笑）。

クレバー矢野：ええ……（笑）。

きくたけ：わはは（笑）。では、つぎー。




ＰＣ③／大畑顕用ハンドアウト

　コネ：ＰＣ①　　　関係：恩おん人じん

　キミはベネットだ。

　まごうことなきベネットだ。




一同：待てぃっ!!（大爆笑）

鈴吹：なんだそのハンドアウトは！（笑）

大竹：ベネットって……あのベネットちゃんでいいんですよね？（笑）

きくたけ：ええ、あのベネットです。




　ベネット―――『アリアンロッド・リプレイＥＸ』でヒロインとして期待されて登場し、しかし「～やんす」言葉が仇あだをなしてセッションが始まる前にヒロインからスピンアウトするという離はなれ業わざをやってのけた伝説の狼おおかみ娘むすめ。

　リプレイ初期シリーズでは主人公を押おしのけ、〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟に数えられた。

　よくわからない人は〝三下〟とだけおぼえていただきたい。




Ｏはた：しかしなぜゆえベネットになったでやんすか（←すでにベネット口調）。

きくたけ：今回のキャンペーン、舞ぶ台たいがいきなり新世界になるだろう。エリンディル大陸しか知らない読者の人は、混こん乱らんするかもしれない。

Ｏはた：つまりべネットがエリンディルとアルディオンの架かけ橋はしに……。

きくたけ：そう―――架け橋になるべき存そん在ざいとして、必要なんだ。

Ｏはた：僕ぼくはここにいてもいいんだ……。

きくたけ：では、納なつ得とくしたところでつづきー。




　エリンディル全土をまきこんだ先の戦いのあと―――キミは主である魔ま術じゆつ師し・フェルシアより任にん務むを与あたえられていた。

　聖せい都とディアスロンドで静養中の〝薔ば薇らの巫み女こ〟ノイエをお世話しろ、というものだった。




クレバー矢野：ノイエって今、ディアスロンドにいるんだ。神しん殿でんに反乱した人なのに（笑）。

きくたけ：前の事じ件けんが終わって誤ご解かいが解とけたんだよ。神殿でんにとっては監かん視し対象でもあるが。

鈴吹：だからディアスロンドに置かれてるんだな。

きくたけ：まあ、ノイエとかフェルシアとか、わからなくても問題ないです。くわしく知りたい人だけ、『ルージュ』を読んでやってください。

大竹：あたしは読んでました～！（笑）

きくたけ：えっと、どこまでハンドアウト読んだかな。あ、お世話しろ、までか。えー……。




　それは、事実上の休きゆう暇かと同じ……




Ｏはた：ひゃっほう♪




　……そのはずだった。




Ｏはた：なんだって―――っ!?




　任務のさなかの不幸ののち、キミは運命の人と出会うこととなる―――。




Ｏはた：不幸っ!?　ちょっと待ってくださいよ菊池さん！　俺は幸せな生活を送っ……っ。

きくたけ：まあまあ。幸せな生活があったら、もう不幸になるのは間ま違ちがいない。

Ｏはた：持ち上げて、落とす。

クレバー矢野：トスを上げたら、スパイクを打つ、と。

きくたけ：うむ。そんな不幸ののち、キミは運命の人と出会うことになる。

Ｏはた：運命の人……恋こいに落ちるわけですな。ピアニィ、綺き麗れいな名前……（うっとり）。

大竹：いやっ、女の子同士だからっ!!（笑）

きくたけ：〇[image: ]二秒で断ことわられたぞ。

Ｏはた：なんと悲しいことであるか。

きくたけ：（笑）。では、最後はしゃちょ～。




ＰＣ④／鈴吹太郎用ハンドアウト

　コネ：ステラ　　　関係：友人

　先の大戦で伝説を作った軍ぐん師し・サザーランド。

　彼にはふたりの優ゆう秀しゆうな弟で子し――俗ぞくに言う臥がり龍ようと鳳ほう雛すう――がいた。




クレバー矢野：俗に言うのか。この世界でも（笑）。




　ひとりが赤竜王国王女・ステラ。

　もうひとりが、キミである。

　ステラは故こ郷きように帰り、祖そ国こくのためにその力を使っている。

　だが、キミはまだ仕えるに足る主を得てはいなかった。




鈴吹：なるほど。伝説の軍師の教え子か。で、妹弟子がいる、と。

大竹：あれ、赤竜国王女……？

きくたけ：あ。つまり、ステラというのはキミの姉だ。レイウォールの第一王女ですな。妹思いの武ぶ人じん―――そんな設せつ定ていで、今回のキャンペーンの俺の萌もえどころ。

Ｏはた：つまりあれですね。社長のキャラは鳳雛と呼よばれてたりするんですな。

鈴吹：そうそう……ちがうよっ!?　俺おれ、鳳雛じゃなくて臥龍って呼ばれるんだって！　でないと死んじゃうじゃん俺っ!!

大竹：あ、あの……？（笑）

きくたけ：あ。簡かん単たんに解説するとですね、「この中国に、凄すごい軍師がふたりいる。それは、臥龍と鳳雛だ」って話で……三さん国ごく志しなんですけどね。

鈴吹：臥龍は諸葛亮、鳳雛が龐ほう統とうって人を指すんですが、ふたりは主人公の劉りゆう備びの部下になるんですよ。

Ｏはた：で、劉備は言います。「臥龍と鳳雛を手に入れたので、俺はこの中国を支し配はいするぜ、ひゃっはー！」てな感じで。

クレバー矢野：ひ、ひっどい説明だ……（笑）。

鈴吹：で、ふたりとも結けつ構こう活かつ躍やくするんですけど、鳳雛は流れ矢かなんかに当たって、あっけなく死んじゃう。だから俺が臥龍。もうね、会った瞬しゆん間かんに「ステラ、君の顔に死相が……」（一同爆笑）

ピアニィ：ひ、ひどい！（笑）

きくたけ：まあ、どっちが臥龍でどっちが鳳雛かは、セッションの中で決めましょう（笑）。

では次、ライフパスの設定にいきまーす！




　そして、大おお騒さわぎは始まった。

　ライフパスの表を振ふりながら、自分のキャラクターを妄もう想そうしつつそれぞれのキャラデータをチェックする四人。




「ではライフパス、いきま―――す」

「ええとー『リインフォース』のライフパス使います～……お姫ひめ様さまなので境きよう遇ぐうは［過か保ほ護ご］、運命は……［約束された幸福］～将しよう来らいは安あん泰たいだ～（笑）」

「［約束された幸福］？　えーと……『あなたは幸せが約束されている。だが、それは、貴方あなたの来世の話だ』（一同大爆笑）」

「来世かよっ！」

「へ、［変へん貌ぼう］にします！　［約束された幸福］はベネットちゃんにあげますっ。ベネットちゃんが死ぬ方向で。はいっ」

「ひぃっ!?　横パスを出されてつい受け取っちまったでやんすっ!?　ＧＭ、パス」

「ＧＭにライフパスをまわすなっ!?」

「お、こっちは［天職］で！」

「［天職］ってなんだっけ？　そんなのありましたっけ？」

「ああ、エリンディルで言うところの［始し祖その紋もん章しよう］（笑）。ライフパスでスキルを取るのはもはや必然！」

「スキルかいっ！」

「で、境遇は（ダイスを振る）……45。［追放］だ。なんだろうこれ（笑）」

「追放……ええと、自分からなんかのグループから抜ぬけたか、『お前クビ』って言われたか、どっちかってことですよね」

「いやいや、なにか選ばれし者の集しゆう団だんに反逆して追放されたのかもしれない」

「ああ、でも師し匠しようがほしいので師匠から反逆したとかで！」

「あれ？　ぜんぜん減へってない……」

「？　なにが？」

「スルメ」

「そこはどーでもいいからっ！（笑）」




　と、えんえん騒ぎまくること十五分―――。

　どうにか、全員のデータとライフパスは確かく定ていしたのであった。




きくたけ：よし、だいたいできたな。それじゃ、ひとりずつ自じ己こ紹しよう介かいしてもらおう！

一同：はーい！




ＰＣ①／大竹みゆの場合


―――ピアニィ・ルティナベール・レイウォール



きくたけ（以下ＧＭ）：では、大竹さんからいきましょう！

大竹：はいっ。えーっと、名前がピアニィ・ルティナベール・レイウォール。年ねん齢れいは十七歳さいで女の子です。種族はヒューリンで、現げん在ざいのクラスはウィザード／サモナーです。スキルはこんな感じで……（と、一枚のシートを出す）。

一同：うおっ!?


ＧＭ：こ、これ自分で作ったの……っ!?




　それは、エクセルという表計算ソフトで作られたピアニィのスキル一覧表だった。

　しかも、使用タイミング別に色わけされ―――さらにスキルの組みあわせをまとめたコンボ表まで用意されている。




大竹（以下ピアニィ）：スキルの数が多くてこうしないとまちがえるんですよ……（笑）。

ＧＭ：こ、ここまでようやらん……（笑）。

クレバー矢野：……あれ？　このデータ、こないだ作った時と変わってませんか？

ピアニィ：あ。ちょっとデータをいじってみました。

一同：いじった!?

ＧＭ：あ、あんだけねばって作ったデータを……？　なんか行動値ちが妙みように上がってる？

ピアニィ：はい（笑）。ほら、水みず属ぞく性せいの魔ま法ほう使うこと前ぜん提ていじゃないですか？　それなら行動値を上げて、なるだけ早く攻こう撃げきした方が有ゆう効こうかなって……。

クレバー矢野：た、たしかに……（笑）。




『アリアンロッド』における水属性の魔法は、ダメージを与あたえた相手に［放心］という効こう果かを与あたえる。くわしくはまたにするが［放心］を与えられた対象は回かい避ひ能のう力りよくが低下するのだ。

　すなわち、戦せん闘とうの早い段だん階かいで敵てきにダメージを与えると、続く仲間の攻撃が（命中値の低い者でも）命中しやすくなるのである。




ピアニィ：こないだ作ったデータでテストプレイしたらですね……。

鈴吹：テストプレイっ!?（笑）

ピアニィ：はい。ＴＲＰＧ部の人たちとですけど……そしたら、あたしが早いうちに敵を［放心］させないとすごい厳きびしかったんですよ～。どうしても勝てない敵がいて……。

ＧＭ：そこまでやる……（笑）。

クレバー矢野：おそるべし、ＴＲＰＧ部……。

ＧＭ：でも、成長の予定も変わったんじゃ？　こないだ将しよう来らい設せつ計けいまであれこれ言ってたのに。

ピアニィ：だいじょぶです！　データを試ためしたあと、26レベルまで成長させてみましたっ。

一同：26レベル……っ!?（大爆笑）

鈴吹：（げらげら笑いながら）すげ――――――っ！　俺でもそこまでやんねえ！（笑）　やべー、ヘビィゲーマーだ―――っ！（笑）

ピアニィ：あ……変えたらまずかったですか……？

ＧＭ＆クレバー矢野：ちっとも！（笑）

ピアニィ：ダメって言われたらどうしようかと思った……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、パーソナリティ的には、なにかキャラの特とく徴ちようっぽいものってある？

ピアニィ：はい。レイウォール王国の世間知らずの王女で、生まれた時から動物と話す能力を持っています。

クレバー矢野：ああ、《アニマルエンパシー》か（笑）、

ＧＭ：いかん。動物をＮＰＣで出したら話しかけそうでこわい。

クレバー矢野：やる……菊池さんはやる……。

ＧＭ：「オッス！　オラ、馬！」

一同：どんな馬だよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：そんな馬、やだ……（笑）。で、幼おさないころにお母さんから聞かせてもらった歌を歌ったりするんです。
















ＧＭ：おお。

ピアニィ：まあ、世間知らずなお姫ひめ様さまでございます。あ、そうそう。サモナーのスキルで《ファミリア》を持ってるので、使い魔としてヤンヤンというわんこをつれております（笑）。

Ｏはた：ヤンヤンっ!?（笑）

ピアニィ：なんか不思議に空を飛ぶわんちゃんです。

ＧＭ：それは犬ではない。

ピアニィ：えっと、口からブレスとか吐はくんですよ～。

ＧＭ：やはり犬ではない。

ピアニィ：すっごい毛がもふもふした子で……ルミナスドラゴンの子こ供どもです。

一同：ドラゴンじゃねえかっ!?（大爆笑）

ＧＭ：でも、世間知らずで、兄きよう姉だいからは愛される心優やさしき王家の末っ子王女……動物と話せて、その胸むねには幼きころに聞いた母の歌―――なんかいい話に……。

ピアニィ：じゃあ、すごい甘あまやかされて育ってきまして……（笑）。

クレバー矢野：そして現げん実じつを思い知らされ……。

Ｏはた：失意のどん底に……。

ピアニィ：なんでですかあっ!?　………が、がんばろう……（笑）。

ＧＭ：では、次は王子！




ＰＣ②／クレバー矢野の場合


―――アル・イーズデイル



クレバー矢野：では、ＰＣ②！　キャラクター名がアル・イーズデイル。現げん在ざいのクラスは、ウォーロード／サムライの……ヒューリンです。二刀流の剣けん士しなんですが、師し匠しょうから預あずかった剣をもう二本、背せ中なかにしょってます。まあ、あくまでキャラ演出ということでデータはなくていいんですが！（笑）　あと、このイーズデイルって姓も偽名です。

ＧＭ：そ、そのへん、あとで設定を拾えってことか……（笑）。

クレバー矢野（以下、アル）：年ねん齢れいは二は十た歳ちにしました。実家は武ぶ器き屋かなんかしてたんですけど、数年前に〝剣けん聖せい〟と呼よばれる師匠と出会って家を飛び出しました。

ＧＭ：「少年―――荒あら削けずりだが、お前には見所がある」

アル：そうそうそうそう（笑）。「見所がある」と言われてですね、その人についていくことになり―――数年で剣の腕うでを身につけた。

Ｏはた：で、師匠を倒たおして名を上げようって奴がくると、「ふむ、まずは弟で子しが相手をしよう」とか（笑）。

鈴吹：で、「そんなガキがぁ！」と襲おそいかかってくるけど、二秒でそいつは倒たおれてる（笑）。

ＧＭ：それでアルの方が倒れてたら画期的な展てん開かいになるんだがな。

アル：で、師匠さんのことは尊そん敬けいしつつ、やっていたのですが……ライフパスがなんと［追放］！（笑）　別れることになりました。

ＧＭ：な、なんで追放？

アル：自分でもよくわからないんですよ。その原因を知りたくて旅してます。あ、師匠はテオドールって名前にします。今は別れてはいますけど、すごい尊敬してますよ？

ＧＭ：ああ……師匠、出しちゃいそうだ…………仮か面めんをかぶせよう。

一同：かぶせんなっ!?（笑）

アル：あ、あとですね。一度交わした約束は、どんなことがあっても守り通す奴です。約束ってものをすごい大事にしてるので、軽い気持ちで約束をぽんぽんしたりしませんが。

ピアニィ：それにしても、よくそんなに設定がぽんぽんでてきますね……。

アル：ええ、まあ（笑）。あ。剣の腕は立つんですけど、でもまだ精せい神しんは成長しきってないんですよ。体たい制せい側がわとかは好きじゃなくて、騎き士し道どうとか武士道とかいうのも嫌きらい。

ＧＭ：ピアニィ、嫌われるのね……。

ピアニィ：うん？

ＧＭ：キミ、王族なんで。

ピアニィ：え、あ……そうだ！　嫌われる！（笑）

アル：なんか反はん抗こう的てきっていうか「理想ばっかり言ってもしょうがないじゃん」みたいに、斜しやに構かまえた態たい度どを取るのがかっこいいと思ってるお年とし頃ごろ？　あと……犬が苦手。

ＧＭ：「オバＱ」かい！（笑）　じゃあ、お次はＯはた……いってみようか。
















ＰＣ③／Ｏはたの場合


―――ベネット



Ｏはた：は！　ベネットでやんす！　もうね、今のベネットはちょっと違ちがいますよ？　なぜならば、今のベネットは……

ＧＭ：今のベネットは？

Ｏはた（以下ベネット）：なんとクラスがスカウト／ダンサーでやんす！

ナヴァール：ダンサー!?（笑）ニンジャだっただろう、お前!!

ＧＭ：ニンジャのスキルはどこに……（笑）。

アル：いろいろスキルの相談してたら……ニンジャ、全部なくなっちゃったんだよね？

ベネット：ひょんなことでニンジャスキルは全部、フェルシア様にとりあげられたでやんす。

ＧＭ：スキルをかよっ!?　どうやって!?（笑）

ベネット：いや、なんかフェルシアパゥワーで？　うぉおおお―――っ！　レベルが１に戻もどってる―――っ!?　と、叫さけんだあの日から血のにじむような訓練を積み、今はスカウトまで昇りつめました。まあ、リビルドのルールでデータを組み直しただけですが（笑）。

ＧＭ：ちなみに、クラスはなにを経けい由ゆしたの？

ベネット：まず、レンジャーからはじまりまして、ガンスリンガーになって、そして、ダンサーですよ！

ＧＭ：正せい統とうな進化な気がしなくもない。てか、ニンジャが変だったんだな（笑）。

ピアニィ：ダンサーかあ……プリプリダンスやってください（笑）。

ＧＭ：なんだそれは。

ピアニィ：だから、こう……こうやって……（と、実演する）。




　すみません、お見せできません。




ベネット：あ、ちなみに一度レベル１に戻ったせいで、罠の解かい除じよ方法とか、罠の発見方法とかを半分くらい忘わすれました。

ＧＭ：忘れたのかよっ!?

ピアニィ：な、なんでそんなに自虐的に……Ｏはたさんすごい……（笑）。

ベネット：その代わり、踊おどりでカバーする方法を覚えました。踊おどってごまかす！（笑）

ＧＭ：ああ、ダンサーには《ダンシングヒーロー》あるからな。それで判はん定ていのダイスの数を増ふやして、トラップに対たい処しよするスキルがわりにしようって作戦か。

アル：踊りながら鍵かぎをシュって感じ？

ベネット：「アヘアヘウヒハー」と踊りながら罠を解除するでやんすよ。

一同：……。

ＧＭ：ベネット……なんか言語能のう力りよくが……。

ピアニィ：女の子として仲良くなれなさそうな気がする……（笑）。でも、ヤンヤンと一いつ緒しよに、ピアニィファームの一員に入れてあげます……。

ベネット：その牧場には「餌えさは与あたえないでください」って看かん板ばんが。

ピアニィ：でもちゃんと「お手」と「おかわり」と「プリプリダンス」を教えて……。

ＧＭ：だからプリプリダンスってなんだよっ!?


ベネット：うん。……いや、俺おれもわかりません。大竹さんに聞いてください。

ピアニィ：あたしもわかりません（笑）。

アル：回かい避ひが上がったりするんじゃないですかね？　踊りで（笑）。

ベネット：そう！　すごく回避が上がったんですよ！　なんと21＋３Ｄが最さい高こう値ち！

ＧＭ：高っ!?

ベネット：これで防ぼう具ぐを着なくても大だい丈じよう夫ぶ。

一同：着てねーのかよっ!?（大爆笑）

ベネット：あ、ちがう！　防具はですね、たったひとつだけ着けてます。太陽の腕うで輪わっ！　器用が２も上がるんですよ！

ＧＭ：……………………腕輪だけ？

ベネット：はい。

一同：鎧よろいじゃねえ―――――――――っ!?（大爆笑）
















ＰＣ④／鈴吹太郎の場合


―――ナヴァール



ＧＭ：では、最後にしゃちょー！

鈴吹：では……名前はナヴァール。伝説の軍ぐん師し・サザーランド先生の弟で子しで、超ちよう有ゆう名めいな鳳雛と臥龍のうちの臥龍と呼よばれた男で……。

一同：まだ言ってるっ!!（笑）

鈴吹（以下、ナヴァール）：……まだ世に出ていない軍師です。老師のあだ名は水すい鏡きよう先生で。まあ、鳳雛と臥龍は水鏡先生の弟子ってわけじゃないけどね、元ネタは。

アル：種族はドラゴネットで、クラスはプリースト／フォーキャスターか。

ピアニィ：ドラゴネット……？

ＧＭ：ああ。アルディオン大陸特有の種族。竜人とか言うとイメージしやすいですかね？

ピアニィ：竜……？　二足歩行するドラゴンみたいな感じですか？

ＧＭ：いや、そこはキャラメイクの段だん階かいで決められる。

ナヴァール：俺の場合、竜の特とく徴ちようは目玉にしか表われない。でも、ふだんはずっと目を閉とじているので、一見するとヒューリンと見分けがつかない設せつ定ていです。視覚は閉ざしてますが月の光が降ふり注ぐと、「音が聞こえる」とか言うほど感覚が鋭く、不自由なく行動できます。

ＧＭ：ちなみにフォーキャスターってのもアルディオンで追加されたクラスで、言うなれば軍師。戦場コントロール系けいのスキルをいろいろ使えるやつですな。
















ピアニィ：へ～……面おも白しろそう（笑）。

ナヴァール：見た目は長ちよう髪はつで、三十歳さい前くらい？　若わかい二に枚まい目めがやりたいんだ、菊池さん。

とりあえず、背せは高い。これはもう決まりで！　２メートル近く。まあ、[image: 195]センチとか。

ＧＭ：あかねちゃんにキャラを描かいてもらったらいきなりオヤジになったりして。

ナヴァール：二枚目！　二枚目!!　二枚目[image: !!!]　二枚目と連れん呼こする！（笑）

ＧＭ：わ、わかりましたわかりました！（笑）　竜人の軍師で二枚目！　それで！

ナヴァール：やったー。……あ、あとこれだけは絶ぜつ対たいに書いてほしい。ナヴァールは、本当はレベルが60くらいある。

一同：は!?


ナヴァール：が、キミたちに合わせるために12レベルに……。私が師し匠しようより授さずかった知ち識しきと力はあまりに強くてだな、それを解かい放ほうすることは禁きんじられているという。

ＧＭ：本当の理由は？

ナヴァール：だって、あとでステラがデータ付きで登場すること、きっとあると思うんだ。

すると、きっとレベル高い。兄弟子なのに妹弟子より低いのはおかしいので。

一同：そこかい！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。ではそれで！　と、これで四人とも説明終わりましたね。では、ＰＣ間コネクション決めて……セッションに入りましょう！




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆クラン＝ベルの英えい雄ゆう、立つ




　エリンディルにおいてもっとも清せい浄じようなる空気に満ちた地―――〝聖せい都と〟ディアスロンド。

　世界に大きな傷きず跡あとを残した先の戦いから一年あまり……。

　ベネットは、その聖なる都にて主たる魔ま術じゆつ師しにこき使われる毎日を過すごしてきた。

　そして、気づいた。




「あっしはいいように扱あつかわれてるっ!?」




ＧＭ：さて、ではここからシナリオ本ほん編ぺんに入ろう！　まずはオープニング……記念すべき第一シーンは―――ベネットからだ。

ベネット：ええっ!?　あっしからっ!?　おかしくないですかっ!?

ＧＭ：言っただろう。キミは、エリンディルとアルディオンの架かけ橋となるのだと！

ベネット：みんなあっしについてこ―――いっ!?


アル：ホント一いつ瞬しゆんで下から上にいく奴やつだなあ……（笑）。

ＧＭ：上から下も一瞬だけどな。

ベネット：しかし長かった……最初に登場して以来、これまでピンで芸人一いち座ざに入ったり、時々エネミーデータになったりして、今ここにＰＣとして戻もどってまいりました。

ＧＭ：（優しい口調で）よかったな……おかえり。

ベネット：ここにいてもいいんだ……じゃなくて。で、あっしは今、どういう状じよう況きように？

ＧＭ：そう、前の事件（『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』）で、キミは神しん殿でんの反はん抗こう勢せい力りよく側がわについていたわけだが……今はその誤ご解かいも解とけ、神殿との間に和わ解かいも成立している。

ナヴァール：微び妙みように監かん視し下かにはあるが（笑）。

ベネット：で、フェルシア様やノイエ、ガーベラと一いつ緒しよにディアスロンドにいると。

ＧＭ：そうそう。彼女らに仕えている状じよう態たいだね。

ベネット：なるほどなるほど……じゃなくてっ!?　いつからあっしはフェルシアの下げ僕ぼくに!?たしかにあれは恐おそろしい女だったでやんすが、主しゆ従じゆうの関係はなかったはず……っ、上申！　上申するでや―――んすっ!?　休きゆう暇かをくれ―――っ！　賃ちん金ぎんあげろ―――っ!!


ＧＭ：では、キミがフェルシアたちに上申する場面から始めようか（笑）。場所は、神殿に設もうけられたノイエの部屋。部屋の奥おくにある天てん蓋がい付きのベッドの上、彼女が上半身だけ身体からだを起こして、優やさしい笑え顔がおでキミを見ている。「……いらっしゃい、ベネットさん」

ベネット：上申……っ、今日こそ上申して自由の身に……っ。

ＧＭ：ノイエの傍かたわらには、翡ひ翠すい色のコートをまとう騎き士しガーベラと、部屋の中なのに帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった魔術師フェルシアが立っている。

ベネット：土ど下げ座ざします。

一同：上申はどーしたっ!?（笑）

ピアニィ：ベ、ベネットちゃん……（笑）。

アル：でもたしかにこれは査さ問もん会にしか見えない……（笑）。

ＧＭ：ここにいるのは、笑顔でいい人ばかりです。

アル：ニコニコしながら相手を断だん罪ざいするような三人だろうっ!?（笑）

ベネット：絶ぜつ大だいな魔ま力りよくを持つ薔ば薇らの巫み女こに、そのお付きの竜りゆう騎き士しに、元・神の使徒。すごいプレッシャーですよっ!?

ピアニィ：負けちゃだめー（笑）。

ベネット：そ、そうだ！　休暇を要求するでやんすっ!!

ＧＭ：と、そんな叫さけびを発するキミに、ガーベラが優しく告げる。「ええ、そんなあなたに提てい案あんというかお願いがあって今日はここにお呼よびしました」

ベネット：と、言いますと？

ＧＭ：「あたしとフェルシア様は、これよりしばらくディアスロンドを離はなれます」

アル：どこにいくんだ。新大陸ってわけでもないですよね？

ＧＭ：うん。ぶっちゃけ関係ない。彼女らには彼女らの目的があるんだよ。まだ世界各地に残された〝粛しゆく清せい装そう置ち〟を解かい除じよして回るとかいろいろ……。

ベネット：おお、なるほど。で、留る守すの間にノイエ様を守れと。

ＧＭ：「そうです。もちろん、このエリンディルで最も安全なディアスロンドでのこと。最さい低てい限げんのお世話だけしていただければ、あとは休暇と同じです。いかがですか？」

ベネット：賃金アップも要求する。

ＧＭ：「ふふ、仮かりにも警けい備び任にん務むですので、お給金も神殿から出ますよ」

ベネット：素す晴ばらしいじゃないですか！　この安全な場所で、毎日、裕ゆう福ふくな暮くらしができる。雨にも負けず、冬の寒さにも飢うえにも困こまることはないと！　もちろん、超ちよう受けるでやんす！

ＧＭ：「ありがとうございます」　にこり微笑ほほえみ、懐ふところから一枚まいの羊皮紙を取り出す。そして、言った。「では、契けい約やくですのでサインをお願いします」

ベネット：サインするでやんす（即決）。

ピアニィ：だめ―――っ、ベネットちゃ―――んっ、文面読んで―――っ！（笑）

ＧＭ：サインを書き終わるや否いなや、彼女は契約書をバッと取り上げ……「うふふ、完かん了りようですね」と笑顔で懐ふところにしまった。

ベネット：そ、その笑顔はなんでやんすか？

ＧＭ：「では、ベネットさん……よろしくお願いしますね」とベッドの上でノイエが告げ……そのまま「コホコホ」と咳せき込こむ。

ベネット：おおう、大だい丈じよう夫ぶでやんすか？　水でもお持ちしましょうか？

ＧＭ：うん。では……見れば彼女のわきにあるテーブルの上、水差しが空になっている。

ベネット：じゃあ、ヒャッホウ―――っ、とすっ飛んで、部屋の外に水を取りに行きます。

ＧＭ：と、ベネットが廊ろう下かに飛び出して数秒後。

ベネット：お？

ＧＭ：〝……どぅんっ!!〟　背はい後ご……少し離はなれたところで唐とう突とつにくぐもった爆ばく発はつ音おんが鳴った。

ベネット：……。イヤな予感がして、うしろを振ふり返ると……？

ＧＭ：さっきまでキミがいたノイエの部屋のドアが吹ふき飛んで……煙けむりがもうもうと廊ろう下かに流れ出てるね。

ベネット：……。

一同：……。

アル：警けい護ごの任務……受けたんだよな？

ベネット：さて……と。あっしは用を思い出したので旅に出るでやんす。

一同：どこに行く気だお前は――――――っ!?（大爆笑）

ベネット：ま、まあ、たしかにここでみんなに死なれては寝ね覚ざめが悪いでやんすからな！　部屋に戻もどろう。

ＧＭ：では煙をかきわけて部屋に入ると―――そこは一面のがれきの山。炎ほのおと煙で視し界かいが閉とざされており……。

ベネット：あー……こりゃダメでやんすな（しれっと）。

一同：おいっ!?（大爆笑）

ピアニィ：ひ、ひどい……っ（笑）。

ＧＭ：ま、まだ状じよう況きようを説明し終わってない！（笑）　……状況からして、これはまちがいなく外部からの侵しん入にゆうだろう。壁かべには大おお穴あなが開き、外からの空気の流れに煙は急速に晴れゆく。

ベネット：すると……？

ＧＭ：床ゆかに倒たおれている人ひと影かげが……三つ。ノイエ、ガーベラ、フェルシア―――纏まとう服はボロボロになってるが、かろうじて生きてはいるようだ。

ベネット：ちょっと―――っ!?　なんであんたらほどの奴やつらがあっさり―――っ!?


ＧＭ：「逃にげ、て……ベネッ……トさん」　そうつぶやくガーベラのすぐわき。部屋の中央には、小さな人影がひとりたたずんでいる。

ピアニィ：小さな……？

ＧＭ：そうだ。だぶついた、真っ黒なローブで全身を包み……頭もすっぽりフードで覆おおっているので顔は見えないが―――。

ベネット：子こ供ども……？

ＧＭ：「ふうん、噂うわさに高いディアスロンドに仕える戦士でもこんなものかあ。エリンディル、たいしたことないね」　馬ば鹿かにするように、あざ笑うかのように言う。

アル：おお、いかにも外の世界からやってきた強きよう敵てき！（笑）

ＧＭ：見れば、ローブから出ている手の先にはなにか光るものが握にぎられている。「さて、いただくものはいただいたし、帰るとするよ」　コツ……壁に空いた大穴に向かって歩……。

ベネット：待つでやんすっ！

ＧＭ：その声に、侵しん入にゆう者しやはゆっくりベネットを見て……「そっちのわんころも、やる？」

ベネット：いやいやいや。あっしは、偶ぐう然ぜんここに居い合あわせたしがない犬ころでして。

ピアニィ：ベネットちゃ―――んっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「……ベネット。竜りゆう輝き石せき…を……取り返し、て」　苦く痛つうで顔をゆがめながら、フェルシアがベネットに言う。

ベネット：り、竜輝石？　侵入者が手に持っている石……？

ＧＭ：「……取り返す？　ちがうね、元々この石はアルディオンにあってしかるべきもの。ただ、返してもらうだけだよ」　きらり、侵入者の手にした石が輝かがやく。

ベネット：なにか伏ふく線せんアイテムが!?（笑）

ＧＭ：「ま、いいや。犬ころ、お前は見み逃のがしてあげるよ」

ベネット：（やり遂げた男の笑顔で）―――……ありがとう。握あく手しゆ。

ピアニィ：だめだめだ―――っ！（笑）　戦ってよー！（笑）

ベネット：この状況で勝てるわけないだろ――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「賢けん明めいだよ、キミは」　言うや否いなや―――ひゅん、と侵入者はその場からかき消えた。最初の爆ばく発はつが起こってからわずか三分。〝ウウゥ～～……カンカンカン！〟　「襲しゆう撃げき!?　このディアスロンドにか!?」「ノイエ殿どのはご無事か！」　ようやく神しん殿でん内に警けい報ほうが鳴り、喧けん噪そうが起こり始めて……。

ベネット：なんかいやな予感がするでやんす。

ナヴァール：「ガーベラ殿もフェルシア殿も重じゆう傷しよう!?　え？　でもなぜかベネット殿だけはピンピンしている？」（一同爆笑）

ＧＭ：そんな騒さわぎを遠くに聞きながら……ドン！　ここで場面はおもむろに査さ問もん会かいの風景に。

ベネット：ゲェ――――――っ!?　ちちちちがうんでやんすよっ!?　あっしは……ほら、ちょっと、水を取りに行っただけで職しよく場ば放ほう棄きしたわけでは―――っ!?（笑）

ＧＭ：場は、神殿内にある大会議室。正面に教きよう皇こうを置き、左右には十二人の大神官が座すわる。

ベネット：ちがうでやんす！　これは罠わなでや―――んすっ!!

一同：なんの罠だよ！（笑）

ＧＭ：「いや、誤ご解かいなされるな、ベネット殿。ここは糾きゆう弾だんの場ではない。問題にしているのは、竜輝石を奪うばわれたその事実だ」

ベネット：そうそう。その竜輝石とはなんでやんすか。

ＧＭ：「ふむ―――それについては教えねばなるまい。このエリンディルの西方に、アルディオンなる大陸があることはお前も知っておるな」

ベネット：は、最近になって知りました（笑）。

ＧＭ：「そこは、聖せいなる竜セフィロスにより守しゆ護ごされし世界。火の時代が始まったばかりの頃……かつてこのエリンディルは人と魔族の激しい戦いが繰り返されておった。魔族を排したのは、ウルフリックなる名の英雄―――彼は、神より授かりし力をもって魔族を退けたのだと言われておる。その力こそが、竜輝石だ」

ベネット：なぜノイエ様がそんなものを持ってたでやんすか？

ＧＭ：「うむ……ウルフリックはのちに、竜輝石をもってアルディオンに渡るのだがな、このエリンディルにいくつかの石を残していったのだ」

ベネット：なるほど。そのうちのひとつを……。

ＧＭ：「そう、ひとつは神竜と言われたゾハールが得ていてな。ゾハールは、おのれを守護する役目を持った初代の薔薇の巫女に託したらしい。それが代々受け継がれて、今はノイエ殿の元にあったのだ」

ベネット：なるほど。そんな大それたものを悪い奴やつに奪われるとは大変でやんすなあ。

ＧＭ：「―――そこでだ、ベネット君」

ベネット：断ことわるでやんす。

ＧＭ：「キミに依い頼らいがある」

ベネット：人の話を聞くでやんす。

ＧＭ：「これよりお前はアルディオンへとおもむき、石を取り戻もどすのだ」

ベネット：人の話を聞け―――っ!?　他に人材はいないんでやんすか―――っ!!

ＧＭ：「ふうむ、他に誰だれかおるか？」

アル：「は、ガーベラ殿も倒たおれておりますゆえ―――」

ナヴァール：「フェルシア殿もあの状じよう況きよう。他の主立った騎き士しや神官も別の任にん務むで……」

ＧＭ：「すると、現げん在ざい動ける者の中で一番レベルが高いのは？」

ナヴァール：「12の……」（と、ベネットを見る）（一同大爆笑）

ベネット：自由……っ！　あっしは自由に生きるでやんす！　風のように生き、そして……！　と言い出したところで教皇は一枚まいの契けい約やく書しよを取り出して言います。「（教皇になって）この契約書に見覚えはあるか？」（ベネットに戻って）ヒィっ、それはあ……っ!?　「（教皇になって）ここにはこう書かれておる。ノイエを永えい久きゆうに守りぬく、言うことはなんでも聞く、受けた命令は絶ぜつ対たい、背そむいたら縛しばり首」（ベネットに戻って）げげ―――っ、ちゃんと契約は読んでおくべきだった―――っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：（爆笑しながら）ちょ、ちょっと…………っ！（笑）

ＧＭ：「ベネットよ。我われ々われはキミを買っているのだ。もちろん、旅に必要なすべてはディアスロンドで用意しよう。港の方に船も用意してある。この国で一番大きな船だ。君のために用意した。君はその船のトップとして指し揮きをとってほしいのだ」

ベネット：（声が裏返って）……トップっ!?　すなわち頂ちよう点てんっ!?（ぱああ、と笑顔）

ＧＭ：「そうだ。これで西方大陸の方へとおもむき、竜りゆう輝き石せきを取り戻もどしてはくれぬか？」

ベネット：（いきなり渋い声になって）トップと言われちゃしょうがないでやんすなあ？

ＧＭ：「おお。あの船には、二百五十名の兵員がキミを待っている」

ベネット：二百五十名!?　そんな大部隊のトップ!?　あっしが!?

ＧＭ：「いかにも」

ベネット：（シリアスな声で）……私のことはジェネラルと呼よびたまえ―――（一同爆笑）。

アル：誰に向かってしゃべってんだよっ!?（笑）

ピアニィ：口調まで変わってるよ～っ！（笑）

ナヴァール：というか、ジェネラルなのか。アドミラルじゃないんだ（笑）。

ＧＭ：「……わかった。ジェネラル―――ジェネラル・ベネット」

ベネット：は！　お任まかせを！　このジェネラル・ベネットが必ずや竜輝石を取り戻してごらんにいれよう。

ＧＭ：「うむ、頼たのんだぞ」

ベネット：そして時は流れて出航の日。港には数多くの神官たちが出航を見送っており、あっしも紙テープを握にぎって船を見上げ……。

一同：待てっっ!!（大爆笑）

ＧＭ：なんでお前がテープ握ってるんだよっ!?（大爆笑）

アル：見送る方かよ！（笑）

ベネット：ホントだ―――っ!?（一同大爆笑）　逆だ！　逆でやんすっ!!（笑）　あわててボートで追いかけて船に乗り込こんでですね、ジェネラルを置いていくとは何事か―――っ、と……っ。

ピアニィ：ベネットちゃん……っ、ひどぅい……べネ……っ（笑）（←笑いすぎて呼吸困難）。

ＧＭ：ベネットはかろうじて船へと乗り込んだ。そしてディアスロンドの神官たち見守る中、港に集った楽がく団だんが鳴らす勇ゆう猛もうな演えん奏そうのもと……船は白い軌き跡せきをひいて大おお海うな原ばらへ―――。

ベネット：目的地は……アルディオン！　エリンディルの戦士たちの力、見せるでやんす！

ＧＭ：巻まき起こる大だい歓かん声せい！　高まる戦意！　船は一路、アルディオン大陸へと向かう！　ベネット……今、キミの未来は栄光と希望に満ちてあふれている！

ベネット：（落ち着いた口調で）……そして三日後―――。

ＧＭ：三日後？

ベネット：おええええええぇえ……（←船酔いらしい）（一同大爆笑）。

一同：いきなり落ちてるっ!!（笑）

ベネット：なんでこんなに船が揺ゆれてるでやんすか―――っ、誰かどうにかしろ―――っ!?

ピアニィ：えぇ――――――っ!?（笑）

ＧＭ：「ジェネラル！　船室にお入りください……！」

ベネット：いったいなんでやんすか！　それでこの船酔いがおさまるとでも……っ!?

ＧＭ：「いえ、そうではなく―――嵐あらし……っ、嵐がきます！　西の空をご覧らんください！」

ベネット：西ぃ!?

ＧＭ：そう。船が向かう西の空を見入ってベネットは気づく。そこには―――。




　水平線の彼方かなたからわき出るように、巨きよ大だいな黒い積せき乱らん雲うんが広い空を覆おおい始めていた。

　それはまるで……




　来たるべきベネットの未来を暗あん示じするかのように―――。
















◆Opening 02◆プリンセス・オブ・レイウォール




「ん……」

　東の窓まどから差さし込こむ陽の光が、頰ほおにあたっているのがわかった。

　眠ねむりのふちにあったピアニィの意い識しきは、しだいに目覚めへと導みちびかれていく。

　耳に入るのは、テラスに集まる小鳥たちの鳴き声。

　続けて聞こえる、部屋をノックする音。

「ピアニィ様……お目覚めですかな」

　扉とびらの向こうから聞こえるくぐもった声は、老いた執しつ事じのものだった。




　今日も、王女の一日が―――始まる。




ＧＭ：では、お待たせしました。次はピアニィのシーンに入ろうか。

ピアニィ：はいっ……き、緊きん張ちようする～……（笑）。

ナヴァール：緊張しないでいいから（笑）。

ピアニィ：緊張しますよお！　いつもダンジョンとかはやってますけど、ここまで設せつ定てい作ったストーリー性の強いセッションってほとんどやったことないと……（笑）。

ナヴァール：データにはあんなにくわしいのに……（笑）。

ピアニィ：もうベネットちゃんのシーンを見てドキドキですよ……っ。

ＧＭ：わはは（笑）。では、シーン本ほん編ぺんに入ろう。舞ぶ台たいはアルディオン大陸は赤せき竜りゆう王国レイウォールの王都ノルドグラム。そこ建てられた王おう城じようにあるキミの部屋だ。時じ刻こくは、早朝。

ピアニィ：お、起きますっ。

ＧＭ：（笑）。王女の部屋だけあって、キミの寝しん室しつは広い。二十メートル×二十メートルほどあり……部屋の三面は、大きな窓。南側にはテラスが張はり出している。

ナヴァール：で、そんなでかい部屋の中央にぽつんと、ベッドが置いてあるんだな。天てん蓋がいかなにかついた豪ごう華かなやつが。

ＧＭ：そうそう（笑）。ピアニィは、そんなベッドの上……東側の窓から差し込む朝の光に目を覚ます。それと、ほぼ同時に部屋のドアがノックされて……その向こうから老人の声が聞こえる。「ピアニィ様、もうお起きでございますかのう？」と。

ピアニィ：誰かしら？

ＧＭ：あなたの教育係兼けん執しつ事じのタスラムさんという男だ。

ピアニィ：はい、今起きました。

ＧＭ：「では、こちらにおいでください。朝食も隣となりの部屋にご用意できております」

ピアニィ：じゃあ、なにかはおってドアの方に……。

ＧＭ：キミがドアに寄よると、そのタイミングでガチャリ……扉は開かれる。ドアの向こうの部屋には、二列に分かれて真ん中に道を作る、三十六人のメイドたちが立ち並ならんでいる。

ピアニィ：そんなに……!?　あ、あの……半分くらい帰っていただいても……（笑）。

ＧＭ：「いえ、それでは私たちしかられますので―――」とメイド長さん。

ピアニィ：なんでそんなにいっぱい……？

ＧＭ：私は髪かみをとく係、私はお顔を洗あらう係、私はメイクをする係……。

ナヴァール：私は第一ボタンをはずす係、私は第二ボタンをはずす係……（一同爆笑）。

ＧＭ：メイドさんの作る道を通るだけで、ピアニィの身み支じ度たくは全自動で整えられていく。

ピアニィ：い、いや、そこまでしていただかなくても……っ（笑）。

ＧＭ：「……ピアニィ様。王女たる者、上に立つ者として、いい加か減げんそこには慣なれていただきませんと……。あなたがこれを否ひ定ていすれば、職しよくを失う者が出る。それを忘わすれてはなりませぬ。あなたの言葉は人の一生を左右するほど大きなものなのです」　ドアの脇わきに立つタスラムさんが、淡たん々たんとした口調でそう告げる。幼い時からこういう生活なんだがな。

ピアニィ：そ、そうですよね（笑）。で、そのタスラムじいちゃんってどんな人ですか？

ＧＭ：そうね……眼鏡をかけた小柄の男で―――。

ピアニィ：あたしはショーン・コネリーみたいなおじいちゃんがいい！

アル：いきなり渋しぶくなったっ!!（笑）

ＧＭ：ええと……どうしようかな。「（しわがれた声で）えー……わしは昔からアルディオン大陸のショーン・コネリーと呼よばれておりましてぇ……」（一同爆笑）

ベネット＆ナヴァール：うそだ―――っ!?（笑）

ピアニィ：（爆笑しながら）なんかちょっとちが―――うっ!!（笑）

ＧＭ：まあ、それはともかく……「姫ひめ様さま、今日も一日、スケジュールが目め白じろ押おしですぞ」

ピアニィ：コネリー。今日の予定は、なんでしょう？

ＧＭ：「ふうむ、今日のご予定は―――六時三十分まで朝食、六時三十分からお昼までお勉強でございます。途と中ちゆう、九時七分と、十時十一分にそれぞれ十五分ずつ大臣とのお話し合いが入り、その後、お昼にはレオン侯爵とのご会食がございまして―――」

ピアニィ：わ。いっぱい……ちょっとため息をつきます。

ＧＭ：「そのような態たい度どはあらためなされ。これも王室の者の役目として、すべては必要なこと。人前でそのような態度をとられますと、お仕えする者の士気に関かかわ……」

ピアニィ：わ、わかった、わかりました……っ。もぅ、コネリーは堅かたいんだから。

ＧＭ：……俺の持ってきたタスラムって名前が吹ふっ飛んですっかりコネリーに……。

アル：しかし物ぶつ騒そうな名前のじいさんだ（笑）。タスラムって伝説の武ぶ器きかなにかですよね？

ＧＭ：うん。ケルト神話における、光の神ルーが持つ三つの武器のうちのひとつだ。

ピアニィ：伝説の武器……。

ＧＭ：「（いきなり遠い目をして）……かつては伝説と呼ばれたわしじゃった……」

一同：じじぃ――――――っ!!（大爆笑）

ナヴァール：なんでこんなどーでもいいキャラにそんな演えん出しゆつ加わるんだよ！（笑）

ピアニィ：コネリー……面おも白しろい（笑）。あ、コネリーに言いますよ。あの、今日はお庭に出る時間はありますかって。

ＧＭ：すると彼は、「ははあ……なるほど、たしかにこのところ、動物たちとお話をする時間はとっておりませんでしたな」と口元ににやり。

ピアニィ：そうそうそう、それがしたかったんです！

ＧＭ：「わかりました。ではこの不ふ肖しようタスラム・コネリー、命に代えましても、なんとかお時間をお作りいたしましょう！」

ピアニィ：コ、コネリー……い、命は賭かけないでいいから……（笑）。

ナヴァール：キャラ立ってんなあ……このじいちゃん……（笑）。

アル：菊きく池ちさんのじーちゃんばーちゃんはいつも変です。大好きだ。

ピアニィ：じゃあ、急いで朝食をとって……。

ＧＭ：うん。では、タスラムは食べ終わるタイミングを見計らい―――告げる。




「……では、参りましょうか？　プリンセス・ピアニィ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そこは、広大な庭の一角に作られたピアニィの小さな社交場。

　白い大理石で作られた円形の台だい座ざ―――その円周上には、装そう飾しよくの施ほどこされた石柱がぐるりと建てられ、日よけの屋根を支ささえている。

　置かれているのは、小さなテーブルとふたつの木の椅い子す。

　辺りには幾いく種しゆもの木々が植えられ、林の様相を呈ていしていた。

　木々に生おい茂しげる葉の隙すき間まからこぼれる陽の光。

　通り抜ぬける涼すずやかな、風。

　ピアニィは広い城しろの敷しき地ちの中で、この場所がもっとも好きだった。




ＧＭ：……と、そんな風景が広がる場所へと、ちょっと場面が変わります（笑）。そこはピアニィの憩いこいの場だ。少し靄もやのかかる朝の空気の中、キミは肩かたに子こ竜りゆうを乗せて白い椅子に腰こし掛かけ……目の前には湯気の立つティーカップ。コネリーの入れてくれた、食後のお茶だ。

ピアニィ：いい雰ふん囲い気き～。

ＧＭ：それはまるで、絵画に切り出したかのような風景。風に乗って香かおる紅こう茶ちやのほのかな香かおりを楽しみながら、カップを口につけてキミは、ハイソな貴き婦ふ人じんのごとく「ハハーン？」とその琥こ珀はく色いろの液えき体たいを―――。

一同：待てぃっ!?（大爆笑）

ピアニィ：「ハハーン」はなんかちが……っ（笑）。

ベネット：なんで菊池さんはいつもハイソな貴婦人と言うと「ハハーン？」なんですかっ!?

ナヴァール：せ、せっかくいい雰囲気だったのに……（大爆笑）。

ＧＭ：じ、じゃあコネリーが言います。「ハイソな貴婦人とはそういうものでございます」

一同：ちげ――――――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：じゃあ、あたしも「あは～ん♪」って言いながら飲みます……（笑）。

アル：ああ、大おお竹たけさんが菊池さんの病気に……。

ＧＭ：病気って言うなっ!?


ピアニィ：と、とにかく気を落ち着けて……歌います……（笑）。

ＧＭ：うむ。ではキミはティーカップを置くと瞳ひとみを閉とじ、息を吸すい込こんでおもむろに歌い始める。遠い記き憶おくのどこかに残る、母親の胸むねの中で聞かされた―――。

ピアニィ：そうそう！　子こ守もり歌うたみたいなのですね。

ＧＭ：すると、屋根の上には「チュン、チチチ……」と小鳥たちが羽根の音と共に幾羽も舞まい降おり……近くの茂しげみからはリスやウサギたちが顔を出して首をかしげる。

ベネット：おお。そして木々の奥おくからはタイガーやベアが這はいだし……。

アル：どこからか色とりどりのポメロがぽよんぽよんと跳はねてきて……。

ベネット：近くの泉いずみからは〝ぺたぺたぺた……〟とギルマンが……（一同爆笑）。

ＧＭ：次々と集まる動物たちはケンカすることもなく、ただひたすらピアニィの歌声に聞き入る。それは動物たちを観客とした森の中のコンサート―――。

一同：おー。

ＧＭ：透すき通とおるような歌声は城の隅すみ々ずみに響ひびき渡わたり、仕事をしていた文官たち、剣けんの訓練をしていた騎き士したちも少し手を止め、ほんの一時だけその耳を傾かたむける。

アル：やっと、いい演えん出しゆつに戻もどってきた……（笑）。

ＧＭ：近くでコネリーの瞳からも涙なみだがあふれ……「おうおう、なんと麗うるわし……」。

一同：お前はだまれ。

ＧＭ：…………。まあ、そんな時だ。キミが動物たちと歌で語り終えると同時に、ふいに動物たちは近づく人の気配にさっとその場を散っていく。

ピアニィ：え？　誰だれですか？

ＧＭ：「ふふ、またここにいたのだな、ピィ」

ピアニィ：ピィ……!?


ＧＭ：掛かけられた声に振ふり返れば、そこで優やさしい微び笑しようを浮うかべて立っているのは、甲かつ冑ちゆうにマントを身に纏まとった女じよ性せいの騎士―――ステラだ。

ピアニィ：あ、お姉さん？

ナヴァール：おお、俺おれのコネクション。

ＧＭ：「なんだ、今日はおしまいか？」と飛び立つ小鳥を見上げながら、ステラが言った。

ピアニィ：（少し目上のものを敬う演技で）……ええ、十じゆう分ぶんお話できましたから。

ＧＭ：「―――そうか、残念だ。今日は見み逃のがしたな」　本当に残念そうに、それはそれはさびしそうに笑えむ。

一同：…………。

アル：な、なんかこの姉……どこか変……？（笑）

ＧＭ：いや、変じゃないぞ。もうね、どこまでも末っ子のピアニィを溺でき愛あいしてるんだよ。地平線の果てまでも―――。

一同：やっぱり変だよっ!?（笑）

ＧＭ：ちなみに、年ねん齢れいは二十四歳さいで本名はステラ・ヴェレンガリア・レイウォール。レイウォール王家の第一王女で、クラスはパラディンだ。一見すると赤あか髪がみに近い褐色のショートカットだけど、実は長めの髪をたばねて編あみ、頭に巻まいている……と言えばいいのかな。ヘルメットに髪を収おさめやすいように、ね。

アル：な、なんか設せつ定ていが細かいぞ。

ＧＭ：女ではあるが、他国の武ぶ将しようたちも一目置く闘とう将しようだ。指し揮き能のう力りよくに長たけているタイプで、前線では常つねに自らが率ひきいる軍の先頭に立つ。

ナヴァール：おお、かっこい……。

ＧＭ：趣しゆ味みは末っ子王女の成長を見守ること。妹を子こ供ども扱あつかいしてピィと呼よぶ。

ナヴァール：やっぱり変だ。

ピアニィ：ピィ……（笑）。こ、子供扱いされている……（笑）。あ、あのお姉様、いい加か減げんその呼び方かたはやめていただけませんかっ。いつまでも子供じゃ……。

ＧＭ：「ふふ、そうやってムキになるところが子供だというんだ、ピィ」　なんか、むくれるピアニィの様子を見て楽しんでいるような口ぶりだ。

ピアニィ：うう……（笑）。それはそれとして……もう一曲、歌いましょうか？　歌をお聞きになられたのですよね……？

ＧＭ：その言葉に、ふいにステラの表ひよう情じようが曇くもる。「いや―――そうしたいのはやまやまだが、今日はその時間はない。ピィ、父上がお前をお呼びだ」

ピアニィ：―――お父様が？　お父様の具合が……？

ＧＭ：「ああ。あまりいいとは言えないな。先は……長くないかもしれん。ピィと話したがっている。今日は午前の予定をキャンセルして、父についてやるがいい」

ピアニィ：は、はい、そうします。では、また―――。




　姉に一礼すると、ピアニィは城しろへと駆かけ込こんでいく。

　そんな彼女の背せ中なかを見送り……ステラが目を細めて―――言った。




「……父上を、元気づけてやってくれ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：―――と、ここで場面は父王オーギュストの部屋の前に移うつる。

ピアニィ：じゃあ、息を切らせて部屋に駆け込みますっ。

ＧＭ：バタンっ、とキミは部屋のドアを開ける。そこは、王の寝しん室しつの……手前の部屋だ。激はげしく開けられたドアの音に、室内にいたふたりの視し線せんが、キミに向けられる。

ピアニィ：……誰でしょう？

ＧＭ：ひとりは、キミの兄―――ヒューバード。もうひとりは、その部下のキンバリーだ。

アル：あ、出たなキンちゃん！

ピアニィ：兄様はどんな感じの人ですか？

ＧＭ：ヒューバードは、年齢は三十歳くらい。黒く長い、ウェーブがかった髪の男だ。騎き士したるステラとはちがい、どちらかというと文官タイプだね。王が病に伏ふして以来、国の内ない政せいを一手に引き受けている。これもまた、ステラとちがった形での天才として世に名高い。

ピアニィ：じゃあ、ヒュー兄さんと呼びます（笑）。ヒュー兄様！　……と。

ＧＭ：ヒューバードは、部屋に入ってきたのがキミだと知ると、椅い子すから立ち上がって腕うでを大きく広げ―――満面の笑顔で迎むかえ入れる。「（鼻にかかった妙にさわやかな声で）―――おお、ピアニィ、ひさしぶりだな。同じ城に住んでいるというのに、もどかしいものだ」

ピアニィ：ふっ……（と、笑いをこらえて）……お、おはようございます……（笑）。

ＧＭ：なぜ笑う。

ピアニィ：い、いや……兄様……あやしい……（笑）。

ＧＭ：なにがあやしいっ!?

アル：いや、あやしいですから……その鼻にかかった声と口調が……ものすごく（笑）。

ＧＭ：そ、そうか。コホン……「（フ、と鼻で笑ってシリアスなすかした声で）―――今日もかわいいな、ピアニィ」（一同爆笑）

一同：もっとあやしいからっ!?

ナヴァール：（げらげら笑いながら）だ、だめだっ……菊池さんの出すＮＰＣは、なんでこうもうさんくさいんだっ！（笑）

アル：というか、兄も姉もどんだけ妹が好きなんですか！（笑）

ピアニィ：え、えっと……（笑）。ヒュー兄様、お父様の具合は……。

ＧＭ：その言葉に、ヒューバードはふと顔を曇くもらせて沈ちん黙もくする。

ピアニィ：ヒュー兄様……？

ＧＭ：「―――先ほど、お目覚めになられた。父上は、お前と話したがっている。やはり末の子こ供どもは父上もかわいいとみえる。言葉を、かけてやってくれ……ピアニィ」

ピアニィ：え、ええ、はい。じゃあ、お父様のもとへ……。

ＧＭ：キミが父王の部屋の前に立つと、キンバリーがすっ、とドアを開いてくれる。ぎぃ、と軋きしんだ音と共にその大きな扉とびらは開かれ―――ベッドに横たわる父の姿すがたが目に入る。

ピアニィ：近ちか寄よります……。

ＧＭ：王は目をつぶったまま、胸むねで息をしている。かつては勇ゆう猛もう果か敢かんにして知ち将しようと、その名を知らしめた彼も……もはや見る影かげはない。そこにいるのは、やせ細ったか弱き老人だ。

アル：うわ、なんか……すげぇ毒を盛もられてるくさい……（笑）。

ＧＭ：この一年ほどで、ひと回りもふた回りもちいさく見えるようになった父の姿に、ピアニィはどこか寂さびしさすら感じ―――。

ピアニィ：うぅ……おはようございます。ピアニィ、参りました。

ＧＭ：その声に、王は目覚めるようにゆっくりと目を開き、顔をわずかに動かしてキミに見入る。「おお、ピアニィ……か」

ピアニィ：お父様……具合はいかがですか？　と、優やさしく言います。

ＧＭ：「（死ぬほど弱々しい声で）うむ……今日は…すこぶる元…気がいい……ぜぇぜぇ」

一同：ほんとかよっ!?（笑）

ピアニィ：あ、あの……お父様、無理はせずお休みになられた方が～。

ＧＭ：ピアニィのそんな気き遣づかいの言葉を手で制せいし……「わしもこの年までこの王国を治め、今日まで来たが―――お前たちにすべてを任まかせる日は近い。だがわしはな、心配なのだよ。他とちがい、お前は世界を知らぬ。言わば温室育ちの花のようなものだ」

ピアニィ：過か保ほ護ご（笑）。

ＧＭ：「だがな、王に必要な資し質しつはお前がもっとも高いと、わしは思っている。やはり、母の血を継ついでいるのだな」

ピアニィ：はい？　あれ？　お母さんはみんな同じじゃないんですか？

ＧＭ：うん、父親こそこのオーギュストだが、母親は兄きよう妹だいでバラバラだ。キミの母は五年前の紛争以来、レイウォールの属領となったアヴェルシアという国の王女だ。

ピアニィ：母親、みんなちがうんだ……あれ？　今、お母さんは？

ＧＭ：母親は、キミを生んでしばらくして亡なくなったと聞かされている。キミの記き憶おくには、母親の面おも影かげというものはほとんど残っていない。

ピアニィ：……。

ＧＭ：「ピアニィよ。困こまったことがあれば、コネリーを頼たよれ。あれはよくしてくれているか？　コネリーはかつてわしの右みぎ腕うでだった男―――」（一同大爆笑）……ってなんで笑う!?


アル：いやっ、いやっ！　なんかいきなり物語が膨ふくらんだ感じがして！（笑）

ピアニィ：え、ええと……コネリーはとても良くしてくれます、と応こたえましょう。

ＧＭ：「そうか―――」　そこで父王はおもむろに上体を起こし……「これを、お前に渡わたしておこうと思ってな……」　差し出した王の手からちゃらっとぶら下げられたのは、ルビーかなにか……真っ赤な宝ほう石せきがはめ込こまれたペンダントだ。

ピアニィ：これは……？

ＧＭ：「これは、かつてお前の母親に贈おくったものでな……お前に持っていてほしい。いずれお前を守り、導みちびいてくれよう。肌はだ身み離はなさず持っておくのだ」

ピアニィ：はい、大事にいたします……あ、ちょっとそのペンダント、首にかけてみます。

ＧＭ：では、王は再ふたたびベッドに横たわり、嬉うれしそうにペンダントを首にかけるピアニィを見て……満足そうに微笑ほほえむ。「……ああ、そうしているとお前の母が帰ってきたようだ―――」

ナヴァール：お、王様……なんか死にそう（笑）。あ、ここであれですよ。「（王様になって）……ピアニィ、またあの歌を……聞かせてはくれないか？」（一同爆笑）

ピアニィ：じ、じゃあ、歌います。お母様から教えてもらった子こ守もり歌うたを……。

ＧＭ：ＯＫ。天てん窓まどを通して淡あわい光の差し込む部屋の中に、キミのソプラノが響ひびき渡わたる。窓の外に集まる小鳥たちだけが、観客だ。オーギュスト王は、小鳥たちを見ながら、キミの歌を聞きながら―――つぶやく。「ああ、この平和が永えい遠えんに続かんことを……」

ベネット：死んじゃう!?（笑）

アル：し、死ぬっ、死ぬっ……（笑）。

ＧＭ：……娘むすめの優しき歌声に包まれて。王は微笑のままにすうっと目を閉とじ……「ピアニィ……なにか、今日はとても疲つかれたよ―――」（一同大爆笑）

アル：ヤバいヤバいヤバいヤバいっ!!（爆笑）

ナヴァール：お父さん、死ぬ―――っ！（笑）

ピアニィ：お父様っ、死なないで―――っ！（笑）

ＧＭ：……気がつけば。「すー……」　オーギュストは、寝ね息いきを立てて眠ねむりについていた。

ピアニィ：あー、びっくりした（笑）。

ＧＭ：と、こんなところでピアニィのシーンは一いつ旦たん、幕まくを閉じよう。

アル：（しみじみと）それにしても菊池さん。いろいろ台無しにするのうまいですねぇ……。

ＧＭ：どこが台無しだよっ!?　めちゃくちゃいいシーンじゃんっ!?

ナヴァール：おおむね、いいシーンだった（笑）。

ベネット：お、おかしい……やってることとセリフは感動的なのに、なんでこんなに爆笑するんだろう……（笑）。







◆Opening 03◆侵しん入にゆう




　夜の闇やみに紛まぎれ、足音ひとつ立てずに―――疾はしる。

　堀ほりを越こえ、城じよう壁へきをいともたやすく登り切り……その視し界かいに捉とらえるはレイウォール王城。

　かの巨きよ城じようを見み据すえ、アル・イーズデイルはほくそ笑えんだ。




ＧＭ：では、次はアルのシーンに入ります。時じ刻こくは、深夜―――キミのシーンは、レイウォールの城しろの中に忍しのび込こんでいるという状じよう況きようから始まる。

アル：いきなりか！（笑）　なんでこんなところに？

ＧＭ：ある情じよう報ほう屋やからのタレコミで、かつて剣聖テオドールがキミを追放することになった事件……それを仕組んだ人物がこの城にいると……そんな情報をつかんだからだ。

アル：レイウォールの城の誰かがからんでいるのか。しかし、大だい胆たんな（笑）。レイウォールの王城に忍び込むなんて……まあ、このあとに捕つかまることになるわけですが！（笑）

ＧＭ：監かん視し塔とうや堀、跳はね橋……キミが通ったあとには、見み張はりの兵士たちが倒たおれている。壁を越えて、庭内に侵入……壁に身を寄よせて周囲を警けい戒かいする。

アル：じゃあ右を見て左を見て……なんだ？　これがレイウォールの王城か？　意外に大したことねぇんじゃねぇか？　……とつぶやく。

ＧＭ：と、同時だった。「（超甲高い声で）……ほう！　そうか！　たーいしたことないかあ！」そんな声があがり……ゆらり、キミを取り囲むようにいくつもの松たい明まつの光が灯ともる！　その無数の兵士の人ひと影かげの中央、巨大なハンマーをどぉん、と構かまえたシルエットが立つ。

アル：なんだこのダメそうな声は!?（笑）

ＧＭ：「（嫌みったらしく）……アル・イーズデイルだな？　俺は王城警けい備び隊長キンバリー。

堂々とこの城に侵入するとは、中々の痴しれ者ものよ！　こちらの流した情報にまんまと乗ってくるとはなあ？」

アル：（死ぬほどわざとらしい声で）……罠わなか！（一同大爆笑）　ちぃ！　と、光に目を細めつつ、剣けんに手をかける。

ＧＭ：「ほう、抵てい抗こうするのか？　その剣を抜ぬいたら、貴き様さまはまごうことなき犯はん罪ざい者しやだぞ？」

アル：抜かなくたって犯罪者だろう？

ＧＭ：「…………。まあ、そうかな」（なぜか一同大爆笑）

アル：目を細めてキンバリーを見ると？　どんな奴やつ？

ＧＭ：巨大なハンマーを持つのは、さっきも言ったとおり。顔はその者の人にん間げん性せいを表わすと

申しますが……やせぎすの顔に薄うすい眉まゆ毛げ。ゆがんだ笑み……赤い鎧よろいからのぞく白いタイツ。だ

がなにより目につくのは、スパーンと切りそろえられた坊ぼつちゃんカットの髪かみ！（一同大爆笑）

アル：いかにもダメそうな奴だっ!?

ＧＭ：「それにしても世に名高い剣けん聖せいテオドールの弟で子し―――相手にとって不足はなあい。正々堂々勝負といこうではないか？」

アル：キンバリー―――聞いたことがあるぞ。レイウォールの騎き士しにしてしかし、奸かん計けいをもっとも得意とする最低の男だってな。正々堂々とは片かた腹はらいてえな。

ＧＭ：「……奸計？　ちがあう!!　すべては智ち略りやくよ！　この乱らん世せいの時代、知こそがあらゆる力を支し配はいするのだ！　いかに剣の力があろうと、それは知ち謀ぼうの前には意味はなあい……！」

ピアニィ：す、すごい小物くさいですよキンちゃん……うちの国の騎士なのに……（笑）。

ＧＭ：「アルよ。なにやらこそこそ嗅かぎ回ってるようだが、しょせん貴様もあの男の弟子よのう？　武ぶ力りよくがあっても、知ち恵えがない。しょせんは時代のコマにしかならぬ男よ」

アル：……あいつの弟子はもうやめたよ。

ＧＭ：「（死ぬほど嫌味ったらしく）クビか？　お？　お？　クビになったのだったか？」

アル：こ、こいつ……口調がむかつくなあ……（笑）。

ピアニィ：あ。今、お城は騒さわぎになってますよね？　あたし、この光景を自分の部屋の窓から見てちゃだめですか？

ＧＭ：ＯＫですよ。その方があとあと話をつなげやすい（笑）。部屋の外からコネリーが声をあがる。「……姫ひめ様さま、賊ぞくの侵入にございます。部屋を決してお出にならぬよう！」

ピアニィ：わかっていますと応こたえて、上から見てます（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。では視点は再ふたたびアルに戻もどって……。

アル：ではこっちは、キンバリーに挑ちよう発はつされたんで……するっと剣を抜ぬきます。

ＧＭ：「ほう、抜いた。抜いたな？　これでもはやいいわけは立たぬな」　そう嬉うれしそうに言って……部下に号令を出す。「あの男を、やれ！」

ベネット：はっ、了りよう解かいでやんす！（一同爆笑）

ＧＭ：って、なんでお前がキンバリーの部下になってんだよ!?


ベネット：あ、いや……っ、つい条じよう件けん反はん射しやで!?　た、たまたま「～やんす」言葉を使う男がキンバリーの部下にいたと思いましょう！

ＧＭ：ではそれで！　「あの男の首をとった者には、褒ほう美びを与あたえよう！　まずは行けぃ！」ベネット：「このキンバリー隊の〝一番槍やり〟っ、参……」

アル：こいつエキストラですよね？

ＧＭ：エキストラです。

アル：名乗りをあげる前に、斬きり伏ふせます。

ベネット：「あぺ」　どさ。（やり遂げた男の笑顔で）―――し、死んだ……（一同爆笑）。

ピアニィ：お、Ｏはたさん……っ、Ｏはたさん……っ（とおなかをかかえて笑っている）。

ＧＭ：「ほう、さすがの神速よ。しかし数で押おされてはどうかな？　……二番槍から十番槍までかかれいっ!!」

ベネット：「は！」「了解！」「賞金首はいただこう！」「いくでやんす！」「ふんがー！」

ＧＭ：ぜんぶお前かいっ!?（笑）

ピアニィ：（おなかを抱えて笑いながら）お、おそ松くんみたい（笑）。

ベネット：とにかく十人くらいでいっせいに突とつ撃げきして……「ふははっ、これだけの数ならばいかな貴様でもかなうまうぎゃあだめだあああああっ!?」

一同：はえーよっ!?（大爆笑）

アル：この程てい度どで俺おれを討うち取れると思ってるのか？　と、倒たおした兵士たちを乗り越えて、じりっとキンバリーに近づきます。

ＧＭ：「ほう、さすがは〝アルディオンの蒼あおき閃せん光こう〟と呼よばれるだけのことはある」

アル：いつ呼ばれたっ!?　勝手に恥はずかしいふたつ名をつけるなよっ!?（一同大爆笑）

ベネット：アル、キンバリーの挑発にめちゃめちゃ乗せられている（笑）。

ＧＭ：「（死ぬほど嫌味ったらしく）……ほおれ、どうした？　私はここにいるぞ？　この包囲を抜けてここまで来られるのかな？　あ？」

アル：む、むかつく……（笑）。

ピアニィ：キンちゃん……ばか……（笑）。

アル：じゃあ……言われるまでもねえよっ！　と、一気に距きよ離りを詰つめて斬りかか……っ。

ＧＭ：ずぼ。

アル：ずぼ？

ＧＭ：なんと、そこには深い穴が隠されていた。

アル：なんだその古典的なトラップは―――っ!?（一同大爆笑）　正々堂々はどうしたっ!?

ＧＭ：「クカカカカ！　言ったであろう、すべては智略であると！　例え一対一で戦ったとて負けるつもりもないが、よぶんな汗あせはかきたくないのでな？　我わが部下の十人は、はじめから斬きり伏ふせられるつもりで配置したのよ。落とし穴の前になあ？」

アル：さっきの部下たくさんは、超ちよう捨すて駒ごまじゃないですか！（笑）

ベネット：「馬ば鹿かな！　我われ々われはあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」（笑）

ＧＭ：「私のコマになれたのだ、安心して成じよう仏ぶつするがいい。おかげで汗をかかずにすんだぞ」

ベネット：げげぇ―――っ、たったそれだけのために―――っ！（笑）

アル：ひ、卑ひ怯きような……（笑）。というか、ほんとにムカつく……（笑）。

ＧＭ：そしてキミが歯ぎしりしていると―――穴の中に次々と網あみが放たれ……。




　こうして。

　名うての剣けん士し・アル・イーズデイルは卑ひ劣れつな罠わなにかかり……




　城しろの地ち下か牢ろうへと幽ゆう閉へいされたのであった。







◆Opening 04◆手紙




　それは、久ひさしぶりに届とどけられた手紙だった。

　そこに書かれた文字を目で追いながら、ナヴァールの口もとが優やさしげに笑えむ。

　ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール。

　それが、手紙の差出人の名前だった。




ＧＭ：では、オープニングのラストは……お待たせしました。ナヴァールのシーンです！　ええと、ナヴァールって今、どこに住んでいるんです？

ナヴァール：ああ、師し匠しように師事しながら、とある霊れい山ざん……そうだな。霊峰ネビスってとこの頂上に住んでる。山の上の方に雲とか霞かすみでかすんでいるような山のイメージ。粗そ末まつな山小屋を建てて師匠と一いつ緒しよに暮くらし、修しゆ行ぎようする日々に明け暮くれています。

ＧＭ：では、そんな修行に明け暮れる日々の中……ナヴァールの元に一通の手紙が届けられるところからシーンは始まる。手紙の差し出し人は―――ステラだ。蠟ろうで封ふうはしてあるものの、それに公的な印は押されていない。ただ単に、ステラ、とだけサインされているね。

ナヴァール：おお、それは燃もえる。つまりそれは王女としての彼女でなく、あくまで妹いもうと弟で子しとしての立場で……私し的てきに手紙を出してきたってことだな。

ＧＭ：そうそう。キミは、ステラにとって本音を話せる数少ない友人なのだ。王家の姫ひめ君ぎみからの私的な手紙―――それがふたりをただならぬ関係であることを証しよう明めい……。

一同：ただならぬっ!?（笑）

ナヴァール：ただならぬ関係ですよ。本音を語れる兄きよう妹だい弟子だし。で？　手紙の内ない容ようは？

ＧＭ：基き本ほん的には、日にち常じようのたわいものない話なんだけど……その父王の容よう態だいが最近よくないとか、最近の内ない政せいには問題が多々あるとか……相談ごとも書かれている。

ナヴァール：そんなことを書いて送っていいのか？　まあ、相手が俺だからいいとしよう（笑）。……相変わらず隙すきだらけだな、ステラは―――と言いながら優しく微ほほ笑えむ。

ＧＭ：ふだん、ステラは自分の立場―――王家の者であること、一軍の指し揮き官かんであることなどから誰だれに対しても威い厳げんを崩くずさないが……ナヴァールの前でだけはちがうんだろう。

ナヴァール：む、イメージが沸わいてきた！　ここでおもむろに回想シーンに入ります。

一同：回想シーンっ!?（大爆笑）

ＧＭ：勝手なことを!?　ぜひやろうっ!?（笑）

ナヴァール：今から数年前―――まだ、ステラが二は十た歳ちになる前のことだ。サザーランド師匠の修行はきびしいもので……。

ＧＭ：うん。剣けんの訓練から魔ま法ほう、精せい神しん論ろん、歴史や政治、戦せん術じゆつ論ろん……とにかくありとあらゆるものをたたき込こまれていた。

ナヴァール：弟子は、我々ふたりだけ。俺は竜りゆう人じんなので今とあまり印象は変わらないが、ステラはまだ幼おさなさが残っている。修行では、老師からよく問答をさせられたんだ。

ピアニィ：……問答？

ナヴァール：そう、問答勝負。お互たがいに設せつ題だいを出し合って、解かい答とうしていく。で、答えられないと負けという……。

ＧＭ：ああ、なるほど。では―――セピア色の風景の中、キミとステラが小屋で面と向かい合っている。今の彼女からは想そう像ぞうしにくいが、どこか相手をやりこめようと必死な表ひよう情じようを見せており―――。

ピアニィ：ステラ姉様がかわいい……（笑）。

ＧＭ：「ではナヴァール……次の設せつ問もんだ。今年初めの〝アヴェルシアの服属〟における戦いにおいて、グラスウェルズの武ぶ将しようがとった戦術とはどのようなものであったか」

ナヴァール：その答えはあまりに簡かん単たんだよ。これこれこういう戦術さ、とあっさり答える。

ピアニィ：答えてな―――い（笑）。

ナヴァール：いや、それに関しては、秋発売の久く保ぼ田たのリプレイ「アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス」で描えがかれる予定なのでここでは言えんな（一同爆笑）。

ＧＭ：実は俺もくわしい解答は知らない（笑）。

ナヴァール：では、ステラ。次は私からの設問だ。

ＧＭ：「こ、こい。ナヴァールっ」　ナヴァールをまっすぐ見入り、その表情には彼の言うことをなにひとつ聞き落とすものかという彼女の負けん気が見てとれる。

アル：なんでステラの描びよう写しやがいちいち……。

ピアニィ：かわいい……（笑）。

ナヴァール：ここに険けわしいふたつの山がある。その間にある深き谷は、生ある者を寄せつけぬ死の谷だ。谷底にあるのは岩と砂すなと、無数の骨ほね。さて、その谷の砂さじ上ように卵たまごがひとつ落ちていた。その卵は……野の兎うさぎの卵か？　海うみ亀がめの卵か？　と、こんな絵を描きながら。
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ＧＭ：「………………は？」とステラは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔を見せ、すぐに眉まゆをよせて怒おこり出す。「ふざけているのか、ナヴァールっ」

ナヴァール：ふざけてはいない。キミの洞どう察さつ力りよくを試ためす設問さ。

ＧＭ：「……っ」　からかわれた気分になったのか、眉をつり上げ……彼女は考え込む。そして、ややあって―――おずおずと答えた。「……う、兎？」

ナヴァール：兎はいつから卵を産む生物になったんだい、ステラ？

ＧＭ：二秒の沈ちん黙もく。そして、おのれの過あやまちに気づいたステラは顔を真っ赤にして怒ど声せいをあげた。「き、汚きたないぞナヴァールっ！　だれがそんな水もない場所に海亀がいると思うものか!?」

ナヴァール：これは、目の前の事象に惑まどわされるな、真実はその視し界かいの外にあるものだという訓辞だよ、ステラ。

ＧＭ：「……っ!!」

ナヴァール：……と、ここで回想は終わる。そんな過か去こを思い出し、くすくすと笑って……彼女からの手紙を読んでいる（笑）。

ＧＭ：ああ、そうだ。彼女からの手紙には、ピアニィのこともいろいろ書かれているね。その文面から、ステラがどれだけ彼女を可愛かわいがっているかがわかる。

ピアニィ：おぉ～（笑）。

ＧＭ：『ピィももう十七歳さいだ。だというのに、子こ供どもっぽくていけない』とかなんとか。

ピアニィ：こ、子供扱あつかいされてる……（笑）。

ナヴァール：相変わらずの妹萌もえか、と苦く笑しようしよう。

ＧＭ：『いや、別に萌えってわけじゃない』

ナヴァール：手紙が返事すんなよっ!?（一同大爆笑）

アル：定番のギャグだなあ……（笑）。

ナヴァール：ちなみにこの手紙は、ステラの部下かなにかが持ってきたのか？

ＧＭ：そうそう。使いの者は、ナヴァールがステラの手紙を見ながらくすくす笑っているのを見て、怪訝な顔をしている。「して、お返事はどのように……？」

ナヴァール：ああ。これはたいへん嬉うれしい手紙だ。今、返書をしたためる―――と、さらさらさら。こちらの近きん況きようと、あと各国の動きに関していろいろ示し唆さする内ない容ようもいれよう。どこどこの国の、だれだれという食客を迎むかえ入れよとか、あの男の言葉はレイウォールの民たみに多くの幸をもたらすはずだ―――とか。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ナヴァール：あとね、ステラからの手紙には、『ナヴァール、私はあなたを我わが城しろの迎え入れたい』とか書かれていたんですよ。でも……『―――すまない、その申し出は嬉しく思うが、私はここを出ることはできない。その理由は、お前も知っているはずだ』




　知らんがな。




ナヴァール：いや、私はこのアルディオンという世界の……その裏うら側がわにある真実の断だん片ぺんを知ってしまったのだよ。なので、それを見み据すえるために一国に肩かた入いれするわけにはいかない。

ＧＭ：世界の真実ってなに。

ナヴァール：知りません。

一同：知らないのかっ!?（笑）

ＧＭ：知らないってなにっ!?


ナヴァール：私は、自分が仕えるべき運命の人と巡めぐり会うまで山を降おりることはないと決めてるので、『……ステラ、キミは残念ながら私が仕える主ではないのだ。だが、また会える日を、楽しみにしている』と締しめよう。そして最後に「ステラ―――」とつぶやき、私の微び笑しようのアップになってシーンは閉とじられる。

ＧＭ：なんでプレイヤーが勝手にシーンを閉じますか？（一同大爆笑）

ピアニィ：ＧＭがふたりいる……（笑）。

ＧＭ：では、あらためて……ここでシーンを閉じる―――のだが。ミドルシーンに突とつ入にゆうする前に、ひとつだけマスターシーンをはさもう。二十秒で終わる。

一同：マスターシーン？

ＧＭ：ええ。それにつきまして、ナヴァールに頼たのみがある。ステラにあてた手紙に、もう一枚まい、追加してほしい。『P.S.』と。なんか設せつ問もんを書いてください。

ナヴァール：ああ（笑）。じゃあ……そうだなあ……―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ナヴァールの元へ送った使いの者が、彼の手紙を携たずさえて戻もどってきたのは夜も遅おそくなってからのことだった。

　ステラははやる心を落ち着かせ、その封ふう書しよを受け取ると―――おのれの部屋へと急いだ。

　ピッ、ペーパーナイフで封を解とき、取り出した手紙の文字を目で追っていく。

　そして、微笑のままに小さなため息をひとつ。

「……やはり、我が城に来てはもらえんか」

　その答えは、ステラにとっても予想されたものだった。

　文面をもう一度読み返し―――やがて気づく。

　手紙には、続きがあった。




『P.S.……そうだ、久しぶりに設問をひとつお前に贈おくろう。

　ここに蛙かえるが五匹ひきいる。

　一番右と、三番目の蛙はオス、左から二番目の蛙はメスだ。

　では―――右から二番目の蛙は、大人か、子供か？』




　ステラは、眉み間けんにしわを寄よせ―――

　ひとり薄うす暗ぐらい部屋の中で自信なさげにつぶやいた。

「…………こ、子供？」

　数秒の沈ちん黙もくののち、彼女は自らの解かい答とうの過あやまちに気づいた。




　ステラは壁かべに手をつき、うなだれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：か、かわいいなあもう……っ！（笑）

ＧＭ：ちなみに大竹さん、この設問の答え……わかる？

ピアニィ：え、えー……えっと!?

ナヴァール：『……右から二番目の蛙は、大人か、子供か？』

ピアニィ：メ、メスです。




　設問の斜ななめ上をいく画期的な答えである。




ナヴァール：（大爆笑しながら）……では、クイズの答えは本書のあとがきで！（笑）

ピアニィ：えぇ――――――っ!?











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆始まりの日




　赤せき竜りゆう王国レイウォールを統すべる王・オーギュストは、おのれの死期を悟さとっていた。

　だが、のちの世界に憂うれいはなかった。

　なぜならば、王にはその遺い志しを継つぐだろう四人の子がいたからだ。

　少なくとも、王はそう思っていた。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう！　ここからは物語が展てん開かいするミドルシーンになるんだが、その最初はマスターシーンになります！　ＰＣは登場不ふ可かだ。

一同：はーい。

ＧＭ：シーンの舞ぶ台たいはレイウォール王国王おう城じよう、オーギュスト王の寝しん室しつだ。王が横たわるベッドの傍かたわら、側近らしき男が片かた膝ひざをついて王の口元に耳を寄よせている。

ピアニィ：うん？

ＧＭ：側近は王の言葉を聞き取り、メモに取っているね。部屋の入り口―――扉とびらの前には、ヒューバード第一王子が立ち、沈ちん黙もくを守っている。ややあって、側近はすっと立ち上がってヒューバードの元に歩み寄り、取り終わったメモを手て渡わたした。

アル：遺ゆい言ごん……？

ＧＭ：ヒューバードは手渡されたメモの文字をすばやく目で追い、うなずく。そして声をあげた。「―――おまかせくだい、父上。すべては偉い大だいなる赤竜王の名と意い志しの元に……！」

ベネット：なにを言われたのかわからんでやんすよ！（笑）

ＧＭ：そこはすぐわかる……というか想そう像ぞうはできるよ。王は、息むす子この言葉に、寝ねたまま笑え顔がおで頷うなずくと、瞳ひとみを閉とじて安心したように眠ねむりについた。ヒューバードはそれを見み届とどけると、マントを翻ひるがえして部屋を出ていく。そして自分の執しつ務む室しつへと戻もどり―――。

一同：……？

ＧＭ：「キンバリー！　キンバリーはおらぬか!!」

ベネット：「ははっ、ヒューバード様……っ」とやってくる（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。でっかいハンマーを持ったままね。ヒューバードは、おのれに傅かしずくキンバリーに告げる。「……ただちにピアニィを拘こう束そくせよ。謀む反ほんの疑うたがいがある……っ！　抵てい抗こうするようであれば最悪、殺してもかまわん」

ピアニィ：えぇ―――――っ、なぜ―――ぇっ!?

一同：なんだそれは―――っ!?

ベネット：「あの、それはどういうことで……？　貴方あなた様さまもピアニィ姫ひめを愛しておられたはず……っ！」（笑）

ＧＭ：「もちろん愛しているとも。とても、ね？　愛しき花ゆえ、この手で摘つみ取るのだよ」

アル：そ、その鼻から抜ぬけるみたいなしゃべりが死ぬほどうさんくさいんですが（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ピアニィを愛しているのは本音のようだ。「だが、民たみを統べる者として過あやまちは正さねばならぬ。父上は、王国の継けい承しよう者しやを見み誤あやまった―――そういうことだ」

アル：そういうことか！（笑）

ＧＭ：その言葉にキンバリーはすべてを理り解かいし、ほくそ笑む。「このキンバリー、ヒューバード新国王の元……覇は道どう踏とう破はのために粉ふん骨こつ砕さい身しん働きましょう」

ピアニィ：お兄さ―――んっ!?　キンちゃ―――んっ!!

ＧＭ：長い髪かみのひと房ふさを指でくるくる弄もてあそびつつ。「そうそう。父上には悟さとられぬように、な」

ベネット：「はは……っ」　いかん、キンちゃん楽しい（笑）。

ＧＭ：キンバリーを見送ると……ヒューバードは手にしたメモをくしゃりと握にぎりつぶし―――フ、と笑む。そして、部屋の窓まどから空を見上げながらつぶやいた。




「―――……老いたな、父上」







◆Middle 02◆謀反と逃とう亡ぼう




　いつもと同じ、王宮での一日。

　歌を奏かなで、動物たちと語らい、笑顔にあふれる日々。

　勉強のことでタスラムにお説教されて。

　それを見た、優やさしい兄と姉がからかうように笑っていて。




　それはいつまでも変わらないものだと―――ピアニィは、そう思っていた。




ＧＭ：では、ここでおもむろにピアニィのシーンに入ろう！　そんなわけでピアニィ！

ピアニィ：は、はいっ。

ＧＭ：キミは今、王都ノルドグラムの王城、その自室で今日もお勉強です。教きよう師しはコネリー。

ピアニィ：あ、学校とかに行っているわけではないんですね。

ＧＭ：です。彼かれは座すわっているピアニィの背はい後ご、教科書をもってコツコツと歩きまわり―――「えー……いいですかな、姫様。スキルの取得はまさに人生設せつ計けい。この後、何レベルになるかを見み据すえ、スキルは計画して取得しませんと後こう悔かいすることになるのでございます」

一同：なんの授じゆ業ぎようだよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：……と、そんなためになる授じゆ業ぎようのさなか―――〝コンコン！〟　おもむろに、ノック音が鳴り響ひびいた。ドアの外からは衛えい兵へいの声が聞こえる。「……ピアニィ姫、お勉強中にもうしわけございません。扉をお開けください」

アル：さっきのシーンのあとで、コンコンと来て、ここを開けてください……（笑）。

ピアニィ：そ、そうですよね！　あ、開けにくい……（笑）。

ＧＭ：では、コネリーが気を利かせて怒ど声せいを発する。「……馬ば鹿かもの！　ピアニィ様は大事なお勉強の最中じゃ！　あとにされよ!!」

ピアニィ：おぉ～（笑）。

ナヴァール：コネリーがんばれ（笑）。

ＧＭ：「緊きん急きゆうの用よう件けんにございます！」「むう、仕方ないのう」

一同：はえーよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：テーブルの上で寝ねていたヤンヤンが、突とつ然ぜん起き上がって「うぅ～……」とうなり始めます……（笑）。

ＧＭ：「まったく、なんの用事じゃ……」　ブツブツ言いながら、コネリーがガチャッと扉を開けると―――がちゃがちゃがちゃ……っ！　武ぶ装そうした兵士が二十人ほど部屋になだれこんでくる！　「ほぐぅあっ!?」と、ふっとばされるコネリー！

ピアニィ：コ、コネリー！　……なんですか、あなたたち!?

ＧＭ：兵士たちは、いっせいに槍やりを突つきつけ……「ピアニィ・ルティナベール・レイウォール殿下！　貴女を拘こう束そくいたします！」

ピアニィ：ど、どういうことですかっ!?

ＧＭ：「ま、待てお前たち。説明をしてもらおう……っ」と、コネリーは痛いたみをこらえながら立ち上がり……。

ピアニィ：な、なにかのまちがいではありませんかっ！

ＧＭ：「罪ざい状じようは、反はん逆ぎやく罪ざいにございます。おとなしくついてきてくだされば、危き害がいは加えないとお約束しましょう。さあ、こちらに」と、兵士が数人近づいてくる。

ピアニィ：は、反逆罪っ。あたしがいったいなにを……っ、コネリーぃ!!

ナヴァール：（コネリーになって）「こ、これはなにかの間ま違ちがいじゃ！　で、殿でん下かを連れて行ってはならん！」と、食い下がるコネリー！

ＧＭ：「これは勅ちよく命めいである」　あ、勅命ってのは、王様の命令ってことね。「抵てい抗こうするなら、生死を問わずと仰おおせつかっている！」

ナヴァール：建前上はオーギュスト王の命令なのか。

ピアニィ：お父様の命令とあらば、行くしかないのかしら……と迷まよって、首をうなだれ……。

ＧＭ：では、そこで兵士が……。

ピアニィ：……で、連れて行かれそうになった時、ヤンヤンが兵士にブレスを吐はきますっ。……あ、ヤンヤンっ、だめえっ!?（一同大爆笑）

一同：おいっ!?（大爆笑）

ピアニィ：だって……！　世間知らずのお姫ひめ様さまがここで魔ま法ほうは撃うたないでしょ!?（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、たしかにこの兵士はエキストラなのでプレイヤーの宣せん言げんでどうとでもなるんですがっ！（笑）　えー……ヤンヤンの吐いた光のブレスが兵士をなぎはらい、吹ふき飛ばす。「……て、抵抗するか!?」　ざわり、室内が一気に殺気立った。

アル：な、なんか状じよう況きよう悪くなってないか？（笑）

ピアニィ：な、なってるよ―――っ!!　ヤ、ヤンヤンっ、だめでしょ！




　あんたがやったんだ。




ピアニィ：え、えっと、《アニマルエンパシー》持ってるのでヤンヤンと意い志しの疎そ通つうはできますよね！　逆さか毛げだってるヤンヤンを鎮しずめます。お、落ち着いてヤンヤン！

ＧＭ：『（ニヒルに死ぬほど渋い声で）……だがここは危き険けんだ。今は退ひくのだ、ピアニィ』

ピアニィ：ヤンヤン渋いよっ!?


一同：渋すぎだろっ!?（大爆笑）

ＧＭ：ＮＰＣが多いから声のバリエーションがもうそれしか残ってないんだよっ!!（笑）　ともかく、そんなやりとりをしていると兵士たちの背はい後ごで、こんな声があがる！「（甲高い声で）……ち、小こ娘むすめひとりになにを手間取っておるかあ！」

アル：この声はキンちゃん！（笑）

ＧＭ：上がった声に、兵士たちが左右に分かれて道を作る。そこに現あらわれたのは巨きよ大だいなハンマーを携たずさえたキンバリーだ……!!

ピアニィ：キンバリー！　これはどういうことですか!!

ＧＭ：彼は不ふ敵てきに口元にゆがんだ笑えみを浮うかべ―――「姫様、謀む反ほんを起こした貴女あなたがいけないのですよ。貴女はこのキン……」

アル：そこでヤンヤンが再ふたたびブレスを吐はきます。

ベネット：じゅっ。

ピアニィ：光が髪かみの毛をかすめて頭の真ん中一列くらいが焼け焦こげます（一同爆笑）。

ＧＭ：ぐわっ!?　坊ぼつちゃんカットが逆ぎやくモヒカンにっ!?（一同爆笑）

ベネット：「この私の美しい髪……っ、髪があ!?」と叫さけぶキンバリー（笑）。

ＧＭ：彼がたじろいだその時、コネリーが叫ぶ！「……今じゃ！　わしの《ファイアボール》を受けてみよっ!?」　声と共に放たれた炎ほのおの玉が兵士のいるエンゲージを直ちよく撃げき、爆はぜる！　室内で巻まき起こった炎が兵士をなぎ払はらい、煙けむりが一気にキミらの視し界かいを隠かくし去り……っ。

ピアニィ：コネリー強いっ!?


アル：ていうか《ファイアボール》ってなに!?　そんなスキルはな―――いっ！（笑）

ＧＭ：「ええいっ、剣けん士し隊はさがれ！　魔法隊前へ!!」　……そんな兵士たちの怒ど号ごうに、コネリーも叫ぶ！　「いかんっ、状況がどんどん悪化してゆくっ!?」（一同大爆笑）

一同：コネリー―――っ!?（笑）

ＧＭ：「やむをえん……姫っ！　ここはこのコネリーにまかせてお逃にげなさ―――」

ピアニィ：わかりましたっ!!

ＧＭ：「…………い、今、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもしませんでしたな……姫？」（一同大爆笑）

ピアニィ：え（笑）。

ＧＭ：「い、いや、それでよいのです!!　それでこそ王族の血であり務つとめ！　王たる者、生きねばならぬ時は、なにを犠ぎ牲せいにしてでも生きのびねばなりませぬ！　それでこそわしもこれまで教育してきた甲か斐いがあったというもの……！」

アル：うわ、強ごう引いんにいい話にまとめやがった（笑）。

ピアニィ：じ、じゃあ……やっぱりあたしもここに残って戦いますっ。

ＧＭ：「姫、いけませぬ！　貴女は、部下を手にかけなさるおつもりか!!　貴女のその手は、民たみの哀かなしき心をすくうためのもの！　決して血で汚よごしてはならんのです！」

ピアニィ：ああ、どうしよう!?　コネリーさん、いい人っ！

ＧＭ：「早く！　おそらくこれは我わが王の命令ではありますまい……っ、一時、アヴェルシアに身を隠かくされよ！　バーランドという街に行きナイジェルという人を頼たよるのです！」

ピアニィ：アヴェルシア？　ああ、お母さんの国？

ナヴァール：現げん状じようでレイウォールの属領になってるけど、ここよりははるかにいいかな。

ピアニィ：わ、わかりました！　コネリーもあとから……必ずっ！　主として命じますっ！……ここで死ぬことは許ゆるしませんっ。

ＧＭ：するとコネリーは振ふり返かえったままにやり。「……殿でん下かのご命令、しかと承うけたまわりました。……行きなされい！」　彼はそう叫さけび、ピアニィに《フライト》の魔法をかける。キミの身体からだがふわり、羽根のように軽くなった。

ピアニィ：じ、じゃあテラスからふわっと飛び降おりますっ。

ＧＭ：ではピアニィがテラスから飛び出し、地面に着地したところで―――ゴ……ゥッ!!　キミの部屋で爆ばく発はつ音おんが鳴り、窓が瞬しゆん時じに消し飛び爆炎が噴ふき出した。

ピアニィ：あああ、コネリー―――っ!?

ＧＭ：と、そんなところで一いつ旦たんシーンを切ろう。そして、最後にこのセリフを。

ピアニィ：……セリフ？

ＧＭ：そう、燃もえさかる炎の中の人ひと影かげが、こうつぶやく―――。




「……行きなされ、姫。貴女はここで死んではならないお方だ」
















◆Middle 03◆ステラとピアニィ




　見み慣なれたはずの、城しろの広い中庭。

　それは幼おさないころからピアニィの遊び場だった。

　風の声を聞き、木々と語らい、動物たちと戯たわむれる。

　ここと城の中だけが、少女の幼きころからの世界のすべてだった。




　そのはずだった。




ＧＭ：さて、ちょっと特とく殊しゆだけど続けてピアニィのシーンになる。タスラムは消息不明だ。

ピアニィ：が―――ん！

ＧＭ：だが正直、今はそこを気にしている余よ裕ゆうはない。キミは見慣れた城の中には……その片かた隅すみで息を潜ひそめているところからシーンは始まる。「……ええい、ピアニィ姫ひめはまだみつからんのか!?」「城を抜ぬけ出してはいない。絶ぜつ対たいにどこかに潜んでいるはずだ、探さがせ！」

ナヴァール：「殺してもかまわんそうだ！」

ベネット：「オーギュスト王を毒殺しようとした疑うたがいがある！」

ピアニィ：な、なんで……っ、なんでこんなことに……っ。

ＧＭ：そこは……そうだな。いつも動物たちと語らう林の近くの休きゆう憩けい所じよ、とかにするか。

ピアニィ：まわりの様子はどんな感じですか……？

ＧＭ：城から兵士がわさわさ出てきて、キミを捜そう索さく中だ。見れば、兵士の大半はヒューバード王子直下の者たちだね。

ピアニィ：に、兄様が……？

ＧＭ：「……ん？」　なにかに気づき、近づく足音。木々に身を寄よせるキミに向かって兵士のひとりが近づいてくる。

ピアニィ：ど、動物たちが守ってくれます。

アル：きっと、茂しげみからクマが出てきて……。

ＧＭ：「（くぐもった声で）……ここにはいないよぅ？」

ベネット：「そうか」

一同：「そうか」じゃねえよっ!!（大爆笑）

ピアニィ：く、くまかわいい……っ。

アル：って、クマのキャラを立ててどーすんですかっ!?（笑）

ＧＭ：まあ、笑ってる場合じゃない。ここで、ピアニィ……判はん定ていをしてもらおう。

ピアニィ：判定っ!?

ＧＭ：そう、ここで【幸運】の判定に成功すると、助け船が出る―――というか、このあとの展てん開かいが大きく変わります。難なん易い度どは10だ。

ピアニィ：じ、10……っ。【幸運】は４だから……６以上っ。あの、失敗すると……？

ＧＭ：少なくとも拘こう束そくされて武ぶ装そう解かい除じよ……アイテムはすべて没ぼつ収しゆうされますな。

ピアニィ：それはいやっ!?

アル：ああ、そして牢ろう獄ごくにぶち込こまれて俺おれと合流（笑）（←捕まっている）。

ピアニィ：じゃ、じゃあいきます……っ！（ダイスを振る）……６！　成功……っ！

ＧＭ：ち（笑）。すると―――ぽん、おもむろにキミは背はい後ごから肩かたを叩たたかれる。

ピアニィ：だ、誰だれ……っ。

ＧＭ：そこにいたのは息を潜め、腰こしをかがめた……ステラだ。「やはりここにいたな、ピィ」

ピアニィ：お姉様っ!!

ＧＭ：「ピィ、これはいったいどういうことだ。騎き士し団だんの演えん習しゆうを早めに切り上げ、戻もどってきたらこの騒さわぎだ。なにがあった」

ピアニィ：あたしにも、わかりません……。いちおう、今まであったことを説明して……。

ＧＭ：「……謀む反ほん？　お前が？　馬ば鹿かな―――誰がそんなことを」と、つぶやいて。「わかった。これはなにかのまちがいだ。私が父上と直に話し、誤ご解かいを解とこう」

ピアニィ：さすがお姉様！

ＧＭ：「だが、今はとにかく状じよう況きようが悪い。一いつ旦たん城じよう外がいへ脱だつ出しゆつし、身を潜めろ―――」と、言って直後、きょろきょろと周囲を見回し、尋たずねる。「……タスラムは、どうした？」

ピアニィ：コネリーは……あたしのために身を挺ていして……。

ＧＭ：「そうか……」と、ふっ、と目を閉とじてすぐに空を見上げ―――「あいつは、おのれの使命を全まつとうしたのだな―――」（と、なぜか一同大爆笑）

ピアニィ：死んでないから!!（笑）　殺さないで～っ！（笑）

ＧＭ：「タスラムの行こう為いを無にしないためにも―――お前は逃にげ延のびるんだ。いいな」

ピアニィ：は、はい。で、でもどうやってこの状況を突とつ破ぱするの……。

ＧＭ：「……ここは私がなんとかする。お前はこの林のはずれにある祠ほこらまで走れ」

ピアニィ：祠？

ＧＭ：「そうだ。そこに城の外に出る隠かくし通路がある。城にはたいていそういうものが用意されていてな……まあ、有事のさいの脱出路だ。そこから地下牢獄を通って城外へ出られる」

ピアニィ：な、なるほどっ。

アル：そうか、そこで俺と合流するんだな（笑）。

ＧＭ：「城を出たら信用できる協力者を探さがすのだ。数は多い方がいい。それとネビス霊れい峰ほうに住むサザーランド老ろう師しと、ナヴァールという男を尋たずねろ。きっとお前の力になってくれる」

ピアニィ：は、はい。

ＧＭ：「―――そして、私に居い場ば所しよを知らせるように手配するんだ。それまでに、この状況をできる限かぎりなんとかしておく」

ピアニィ：は、はいっ…………って、あたしひとりで出るんですか、お城しろをっ!?

ＧＭ：「そうだ。できるならこの手でとも思うが、そうも言っていられない」

ピアニィ：お城の外なんてほとんどわからない……。

ＧＭ：するとステラは、フ、と微笑ほほえんでキミの頭をなで―――「大だい丈じよう夫ぶ。お前ならできるはずだ。我わが妹、ピアニィ……ピアニィ・ルティナベール・レイウォール」

ピアニィ：……あ。ちゃんと名前を（笑）。なんでもないことなのに、なんか感動が（笑）。わかりました、お姉様！　と笑顔で返事します。

ＧＭ：「―――いい子だ」　それだけ返事をすると、ステラはおもむろに立ち上がって城じよう門もんの方へと駆かけていく。で、そこを警けい備びしてる兵士に……「どうした、まだピアニィは見つからないのか！　この周辺にはいない……っ、城じよう内ないを探せ！」

アル：かっこいい姉だ！

ピアニィ：じゃあ、兵士たちがいなくなるのを待って、林を抜ぬけて祠に走ります！

ＧＭ：ＯＫ、ではそんなところで一回シーンを閉とじよう。最後に、駆かけ出すキミの気配を背せ中なかで感じながら……ステラが心の中で言う。




「―――行けっ、ピアニィ」







◆Middle 04◆邂かい逅こう




　そこは、レイウォール城の最さい下か層そう。

　薄うすい闇やみに満たされる牢ろう獄ごくの中、アルは息を潜ひそめて体力の回かい復ふくを待っていた。

　いや―――そのつもりではあったが、石いし畳だたみの冷たさは容よう赦しやなくその体温を奪うばっていく。

　身を起こすことすらできず……しかし、やがて気づいた。

　石の床ゆかを通してかすかに聞こえる、城の喧けん噪そうが。




ＧＭ：さて、場面は一転して牢ろう屋やの方にいこう。アルのシーンだ。そこは王城地下の牢獄―――ひんやりとした薄暗い闇の中で……。

アル：俺は鎖くさりで両手を縛しばられ、転がされています。

ＧＭ：縛られて転がされてるのか。

ナヴァール：で、身体からだじゅう、ムチで打たれてアザだらけに。

アル：てて……くそ、あの坊ぼつちゃんカット野や郎ろう……好き放題やりやがって……。

ＧＭ：では、そんな状況で（笑）。今、牢屋の中にはキミしかいない。ここに放り込こまれてどのくらいの時が過すぎただろうか。一日一回、差し入れられる薄いスープと、一いち枚まいのぼろい毛もう布ふだけが今のキミの生きる糧かてだ。

アル：武ぶ装そう…………は当然ないよなあ。さあて、どうやって脱出するか……。

ＧＭ：と、キミがそんなことをつぶやいたその時だ。ちょっと【感知】で振ふってくれ。難なん易い度どは10だ。

アル：お。（ダイスを振る）……10。ダイス目だけで成功してる（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、ならば気づく。この牢屋の石の床だか壁かべだかを通して聞こえてくるんだ。「ええい、まだみつからんのか！」「絶対に城のどこかにいるはずだ。探せ！」そんなセリフの数々と、無数の足音だ。

アル：おい、そこの看かん守しゆ。上でなにかあったのか？　ずいぶんと騒さわがしいじゃねえか。

ＧＭ：看守はびくりとして、うわずった声で答える。「な、なんだ」　アルが名うての剣士であることは看守も知っている。唐とう突とつに声をかけられてびくっと驚おどろいている。

アル：そんなに警けい戒かいしなくてもいいだろう？　俺はこのザマだぞ。

ＧＭ：「ん、まあ、そうだな……」

アル：で？　なにがあったんだ。

ＧＭ：「……お前、囚しゆう人じんのくせに俺にそんな口をきいていいと思ってるのか？」

アル：なにがあったのか、と聞いているんだが？

ＧＭ：「（妙にさわやかな声で）うん、実は王女がね……」（一同大爆笑）

一同：よわっ!?（笑）

アル：お前はノリがいいやつだと思ってたよ（笑）。

ＧＭ：「ま、教えてやる必要もないんだがここだけの話……我わが国くにの第二王女ピアニィ様が、謀む反ほんを企くわだてた。それが露ろ見けんし、姫ひめは逃とう亡ぼう中らしい」

アル：謀反？　この国の第二王女は……まだ十七歳さいだろう？　謀反なんてやれるクチか？

ＧＭ：「なにがあったところでお前には関係なかろう？　明日の朝日が昇のぼると同時に消えていく生命だ。残りの少ない生を楽しむといい」

アル：ああ、だったら飯はもう少しうまいものにしてもらえないかね？　きっちり火を通した肉くらいは―――。

ＧＭ：「わかったよ。そのくらいの希望は聞いてやろう」

ピアニィ：え、えっと。あたしはこれ、いつ登場すれば……？

アル：俺が看守と友ゆう情じようを育はぐくんでいるあいだに来てください（笑）。

ピアニィ：いいですか？（笑）　じゃあ、登場します。

ＧＭ：では、ピアニィは祠から伸のびる狭せまい通路を通って……壁に突つき当たる。そこをめいっぱい押おすと……ゴゴゴ―――床が抜ぬけた。

ピアニィ：床っ!?　きゃあ―――っ!?　……と落ちます……っ。

ＧＭ：〝どしゃ……っ〟　ホコリと共にキミが落ちた先は、どこか薄暗い回かい廊ろう―――牢獄エリアだ。通路はかなり幅はばが広く、その左右に鉄てつ格ごう子しで閉とざされた牢獄がずらーっと並ならぶ。

ピアニィ：いたた……とかおしりをさすりながら……看守と目が合います。

ＧＭ：合うのか。

ピアニィ：合いますっ。

ＧＭ：看守は目をこらして……「ん？　誰だれかいるのか？　誰がこんなとこに……あ？　え、あなた様はまさかっ!?」　声をあげて、腰こしの剣に手をかけ……っ。

ピアニィ：あ……っ、ヤンヤン、ブレスを吐はいちゃだめぇ!!

一同：こらっ!!（笑）

ＧＭ：闇の中に光ひかり一いつ閃せん―――ブレスが看守を吹ふき飛ばした。看守は気き絶ぜつした。

ピアニィ：だめっていったでしょ、ヤンヤン……っ！　か、看守さんごめんなさい、この子たまに言うこと聞かなくて……っ。

ＧＭ：いや、気絶してるから（笑）。

ベネット：な、なんという荒あら技わざ……（わなわな）。

ピアニィ：看守さんごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ。

ＧＭ：セリフだけ聞くといい人だが……。

ベネット：く、黒い……（笑）。

アル：おい、そこのあんた。

ピアニィ：わあ……っ、とびっくりしてそっちを見ます。

アル：これで火の通った肉が食えなくなったじゃねえか。どーしてくれんだ。

ピアニィ：な、なんか野や蛮ばんな人が……っ、あなたはあの夜の日の侵しん入にゆう者しやさん……ですよね？

アル：あ、そうか。俺のこと見てるんだった。

ナヴァール：うまい……。

アル：おい、質しつ問もんに答えてないぞ、あんた誰だよ？

ピアニィ：ピ、ピアニィです。

アル：ああ。騒そう動どうの渦か中ちゆうのお姫さんか。

ピアニィ：あたしは、無実ですっ。

アル：追われてる奴やつはみんなそう言うよな。

ピアニィ：いや、ほんとにそうですからっ。

アル：ま、おおかた誰かにハメられた口だろ？　そんくらい、あんたを見てればなんとなくわかるよ。

ＧＭ：いくつか言葉を交かわして、理り解かいする。この牢ろう屋やの男は物事の裏うら表おもてを見み抜ぬく目は持っているようだ。

ピアニィ：い、いい人？　いい人ですか!?

アル：ところでお嬢じようちゃんよ。あんたにとってちょっといい話があるんだが。

ピアニィ：い、いきなり胡う散さん臭くさく……。

アル：俺をここから出してくれないか？　そうしたら、あんたが安全になるまで護ご衛えいするぜ？

ピアニィ：な、悩なやみます。あなたは何者ですか？

アル：……俺は、この城しろにちょっと用があって入って、間ま抜ぬけにも捕つかまった剣けん士しだ。

ピアニィ：ああっ、見てましたわ！　たしかあっさり落とし穴あなにハマった……（一同爆笑）。

アル：そう、落とし穴あなに引っ掛かかって……あの坊ぼつちゃんカットの野や郎ろう!?　と、それはどうでもよく（笑）。で、どうだ？　出してくれるのか？　くれないのか？

ピアニィ：ヤ、ヤンヤンに相談します。

ＧＭ：「（妙に渋い声で）……うむ、現げん状じようでは悪くない取引というところか」

一同：だから渋しぶいって!!（笑）

ピアニィ：あはははは！（笑）　わかりました、ここからお出しします。

アル：よし、話は決まった。近くに看かん守しゆの控ひかえ室があるはずだ。おそらくカギもそこにある。あとそこに武ぶ装そうがあれば、それもだ。

ピアニィ：は、はいっ。ＧＭ、近くに控え室って見つかりますか？

ＧＭ：探さがすまでもなく、ある。壁かべには無む造ぞう作さにカギの束がかかり……。

アル：そ、装そう備び！　装備は！

ピアニィ：ありますか？

ＧＭ：うん、この部屋にあるのは確かく実じつだ。

ピアニィ：よかっ……。

ＧＭ：ただしそれがすぐに見つかるかどうかは別の話だ。難なん易い度ど10の【幸運】で判はん定ていをしてもらおう。失敗するとちょっと余よ分ぶんに時間がかかる。

ピアニィ：え、えぇ……っ。い、いきます～……（ダイスを振る）……３っ!?　合計７!!

ベネット：失敗。

ピアニィ：フェイトを使って振ふり直……っ。

アル：いや、そこまでしなくていい。見つかりさえすれば。

ピアニィ：そ、そうですか？　じゃあ、そのままで……。

ＧＭ：では、しばらくしてピアニィは、部屋の片かた隅すみにアルの装備を見つけた。うひひ。

ピアニィ：じゃあ、それを取って帰ってカギを開けます！

ＧＭ：うい（笑）。では、アルの装備を腕うでいっぱいに抱かかえたピアニィが、のたのたと戻もどってくる。もちろん、カギといっしょにね。

アル：よしっ、でかした。じゃあ牢を出て、武装を受け取ったらぱぱっと装備…………しようとしておもむろに固まります。

一同：固まる？

ＧＭ：ああ……（笑）。

ピアニィ：あの……？

アル：し、下……下……と、硬こう直ちよくしたまま指をさす。

ピアニィ：下……？

ＧＭ：すると「ふんふんふん……っ」と、ヤンヤンがアルの足あし下もとで鼻を鳴らしてぐるぐるまとまわりついている。

ピアニィ：ああ……（笑）（←理解した）。

アル：い、いいか、お姫ひめさん。さっきの条じよう件けんにひとつ、追加だ。

ピアニィ：は、はい。

アル：俺の足下にいるこの生物……なんとかしてくれ。すぐにだ。早く。

ＧＭ：見れば、目の前の男は視し線せんを中空に固定したまま、だらだら脂あぶら汗あせを流している。

ピアニィ：あの……ひょっとして……怖こわいんですか？

アル：怖いわけがないだろう。恐おそろしいだけだ。




　おんなじである。




ピアニィ：こんなにかわいいのに……と、引ひき離はなします（笑）。おいで～ヤンヤン。

アル：ふう……。
















ＧＭ：と、足下の恐きよう怖ふがなくなったその時―――「もう探さがしてないのはここだけだ！」「注意しろ……っ」

ピアニィ：き、来たっ。

ＧＭ：ズ、ン……っ。おもむろに、この地上から地下牢へと繫つながる扉とびらが蹴け破やぶられる。いっせいになだれ込こんでくる兵士たち！　「……あっ、いたぞ―――っ!!」

ピアニィ：な、何人くらいいますか？　五人くらい？

ＧＭ：五十人くらい。

ピアニィ：五十人っ!?

ＧＭ：ええ、モブが５グループと、指し揮き官かんらしいのが一体いるね。「ひっとらえろ！」

ピアニィ：この狭せまそうな場所に……ぎ、ぎゅうぎゅうですよね……っ。

ＧＭ：ぎゅうぎゅうです。通路は比ひ較かく的てき広いんだけどね。えっと、現状はこんな感じ……（と、紙の上に配置を描き始める）。

ピアニィ：……って、え!?　戦せん闘とうですかっ!?

ＧＭ：です。ここは戦闘で処しよ理りしまーす！

ピアニィ：こ、こっちふたりですよ!?

ＧＭ：ええ！　加えてアルは武装を装備している時間は、なかった。

ピアニィ：えぇええええ―――っ!?　さっきの判定失敗したから!?

ＧＭ：装備を見つけ出すのに手間取って、鎧を着込む時間はなかった、ということで（笑）。

ピアニィ：え、え……。

アル：それじゃ、剣けんだけ手にしてピアニィの前に出ます。

ピアニィ：え、ちょっとあの……？　ぼ、防ぼう具ぐ……っ。

アル：ん？　ああ、まああのくらいの数なら、なんとかなるだろ。と、ゆらり剣を引き抜ぬいて無む造ぞう作さに両手でかまえます。

ピアニィ：あのくらいの数って……（笑）。

アル：まあ、見てなって。

ピアニィ：自信満々だ……あ！　えっと、アルさん！　戦う前にひとつ条件けんがあります！

アル：条件？

ピアニィ：あの兵士たち、誰も殺してはだめです。

アル：……簡かん単たんに言ってくれるな。

ピアニィ：で、どうなんですか？　できますか？

アル：わかった。あんたは俺の雇やとい主みたいなもんだからな。その条件、飲んでやる。

ピアニィ：はいっ。絶ぜつ対たいですっ。

ＧＭ：……と言ったところで―――さあ、戦闘に入ろう！







◆Middle 05◆地ち下か牢ろうの戦い




　絶望的な状じよう況きよう……少なくとも、ピアニィにはそう思えた。

　敵てきは五十名からなる騎き士し。

　逃にげ場ばはなく、しかも相手を殺してもいけない。

　ちらり、牢ろう獄ごくの剣士の顔を見上げれば―――




　彼は眠ねむたげな顔で、笑みすら浮かべていた。
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ＧＭ：五十人ほどの騎士を前に、アルはだらっとした態たい度どで立ちふさがった、と。「なんだ？　抵てい抗こうする気か？」　騎士たちの先頭に立っていた指揮官らしき男が、不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

アル：ん？　ああ、そうだな。こちらのお姫さんと約束しちまったんでな。約束は、守る主しゆ義ぎなんだ。と、二刀をかまえて……。

ＧＭ：「余よ裕ゆうかましおって……！」　憤ふん慨がいするヒゲの指揮官。……あ、なお戦闘で相手を殺さない、というルールの処理は特に気にする必要はない。

ピアニィ：そうなんですか……？

ＧＭ：うん。通つう常じよう、戦闘は相手のＨＰを０にしたさい、自動的に［トドメをさす］という行動を省いてるだけなんですよ。この戦闘では、ＰＣが望むならば〝トドメをささない〟ことを選んでもいいって話だ。

ピアニィ：うに、なるほど～。
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ＧＭ：では戦闘に入る！　まずはセットアップ！　騎士たちの行動値ちは13、指揮官は22だ！

ピアニィ：早っ!!


アル：指揮官だけは、少しはできそうだな。

ＧＭ：こっちのセットアップはモブが行動値13で……。

ピアニィ：じゃあ、あたしの方が先です！　セットアップで《ウィークポイント》！　アルに対して使……。

アル：ああ、こっちはいい。自分にかけな。

ピアニィ：え、じゃあ自分に！　次の攻こう撃げきのダメージが＋12されます！

ＧＭ：ＯＫ、キミの感覚が研とぎ澄すまされ……敵の動きや弱点を感じとった。続いて、「レイウォールの騎士の誇ほこりを見せよ！」　その声に五グループのモブ……五十人の騎士がいっせいに剣をかかげ……《グランディア》！　その剣が白い光を放つ！　全員、攻こう撃げき力りよく＋６！

ピアニィ：本気だ！　こわいなぁ……。

ＧＭ：ではメインプロセスに入る！　まずは指揮官の行動！　彼は刀を構かまえ、アルのいるエンゲージに突とつ貫かんする！　命中は11＋６Ｄ……（ダイスを振る）……クリティカル!!

ピアニィ：ちょぉっと――――――っ!?　しかも６が３つ!!

アル：ん、じゃあそれはふつうに受けておこうか。（ダイスを振る）……回かい避ひ失敗。

ＧＭ：この指し揮き官かん、《マーダスキル》を持ってるのでダメージたっぷり入るぞ。25＋10Ｄ！

ピアニィ：えぅっ、そんなにい!?




《マーダースキル》

　攻撃がクリティカルしたさい、ダメージがそのスキルレベル分だけ上昇する。

　この指揮官はレベル５で取得しているため、＋５Ｄである。




ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは66！　疾しつ風ぷうのように通路を走りこんできた指揮官の剣がつるり、キミに刺さし込こまれた！

アル：じゃ、おっと！　とか言いながら……。ちなみに防ぼう御ぎよは０です。

ピアニィ：死んじゃう……っ。

ベネット：ははははは！　ようこそ！　防ぼう御ぎよ力りよく０の世界は計算が楽ですよ？（笑）

アル：たしかに楽だ。ダメージ66点！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》をアルに！　５Ｄに《エフィシエント》の＋10がのりますから……（ダイスを振る）……26！

ＧＭ：ＯＫ、蟲むしの王の紋もん章しようがアルの前面に浮うかび上がり……攻撃の威い力りよくを減げんじた！

アル：40点のダメージくらって残りＨＰ[image: 101]！

ＧＭ：まだそんな残ってるのか！　「ふふ、どうだあ？　降こう参さんするなら今のう……」

アル：（余裕綽々の声で）……うーん、牢屋暮ぐらしでなまってるなあ、身体からだ。こきこき。

ＧＭ：「き、効きいてねぇ……？」

アル：いや？　ちゃんと効いてるよ。大だい丈じよう夫ぶだ。

ＧＭ：むかつく……（笑）。

ピアニィ：ここであたしですね！　その指揮官に、マイナーで《デュアルエフェクト》、メジャーで《コキュートス》！　命中が３Ｄ＋12……（ダイスを振る）22ですね。で、《デュアルエフェクト》なので……。

ＧＭ：回避の判はん定ていを二回成功しないとよけられない、と……（ダイスを振る）……だめ、18！　二回もいらんわ！

ピアニィ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）―――68点！

ＧＭ：ぐ、ふいに地下の闇やみの中に、ちらちらと光る細氷ダイヤモンドダストが吹ふき荒あれ……！

ピアニィ：あ、粉雪っぽいのがいいです、粉雪！

ＧＭ：では、それで（笑）。雪は、みるみるうちに指揮官を凍いてつかせていく！　魔ま法ほう防御は７点だから、61ダメージ＋放心か！　「ぐぬおっ……お、お前たちなにをしておるか！　この者どもを斬きり伏ふせよ！」と指揮官が部下の騎き士したちに号令を発する！

ナヴァール：でもその前にアルの順番（笑）。

アル：じゃあ、俺は［待機］で。

ピアニィ：待機ですか……？　それじゃ騎士たちに先に攻撃されちゃうんじゃ……？

アル：身体なまってるし、肩かた慣ならしにちょうどいいってとこかな。

ＧＭ：「ど、どこまでもなめおって……っ」　では、５グループ……五十人の騎士たちが、隊列を組んだままいっせいに移い動どう！　次々と斬り込んでくる！　全員、《バッシュ》使用！（ダイスを振る）……19 !!

アル：こっちの回避は８＋２Ｄだから……普通に回避だときびしい、かな。




　騎士の攻撃力は決して低くはなく、命中すればそのダメージは一いち撃げきで40点は超こえる。

　アルの残りＨＰが[image: 100]あるとはいえ、現げん在ざいの防御は０だ。

　五グループからまともに喰くらえば―――……だが。




アル：―――《ディフェンスライン》。




《ディフェンスライン》……回避の判定を、回避値ちでなく自分の命中値で行うスキルだ。

　剣士として命中値を上げているアルにとって、騎士程てい度どの攻撃をいなすのはたやすかった。

　アルは、五十人から打ち込こまれる攻こう撃げきを、次々と剣けんで受け流していく。

　……結局、五グループの攻撃はクリティカルをした一発をのぞいてすべて、アルの握にぎる二本の剣にいなされていた。




アル：一発、かわしそこねたか。身体、なまってるなあ。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……馬鹿な！」と、あわてふためく指揮官。

アル：ここで俺の順番だな。おい、悪く思うなよ？　……と、《トルネードブラスト》。

ＧＭ：アルが剣を一いつ閃せんする―――と。彼を取り囲むように立っていた五十人の騎士は……いっせいにずずん……―――その場に倒たおれ伏ふした。

ピアニィ：おー、かっこいい。

アル：さて、残るは隊長さんだけだぞ。

ＧＭ：「……ええいっ、初めから部下どもに期待なぞしていなかったわ！」（一同爆笑）




　だが、指揮官の強がりもそこまでだった。

　その実力差は、誰の目にも明白である。

　繰くり出された指し揮き官かんの刀はいともたやすく受け流され―――アルの返す刃やいば、くわえてピアニィの魔法によって……。




　指揮官が、絶ぜつ叫きようをあげて倒れ―――地ち下か牢ろうでの戦いは、終わった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、キミたちふたりは地下牢の奥おくの通路から城じよう外がいへと脱だつ出しゆつに成功した。長い暗くら闇やみを歩き続けて数時間―――進むうちに、しだいに潮しおの香かおりが強まって―――。

ピアニィ：潮？　海が近い？

ＧＭ：そうみたいだ。一本道の終点にある重い岩を動かすと、ふいに視し界かいが開ける。目に飛とび込んできたのは、広大な青い海……そこは人気のない海岸だ。

ピアニィ：外に出た！　でもこのあと……アヴェルシアに行くには―――。

ＧＭ：まあ、この地図を見てくれい（と、アルディオンのマップを広げる）。……と、そんなところで次のシーンにいこう！







◆Middle 06◆あした死線をさまよえば




　ザザ…ア……ァ―――。

　どこか遠くから聞こえてくるのは潮しお騒さいの音。

　頰ほおを浸ひたす水の冷たさで、ベネットの意い識しきは覚かく醒せいへと向かいつつあ……。

「げぼらがぶぼられ……っ」

　もとい、ベネットの生命は天に召めされようとしていた。




ＧＭ：というわけで、ここで場面は一転してベネットのシーンだ。

ベネット：浜はま辺べに打ち上げられてるでやんす。

ピアニィ：え、ぇ……？

ＧＭ：そう（笑）。今、キミは絶ぜつ賛さん気き絶ぜつ中だ。ちゃぷん…ちゃぷん……という水の音、そして潮騒の音が暗い意識のどこかで響ひびいている。

ベネット：がぼらごあげぼっ。

ＧＭ：うつぶせに倒れてなくてもいいからっ！（笑）

ピアニィ：ふ、船はっ!?

ベネット：（シリアスな声で）激はげしい、嵐あらしであった―――（一同大爆笑）。

ピアニィ：え、えぇ―――っ!?（笑）

ＧＭ：今、キミは流木につかまったまま、浜辺に打ち上げられている。そこはレイウォール東部の海岸沿ぞい……天上からは、カッ、と強い日差しが照りつけており―――。

ベネット：あっしはそこでふと目を覚まして―――涙なみだをぽろりと流してつぶやきます。

ＧＭ：うん？

ベネット：エ、エリンディルに帰りたい……。

一同：早いからっ!?（大爆笑）

ベネット：かつてジェネラルと言われたこのあっしももはや船を失い、部下を失い……。

ピアニィ：失ったんですかっ!?　……ぶ、部下はどうしたのっ!?

ベネット：そう、あれは嵐に遭そう遇ぐうした日のことでやんした―――「ひぃっ、このままじゃ沈ちん没ぼつでやんすっ!?　ど、どけぃ、お前たち!!」（一同爆笑）

ＧＭ：「ジェネラルっ!?　い、いったいどちらへ!?」

ベネット：ええぃ、どけといってるっ、あっしには重要な任にん務むがあるのでやん―――すっ!!　こらっ、その手を離はなせ、ボートを海に降おろせないだろ―――っ!?　……あ、ちなみにこのボートの定員は一名でやんすよ？　あっしの装そう備びと荷物が積まれているでやんすからな？　ざぶーん、ギーコギーコ……（←小舟で逃げ出したらしい）（一同大爆笑）。

ピアニィ：逃にげたよっ!?

ＧＭ：「ジェネラル―――っ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですっ、このくらいの嵐で船は沈しずんだりしませんから―――っ!?」

ベネット：な、なんだって―――っ!?　船に戻もどろうと必死にオールを漕こぐでやん……っ！

ＧＭ：あ。超ちよう巨きよ大だいな高波が。

ベネット：ぎゃ――――――っ!?　ザバ―――ンっ!?

一同：……。

ベネット：―――そしてあっしは海の藻も屑くずに。

一同：藻屑かよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：と、そんなことがあって、キミはこのアルディオンの某ぼう海かい岸がんに打ち上げられたわけで。

ベネット：……ふう、激はげしい冒ぼう険けんでした。ところで誰か登場して。一人芝しば居いは疲つかれる（笑）。

ピアニィ：い、いいんですか？　邪じや魔ましちゃ悪いかと思って……（笑）。じゃあ、あたしたちは浜辺で死体を発見するんですね……？

ベネット：死体じゃなくてっ!?　せめてボロ雑ぞう巾きんで。

アル：なんかボロ雑巾みたいなのが浜辺に落ちてるな。

ベネット：そう、美しく白い砂すな浜はまの中にそれを汚よごす一点が。

ピアニィ：近づきます……（笑）。あら？　アルさん、これ……犬ですよ。

アル：ぎくっとします。

ベネット：（死にそうな声で）み、水……。

ピアニィ：しゃべった！

アル：ひょいとのぞき込こんで安心します。姫ひめさん、これは犬じゃないし。そもそも人間だし。

ピアニィ：とにかくお水を飲ませて、ヤンヤンのために持ってきた犬缶かんを……。

ベネット：がばあっ!?

ピアニィ：……っ!?（←後ずさる）

ベネット：……と立ち上がってばしっと奪うばい取とってガツガツガツっ（←食ってる）、ゴッゴッゴッ（←飲んでる）……プハ――――――っ、生き返ったでやんすっ！

ピアニィ：しりもちついて、あっけにとられます……（笑）。

ベネット：どこの誰だれだか知らないが、ありがとうございましたっ!?　この恩おんは三秒くらい忘わすれませんっ!?

ピアニィ：み、短いっ!?

アル：……って、おい。お前さ、どこの誰だ？

ベネット：あっしのことを知らない……？　なんというトンチキなふたりであることか。このクラン＝ベルが四英えい雄ゆうのひとり、ジェネラル・ベネットを知らないというか。

アル：知らねえな。

ピアニィ：知りません。

ベネット：（やり遂げた男の満面の笑顔で）……そ、そうか―――。ちなみに、あっしの背せ中なかには「クラン＝ベルの四英雄のひとり」って旗が立ってます。

ピアニィ：ね、クラン＝ベルって……なに？（笑）

アル：お前、外国の人間か？　言葉が聞いたこともない訛なまりをしてるな……「やんす」ってどこの言葉だ（一同大爆笑）。

ベネット：これはエリンディルの共通語でやんす。

一同：ウソをつくな――――――っ!?（大爆笑）

アル：…………えりんでぃるぅ？　名前くらいは聞いたことあるけどな、たしか海をずっと越こえた東の大陸だな。まあ、お前が追っ手じゃないことは確かく信しんしたよ。

ピアニィ：ね、アルさん。この子、連れて行きましょう。

アル：思いっきり嫌いやな顔をする。ま、待てよ。こんな得体のしれない奴やつを連れて行くのか？

ピアニィ：でも、異い国こくの人で難なん破ぱして、この大陸に来て……放っておけませんよ？

ベネット：右も左もわからんでやんす。見み捨すてられたらのたれ死にですなあ。そうしたら、お前の枕まくら元もとに毎まい晩ばん立って呪のろいの言葉を吐はき続けることであろう。

アル：脅きよう迫はくすんなよっ!?　こんなの連れて行くのか!?　ほんとに!?

ピアニィ：素す直なおそうですし。

ベネット：そうそう。

アル：どこをどう見ればそうなるんだよっ!?

ピアニィ：たとえば…………お手！

ベネット：は！

ピアニィ：おすわり！

ベネット：は！

ピアニィ：プリプリダンス！

ベネット：「ベネットはなんかプリプリダンスっぽいものを踊おどった！」（一同爆笑）

ピアニィ：ほら、素直。

アル：…………。

ベネット：お、おかしい。身体からだが勝手に動く。ふうむ、あなたには王の資し質しつがある。

ピアニィ：ね？

アル：ま、まあ……雇やとい主の姫さんがいいってんならいいけどさ……（笑）。で、姫さん。このあとはどーするんだ？

ピアニィ：えっと、サザーランドさんとナヴァールさんを尋たずねます。（地図を見ながら）ふたりに会いに行く分だけちょっと時間がかかるかな……？　でもいいですよね。

ＧＭ：ＯＫ。というわけで、このへんで一回シーンを閉とじておこう（笑）。







◆Middle 07◆瞳ひとみに宿るは運命の光




　ナヴァールは、かの霊れい峰ほうに立てられた粗そ末まつな山小屋の裏うらで空を見上げていた。

　風の匂におい、雲の動き、空の色……そのわずかな違いに気づく。

　なにかがこのアルディオンに起こりつつある―――ナヴァールはそれを肌はだで感じていた。




ＧＭ：では、場面を移うつして次のシーンといこう。舞台はナヴァールが住まう霊峰ネビスだ。

ナヴァール：お、俺おれのシーンか。霊峰にピアニィたちがやってくるんだな。

ＧＭ：ですです。では……（ナレーション風に）……ベネットを回かい収しゆうしたピアニィ一行は、検けん問もんのきびしい街道を避さけて森に入り、伝説の軍ぐん師しが住まう霊峰をめざしていた―――。

ナヴァール：……あ、問題なければ霊峰を登ってくるピアニィたちの前に出しゆつ現げんしたいぞ。

ＧＭ：特に問題はないので、それで！　では、靄もやのかかるその岩だらけの山道を、三人は死ぬような思いで登ってくる。

アル：俺はざっくざっくと疲つかれた様子も見せずに歩こう。で、たまにうしろを振ふり返る。おい、大だい丈じよう夫ぶかお前ら？

ピアニィ：うぅ……あたしはヤンヤンにヒモでひっぱってもらって引きずられるように……。

アル：ったく、これだから温室育ちってのは……。

ＧＭ：ピアニィは、自力でこんな山道を登ったことなんてないだろうからな。

ベネット：（死にそうな声で）み、水……。

アル：………………お、お前ほんとに狼おおかみか？

ＧＭ：では、そんな調子で歩いていると、おもむろに道が七つの枝えだ分わかれしてる場所にきた。

一同：七つ!?

ピアニィ：ど、どっちに行けばいいのでしょう。アルさん。

アル：…………俺に聞くな。

ナヴァール：では、そこに登場だ。分かれた道の一本から、薪まきをしょった俺が霞かすみにまぎれて歩いてくる。背せは高いがひょろっとした男だ。

ピアニィ：あ、助かった！　あの、すみませんが……。

ナヴァール：……おや、こんなところに人が来るとは珍めずらしい。いかがなされましたか。

ピアニィ：あの、この山の頂ちよう上じようにサザーランドさんって人が住んでいると聞いたんですが、どちらの道に進めば―――って言いかけて、びっくりします。

ＧＭ：びっくり？

ピアニィ：そう。目をずっとつぶってるから。

ナヴァール：……お気になさらず。心の目は常つねに開いておりますゆえ。

ベネット：むう、この男……クラン＝ベルの英えい雄ゆうたるあっしの目から見ても……。

ナヴァール：あ！　俺、〝クラン＝ベルの四英雄〟を知ってることにしたい！（笑）

ＧＭ：お、なるほど。別大陸の英雄の話を知っている、ってのは面おも白しろいな。じゃあ【知力】の判はん定ていで、難なん易い度ど15に成功すれば知っていたということで。

ナヴァール：では！　えーい……っ！（ダイスを振る）……８！　合計17！

ピアニィ：お！

ナヴァール：―――ほう？　ずいぶんと遠くからいらっしゃった方がおられる。クラン＝ベルの英雄、ベネット様ですな。

ベネット：ぱああぁああ～～～……っ！（←超満面の笑顔）

ナヴァール：ここから先の道は迷めい路ろの如ごとく複ふく雑ざつとなります。私がご案内しましょう……と、目をつぶったまま軽やかに山道を登っていく。

アル：じゃあ、その様子を見て―――。




「ただ者じゃねぇなあ、あいつ……」




　アルが、ぽつりとそうつぶやいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ここでおもむろに場面が変わって霊峰の頂ちよう上じよう―――老ろう師しの山小屋の前だ。

ナヴァール：……さて、到とう着ちやくしました。老師は、この小屋の部屋でお待ちですよ―――ピアニィ殿下？

ピアニィ：ばれてる！（笑）

ナヴァール：ええ。そしてあだ名はピィ（一同爆笑）。

ピアニィ：なぜそこまでっ!?（笑）

ナヴァール：ははは、貴女のことはステラから何度も聞かされましたから……すぐにわかりましたよ。―――がらり、引き戸を開けて……老師、お客人をお連れしました。

ＧＭ：「ん……」　すると、その粗末な小屋の中……囲い炉ろ裏りの前に小こ柄がらな老人が座ってる。くわえていたキセルを手にとってコン、とやり―――。

アル：その老師ってどんな人で？

ＧＭ：うん、ひと言で言うならば仙せん人にん。加えて眉まゆ毛げが顔の輪りん郭かくをはみ出るほどすごい。……また、彼も竜りゆう人じんのようだね。

ナヴァール：あ。ちなみに老師のいちばんの特徴はヒゲで。

一同：ヒゲ!?

ナヴァール：にょろーんと超ちよう長ながいヒゲがぴろぴろ動いている。

一同：ぴろぴろっ!?

ＧＭ：で、では老師はジロリ、ピアニィを一いち瞥べつして言う。「レイウォールの娘むすめか」ぴろぴろ。

ピアニィ：あ、はい……っ。

ＧＭ：「そろそろ来るころだと、思っておったよ。話は風の噂うわさで聞いておる。お前をここによこしたのはステラじゃな」ぴろぴろ。

ピアニィ：あ、はい。ここに行けと姉から言われ……。

ＧＭ：「なるほど、お前にもどこかあれの面おも影かげがある」ぴろぴろ。

ピアニィ：あ、あの……さっきからおひげがすごく気にな……。

ＧＭ：「ヒゲがなにか？」

ピアニィ：いえ……（笑）。

ＧＭ：「ふむ―――ピアニィと言ったな。おぬしのその瞳ひとみ……乱らんを呼よぶ目だ」

ピアニィ：は!?

ＧＭ：「（妙に渋い声で）……しかも、その運命から逃のがれることはかなわぬ。やがて、いくつもの竜輝石がおぬしのもとに集まってくるだろう。時代が動く時が、来るか―――」

ピアニィ：乱を呼ぶ目……って!?

ベネット：ちなみにあっしは？

ＧＭ：「（妙に渋い声で）……やり遂とげた男の目だ」

一同：おいっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「……それで？　すでに引いん退たいしたこの老人に何用かな？」

ピアニィ：知ち恵えをお貸かしいただきたいと……。

アル：とりあえずアヴェルシアってとこに行きたいんだが。

ＧＭ：「アヴェルシア……？　なるほど、レイウォール第二王女のご母堂はアヴェルシアの王女だったな。レイウォールを追われ、母の国へと赴おもむくか」

ピアニィ：母を知っておられるのですか？

ＧＭ：「ああ、面めん識しきはないがな。このアヴェルシアにおいて、民衆から愛された優しい王女であった―――」

ナヴァール：直系ではないにせよフェリタニアの血ち筋すじはダテではない、というところですか。

ピアニィ：フェリタニア？

ＧＭ：ああ。これはアルディオンに住む者なら誰でも知ってるので、簡かん単たんに説明しておこう。老師は、瞳を閉とじて語りだす―――。




「かつて、このアルディオンにフェリタニアという国があった。

　大陸全土を統一する、大国家じゃ。

　フェリタニアを治めた王は、世界に二十八存そん在ざいすると言われる竜りゆう輝き石せきのうち、〝王の石〟と呼よばれる七つを持ち、その力をもって統一国家を創つくり上あげたのだという」




ベネット：ふうむ……竜輝石。

アル：知ってるのかベネット。

ベネット：なにをかくそう、あっしはその石を追ってこの大陸に来たでやんす。

アル：もっと早く言えよコラっ!?（一同大爆笑）




「だが、繁はん栄えいを極めたフェリタニアも、やがてその栄えい華がは終わりを告げる。

　そして永き時の中で、統一帝国はいくつもの国へと分かれていった。そのうちのひとつが赤竜王国レイウォール……すなわちピアニィ、お前の国じゃ」




ピアニィ：なるほど。そのくらいはコネリーから習っていた……ということで（笑）。

ナヴァール：ちなみに、レイウォールに敵てき対たいする白竜王国もフェリタニアから派は生せいした国だ。




「お前たちがこれから向かおうとしているアヴェルシアもまた、フェリタニアから分ぶん派ぱした国家のひとつでな。分派した七つの国の中でも、このアヴェルシア王家がもっともフェリタニア王家の血を色いろ濃こく受け継ついでいるという。

　お前の母の王としての資し質しつも、そこから来ているのかもしれんな」

ピアニィ：……あ。あたしのライフパス、［出生の謎］だ！（笑）　きっとそのへんに関係してるんですね！

ＧＭ：ええ。ライフパスを決めた瞬しゆん間かん、わりと設せつ定ていぴったりだったんで笑った（笑）。

アル：あれ、アヴェルシア自体はあるんですよね？




「……いいや。その名こそ残しているものの、今はレイウォールの属ぞく領りようとなっておる。だが、民たみの多くはアヴェルシアが再ふたたび独ひとり立ちする日がくると信じているようじゃ」




ピアニィ：そっか……。

ベネット：質しつ問もん！　ちなみに、竜輝石とはなんでやんすか。よくわからないまま、あっしはこの大陸まで来ているわけですが（笑）。




「石は世界を守しゆ護ごする神しん竜りゆう王おうセフィロスがもたらしたものだというのは知っておるな？

　竜輝石を持つ者には、大いなる意い志しと運命が宿る、と伝えられておってな。

　また、このアルディオンにおいては、竜輝石を持つ者のみが国を興おこすことができる……いや、正確には王を名乗ることができる」




ベネット：なるほど。ところであっしも聞きたいことが。エリンディルにいたゾハールという神竜が持っていた石についてでやんすが……。




「それは、〝風の王〟が持てし竜輝石……〝旅人の石〟であろうな。

　英雄ベネットよ、お主が追ってきたのはその石じゃ」




ベネット：おお、〝旅人の石〟。やっと情じよう報ほうが（笑）。でも、そんなものどうやって探さがせと……奪うばった犯はん人にんの顔すら知らないでやんすが（笑）。




「それは心配に及およばぬ―――竜輝石は、互たがいに引かれ合うという。

　お主がピアニィ王女と行動を共にしておれば、いずれ邂かい逅こうすることとなろう」




ベネット：ふう。それを聞いて安心したでゴザる。

アル：おい、口調変わってるぞ。




「今……世界に、新たな時代が訪おとずれよう。そして、多くの血が流される。

　その中心に立つであろう者のひとりが、ピアニィ王女―――お主じゃ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、説明はこんなところかな。

ピアニィ：えぅ。

ナヴァール：つまり……これから来る乱らん世せいはピアニィ王女、そなたを中心に巻まき起おころう。

ピアニィ：では、老ろう師し様。ここから先……あたしたちに力を貸してはもらえませんか？

ＧＭ：「言ったであろう。わしはもはや戦いや政せい治じより引いん退たいした身であると。それにこの老体にはもはや耐たえられんのだよ。お前の瞳ひとみに宿る、そのヤバイ光に……」

一同：こらっ!?（笑）

アル：ヤバイ光って言うなよっ!?　せっかくここまでいい雰ふん囲い気きだったのに……（笑）。

ＧＭ：うむ。シリアスは本来二秒しかもたないのだ。ぴろぴろ。

ナヴァール：二秒かいっ!!（笑）

ピアニィ：ヒゲもまた動きだした……（笑）。

ＧＭ：老師は、ふいにピアニィの瞳を見み据すえ、言う。「このわしとて、お主という存そん在ざいと出会った以上、なにもせぬというわけにはいくまい。力を貸かすはやぶさかではない―――が、ただひとつ、お主に聞きたいことがある」

ピアニィ：な、なんでしょう？

ＧＭ：「この先、お前は多くの難題に直面しよう。選びがたい岐き路ろに立たされた時、お主は迷まよわず民の生命を救うためにすべてを投げうち、捧ささげることができるか―――？」

ピアニィ：（しばらく考えて）……はい。あたしは、この世界から争いをなくしたいと考えています、と。

ＧＭ：「そうか―――世間知らずの青い考えだな」

ピアニィ：えぇっ!?


ＧＭ：「……だが、わしは嫌きらいではないぞ」（一同大爆笑）

アル：またおかしくなってきたっ!!（笑）

ＧＭ：「いやいや。王たる者、民の心を忘わすれてはならない―――そう言いたいのじゃ」

ピアニィ：は、はあ……（笑）。

ＧＭ：「この約束、忘わすれるでないぞ。その状じよう況きように陥おちいった時―――必ずわしの言葉がお前の心にリフレインするであろう」（一同大爆笑）

ピアニィ：あたしは、ここで死にフラグを受け止めなきゃいけない、と……（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、老師はここでおもむろに―――「……ナヴァール！」

ナヴァール：は。

ＧＭ：「ここを動けぬこのわしに代わり、姫ひめについていくがよい」

ナヴァール：……は。しかしそれでは、かの件けんに関して不都合が生じるゆえ……。

ＧＭ：……かの件？

ナヴァール：そう。私はこの世界の秘ひ密みつと真実に気づき、それを監かん視しし、時が来るのを待っている。ので、おいそれとは姫にはついていけない。

ピアニィ：えぇえ―――っ!?

ＧＭ：い、いやそのなんだ……えー……。

ナヴァール：そして老師は、言う。「ナヴァールよ、耳を貸かせ。この少女はな……」（ナヴァールに戻って）は、なるほど……はい、はい……「（老師になって）つまりじゃ、その時にこそお前の力は……」（ナヴァールに戻って）なるほど、目から鱗うろこが落ちてございます。「（老師になって）で、さらにはな……」（ナヴァールに戻って）……なるほど、それでは私はこの少女についていくとしましょう。ま、まさか、そのような事実があったとは……。




　どのような事実だ。




ナヴァール：というわけで、私も姫に同行することとなったのであった―――まる。

ピアニィ：よ、よろしくお願いします……（笑）。

ＧＭ：これ、あとで伏ふく線せんとしてひろえってことか……。

アル：しゃ、しゃちょう……（笑）。







◆Middle 08◆ギルド結成！　―いんたーみっしょん―




　ひとりは、ほんの小さな約束のために。

　ひとりは、故こ郷きようで受けた任にん務むとして。

　ひとりは、このアルディオン大陸の未来を憂うれえて―――。

　三人は王女ピアニィの元へと集った。




　それは、旅の仲間たち。




ＧＭ：さて、ではパーティがどうにかそろったところで……お待たせしました、ギルドを正式に作ろうか！（笑）

ピアニィ：作りましょう～っ（笑）。

ＧＭ：では、ギルドのレギュレーションは……全員、成長点を七百点でキャラ作ってるのでひとり七十点を供きよう出しゆつした計算。

アル：四人で二百八十点か。……ギルドレベルはちょうど８になる。

ピアニィ：ということは取れるギルドスキルは九個こですね？

ＧＭ：ちなみにアルディオンでのギルドスキルって、エリンディルとちがって神殿から教えられるものじゃないです。神殿の力がエリンディルほど強くない。

アル：あ、だったらここでナヴァールが軍略の書とかを出すってどうです？　で、そこにギルドスキルが書いてある（笑）。

ナヴァール：いいね、かっこいいね！〝九きゆう天てん玄げん女によ〟の三巻の書みたいでっ！（笑）

ＧＭ：（笑）。さて、ではまずギルドマスターを決―――。

ベネット：はっはっは。ここはやはりクラン＝ベルの四英えい雄ゆうと呼よばれたこのあっしが……。

一同：ピアニィだろ。

ベネット：ええ、ピアニィでしょうな（一同大爆笑）。

ＧＭ：わはは。……んでは、あらためてギルドスキルの決定といこうか！




　そして、濃いゲーマー会話が炸裂する中―――二十分ほどでスキルは選出された。

　そして次に決めるのは、気になるギルド名だ。

　ふだんなら、つい考え込こんでしまうギルド名だが、今回に限かぎってはピアニィが考えていたその名前であっさり決定する。

　―――〝アブソリュート〟。

　このかくも力強い言葉が、ピアニィたちのギルド名となったのだった。







◆Middle 09◆迅じん雷らい




　軍ぐん師しナヴァールの導みちびきにより、一行の旅は順調に進んだ。

　人目の多い街道をよけて、四人はアヴェルシアへと向かう。

　だが、あと数時間後にはアヴェルシアへと入れるであろう、夕ゆう刻こくに―――。




　危き機きは、訪おとずれた。




ＧＭ：では、シーンを始めよう。ナヴァールを仲間に加えて霊れい峰ほうを降おり……数日が過すぎた。そこは、アヴェルシアとの境きよう界かいに近い丘陵地帯。あと、あの丘おかを越こえればアヴェルシアに入る―――そんな位置だ。時間は、夕刻。

ナヴァール：あの丘を越えれば、アヴェルシアです。ここまで来ればもうひと息ですよ。

ＧＭ：と、ナヴァールが全員にそう言い終わるやいなや―――全員、【感知】で判はん定ていを！　難なん易い度どは12だ！

ベネット：【感知】は８あるので楽勝でやんす！（と、ダイスを握る）

ピアニィ：あたしも８です。

ベネット：なぜ魔ま法ほう使つかいなのに【感知】がシーフ系のあっしと同じ……（笑）。

ピアニィ：水の魔法使いは【感知】大事ですよ！（ダイスを振る）……７だから合計15！

ナヴァール：【感知】は２だが……（ダイスを振る）お、11なので合計13！

アル：12。

ベネット：15でやんす！

ＧＭ：む、全員気づいたな。では、もうすぐアヴェルシアに入る、というナヴァールの言葉を聞いて場の空気が和やわらいだ―――と感じたその時。ふいに、殺気が周辺に満ちる。

ピアニィ：殺気!?

ＧＭ：そう。周辺にキミたち以外、誰だれもいないように見えるが―――たしかに、気配はある。死角になって見えないが……。

ナヴァール：（落ち着いた声で）……アル、気づきましたか？

アル：ああ。……おい、そこにいるんだろう？　隠かくれてないで出てこい！

ＧＭ：「くっくっく。ほう、気配は完全に消したつもりだったがなあ……さすがはかの剣けん聖せいの弟で子しといっただけはある。……いや、元・弟子、だったかなあ？」

アル：こ、こいつ（笑）。おい、これだけ殺気をばらまいてて、気配を消したもないもんだ。

ＧＭ：その声に応おうじるように―――ふいに、〝ばっ、ばばっ!!〟と、見上げる丘の上に幾いく本ほんもの旗が次々と立って風にはためく！

ベネット：旗？

ＧＭ：そうだ。それはまさしく、特定の騎き士し団だんを標章する軍旗！　赤い下地に金の刺し繡しゆうでメインに竜りゆうと、それにからむ蛇へびが描えがかれている。

アル：赤に竜に蛇？　赤で竜といったらはレイウォールだとして……蛇？

ナヴァール：なるほど、蛇はレイウォールの武ぶ将しようの誰かを指すものですな。私の記き憶おくによればそれは、ヒューバード王子配下の武将キンバリーのもの。

ＧＭ：そう！　丘の上……はためく軍旗と、立ち並ならぶ軍ぐん団だんの先頭に立つのは赤い鋼はがねのプレートを纏まとった男。そう、坊ちゃん刈かりがまぶしい、下げ卑びた笑えみを浮うかべるキンバリーだ。

ピアニィ：あれ、たしか髪かみの毛はまんなかの一列が焼けこげてますよね（笑）。

ベネット：（わなわなと）あ、あの逆ぎやくモヒカン男はいったい……。

アル：ち、先回りされたのかよ。

ナヴァール：ふむ、おそらくは夜を徹てつしての行軍。配下の兵をまとめあげて我われ々われに追いつくほどの速度で移い動どうできる者となると……たしかにあの男しかおりますまい―――と、勝手な設せつ定ていをくっつける（笑）。

ＧＭ：そう、〝迅雷のキンバリー〟のふたつ名はダテではない。

一同：〝迅雷のキンバリー〟っ!?（笑）

アル：なんか妙みようなふたつ名がっ!?

ベネット：いきなりすごい武将に思えてきた!!（笑）

ナヴァール：あ、あんなに三下くさかったのに……！（笑）

ＧＭ：「くくっ、さあ丘を登ってこい。正々堂々決着をつけようではないか？　ん～？」　どんっ、と巨きよ大だいなハンマーの柄えを地面に突つき立てて―――。

アル：正々堂々、ね……と、剣に手をかけてつかつか丘を登っていく。

ピアニィ：あ、そこでアルの前に出て、両手を広げて通せんぼします。（悲痛な演技の声で）……アルさん、だめです！　あの男と戦っては！　あのハンマー……あれは、危き険けんです！

一同：危険なのっ!?

ピアニィ：そう……あれは兄より授さずけられた魔ま術じゆつの品！　あのハンマーでキンバリーがどれほどの敵てきを打ち倒たおしてきたか……だから戦ってはだめっ！（と、ふつうの声にもどって）と、キンバリーのすごさを演えん出しゆつします。なんかみんなも楽しそうにやってるのでっ。

一同：演出かよっ!?（一同大爆笑）

アル：敵の強さをでっちあげるとは！（爆笑）

ナヴァール：やべー、キンバリーがすごい奴やつに思えてきたよ！（大爆笑）

ＧＭ：「ほう、さすがは姫様―――私のすごさを、わかっているようですな？」

ピアニィ：（悲痛な演技の声で）キンバリー！　いったいなぜこのあたしを狙ねらうのですか！

ＧＭ：「なぜ……？　ヒューバード様に逆さからうこと―――それで十分万ばん死しに値あたいする」

ピアニィ：あ、あたしはなにも逆さからっておりません。なぜこんなことになったのか……あなたは知っているのですか？　知っているのなら……っ。

ＧＭ：キンバリーは〝にぃ〟とゆがんだ笑みを見せて。「……知ぃらんなあ～？　貴女あなた様さまはただそこにいるだけで罪つみ―――そういうことよ」

ピアニィ：ひどぃっ!?

ＧＭ：「私にとってはヒューバート様の言葉がすべて！　そこにいっぺんの曇くもりもない！　お前を討うて、というそのお言葉に従したがうまでよ」

ピアニィ：噓うそですっ、兄が、そんなことをするはずがありません。

ＧＭ：「では、そのような甘あまい幻げん想そうの中に消え去るがいいわ！」　そんなキンバリーの声と共に部下の騎士たちがいっせいに抜ばつ剣けんする！

ナヴァール：……どうやら、なにを言っても無む駄だのようですね。戦いましょう、ピアニィ様。戦った先に、真実を見いだすのです。

アル：そういうことだ。ま、こっちは約束だからな。あんたを無事、アヴェルシアへ送り届とどけてやるよ、姫さん……と剣を抜ぬく！

ＧＭ：よし、ではここからクライマックスシーンに入ろう！　キンバリーは戦いの前、ほくそ笑み―――声を張はり上げる。




「偉い大だいなるレイウォールの未来のために！　姫にはここで……消えていただく！」











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆丘おかの上の戦い




　バーランドを目前にした夕刻の戦い。

　これが……のちに数すう奇きな運命に魅み入いられ、このアルディオン全土を揺ゆるがす存そん在ざいとなる、ピアニィ・ルティナベール・レイウォールの―――公式記録に残る初めての戦いだった。




ＧＭ：では……戦せん闘とうを開始する！　「―――さあ、行くぞ？」　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態たい度どで笑む、キンバリーの前に展てん開かいするのは、三陣じんにわけて並ならぶ六十名ほどの騎き士したちだ。キンバリー側の配置はこのとおり！（と、テーブルにコマを並べ始める）。

アル：やれやれ、このくらいの数なら……。

ＧＭ：が、見れば戦列の中央に位置するグループは左右のそれと、あきらかに装そう備びがちがう。その手に剣けんの代わりに携たずさえているのは―――魔ま法ほうの杖つえだ。

ナヴァール：魔法騎士……か。
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ＧＭ：さらに……！　「そして、これが私のもっとも信しん頼らいする部下たちよ！」　パチン、指を鳴らすと―――後方に立つキンバリーの左右にそれぞれ魔ま法ほう陣じんが描えがかれて……。

ベネット：なんかあやしげな技わざがっ!?

ＧＭ：（ぽそっと）……演えん出しゆつだがな。その魔法陣の中央より光が吹ふきだし、うなり声と共にせり上がってくるのは―――一頭の竜りゅう、そして炎ほのおを纏まとう巨きよ人じん!!
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一同：なんだそれはっ!?（笑）

ＧＭ：「くかかかか！　この竜と巨人、そして六十の騎士たち！　加えて知ち謀ぼうの将しようたる〝迅じん雷らいのキンバリー〟を相手にどこまでやれるかためさせていただこう……っ!!　ゆけい!!」




[image: ]




ピアニィ：キンバリー……！

ＧＭ：と、そんなところでセットアッププロセス！　ここで、左さ翼よくと右翼に展開している騎士たちがいっせいに剣をかかげ……！

アル：また、馬ば鹿かのひとつおぼえの《グランディア》かよ！　姫ひめさん、頼たのむ！

ピアニィ：はいっ。《ウィークポイント》！　次の全員のダメージが＋12です！

ナヴァール：では、私も。ピアニィ様の力を最さい大だい限げんに活かすには―――これ！　《ヘイスト》！（ダイスを振る）……ピアニィの行動値ちが＋18！

ピアニィ：おぉ～！　行動値が33になりました！（笑）

ベネット：ではあっしは《クイックステップ》に《エアリアルステップ》！　これで回かい避ひが15になりました。

ＧＭ：高いな……っ。

アル：あと、《陣じん形けい》使って位置をばらけよう！

ナヴァール：待ちなさい、アル！

アル：は……？

ナヴァール：それは軍ぐん師したる私のセリフだ（一同爆笑）。ピアニィ様、《陣形》を！

ピアニィ：は、はい……っ（笑）。受理します！




　隊列を組んで力を溜ためる騎士たちを前に、ピアニィたちが自分のポジションへと疾はしる。

　アルとベネットは、前線を固めるべく前へ……両りよう翼よくの騎士たちの中に躍おどり込こんだ。

　続くピアニィとナヴァールは、範はん囲い攻こう撃げきを嫌きらってはじけるように左右に跳とび―――着地ざま、敵てき集しゆう団だんを視し線せんに捉とらえた。




ピアニィ：マイナーで《マジックブラスト》！　メジャーで《コキュートス》!!　さらに魔ま術じゆつ判はん定ていのさいに《メモリコンプリート》！　攻撃対象はうしろ……キンバリーのエンゲージ！

ナヴァール：この初撃はのちの展開に大きく左右すると見た！　《ドラゴニックシンボル》！　ピアニィの魔術判定に＋ダイス一個こ！

ＧＭ：ぬ、竜族の種族スキルか！

ピアニィ：それで15＋５Ｄ♪　クリティカルして……っ！（ダイスを振る）……えぅ、低い!?　フェイト使って振ふり直し！（ダイスを振る）……15＋12で27!!

ＧＭ：は、判はん断だんはええ！（笑）

ナヴァール：戦いの瞬しゆん間かんに戦闘マシーンのように（笑）。

ＧＭ：「ぬお……っ！」　自分を中心点として吹ふき荒あれた粉雪に、思わずキンバリーが声をあげる！（ダイスを振る）……ぐわ！　キンバリー、巨人、竜！　いずれも回避失敗！

一同：よしっ！

ＧＭ：いきなりの本ほん陣じん直ちよく撃げきに、キンバリーは声を裏うら返がえして叫さけぶ！　「……巨人よっ、私をかばうのだ……っ!!」　キンバリーは《キャスリング》を使用！

アル：《キャスリング》か！




《キャスリング》

　対象に自分を《カバーリング》させるスキルである。

　すなわち、この場合はキンバリーは無む傷きず、巨人はキンバリーの分のダメージを受けるということだ。




ＧＭ：巨人がキンバリーを抱だきすくめるようにかばう！

ベネット：そして巨人が叫ぶと！　「キンバリー様、愛してるわ―――っ!?」（一同大爆笑）

ＧＭ：妙みような演出いれるなよっ!?（笑）

アル：そ、その愛は報むくわれなさそうだなあ……（笑）。

ピアニィ：じゃあ、さらに《マジックフォージ》でダメージ10Ｄ追加！（ダイスを振る）24Ｄ＋25……（ダイスを振る）―――[image: 109]ですっ！

ＧＭ：ぐは……っ、いきなりか！　なんと的てき確かくな攻撃！

アル：当てた時にリソースをつっこむはこれ基き本ほん！

ナヴァール：おそらく巨きよ人じんの属ぞく性せいは〈火〉。水の魔法なら防ぼう御ぎよは０になる。これで巨人が落ちてくれれば……。

ＧＭ：あまりの素す早ばやくかつ的確な攻撃に、巨人の身体からだの陰かげで……キンバリーは驚おどろきと賞しよう賛さんをもって言う。「く、くく……意外に戦いなれていますな、姫」

ピアニィ：自分でも思った以上に動けて驚おどろいています（笑）。

ナヴァール：うむ、ずいぶんと優ゆう秀しゆうな師しにつかれたのですな、ピアニィ様。

一同：…………。

ピアニィ：コ、コネリーに……（一同大爆笑）。

アル：冒険に出たこともないのに12レベルだもんなあ……（笑）。すごいぞ、コネリー。

ＧＭ：「だが授じゆ業ぎようと実じつ践せんはちがうのですよ、ピアニィ様！」　キンバリーは無傷、竜りゆうには98ダメージ……巨人には[image: 218]ダメージ！　巨人はその動きを鈍にぶくしたものの―――生きている！

ピアニィ：今ので倒たおれない……っ!?

ＧＭ：全員、凍こおりついて［放心］状じよう態たいになったがな。すべての判定にダイスマイナス一個！

アル：いや、ダメージよりも［放心］を与あたえたほうが大きい……っ！

ＧＭ：くそ、使われるとイヤだな、水の魔法はっ！　次、巨人の行動！　近づくのは意味ないので……この位置からブレス!!　ターゲットは……

ベネット：（くねくね踊りながら）……あっしは防ぼう具ぐを着てないぜ～？（←挑発）

ＧＭ：踊るなっ!?　つか、お前回かい避ひは高いだろうがっ!?　くぅ、［放心］が痛いたい。

アル：自分の回避性せい能のう、試ためしてみたいんだろう、ベネット！（笑）

ＧＭ：ターゲットはランダムに決める！（ダイスを振る）……ナヴァールにブレス！

ナヴァール：（落ち着きはらった声で）……ほう、来るがいい！

アル：って、いちばんいってほしくないところにいった！

ＧＭ：マイナーで火力集中。当たれば本日初のまともな攻こう撃げき……（ダイスを振る）……20！

ナヴァール：（落ち着き払った声で）むう、これはよけられんな。

ピアニィ：なんで余よ裕ゆうの声なんですか！（笑）

ナヴァール：ふっふっふ、それはね……。

ベネット：《インターフィアレンス》！　ナヴァールの代わりにこっちで回避判定します！　で、《ダンシングヒーロー》でダイスを一個足して……（シリアスな声で）ピアニィ殿でん下か直伝のプリプリダンスを披ひ露ろうするでやんすっ!!（一同大爆笑）　ぷりぷりーぷりぷりー……（ダイスを振る）……29！　成功！

ナヴァール：おお、あやしい踊りに巨人の気がそがれ…た……って！　それかっこよく説明できないからっ!!（大爆笑）

ＧＭ：ともかく、あやしい腰こしの動きでブレスはあらぬ方向に飛んでいった。

ピアニィ：（爆笑している）。

ＧＭ：「ええぃ、ふざけおって！　あの小こ娘むすめをねらえぃ、ジャヴァウォック!!」　その声に、傍かたわらの竜が咆ほう哮こうをあげて空に舞まい上がり……っ。

アル：ジャヴァウォックかっ！

ＧＭ：（コマを動かしながら）……ピアニィの元に顔つきの悪い、ヤンバルクイナみたいな身体をした魔ま獣じゆうが舞い降おりてくる！　その風ふう圧あつにキミの服と髪かみがばたばたっ、となびき……そのままピアニィに襲おそいかかる！　14＋３Ｄで（ダイスを振る）……22！

ピアニィ：む、無理……っ。

アル：だめだったら俺おれが《カバーリング》するからとりあえず判はん定ていを！

ピアニィ：（ダイスを振る）……16で失敗……あ。これ、〝幸運のペンダント〟で一個振りなおしてもいいですか？　６が出ればクリティカル……（笑）。

ＧＭ：ぶ、そんなもの持ってるのか。地味なものを……（笑）。

ピアニィ：６が出れば……えい！（ダイスを振る）……６っ!!（一同爆笑）　出た―――っ！

一同：出た―――っ!!（笑）

ＧＭ：なんだよそれぇっ!?


ナヴァール：クリティカルで回避した……（笑）。

ＧＭ：ジャヴァウォックが「もらったっ！」と思った瞬しゆん間かん、ピアニィは風圧によろめいた。……すかっ。竜の爪つめはキミの頭上で空を切った（一同爆笑）。

アル：す、素す晴ばらしいっ！（笑）

ＧＭ：く……竜の爪が中空をないだ時に起こった衝しよう撃げき波はが、ピアニィの後方にあった大岩を砕くだき割わった！　……と、強い演えん出しゆつだけしておく！　くぅ、次の行動は……っ。

ベネット：そこで《カリキュレイト》！　行動順番に割り込こむでやんす！

ＧＭ：ぬ、魔法騎き士しが行動を取ろうとしたその雰ふん囲い気きを察知し、ベネットが先に動いた！

ベネット：マイナーで《デスターゲット》！　メジャーで《アローシャワー》っ!!　中央の騎士集しゆう団だんに！　〝ミスリルの矢〟も使用するでやんすよっ！




　ベネットの放った矢の雨が、魔法騎士の集団を吹ふき抜ぬける。

　この攻撃に、「……勝機！」と声をあげたナヴァールが《チェックメイト》、追い打ちをかけるようにベネットが《ブルズアイ》を宣せん言げん！

　魔法化して炎をともなった矢は、輝き線せんをひいて次々と魔法騎士たちを貫つらぬき―――。




ベネット：魔法ダメージで[image: 109]点っ!!　どうでやんすかっ！

ＧＭ：そんなの耐たえられるわけねえだろっ!?　い、いかん！　思った以上にＰＣが強い！　キンバリーが思わず叫さけぶ！　「ベ、ベネットのくせにっ!?」（一同大爆笑）

ベネット：お前にあっしのなにがわかってるというのか―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：い、いや、つい。……くそ、今のでコンボの一角が崩くずれた。




　最初に組み立てた戦せん術じゆつでは、魔法騎士のスキル《レインボーカラー》でＰＣの属ぞく性せいを〈水〉や〈風〉に変へん更こうし、続くキンバリーや巨人（ファイアジャイアント）の攻撃に対して防ぼう御ぎよ力りよくを０にするはずだったのだ。

　そして、ここでキンバリーの行動が回ってくる。




ＧＭ：騎士団の中央列がいきなり消しよう滅めつし、キンバリーはたじろぎながら……「わ、私の精せい鋭えい部隊が―――おのれぃ！」　〝……どぅん！〟　その巨きよ大だいハンマーを再ふたたび大地につきたてる！

アル：精鋭部隊（笑）。

ＧＭ：……マイナーアクションで《グレイスフォース》、メジャーアクションで《ホーリーウェポン》！　ハンマーが光を放ちながら、その鈍にぶい鉄色が聖せいなる白へと塗ぬり替かえられる！　これで、以い降こうの攻こう撃げき力りよくが＋25！

ピアニィ：25!?

ＧＭ：「そうだ。私の英知はこの力に裏うら付づけされてるということ、教えてやろう！」　と、言いつつ行動終しゆう了りよう（笑）。そして、左右の騎士団がいっせいに動き始める！




　―――が、半ば予想はついていた。

　騎士たちの攻撃は、先の地ち下か牢ろうの戦いを見ても……その結果はあきらかだった。

　二十人の騎士から次々と繰くり出される剣のすべてを、アルはおのれの二刀で受け流し、いなし―――かわし切る。

　ことベネットにいたっては、騎士の攻撃はかする気配すら見せなかった。

　明白な、その実力の差。

　剣を繰り出すたび、騎士たちの戦意が下がっていくのがわかった。




ピアニィ：《ディフェンスライン》、強―――いっ！

ＧＭ：「馬ば鹿か者ものどもが！　惑まどわされるな　前面に出ているふたりは囮おとりだ！　後こう衛えいをねらえ！」

ピアニィ：え。

ナヴァール：お、少しはできるようだな、キンバリー。

ＧＭ：というわけで、残る１グループの騎士はベネットとのエンゲージから離り脱だつして、ピアニィの方に突とつ貫かんする！

ピアニィ：こっちに……！

アル：ま、しょうがない。一体くらいは誤ご差さ範はん囲いということで。

ピアニィ：誤差って……こっちに来てるんですよ!?

アル：大だい丈じよう夫ぶ―――と、キンバリーから視し線せんを外さずそれだけ言う。

ピアニィ：大丈夫……って（笑）。

アル：さて……まずは邪じや魔まな騎士を片かた付づけるか。マイナーアクションで《バーサーク》、メジャーは―――《トルネードブラスト》




　それは、ピアニィが地下牢で見たのと同じ光景。

　アルの姿すがたがかき消え、二刀が放たれた―――そう思った次の瞬間には、二十人の騎士たちは、その場に同時に倒たおれ伏ふした。

「ん、な……っ。ひるむなお前ら……っ」

　がキンバリーが声をあげるよりもはやく―――。




ナヴァール：……《ジョイフル・ジョイフル》。アルを未行動状じよう態たいに。




　右う翼よくの騎き士したちが倒れると同時に、アルは地を蹴けって、ピアニィに迫せまっていた騎士たちに背はい後ごから追いつき……一いつ閃せん。

　―――《トルネードブラスト》。

　その十人も、おそらくなにが起こったのかわからぬままに、倒たおれた。

「な……っ!?」

　キンバリーの驚きの言葉はしかし、もはや声になることはなかった。

　なぜならば―――。




ベネット：《エンカレッジ》！　アルに再さい行こう動どうさせる！




　声に出すよりも速く、アルはキンバリーの眼がん前ぜんに迫っていた。

　いや、正せい確かくには……




アル：《クロススラッシュ》……っ！　巨きよ人じんを斬きり付ける。




　〝ず、ん……っ〟

　キンバリーはアルの姿すがたを見失い、再ふたたび彼の姿を捉とらえたのは―――自らの傍かたわらに立つファイアジャイアントが斬きり伏ふせられ、地じ響ひびきと共にその場で倒たおれ込こんだあとだった。

　巨人が倒れたその位置に舞まい立つ、砂すな煙けむり。

　キンバリーがおそるおそる……振ふり向けば、その砂煙の中に剣を振り切り、無む造ぞう作さに立つアル・イーズデイルの姿があった。
















アル：……よ、来てやったぜ？

ＧＭ：「（裏返った声で）……な、なんだ、なにが起こっているっ!?　全ぜん滅めつ!?　この一いつ瞬しゆんで我わが配下の騎士と巨人が……っ!?」

アル：さあて、地ち下か牢ろうで痛いためつけてくれた借りは返さねえとな？

ＧＭ：キンバリーの頰ほおに冷たい汗あせが、流れる。ややあって……その驚おどろきの表ひよう情じようは幾いく分ぶん落ち着きを取り戻もどす。「な、なるほど……さすが〝アルディオンの青き稲いな妻ずま〟というだけはある」（一同大爆笑）

アル：だから勝手な二つ名つけるなよっ!?　てゆーか、前と変わってるじゃねーか！（笑）

ＧＭ：こ、これでとりあえず第一ラウンドは終しゆう了りようだな。

ベネット：ところで。

一同：ん？

ベネット：そろそろ《祝福》がほしいお年とし頃ごろ。

一同：早っ!?（笑）




　そして戦いは第二ラウンドへ―――。

　そのセットアッププロセスにおいて、ナヴァールは再びピアニィに《ヘイスト》。

　彼女の行動値ちは一気に28に到とう達たつ、行動順番でトップに躍おどり出でる。




[image: ]




アル：ピアニィの速さが効きいてる！

ＧＭ：（くそ、ほんとだったらジャヴァウォックの方が早いはずだったのにっ）。

ピアニィ：コネリー先生と毎朝マラソンをした成果です。

アル：きっと反はん復ぷく横とびとかも……でないとこんなに俊しゆん敏びんな魔ま法ほう使つかいは生まれない（笑）

ＧＭ：その時、空にコネリーの顔が浮うか……「（シリアスな声で）……そう。魔法使いに大切なものは知力でも体力でもなく……俊敏さなり！」

一同：出てこないでいいからっ！（笑）




　セットアッププロセスの続きは、みな定番の行動を取った。

　すなわち、ピアニィの《ウィークポイント》、残った騎士の《グランディア》だ。




ＧＭ：ではメインプロセスに入る！　ピアニィの行動からだ。

ピアニィ：え、えっと……マイナーで《デュアルエフェクト》。メジャーで《コキュートス》！《メモリーコンプリート》で命中は４Ｄ振ります！　その竜に攻こう撃げき！

ＧＭ：ぬ、的を絞しぼってきたか。

ピアニィ：……えいっ！（ダイスを振る）……９＋12で21。

ＧＭ：回避は……14＋（ダイスを振る）……６！　20か！　吹き荒れる雪が竜を巻き込んだ！

ナヴァール：ではそこで《チェックメイト》！　魔法のダメージをブースト！

ピアニィ：（ダイスを数えて）……[image: 106]点の水ダメージですっ。

ＧＭ：こっちの魔法防ぼう御ぎよは11だから―――95点ダメージ……っ！

アル：落ちるか……？

ＧＭ：吹ふき荒あれる雪に、竜は咆ほう哮こうをあげながらも凍こおりつき……しかし！　〝……パアン！〟軽い破は砕さい音が鳴って身体からだに張はり付いた氷がはじける！　あぶね―――っ、残りＨＰは３!!

ピアニィ：えぇ―――っ！　おしい～っ！　ベネットちゃんまかせた～っ！

ベネット：は！　ではギルドマスター様、《祝福》を！（笑）

ピアニィ：受理します！

ＧＭ：その声と共に、四人の身体の中に力が沸わき上あがっていく！　ＭＰ全ぜん快かい！

ベネット：では、《カリキュレイト》で割り込んで《デスターゲット》で竜を攻撃！




　残りＨＰは３。

　ましてや［放心］状じよう態たいにあったジャヴァウォックだ。

　次なる攻撃に耐えきれるはずもなかった。

　ベネットの放った矢に心しん臓ぞうを確かく実じつに撃うち抜かれ、竜は断だん末まつ魔まの咆哮と共にやがてその巨きよ体たいを大地に横たえた。




ＧＭ：「わ、私のジャヴァウォックが―――っ！」

ピアニィ：べ、ベネットちゃん、役に立つ人だったんですね……！　読んだリプレイとぜんぜん印象がちがう……（一同爆笑）。

ＧＭ：ではここで……再ふたたびキンバリーの行動だ！　その惨さん状じようを眺ながめつつ、「く、く……こうもたやすくヒューバード様より拝はい領りようした我わが精せい鋭えいを……」

アル：……さて、手て駒ごまがずいぶんと減へっちまったぞ？　お前自ら正々堂々といくか？

ピアニィ：キンバリー！　すべては誤ご解かいなのです。武ぶ器きを収おさめて話を聞いてください！

ＧＭ：「―――ふぅ、もう勝ったおつもりですか？　姫ひめ」　唐とう突とつに余よ裕ゆうの口ぶりを見せる。

ベネット：ハッタリかけはじめたでやんす。

ＧＭ：「くくく、ハッタリ？　ちがうね。すまないな、今まで少しなめていたんだ。本気となった私の実力を見せてやろう……実力をな！」

アル：ど、どこかで聞いたセリフだな。……とりあえず、身み構がまえます。

ＧＭ：「ヒューバード様より賜たまわったこのグラビトンハンマーの力、思い知るがいいわ！」　〝どぅん……！〟　その柄えで再び大地を打ち据すえ―――叫ぶ！　「（低い声で）……グラービトォォォ―――ン！」（なぜか一同大爆笑）

アル：ぐらーびとーん……じゃねえ！（笑）

ＧＭ：「くく、笑ってる場合ではないぞ？」　叫さけびと共に、キンバリーの握にぎるハンマーの先がガシャアン、とスライドし、その中央に光の球体が現あらわれる！　瞬しゆん間かん、光がほとばしり……戦せん槌ついの先を包み込こみ……。

ベネット：おお？

ＧＭ：〝ゴ、ゴゴゴ……っ〟　うなりをあげて、さらなる巨大な光のハンマーと化す！

アル：グ、グラビトンハンマーってそんな武器だったか？

ＧＭ：「……多少、ハデな演えん出しゆつでお送りしております」（一同爆笑）　「待たせたな……ゆくぞぉ！」　マイナーアクションなし、メジャーアクションで……《ハンマーフォージ》!!




《ハンマーフォージ》

　ハンマーをもって、二連続で攻こう撃げきする技わざである。




ＧＭ：「この二連撃、いかな貴き様さまでもかわせぬよ！」　一発目！　命中は16＋……（ダイスを振る）15で合計31っ!!

アル：……高いなっ。《ディフェンスライン》！　剣けんでいなす！　20＋（ダイスを振る）……５！　だめだ、かわせない！

ピアニィ：えぇ―――っ！

ＧＭ：「ふはは！　《ディフェンスライン》やぶれたり！」　いなそうとしたアルの剣すらはじき、ハンマーがアルを直撃！　ダメージ40＋３Ｄで（ダイスを振る）……一発目51！

ナヴァール：……《プロテクション》！（ダイスを振る）……38点、止め！

アル：魔法防御が８あるから……５ダメージ（一同大爆笑）。

ＧＭ：「くく、笑ってる場合ではなぁい！　返しの二撃目こそ神しん髄ずいっ！　一度のアクションに《プロテクション》は二度、使えんぞっ！　どうりゃ！」（ダイスを振る）

アル：……《バーサーク》中だけど《ディフェンスライン》ならペナルティ受けな……（ダイスを振る）……うわっ、かわせないっ。

ＧＭ：「見たか見たか……っ、アルディオンの青き閃せん光こうよ!?　これが私の実力よお！」（ダイスを振る）ダメージは48ぃ!!

アル：……40点ダメージ。

ピアニィ：アルさん！　と、《サモン・アラク……っ。

アル：いや、姫さん。いいから。

ピアニィ：え？

ＧＭ：「ふはははは！　小こ僧ぞうっ、無理はするな無理は！　このグラビトンハン……」

アル：―――ほえるな、と、ハンマーをぐっ、腕うでで押おし返して……。

ＧＭ：「お？」

アル：おい、おかっぱ逆ぎやくモヒカン野や郎ろう。

ＧＭ：「お、おう」

アル：俺おれのＨＰ、96残ってるぞ。お前の神髄とやらは、これでめいっぱいか？

ＧＭ：「…………はい」（一同大爆笑）

アル：《ソウルバスター》。

ＧＭ：「ごへぇあ……っ!?」　微び動どうだにしないままに放ったアルの気、そして衝しよう撃げきがキンバリーの身体からだを〝どんっ〟と撃うち抜ぬく。40点ダメージ。

アル：それでめいっぱいとは……がっかりだな、とにじり寄よる。

ＧＭ：「お、おのれ！　お、おい貴様ら！　この状じよう況きようをなんとかしろぉ！」　再びキンバリーが甲かん高だかい声になって、残った騎士たちに向かって叫ぶ。騎士は目の前のベネットを攻撃……っ！（ダイスを振る）

ベネット：（ダイスを振る）ひょい。回避。（シリアスな声で）クラン＝ベルの四英雄に、その程てい度どの攻撃は無意味でやんす―――騎士が振ふった剣の上にトン、と立つでやんす。

一同：いい気になってる―――っ!?（大爆笑）




　もはや戦いは、その大たい勢せいを決していた。

　ナヴァールからの《スピリチュアルウェポン》をかけてもらうべく待機した、アルの次の《クロススラッシュ》はキンバリーにクリーンヒット。

　ピアニィの《ディスコード》をも受け、キンバリーはそのＨＰを[image: 120]点、もぎとられる。




　そして戦いは第三ラウンドに突とつ入にゆう―――

　しかしラウンドが変わったとて、なにがどうなるわけでもなかった。

　ピアニィの魔ま法ほうを避よけられるわけもなく、加えてキンバリーの《ハンマーフォージ》は、その二回の攻撃のうち、一発を外す。

　命中した一発は、アルから43点のＨＰをもぎとった。




ＧＭ：「ひゃ、ひゃはははあ！　あ、当たった！　当たったぞお!?」

アル：―――残りＨＰ53。おい、そのくらいで騒さわぐなよ。《プロテクション》も《アラクネ》も使わないでやってんだ。

ＧＭ：「う、うぅ……！　お、おいっ、お前らあああっ!?」と再ふたたび騎士に向かって叫ぶが！

ピアニィ：アルさん、なんで防ぼう御ぎよ魔法をいらないって……？

ナヴァール：ああ、見ていればわかりますよ、ピアニィ様。

ベネット：（シリアスな声で）ふふふ、それに騎士たちは、呼んだところであっしを倒たおさない限かぎり、お前の元には行けないでやんす―――。

ＧＭ：かっこつけやがって！　でも騎士がいちおー攻こう撃げき！　《バッシュ》！（ダイスを振る）

ベネット：弓をおさめて―――（死ぬほどシリアスな口調で）もうお前たちは終わりでやんす―――見み逃のがしてやる、とか言いつつくるりと背せを向けて……。

ＧＭ：（ダイスを振る）……あ。クリティカルで背中に命中。どす。




　一同大だい爆ばく笑しようしてしばらくプレイが中ちゆ断うだんする。




ベネット：なんでだ―――っ!?（一同超爆笑）

アル：な、なんというオチ担たん当とうっ!?（大爆笑）

ピアニィ：ベネットちゃ……▼×■……べ……っ（←呼こ吸きゆう困こん難なん）

ナヴァール：いくらなんでもおいしすぎるだろうお前……っ!!（大爆笑）

ＧＭ：は、腹はらいてぇええ……っ（←大爆笑をおさえられない）。




　ひとしきり全員が笑ったあと―――。




アル：……さて、オチもついたとこで―――。




　アルが、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしているキンバリーを見み据すえた。




ピアニィ：あ！　アルさん！　キンバリーを殺してはなりませんよ！

アル：わかってるよ、姫さん。




　そう言いながら……渾こん身しんの一撃たる《クロススラッシュ》を放った。

　加えて、そのダメージロールに《レイジ》の効果が乗る。

《レイジ》―――すなわちこれまで受けたダメージを、ダメージへと変える技わざである。

　ダメージ[image: 158]点―――。




　栄はえあるレイウォール王国騎き士し・キンバリーのＨＰは、０となった。
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◆Ending 01◆母の地へ




　倒たおれ伏ふすキンバリーを前に、残る騎士たちは茫然自失となった。

　レイウォール王国第一王子ヒューバードの信しん頼らい厚あつく、これまで国のために数々の敵てきを打ち倒してきた〝迅じん雷らいのキンバリー〟が、いとも簡かん単たんに打ちたおされたからだ―――。




ＧＭ：……というところで、エンディングに入ろう！　四人共通の短いシーンだけど……なんかやりたいことはある？

アル：ああ、とりあえず言うだけ言っておこう。おい、ぼっちゃん騎士さんよ、見たか？　これがお前の馬ば鹿かにした―――我わが師し匠しようの剣けんだ。

ＧＭ：ちなみにキンバリーは泡あわを吹ふいてその場に倒れてる（一同爆笑）。

ピアニィ：でもよかった……生きてる。

アル：殺しておいたほうがよかったんじゃねえか？　こいつ、また狙ねらってくるぞ？

ピアニィ：な、なんてこと言うんです！　むやみに人の生命を奪うばうのはだめです！

アル：……やれやれ。

ナヴァール：では、残った騎士たちに言おう。―――さあ、行け。お前たちは見み逃のがしてあげましょう。そして伝えるのです。戦場にてレイウォール騎士・キンバリー殿どのが倒れた、と。

ＧＭ：な、なんかそのために騎士を１グループ残したみたいだ。

ナヴァール：―――そう。すべては私の計算どおり。

一同：うそだっ!?（笑）

ピアニィ：あ、ではあたしもひとこと。騎士たちに言います。（いきなり威い厳げんのある声を作って）―――では、本国に帰ったら父王オーギュスト、兄ヒューバードにお伝えなさい。ピアニィ・ルティナベール・レイウォールは未いまだ健けん在ざい―――いずれ誤ご解かいを解とくべく、国へと還かえりますでしょう。それまで、みなさまのご健勝を祈いのりまして―――と。

ベネット：か、かっこいい（笑）。

ＧＭ：声せい優ゆうってずるいなあ（笑）。たったひとつのセリフで、すべてを持っていく（笑）。

ベネット：そして全国に伝えるでやんす―――クラン＝ベルの四英えい雄ゆう・ベネットの名を。

一同：いや、そこはどうでもいいから！（笑）




　そんな笑いが、丘の周囲にこだまする。




ＧＭ：……さて、では時間も遅おそくなってきたし、あとは成長点を計算して終わりにしようか！

一同：はーい！




　四人がふと振ふり返れば、そこに広がるのは夕日の光に照らされた大地。

　かつて、ピアニィの母が愛した旧・アヴェルシアの地―――。




ピアニィ：そういえば……姉様から、仲間を得たら居い場ば所しよを知らせろって言われてました。

ナヴァール：それについてはすでに手配済みでございます……で、いいよねＧＭ。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。

ピアニィ：さすがナヴァールさん（笑）。




　アヴェルシアについてのち、ピアニィは大きな時代の渦うずに呑のみ込こまれていくこととなる。

　すべては、神しん竜りゆう王おうセフィロスの加か護ごと、二十八の竜りゆう輝き石せきの導みちびき。

　時代は、少女に過か酷こくな運命を背せ負おわせようとしていた。




アル：……おい、ところでよ、姫さん。

ピアニィ：はい？

アル：俺が約束したのはあんたを安全な場所まで送り届とどける、だよな。

ピアニィ：ええ。

アル：もういいんじゃねえか？

ピアニィ：あら？　まだ街についてみないとわからないじゃないですか？

アル：おい。

ピアニィ：それに、街についたらひさしぶりに暖あたたかい食事がとれると思いますよ？

アル：う。それは魅み力りよく的てきだな。

ピアニィ：ご馳ち走そう、しますよ？




　そんな笑え顔がおの少女に言葉に、アルはふっ、と息を吐はいて笑う。




「わかったよ、のせられてやるわ。ただし条じよう件けんがある」

「……条件、ですか？」

「おかわりは―――自由だ。いいな？」




　アルのそんな言葉に、




「はい！」




　ピアニィは、笑顔でうなずいた。

　そして四人はアヴェルシアを目指し、そのなだらかな丘おかをくだり始める。

　その先に起こることをなにも知らないままに。




　―――時に帝てい紀き八一二年八月二十日のことだった。







◆Ending 02◆報ほう告こく




「―――なに？　破やぶれた？　キンバリーがか？」




　部下からの報告を受けたヒューバードは、落ち着いた声で聞き返した。

「それで？　死んだのか？」

「い、いえ。ピアニィ殿でん下かに破やぶれはしたものの、配下の騎き士したちと共にこの王都に帰き還かん中であるとのことです」

「そうか―――このことは、父王には知らせるな。心労は、かけたくないのでな」

　不ふ愉ゆ快かいであろう報告に、ヒューバードは笑みすら浮うかべて手にしたワインを飲のみ干ほす。

　その笑みの意味がわからず、部下は怪け訝げんな表ひよう情じようを見せた。

「ピアニィは、レイウォールの正せい規き騎士をその手にかけた―――謀む反ほんを起こしたことは確かく定ていだな。……お前は、そうは思わないかね？」

　ヒュバードの真意を理り解かいし、部下は息を呑のんだ。

「やはり、殿下を討うたれるおつもりで……？」

　部下の言葉に一拍ぱくの間をとり、ヒューバードは笑む。

「愛するゆえに、この手で摘つみ取る―――それのなにがいけないのかね？

　大局のために、個こ人じん的てきな感情を捨すてること……」




「それが、王たる私の使命―――そういうことだ」








『アリアンロッド・サガ』リプレイ

―――第一話「反はん乱らんの日」

―ＦＩＮ―
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◆Preplay 01◆ゲーマーな人々




　二〇〇八年三月某ぼう日じつ―――。

「アリアンロッド・サガ」第二回のセッション日はやってきた。

　テーブルを囲み、わいわいと語るメンバーたち。

　セッション開始前のひとときを埋うめる談だん笑しよう……その話題は、前のセッションのあとに起こった日にち常じようでの面おも白しろい話―――――――――などではなく。




「すごい、〝真理の書〟超ちよう高たかいですよ。二四〇〇〇円っ」

「うーん、14レベルになるとふたつ、装そう備びできるアイテム増ふえるな。次まで買い物控ひかえるか」

「今、ギルドにいくらお金ある？」

「九万五八二五Ｇ……かな？」

「足りない。ぜんぜん足りない。ひとりあたま二万ちょいじゃなあ」

「一個こで六万のアイテムとか平気でありますしねえ」

「あと、《ギルドハウス》ほしいなあ」

「うーん、《ハイサモナー》取っとけばよかったな、《メモリーコンプリート》じゃなくて」

「きっと、このリプレイ発売の頃ころには、リビルドのルールも出るから（笑）」

「りびるど？」

「うん、スキルを再振り直しとかするルール」

「おお♪」




　い、いや、ゲーマーすぎるからキミたち。

　部屋に入って五秒でその会話ってどうなんだ（笑）。

　王子やＯはた、社長はわかるが大おお竹たけさん……しっかり会話についてきてる……というか、すっかり溶とけ込こんでるのはどーなんだ（注：誉めてます）。




　「ふつーですよっ！」




　―――失礼しました。

　とにかくのっけから全員、やる気満々であった。







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




　ひとしきりの雑ざつ談だん（その内容はそのすべてがゲームデータの話だったが）のあと―――セッションは本ほん格かく的てきに開始された。




ＧＭ：では、そろそろセッションを開始しよう！　まずは今回予告からいきます！

一同：はーい！

ＧＭ：なんかバックに勇ゆう壮そうかつ重い曲がかかっていると思ってください。では……！




今回予告!!


　住すみ慣なれた王おう城じようを捨すて、追われる身となったレイウォールのプリンセス・ピアニィ。

　仲間と共に、母の国アヴェルシアへと身を寄よせるが、そこもまた彼女にとっての安住の地ではなかった。




ピアニィ：が―――ん！　ま、まだ到とう着ちやくもしてないのに……（笑）。

ベネット：いきなり暗雲が立ちこめている（笑）。




　レイウォールの血と、アヴェルシアの血。

　ピアニィの身体からだに流れる血が、民たみの心をもふたつに分かつ。




ピアニィ：も、もしやあたしのせいで……？

アル：そう来たか……（笑）。




　『アリアンロッド・サガ』リプレイ

　　―――第二話「子こ守もり歌うたの残照」




　……すべては、竜りゆうの石の導みちびきの下に。




ナヴァール：ザーン♪　ザザザザザザ、ザザザザザザ、ザザザザーン♪（←ＢＧＭらしい）

ピアニィ：音楽が（笑）。ちょっと『ファイ●ーエン●レム』みたいに（笑）。

ベネット：失敗したらリセットします。

一同：するなよっ!?


ＧＭ：というかできないから。……では、続いてハンドアウトいきます！




●ピアニィ用ハンドアウト

　コネ：母親　　　関係：家族

　ふと耳を澄すませば、歌が聞こえた。

　柔やわらかいケープにくるまれ、母親の腕うでに抱だかれたころの……そんな過か去この記き憶おく。

　歌は、今でも心の奥おくに刻きざまれている。

　それは、母とキミの唯ゆい一いつの繫つながりだった。




ピアニィ：家族で母。母の名前はルティナベールとか……？

ＧＭ：あれ？　それはピアニィのミドルネームでは。

ナヴァール：ロシアとかの風習なら父親の名前をもじってミドルネームにすることもあるよ。

ＧＭ：んー、じゃあ、ティナとかでもいいな。

アル：ところで今回はいい話ですか？　そのハンドアウトからすると（笑）。

ＧＭ：おう。その歌は心に淡あわく残る、母との唯一のつながり―――そんないい話だ。うん。

ピアニィ：じゃあ、お母さんのぬくもりを思い出して美しく歌おう♪

ベネット：《ディスコード》とか。

一同：それは攻こう撃げきのダメージを増ふやす歌だっ!?（一同大爆笑）




●アル用ハンドアウト

　コネ：師し匠しよう　　　関係：恩おん人じん

　自分を牢ろう獄ごくより救い出してくれた少女。

　昔、師匠に師し事じしていたころ、たたき込こまれた言葉がある。

　受けた恩おんは、必ず返すべし。

　それが、今もキミの心の中心にある師匠から贈おくられた九十九の言葉のひとつだった。




アル：九十九ってなんだよ!?（笑）

ピアニィ：受けた恩……はーい！（挙手）　牢屋から救い出しました！

アル：姫ひめさんは安全なところまで送りとどければ、それでおしまいだ。

ピアニィ：矢や野のさんひど―――いっ!!

アル：いやいや、ちゃんと〝ピアニィについていこう〟という気にさせるなにかを大竹さんが言ってくれたらついていきますよ？

ピアニィ：ふう……（安堵）。

ＧＭ＆ベネット：ち、ちゃんとかあ……（笑）。

ピアニィ：え、なに!?　なんで含ふくみ笑いっ!?


ＧＭ：矢野くん、厳きびしいよ……そのへん？

ピアニィ：えぇっ!?（と、矢野の方を振り向く）

アル：（満面の笑顔）。

ピアニィ：えぇぇえぇ―――っ!?





●ナヴァール用ハンドアウト

　コネ：ステラ　　　関係：同どう志し

　ピアニィの姉、ステラはキミのかつての同門だ。

　彼女が故こ郷きように帰っていったあの日以い降こう、手紙を通して未だ交流は続いている。

　レイウォールと対立する立場になった今なお、それは変わることはない―――キミはそう信じている。

　そんなおり、今日も彼女から手紙が届とどけられた。




ナヴァール：うお、また手紙か。前と同じだと芸がないよ、菊きく池ちさん。

ＧＭ：がんばってください。社長なら芸を魅みせてくれると信じています。

ナヴァール：なーんだよそれっ！（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。社長はできる子です。

ピアニィ：できる子（笑）。




●ベネット用ハンドアウト

　コネ：ピアニィ　　　関係：主人

　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうがひとりにしてジェネラル―――。

　キミは、かつてそう呼よばれていた。

　ひとり異い国こくの地にきたキミの求めるものは竜りゆう輝き石せき。

　〝旅人の石〟という名めい称しよう以外、わかっていることはなにもない。

　だが、数ある石はお互たがい引き合うという。

　やがてはそこにたどり着くだろう―――浜はま辺べで知り合ったあの女と共にいれば。




一同：あの女っ!?（笑）

ピアニィ：ベネットちゃんひどい!!（笑）

ベネット：あっしのせいっ!?　それに……っ、今も四英雄でやんすから!?（笑）

ナヴァール：ひでえハンドアウトだ（笑）。




　そして始まるレベルアップ作業。

　さっきの会話以上の濃こいトークがほとばしり、キャラデータが調整されていく。

　その作業が始まって約四十分ほど―――レベルアップは完かん了りようした。




ピアニィ・ルティナベール・レイウォール（レベル13）の場合

ピアニィ：では、ピアニィで～す。スキルは《コキュートス》のレベルをひとつ上げて……これでレベル３です。あと、《スウィフトウェポン》を取りました～。

ナヴァール：《スウィフトウェポン》ってなんだっけ？

ピアニィ：セットアップに《●●ウェポン》系けいを使えて、でも行動済ずみにならない、です。

ＧＭ：物理攻こう撃げきの効きかない敵てきがきた時、行動のロスなしにみんなの武ぶ器きを魔ま法ほう化か。それはいいな…………あれ？（キャラシートを見て）………先生。ウィザード／サモナーよね？

ピアニィ：はい。

ＧＭ：……なんで《ダンシングヒーロー》持ってるの。




《ダンシングヒーロー》

　判はん定ていで振ふるダイスの数を＋一個するという、ダンサーの基き本ほんスキルである。

　その使用にＭＰなどのコストは必要なく、レベルによって使用回数は決まる。ピアニィの場合、十回まで使うことができる。




ピアニィ：成長点が少し余よ裕ゆうあったので……ダンスを習いにいってきました（笑）。

ＧＭ：ダンサーにチェンジしてこれ取得して戻もどってきたのか！　誰だれに習ったんだろう……。

アル：ベネットから……。

ピアニィ：そう、プリプリダンスを……。

アル：三時間ぐらい習って……。

ベネット：（力強く）……もうお前に教えることは、ない。

一同：はやっ!!（一同大爆笑）

ピアニィ：それより……むー、やっぱり《メモリーコンプリート》いらなかったかなあ。

アル：同じ使用タイミングなので《ダンシングヒーロー》と同時には使えないですしね。

ピアニィ：ちなみに、装そう備びは〝おしゃれの盾たて〟を買いまして、〝理知の宝ほう玉ぎよく〟をつけました。盾なのに、重量１の装身具をくっつけられるのがおいしいです。〝理知の宝玉〟、ＭＰを３使うと行動値ちが＋12ですよ！

アル：〝宝玉〟使うかどうかわかんないですけどね。セットアップにすること多いから。

ナヴァール：さっき言ってた《スウィフトウェポン》とか？

ＧＭ：ああ、《ウィークポイント》もか。でも状じよう況きように応じて戦せん術じゆつ変られるのはいいな。

アル：ええ、どうしても先手を取らないといけない時は、ナヴァールの《ヘイスト》も併へい用ようで、行動値40くらいいきますよ（笑）。

ＧＭ：うへ。（今回用意した敵、大丈夫か……）―――では、次はアル！




アル・イーズデイル（レベル13）の場合

アル：えーとですね、こっちはクラスチェンジなしでそのまま真っ当にレベル上げました。新たにとったスキルは《アームズロジック：長ちよう剣けん》。命中判定のダイスが一個増ふえます。

ＧＭ：これで命中が４Ｄか……。

アル：あと、《バトルコンプリート》という、命中判定を振ふりなおすスキルを取りました。消費ＭＰ大きいし、１ラウンド一回ですが（笑）。これでＧＭのクリティカルに少しは対応を……。

ＧＭ：俺おれのクリティカルか！

アル：そうです。俺、《ディフェンスライン》で命中値を回かい避ひに使えるので、ＧＭが攻こう撃げきする時に出すクリティカルをこれでかわそうと（笑）。

ＧＭ：ち。

ピアニィ：今、「ち！」って言った！（笑）

アル：で、あとは……ああ、盾をバトルバックラーに変えました。命中が２、上がります。

ＧＭ：なるほど、《ディフェンスライン》が完全に主しゆ軸じくだ。攻撃も回避もそれ頼だより………。［重じゆう圧あつ］でスキル封ふうじるか……。

アル：はっはっは、ギルドスキルで《耐たい性せい：重圧》取ってるので！（笑）




ナヴァール（レベル13）の場合

ナヴァール：クラスチェンジをしないで、レベルアップをして、《ハイプロテクション》のレベルが上がった。これで《プロテクション》の効こう果かが３点上がる、と。あと、《パリペイティア》という振り直しスキルを一個覚えました。１シナリオ一回。

ＧＭ：う（笑）。また振り直し……。

ナヴァール：そうそう、これ菊池さんのダイスを振り直してもらう！

ＧＭ：ネタの出目がつぶされる……。

ナヴァール：あ、あと……フェイトも一点上げました。……もう一点上げるか……？

アル：ぶっちゃけこのあと、ナヴァールがクラスチェンジするかわかりませんしね。成長点を残すよりは……。

ナヴァール：たしかに。プリーストスキルをひたすら取りたくなるからな。

ベネット：地味に、入手できる成長点も増ふえるし（笑）。

ＧＭ：たしかに。すごい地味だが……フェイトが[image: 100]になれば、毎回もらえる成長点が[image: 100]増えるってことだしな（笑）。

アル：極きよく端たんな話だけどそのとおり（笑）。

ＧＭ：（笑）。……うし、では最後はベネットー。




ベネット（レベル13）の場合

ベネット：ええっとあっしは……なんだっけ？　おお、レベルが上がりました！

一同：知ってるよっ!!（笑）

ベネット：は、すみません（笑）。【器用】と【敏びん捷しよう】と【感知】を１点ずつ上げて……スキルは《ストレイトショット》という、命中判はん定ていのダイス数が一個こ増えるものを取り……これで11＋５Ｄですよ！　その分、攻こう撃げき力りよくが実は３点しか上がってない（笑）。《マークスマン》を１レベル上げたんで、その分で３点上じよう昇しようってくらい。

ＧＭ：装備は？

ベネット：装備？　なんですかそれはホワーイ？（笑）　あ、ミスリルの矢を買いました。

これ、一個消費するとダメージが７点上がるという優すぐれものですから！　《ダンシングヒーロー》と一いつ緒しよに使えないですけど（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ベネット：あとフェイトを一点上げました。

ＧＭ：ＯＫ！　では、全員言い残したことはないな？

アル：あ！　全員分、生命の呪じゆ符ふを買ったので！（笑）

ＧＭ：死ににくくなったな（笑）。じゃあ、持って行くギルドスキル選んで本番に入ろう！




　と、こんなところで成長は無事に終わり……ギルドスキルの選せん択たくに入る。

　わいわい騒さわいだのち、プレイヤーが選んだのは―――　《蘇そ生せい》、《祝福》、《陣じん形けい》、《耐性：重圧》、《力の泉いずみ》、《値ね引びき》、《目め利きき》。

　実に順当な選択だった。




《力の泉》によってコストが半分になったスキルは……




ピアニィ：《コキュートス》

アル：《ディフェンスライン》

ベネット：《ダブルショット》

ナヴァール：《パトロナイズ》




　―――となったのであった。




ＧＭ：よし、ＯＫ！　ではセッション本ほん編ぺんに入ろう!!





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆宿屋にて




　それは、ピアニィにとってはなにもかもはじめての体験だった。

　城の外に広がっていたのは世界。

　見るものすべてが珍めずらしく、そして―――。




ＧＭ：では、本編に入ろう！　オープニングは今回、１シーンでまとめまーす―――の前に。まずはこのアヴェルシアに来るまでの話と、この国の簡かん単たんな状じよう況きようを説明しておこうか。

ベネット：激はげしい旅であった……。

ピアニィ：ま、まだなにも話を聞いてないから（笑）。

ＧＭ：えー……キンバリーの部隊を撃げき退たいし、無事に旧アヴェルシア領へと入った四人。キミらは、そこからもっと近い位置にあった都市バーランドへと入る。ここは、かつてアヴェルシア王家が避暑地として好んで訪れた街だ。

ベネット：しかしあっさりこれましたな。検けん問もんとか強行突とつ破ぱするのかと、思ってた（笑）。

ナヴァール：そこは我わが軍ぐん師しパワーで最さい適てきな方法をとったのだ。

ＧＭ：そう。警けい戒かい網もうもナヴァールの先見の明やら奸かん計けいやらで、争うことなく突破し……。

ナヴァール：奸計かよ！（笑）




【奸計】かん‐けい　―――　悪い企たくらみ／はかりごと／悪わる巧だくみ




ＧＭ：もっとも、レイウォールの警戒網を避さけた分、まっすぐ都をめざすよりはずいぶんと多く時間をかけてるだろうけどね。

ナヴァール：レイウォールの王都を出てからだと、きっと三週間以上すぎてるだろうな。

アル：そりゃキンバリーにも追いつかれるわ（笑）。

ナヴァール：では街に入ったら、ここが旧アヴェルシアですか―――と、つぶやく。

ピアニィ：（感無量な雰囲気の声で）きれいな街……ここがお母様の―――。

ＧＭ：いや、街全体に覇は気きはなく、どこかさびれた雰囲気さえ漂ただよう。

ピアニィ：え。

ＧＭ：街まち並なみも手入れがまったく行き届とどいておらず……例えば立ち並ならぶ街がい路ろ樹じゆも無む駄だに枝えだ葉はをのばし、落ちた葉はそこに降ふり積もり放題。街の広場にある、もとは白かったであろう薄うす汚よごれた大理石の噴ふん水すい。これも水を噴ふき上げることはなく、たまった水も深い緑色に変色……。

ピアニィ：せっかくきれいな国って言ったのに！（笑）

アル：見ろ、街ゆく人々の目が死んだ魚のようだ（わなわな）。

ベネット：ああ、ごろごろ転がってる白はつ骨こつ死体を誰だれも気にも止めねえ……（わなわな）。

ＧＭ：どんだけさびれてんだよっ!?

ピアニィ：白骨が……。

ＧＭ：いや、ないから！（笑）　まあ、それでもピアニィにとってはショックだろう。

ピアニィ：お母さんの国がさびれてるから？

ＧＭ：それもあるけど、もっと根本的に……キミはレイウォール王都のきれいな街並みしか知らないからだ。この世の中に、こんな手入れの行き届いていない場所があるなんて、信じられない―――そんな感かん情じようが心につきまとう。

ベネット：ど、どんだけ温室育ち……（笑）。

ピアニィ：うぅ。ここ、どんな状じよう態たいになってるんですか？

ＧＭ：では、一いつ般ぱん知ち識しきとして解かい説せつしておこう。アヴェルシアはその名前こそ残してはいるものの、五年前の紛争以来、赤せき竜りゆう王おう国こくレイウォールの属ぞく領りようとなっている。

ピアニィ：属領？

ＧＭ：そう。レイウォールの一領地ってこと。たとえて言うなら、レイウォールが〝国〟だとするなら、アヴェルシアは〝県〟とか〝州〟ってとこだな。

ピアニィ：えぅ。

アル：じゃあ、アヴェルシアを治めているのはレイウォールってことか。

ＧＭ：そうなるね。もはやアヴェルシア王の血ち筋すじはこの地に残されておらず、レイウォールから派は遣けんされた執しつ政せい官かんが治めている状態にある。

ピアニィ：な、なるほど……。

ＧＭ：しかも、旧アヴェルシアの民みん衆しゆうは決してその状況をよしとはしていない。表面化こそしていないが、レイウォールに対しては不満を持っている―――それが、この街の覇気のなさにつながっているんだろうな。

一同：…………。

アル：状況はわかった。で……ここまで来たけど、この先どうするんだ？

ピアニィ：たしか前回……（キャラシートのメモを見て）……ナイジェルさんって人を頼たよれってコネリーが言ってました。

ナヴァール：それだけじゃ、どこの誰かもわからんな。

ピアニィ：と、とりあえず宿をとるんですよね、こういう時は。

ナヴァール：たしかに足がかりになる拠きよ点てんは必要ですね。これまで野宿が続きましたが……今日はやっとベッドで眠ねむれそうですね、姫ひめ（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、ではキミらは街の一角にある酒場兼けん宿屋に部屋をとった。通された部屋は大部屋だけあって比ひ較かく的てき広く、ベッドも四つ用意されており……。

ピアニィ：……ナヴァールさん。

ナヴァール：なんでございましょう。

ピアニィ：あの、とった部屋とはどちらでしょう？

ナヴァール：姫。取った部屋はこちらでございます。

ピアニィ：え、えと。つまりこの部屋に……。

ナヴァール：四人一いつ緒しよにございます。

ピアニィ：が―――ん、とショックを受けてずざっ、と引きます。

ＧＭ：わははは（笑）。まあ、城の生活では考えられないわな（笑）。

アル：ま、やっとベッドで寝ねられるんだ。それだけでも感かん謝しやするとこだろ……とか、姫さんに背せ中なかを向けたままおもむろに着き替がえ始めます。

ピアニィ：ばしっ!!（←アルを殴った音らしい）

アル：って、なにすんだよっ!?　と振ふり返……。

ＧＭ：振り返ると、そこにはガクガク震ふるえながら涙なみ目だめになって顔を真っ赤にしたピアニィがモップをかまえて立っている（一同爆笑）。

アル：い、いや、その……え？

ナヴァール：ではその状じよう況きように、さすがに察して言おう（笑）。




「……ピアニィ様、部屋をもうひとつお取りしましょう」




　その言葉に―――涙目のまま、ピアニィがこくこくと頷うなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「モップでなぐるお姫ひめ様さまって、どんなだよ」




　着替え終わったアルがおもむろに、不満げな顔でそう言った。

　その後頭部には、巨きよ大だいなたんこぶができていた。




アル：たんこぶ……。

ピアニィ：ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ……でも、アルさんが悪いんですよ!?

アル：…………まあ、それはおいといて。

ピアニィ：お、おいとかれた。

アル：とりあえず安全になったと思わないか？

ピアニィ：え？

アル：安全な場所まで送り届とどける、が契けい約やくだったよな。

ピアニィ：どっか行っちゃうつもりですかっ!?


ＧＭ：さあ、がんばって引き止めないと（笑）。

アル：そう！　物語的に、ここで俺がついていくモチベーションをください！　さあ！（笑）

ピアニィ：や、矢野王子めっ、味方だと思ってたのに……っ！　………………べ、ベネットちゃんっ、なんか言って!!

ベネット：こっちにパスが回ってきたっ!?　え、えー……と!?

ナヴァール：しかたない、助け船を出そう（笑）。（おもむろに）―――アルくん。キミの契約はピアニィ様を安全なところまで連れて行く。……そうでしたね？

アル：そうだ。アヴェルシアまで来たんだ、十分だろう？

ナヴァール：レイウォールの属領であるアヴェルシアに、ね。まさかここが安全であると？

アル：う（笑）。

ピアニィ：さ、さすが軍ぐん師しさん！（笑）　そうですよ、アルさん！

アル：……しょうがない、ここは引き下がっておこう……（笑）。

ベネット：……それはともかく、このあとどーするでやんす？

ピアニィ：ナイジェルさんって人を捜すところからでしょうけど……同じ名前の人がたくさんいたらどうするんでしょう？

ナヴァール：この街でナイジェルと言ったら誰もが思い浮うかべる特定の人物がいるのでは？

ピアニィ：あ、なるほど！

ベネット：では、あっしはそのナイジェルとか言う人について調べてくるでやんす。

アル：しょーがない。他の状況も知りたいし、俺も一いつ緒しよに行く。

ピアニィ：んー、あたしは……。

ナヴァール：ピアニィは、街に出て平気ですかね。

ピアニィ：え？

アル：たしかに。ここ、レイウォールの支し配はい下かだからな。出歩くとよけいなトラブルに巻まき込まれる可か能のう性せいあるな。

ＧＭ：（ちっ）。

ピアニィ：今、ちって言った！　ちって言った！（笑）　残るっ！　宿屋に残ります！

ナヴァール：では私はピアニィ様の護ご衛えいに残ろう。ひとりにしたら、襲しゆう撃げきとかありそうだ。

ＧＭ：（笑顔）。

ピアニィ：すっごい笑ってるっ!?


ＧＭ：うひひ。では、シーンを切りまーす！











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ビー玉のような輝かがやきで




　ベネット―――かつてはジェネラルと呼よばれた、女。

　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうという、彼女の栄光というべきその名は……




　このアルディオンではあまり役に立ってはいなかった。




ＧＭ：というわけで、ミドルシーンに入ろう。まずはベネットとアルのシーンから処しよ理りしようか（笑）。

ベネット：ひゃっほー！　ではてっとり早く、この宿屋の一階にある酒場に行くでやんす。

ピアニィ：近い（笑）。

ＧＭ：では、ふたりは階下の酒場へと降おりる。時じ刻こくは夕方も遅おそく―――広い酒場は、半分ほどがすでに埋うまっている。だが陽気な雰ふん囲い気きはなく、どこか陰いん鬱うつで……でも、そうだな……店の一角を陣じん取どっている五、六人の集しゆう団だんだけが馬ば鹿か笑わらいをして騒さわいでるな。

アル：五、六人の集団？

ＧＭ：そう。赤を基き調ちようとした服にマント。その整った身なりからして、この国に駐ちゆう屯とんしているレイウォールの騎き士し……正規兵だろう。うちひとりが降おりてきたキミらをちらり見るが……。

ベネット：げ（笑）。

ＧＭ：……見るが、ちょっといぶかしげな顔を見せるが、すぐに興きよう味みを失って仲間との話に戻もどる。なんでピアニィを連れて降りてこないんだ。

ナヴァール：あぶねー……（笑）。

ピアニィ：あ、あぶない……っ。

アル：じゃあ、そっちをちらっと見たら、顔をしかめてカウンターに座すわろう。

ベネット：座るでやんす。で、指を鳴らして……（いきなり渋い声で）マスター。バーボンのダブルを、ストレートで。

アル：へえ。お前、酒強いんだな。

ベネット：飲めないでやんす。

アル：じゃあ頼たのむなよっ!?（笑）

ベネット：こーゆー席に座すわったら注文したくなるだろうっ!?　ばーぼんばーぼん！

ＧＭ：カウンターに立つ男は、きゅっきゅっきゅとグラスを拭ふきながら、ちらり。キミを一いち瞥べつすると―――「……お子様に出す酒はないな」

ベネット：……これはあっしが飲む酒じゃないでやんす。（妙にシリアスちっくに）一いつ杯ぱい、おごるよマスター―――。

ＧＭ：「……なにか聞きたいことでも？」

ベネット：ナイジェルって男を知っているでやんすな？

ＧＭ：〝……きゅ〟。おもむろに手を止めるマスター。

ベネット：にやり。

ＧＭ：「……いや、知らんね」

一同：絶ぜつ対たい知ってるだろうお前っ!?（笑）

ベネット：（落ち着きを取り戻し）……マスターあんたは知っているはずだ。と、ニヤリ。

アル：お前も超ちようハッタリじゃねえか！　あんまりてきとーなことを……（笑）。

ＧＭ：マスターは、ふっ、と息を吐はいて……「まあ、誰だれでも知ってる程てい度どの話なら、お話しできますがね」

アル：誰でも知ってること？

ＧＭ：「……ああ。この国でナイジェルって言ったら元・アヴェルシアの重鎮さ。ずっとこのアヴェルシアを支ささえてきた方でな、その政治手腕はたいしたものだった。もっとも……五年前に、政治の表舞台からは消えちまったがね」

アル：五年前？

ナヴァール：ああ。アヴェルシアがレイウォールに併へい合ごうされた時か。

アル：なるほど、そこでクビにされたか。

ＧＭ：「ああ。最後の最後までアヴェルシアの主しゆ権けんを唱えていたんだがな。あの人ほど国民のことを考えてる方はいなかった」

アル：……今は？

ＧＭ：「……さあてね。隠いん居きよして、この街のどっかで静かに暮くらしてるとは聞いている」

アル：それだけか？

ＧＭ：「どういう意味だい」

アル：他になにか、知ってるだろう？

ＧＭ：「何者だあんたら」

アル：ただの旅人だよ。この街の噂うわさを聞いて、寄よってみたんだ。

ＧＭ：「こんな街のなにが見たいんだ。もう、この国には昔の面おも影かげはないぜ？」

アル：あんた、レイウォールの属ぞく領りようになってる状じよう態たいをよく思ってないんだな。

ＧＭ：「アヴェルシアの民たみでそれをよく思っている奴やつなんざいない―――とと、口が滑すべったな。さ、レイウォールの騎士に尋じん問もんでもされる前に部屋に帰りな。アル・イーズデイル」

アル：なんで知ってるんだよっ!?（笑）

ＧＭ：男は声を潜ひそめ―――「手配書が、まわってるぜ」

一同：なにい!?（笑）

ピアニィ：い、いつのまに……!?

アル：あ、キンバリーの野や郎ろうか！　先回りしてたもんなあいつ。

ナヴァール：我われ々われも到とう着ちやくするまでに時間かかってますしね。

ＧＭ：そういうこと。

アル：ち、仕方ねえ。一度戻もどるか……この親父おやじ、しゃべりそうもないし。

ベネット：いや、待つでやんす。ここはクラン＝ベルの四英えい雄ゆうたるこのベネットが親父の口を割わってやるでやん……。

アル：そこは関係ないだろそこはっ!?（一同大爆笑）

ベネット：関係ないってことあるか―――っ！　あの超ちよう有ゆう名めいな四英雄を知らない奴やつがこの世の中にいるわけないだろう!?　なあマスターも知ってるよなあ！　え、知らない？　そ、そうか……帰ろうアル（一同大爆笑）。

アル：自じ己こ完結するなよっ!?

ＧＭ：（げらげら笑いながら）……じゃあ、ベネットが【幸運】で難なん易い度ど13以上を出したら酒場のマスターは知ってるということでっ！　出たらなんでも教えちゃう！（笑）

ベネット：つまり10以上？　出るわけないだろ―――っ！（ダイスを振る）




　出目、12―――すなわちクリティカル。




一同：出た――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：「はっ!?　（わなわなと震える声で）……嬢じようちゃん。あんたまさか―――クラン＝ベルの四英雄……ベネットさんっ!?」（一同大爆笑）

アル：うそ――――――ぉっ!?（大爆笑）（←素すで叫んでいる）

ベネット：ふっ、やっぱり隠かくしきれるもんじゃないでやんすね―――（一同爆笑）。

ＧＭ：「見た瞬しゆん間かんからわかっていましたよ！　やっぱり英雄さんは目がちがう。そのビー玉みたいな目の輝かがやきが……！」

ベネット：ビー玉みたいな目とか言うなっ!?（笑）

アル：ほめてねえっ!!（笑）

ＧＭ：「いえいえ、美しいものの例えでして……あ、それにエリンディルから輸ゆ入にゆうした、四英雄の伝記、読みました！」

アル：そんなもん出てるのかよっ!?

ＧＭ：「しかし、なぜにかの英雄様がこのアヴェルシアへ……？」

ベネット：新たな伝説を作るため―――と、だけ言っておこう。

ＧＭ：「おお……っ」

アル：おおっ、じゃなくてっ!!（笑）

ベネット：……さ、話してくれるな？

ＧＭ：「ああ、もちろんです……」と、マスターは周囲を警けい戒かいしながらメモになにか書かき留とめ……「ナイジェル様は、こちらに隠れられております」

アル：隠れてる？　なんか企くわだててる……？　それとも追われてる？

ＧＭ：「ナイジェル様は今、この国を我われらの手に取り戻もどすべく、反はん乱らんを起こそうと動いておられます」

一同：…………。

アル：めちゃくちゃ物ぶつ騒そうなマネを……。

ＧＭ：「ですが……もう安心ですな」

アル：安心？　なにがだ。




　バーのマスターは、にやりと笑んで―――言った。




「あなた方が協力してくれれば、反乱は成功に導みちびかれるはずです……っ」







◆Middle 02◆記き憶おくの中の子こ守もり歌うた




　これまで、温室の花のように育てられてきたピアニィにとって―――この旅は彼女の体力と心を大きくけずるものだった。

　部屋にひとり残った彼女は、いつしかベッドに倒たおれ込こみ……その夢ゆめの中で過か去こと邂かい逅こうした。




ＧＭ：では、宿に残ったピアニィのシーンにいこうか。部屋に残ったキミは、旅の疲つかれからか、いつしかうとうとと眠ねむりに落ちている。

ピアニィ：むにゃー。

ＧＭ：そして見ているのは、夢。周囲に広がっているのは、過去の心象風景だ。母親の腕うでに抱だかれ……キミは赤あかん坊ぼうになっている。今となっては思い出すこともできないかすかな記憶の連なりで―――。

ピアニィ：なんかいい雰ふん囲い気きな……。

ＧＭ：遠くから聞こえてくるのは、オルゴールのメロディと、母親の歌声。彼女の腕の中で暖あたたかいケープにくるまれ、キミは歌を聞いている。

ピアニィ：どんな歌ですか？

ＧＭ：それは、アヴェルシアの民みん謡よう……昔物語だ。この世界を支ささえてきた過去の王様や英雄たちを綴つづった歌。幼おさないころから、母親は何度もその歌を繰くり返しキミに聞かせてくれたことをなんとなく憶おぼえている。

ナヴァール：アヴェルシアでは有名な歌？

ＧＭ：うん、この国の人なら誰でも知っているメロディだ。歌か詞しは全部で九番まであるらしいんだけど……。

ピアニィ：長い（笑）。

ＧＭ：でもね、その歌にはアヴェルシア王家だけに伝わる続きがある。王家の者だけに代々伝えられてきた、十番以降の歌詞だ。王族たちは、これまで起こったいろんな出来事や秘ひ密みつを歌に込こめて残しているらしい。

ナヴァール：じゃあ、王が代わるたびに歌詞が増ふえたりするのか（笑）。

ＧＭ：全部で九十九番まであります。

アル：長っ!!


ベネット：長いっ!?（笑）

ピアニィ：長いよ！（笑）

ナヴァール：（←大爆笑している）。

アル：てか、また九十九かよ！（笑）

ＧＭ：王家がたどってきたいろんな物語がずーっと叙じよ事じ詩しみたいな感じで残ってるんだ。そりゃ長くもなろうってもんで。

ナヴァール：きっと九十九番まで歌えないと王女の資格を剝奪される。

ピアニィ：えぇっ!?

アル：そ、それは必死になるな。

ベネット：きっと正月とかに歌わされる（笑）。

ＧＭ：で、その中でも―――今回、夢に出てきたのは四十七番の歌詞です。

ピアニィ：四十七って……九十九まで全部歌詞を作ったんですかっ!?

ＧＭ：もちろん。

ピアニィ：えぇっ!?


一同：ウソつけっ!!（笑）

ピアニィ：え、あ……ウソなんですか!?


アル：き、菊池さん……呼こ吸きゆうするようにウソ言わないでください……（笑）。

ＧＭ：うひひ。

ナヴァール：どんな歌なんだろうな。

ＧＭ：（雅みやびな雰囲気で）……〝ぷわぁ～～―――……♪〟

一同：おいっ!?


アル：なんでいきなりそんな雅が楽がくみたいなんですかっ!?（笑）

ピアニィ：あ、あたしは寝ねながらきっと眉み間けんにしわをよせてる……（笑）。

ＧＭ：すみません、冗じよう談だんです。

ナヴァール：ほ、ほんとにすぐギャグを入れたくなっちゃう人だな、あんたは……（笑）。

ピアニィ：で、歌詞の内ない容ようは……。

ＧＭ：んと、こんな歌です―――。




「昔、偉い大だいな王がいた。

　王は、七つの大きな国と

　　　　七つの小さな国と

　　　　七つの人無き大地を持っていた。




　王は、戦で倒たおれて死んだ。

　王は、竜りゆうの石持てし三人の王子に言葉を残した。

　分け隔へだてなく国を分かち、治めよと。




　しかし王子は、争った。

　それは同じに分けられないと、争った。




　王おう妃ひは王子に笑え顔がおで言った。

　そして世界は三つに分けられた。

　人々は、王妃と王子をあがめ、褒ほめ称たたえた。




　繁はん栄えいへと続く門は、開かれた」




ＧＭ：……とこんな感じ。王子たちが、国の支し配はい権けんをめぐって争い始めようとした時、王妃のアイデアで世界は平等に三つに分けられ、争いは避さけられた―――そんな逸いつ話わですな。アヴェルシアの話なのかどうかもよくわかってませんが。

アル：でもこの歌詞……一番重要なところを書いてない（笑）。王妃はどんな言葉を王子に示しめしたんだ（笑）。

ＧＭ：まあ、歌はこのあとにも王子たちがどう生きて、世界がどう変わっていったかなど、歌詞の中に叙事詩として収おさめられているんだろう。……母は九十九番まで一日三番ずつ、三十三日で一セット……それを繰り返して歌ってたんですよ。

ピアニィ：お、覚えられたのかな、あたし。

ＧＭ：きっと記き憶おくの片かた隅すみに刻きざまれているんだろう（笑）。

ベネット：「（ピアニィの母親になって）……ピアニィ、今日の歌詞はおぼえた？」

ピアニィ：は、いや、ちょっと……五十七番が覚えられない……とか（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、もう一度最初からいきますね」

ピアニィ：えぇええ―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：なんかお母さんが変な人に……（笑）。

ベネット：やばいＮＰＣになる前兆……（笑）。

ナヴァール：でも、愛する娘むすめに残す言葉を歌に込こめたってのはいい話だな。

ピアニィ：きっと前回お城しろで歌ったのも、その歌か詞しの中のひとつですね。

ＧＭ：そうそう。

ナヴァール：じゃあ、前回歌ってたのは三十六番ぐらいで。

ピアニィ：動物と仲良くなる歌。

ＧＭ：大地に等しく人と獣けものたちが楽園を作った―――みたいな。

ピアニィ：今回は思い出に強く残っている四十七番が、夢ゆめに出てきたという感じ？（笑）

ＧＭ：ですね。夢の中、母親は優やさしげな声で「……ピアニィ、おぼえた？」　キミに語りかける。

ピアニィ：「（幼い声で）うん、わかった！　ピアニィ、いい子だもん！」って。

ＧＭ：すると母親は、優しく微ほほ笑えみ―――「……そう、いい子ね」と、キミの髪かみをなでてくれる。

ピアニィ：ああ、いい演えん出しゆつだ……。

ＧＭ：そんな幻げん想そう的てきな風景、記憶は母の笑顔はしだにぼやけはじめ……キミの意い識しきは覚かく醒せいへと向かっていく。

ピアニィ：ゆっくり目をさまします。

ＧＭ：キミはどこか懐なつかしい、幸せな記憶のうちに……意識を取り戻もどす。最初に見えたのは、薄うす汚よごれた宿屋の天てん井じよう。気がついて身を起こせば、傍かたわらでヤンヤンがすやすや寝ね息いきを立てており……そして、気づく。

ピアニィ：……。

ＧＭ：そこは、母親の腕の中でもなければ、キミが長年暮くらしてきた美び麗れいな王宮でもない。城の物置にすら劣おとるようなその狭せまい室内の風景が、キミに現げん実じつを教えてくれる。

ピアニィ：……えぅ。なんかもの悲しい気分に……。

ＧＭ：―――と、そんなところでシーンを切ろう（笑）。







◆Middle 03◆一杯ぱいの水




　ナヴァールの目は、誰だれよりも遠くの未来を見つめていた。

　ステラはそんな彼を常つねに尊そん敬けいし、いつか追いつこうと研鑽を積んでいた。

　しかし、少しだけそれに届とどかない自分を―――知っていた。




ＧＭ：では、ここでちょっとナヴァールのシーンを入れまーす。

ナヴァール：ステラの手紙がらみだな。ふっふっふ、ちゃんとネタは考えたぞ。

ＧＭ：ほほう、楽しみだ。えー……キミは今、宿の部屋にひとり残っている。隣りん室しつのピアニィの護ご衛えいのために、だ。そこに……。

ナヴァール：コンコン、とかノックされて……手紙を持ったステラからの使いがくると。

ＧＭ：そう、そのとおり。部屋に響ひびくノック音にキミが腰こしを上げてドアに向かい―――。

ナヴァール：どなたですかな？

ＧＭ：……返事はない。しかし足もと……ドアの隙すき間まから差し込こまれた一通の手紙に気づく。

ナヴァール：では、手紙に書かれた差し出し人を見ると……ステラの名前がある？

ＧＭ：そうそう。

ナヴァール：では、そっと扉とびらを開けると……使いの者はすでにいない、と。

ＧＭ：ドアの前に立っている。

一同：いるのかよっ!?（大爆笑）

アル：だったらわざわざドアの下から手紙を差し込むな！（笑）

ＧＭ：い、いやごめん、今気づいた！　手紙の返事をもらわないと！（笑）では、ハトかなにかで届けられたことにしよう。

アル：あれ？　ステラは俺たちがここにいるって、どうやって知ったんだ？

ＧＭ：霊れい峰ほうを降おりてすぐ、ピアニィと一いつ緒しよであることは、ステラに伝えたんだろう。アヴェルシアに行くことも。

ナヴァール：そうそう。で、あらかじめ、何日後にこの宿屋に来ると伝えておいたのだ。

アル：なるほど（笑）。

ナヴァール：では、部屋に備そなえ付けられたテーブルの方にいって……ぴっ、とペーパーナイフで封ふうを切り……手紙の内ない容ようは？

ＧＭ：書面には、このようなことが書かれていた。




「親愛なる、ナヴァールへ。

　ピアニィの保ほ護ごに協力してくれて感かん謝しやしている。

　父王は病に伏ふせっており、話もろくにできない状じよ態うたいではあるが―――ピアニィに関しては、我わが兄ヒューバードが約束してくれた。ピアニィを城しろに呼よび戻もどし、徹てつ底てい的てきな究明と共にその誤ご解かいを解といてくれる、と」




一同：うそだ―――っ!!（笑）

ベネット：ステラさん、あんただまされてるよ！（笑）




「そこでどうだろうか？

　アヴェルシアへ到とう着ちやくしたら、休息ののちにレイウォールへと引き返してはくれまいか。

　兄から約束は取り付けたとはいえ、家臣の中にはピィへの疑ぎ心しん暗あん鬼きを高めている者も決して少なくない。

　一いつ刻こくも早い原げん因いんの究明と、ピィ自身による釈しや明くめいが必要なのだ。

　ピィはもちろん、お前たちの安全も私がこの名にかけて保ほ証しようしよう。

　お前のよき返事を、待っている。


―――ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール」






ナヴァール：……なるほど、ステラはすべての状じよう況きようをつかんでいるとは言い難がたい、か。でも、わざわざ手紙の文面に「我が名にかけて安全を保証する」とか書いてる時点で危き険けんがあるとは思ってるんだろうな。

ＧＭ：まあ、裏うらを話せば……今回のピアニィ謀む反ほんの話はおかしなところだらけだ。身内に敵てきがいるともステラは感じているが、それを城の外に人間に対して教えることはできない……そんなとこだね。

ナヴァール：なるほど。兄弟で子しである私にも言いづらい、か。

アル：これ、拒きよ否ひしたらどうなるんだろう。

ナヴァール：レイウォール本国から、騎き士し団だんひとつ送られてきてもおかしくはあるまい。もっとも、ピアニィを返したところで事じ態たいは悪化こそすれ、いい方には転がらんだろうがな。

アル：実じつ際さい、レイウォールの正せい規き騎士をこっちはぶっ飛ばしてるしなあ。

ＧＭ：ステラが手紙を書いたのは、その事実が起こる前だろうけどな。

ナヴァール：それ、よけいに危あぶないじゃん。キンバリーが城に戻ったら事態が悪化しそうだ。とりあえず、返事をしたためよう。

ＧＭ：なんて書く？

ナヴァール：まずは……「親愛なるステラへ―――」と書いて、「君のピアニィを想おもう気持ちは痛いたいほど伝わってくる。君はいつでもやさしい家族思いの人だから」

ピアニィ：ロマンチストなのね、ナヴァールさんは。

ナヴァール：え、ナヴァールさんロマンチスト？　じゃあそういうことで！（笑）　で、ここからつらつらこう書こう。「ステラ、文面にははっきり書かれていないが、君はもう気づいているはずだ。この謀反の陰かげには、君の兄もまたからんでいると。アルディオンの長き戦せん乱らんの歴史を鑑かんがみるに、兄きよう弟だい同士の争いは骨こつ肉にくの争い―――どちらかの命が絶たたれるまでは決して決着のつくことはなかろう。もしピアニィの命を必ず救うと本気で言うのであれば、まずは追討命令を撤回し、ピアニィ姫は無実であると全国にふれを出すべし。まずそれが先であろう？　そう兄上を説得したまえ―――」

一同：……。

ナヴァール：ん？　どうした。

ＧＭ：い、いや、よくも言葉がそうもすらすら出てきますね……（笑）。

ピアニィ：す、すごい……（笑）。

ナヴァール：まだ続くぞ。

ＧＭ：まだ続くのかっ!?


ナヴァール：「かつてこのアルディオンには偉い大だいなる統とう一いつ帝あり。七つの〝王の石〟をすべて手にした偉大なる王はすべての大陸を和と正せい義ぎによって統とう治ちしたというが、いまやかの石も―――」……って、詩的な物語っぽく書く。で、細かい文面は省くが（笑）、赤せき竜りゆう王国の支し配はいをアヴェルシアの民たみは快こころよく思っていない旨むねを付け加えよう。さらに「……ここをそのままにしておいてもレイウォールの未来はない。君が国と家族を思うならばしなければならないことがある―――それはかつて、フェリタニアの統一帝が故こ事じに残した通り……」

ＧＭ：な、長いわっ!?　もっと要約して結けつ論ろんを言うとっ!?


ナヴァール：「ピアニィは返さん」

一同：短かっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：……そうだ。最後に設問を入れておこう。

ピアニィ：やっぱり！（笑）　やっぱりクイズ来た！（笑）

ナヴァール：「ステラ、キミは実に優ゆう秀しゆうな女じよ性せいだが、視し野やが少々狭せまいようだ。この、設問の意味がキミにわかるだろうか―――」

ＧＭ：と、手紙を書くナヴァールの声が途と中ちゆうから、その文面を読み上げるステラの声にシンクロしていく。

ナヴァール：ああ（笑）。マスタシーンになだらかにつなげてステラを演えん出しゆつするのか（笑）。

アル：おもろい（笑）。

ナヴァール：設問の内ない容ようは、こうだ。「―――砂さ漠ばくにふたりの兵士が歩いている」

ＧＭ：では、ステラは手紙を読みながらつぶやく。「砂漠にふたりの兵士？　なんのことだ」

ナヴァール：「そして―――……。




『そして、兵士たちの目の前にはコップ一杯ぱいの水と空のコップがひとつずつある。

　ふたりの兵士は、命をつなぐために水を半分ずつに分けて飲むことと決めた。

　だが悲しいことに、兵士はとても欲よく張ばりなので相手が自分より一滴てきでも水を多く飲むと思うと決して我が慢まんすることはできない。

　さらには、ふたつのコップは、その形は大きくちがう。

　……さて、ふたりがどちらも不満なくこのコップの水を飲むにはどうしたらよいかね？』




ＧＭ：「……。コップの大きさも形もちがうのか？　どうやって均きん等とうに……もちろん水量を量る目め盛もりもない……だろうな」




『もちろん、ない』




ＧＭ：手紙が返事するなよっ!?


一同：あんたが言うなっ!?（笑）

ＧＭ：「なんだ、なにが言いたいのだナヴァール。ふたりの兵士とは、アヴェルシアと我わがレイウォールのことか？　―――なんと深い設問であることか、これは」と、勝手にナヴァールの隠かくされたメッセージを紐ひも解とこうと必死になっているステラ。が……「解かい答とうがわからんぞ、ナヴァール」（一同爆笑）

ピアニィ：え、ほんとにわかんない……（笑）。

ベネット：こ、答えは？

ナヴァール：まあ、そろそろ長くなってきたので、このへんでシーンを切ろう。

ＧＭ：はーい…………てぇっ!?　だからＧＭを乗っ取らんでくださいっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：…って答えは―――っ!?（笑）







◆Middle 04◆反はん乱らん




　アルたち三人は、おのおのが得た情じよう報ほうを持って、ピアニィの元へと戻もどった。

　ナイジェルのこと、ステラより伝えられたレイウォールの内情。

　それらを交こう換かんしたあと、一行はバーのマスターより教わったナイジェル邸ていへと赴おもむいた。




　そこは、街のはずれにある小さな家だった。




ＧＭ：では、次のシーンは―――酒場のマスターに教えられたナイジェルの家に辿たどりついたところからスタートだ。

ベネット：どんな場所でやんすか？

ＧＭ：えー……そこは、町の片かた隅すみ。まだ陽も落ちきっていない時間だが、その路地周辺はすでに薄うす暗ぐらい。あたりに漂ただようどこかすえた匂においに、胸むねがむかむかしてくる。

ピアニィ：そ、そんなところにナイジェルさんは住んでいる……？　元重鎮なのに……？

ナヴァール：レイウォールから見れば、邪じや魔ま者ものですしね……迫はく害がいされている、か？

アル：で？　家に人の気配とかする？

ＧＭ：する。窓まどから薄っすら明かりが漏もれているね。

ピアニィ：なんて声をかけます？

ナヴァール：まだ味方と決まったわけじゃないからな。名前を隠かくして「旅のものです」とか、言うのがよろしいかと。

ピアニィ：では……（と、声を出そうとして―――）。

ナヴァール：いえ、ピアニィ様。ここはアルに任まかせましょう。

ピアニィ：え？　なぜアルさん？

ナヴァール：いちばんふつうに見えますからね。（自分を指さして）……まず、私は常つねに目をつぶった仙せん人にん風味であやしい。

ピアニィ：あやしい（笑）。

ナヴァール：（ピアニィを指して）……貴女あなたは、ここは念のため身分を隠かくした方が安全。

ピアニィ：安全。

ナヴァール：（ベネットを指さして）……ダメ。

ピアニィ＆ベネット：ダメっ!?


ベネット：酒場のマスターもご存ぞんじなクラン＝ベルの四英えい雄ゆうをなんと心得るか―――っ!?

ピアニィ：じゃあ、アルさんお願いします（あっさり）。

ベネット：ええ、それがいいでやんすね。うん（一同爆ばく笑しよう）。

アル：………………あ、ああ。しゃあねぇなあ……。トントン。

ＧＭ：キミがノックするとややあって―――「……どちら様、ですかな？」　扉とびらの向こうから、どこか警けい戒かいするような老人のくぐもった声。

アル：あー、旅のものなんだが……ここはナイジェルさんの家でまちがいないな？

ＧＭ：「……わしに何用か」

アル：ナイジェル本人か？　あんたに用事があって来……。

ＧＭ：「明日にしてくれ―――今日は手が離はなせないのでな。では……」　足音が遠ざか……。

アル：あ、待て！　え、ええと……（ちょっと考えて）……あ、そうだ。あんた、タスラム・コネリーって男は知ってるな？　その紹しよう介かいで来たんだが。

ナヴァール：お、なるほど。

ＧＭ：む。では……「タスラム？　懐なつかしい名だな」　〝カタン〟とドアの小こ窓まどが開いて老人が顔をのぞく。「いったいどんな……」と、キミたち四人を見回して―――唐とう突とつに驚おどろきの声を張はり上げる。「……な、なにっ!?」

一同：!?

ＧＭ：老人はドアを開けて外に飛び出し―――

アル：ベネットを突つき飛ばして……。

ベネット：ぐはあっ!?


ＧＭ：……ピアニィの前に立ってわなわなとうち震ふるえる。

ピアニィ：あ、え？　あの……？

ＧＭ：老人は、たじろぐピアニィを前に……叫さけぶ。




「テ、ティナ王女……っ!?」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　老人……ナイジェルがややあって落ち着きを取り戻もどしたあと―――。

　四人は、家の中へと案内された。




ＧＭ：と、ここでおもむろに場面は家の中にうつる。「（しわがれた声で）……先ほどは失礼いたしま……」

アル：（むずむず）……き、菊きく池ちさん。

ＧＭ：ん？

アル：が、我が慢まんできないから言ってもいいですか……。

ＧＭ：うい？　な、なんかまちがった？

アル：『サガ』のセッション、まだ二話目のオープニングちょいなのに……出てきたじーさんがもう四人目ですよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：そこかよっ!?


ナヴァール：四人もいるか？　……レイウォールの王様、コネリー、我わが師し匠しようにナイジェル……いるな（笑）。

アル：何人じじいをそろえてるんですかっ!?

ＧＭ：そこに文もん句くがあるのかっ!?

アル：むしろ嬉うれしいんです。あとひとりでロイヤルストレートフラッシュですよ。




　なにがだ。




ナヴァール：じゃあ、この人はおばあさんにすれば？　印象変わるし。

ＧＭ：じゃあそれで（あっさり）。

ベネット：いいのかっ!?（笑）

ピアニィ：おばあさんになった！（笑）

ＧＭ：とにかく話を戻もどそう。「……先ほどは失礼しました。年とし甲が斐いもなく興こう奮ふんいたしました。私はナイジェル……アヴェルシア王家に仕えていたものでございます。それにしても……」ちらり、ピアニィを見て。「本当、ティナ王女の若わかいころによく似にておられる―――」

アル：ああ、面おも影かげがね。

ＧＭ：「……ピアニィ・ルティナベール・レイウォール殿でん下か―――そうでございますな。……大きくなられた」　彼女は、懐なつかしさを嚙かみしめるような笑え顔がおでそう言った。

ピアニィ：あたしを知ってるんですか？

ＧＭ：「ええ、まだ赤子のころに……一度だけ」

ピアニィ：あ、そうだ。あたしの側にヤンヤンも飛んでます！　この子も……。

ＧＭ：「おお、これはあのルミナスドラゴンの子か……！」　ナイジェルはヤンヤンの頭をなでようと手をのばし……。

ベネット：がぶり。

ＧＭ：「この嚙み口……まごうことなき、ティナ王女のルミナスドラゴンの子」

一同：おいっ!?（笑）

ピアニィ：お、おばあちゃん……（笑）。

アル：い、いい話になりそうだったのに……（笑）。

ナヴァール：ここで俺おれたちも自じ己こ紹しよう介かいをしておこう。

ＧＭ：「……それで？　なにゆえ殿下がこの地に参られた？　見たところ、お付きの者もレイウォールの騎き士しではないようじゃが？」

ピアニィ：それがですね……と、かくかくしかじか話します。で、コネリーに言われてここまで来たことを……。

ＧＭ：ばあさんは、椅い子すの背せにもたれかかって瞳ひとみを閉とじ……「そうか……コネリー―――お前はその使命を全まつとうしたのだな」と……。

ピアニィ：こ、殺されてる！

アル：どんな関係があるんだろう、このふたり（笑）。

ＧＭ：「……ピアニィ様―――貴女あなたが今、このアヴェルシアへとお帰りになられたことは、ひとつの希望になるやもしれません」

ピアニィ：と、言いますと……？

ＧＭ：「……今のアヴェルシアがどうなっているのか、ご存ぞんじですかな？」

ピアニィ：レイウォールに保ほ護ごされて、穏おだやかな時代を迎むかえていると聞いています。少なくとも、お城しろではそう聞いていたということにします（笑）。

ＧＭ：その言葉に、ばーさんは苦く笑しようするようにつぶやく。「……なるほど」

ピアニィ：何年か前の戦争で、レイウォールがアヴェルシアを守って、今もそれが続いているんですよね？

ＧＭ：「たしかに五年前、白はく竜りゆう王国グラスウェルズの侵しん攻こうを受けたアヴェルシアは、赤竜王国レイウォールの手によって救われました」

ピアニィ：ええ。

ナヴァール：だが、そのあとにレイウォールに併へい合ごうされた。

ＧＭ：「―――そう。アヴェルシア防ぼう衛えいを理由にレイウォールより軍が派は遣けんされ……のちに吸きゆう収しゆうされることとなった。あの日以来、我わが国くにの民たみの目から光は失われました」

ピアニィ：なぜっ!?

ナヴァール：グラスウェルズが軍事的にアヴェルシアを占せん拠きよしようとしたのに対し、レイウォールは政せい治じ的てきにアヴェルシアを占せん領りようした。それだけのことでしょう。

ＧＭ：ナイジェルはこくりとうなずき。「表面上は平等を唱えてはいるものの、実じつ際さいはどうか。ただアヴェルシアの血が流れておるというだけで仕事にも就つけぬ者あれば、労働賃ちん金ぎんも安い。街中をレイウォールの騎き士しが歩けば、民はそれに礼を尽つくし、頭こうべを垂たれねばならぬ」

ピアニィ：ぐさ。

ＧＭ：「民には重じゆう税ぜいが課され、生活を圧あつ迫ぱくしてゆく。国を捨すてて逃にげ出す者も多数出て、我わがアヴェルシアは内側よりその力をそがれていきました。思えば、それがレイウォールの目的だったのでしょう」

ピアニィ：ぐさぐさ。

ＧＭ：「レイウォールの王家や貴き族ぞくどもは本国で裕ゆう福ふくに暮くらし、食べ残した料理をゴミ箱に捨すてている時、我われ々われの子らは日々のパンとミルクにすらありつけない」

ピアニィ：痛いたい痛い痛いっ!!


ナヴァール：……待った（笑）。レイウォールとアヴェルシアは元々友好国だったはずだが、なんだその手のひらの返しっぷりは（笑）。

ＧＭ：まあ、この地にやってきた執政官がひどい奴だって言いたいだけなんだが（笑）。

ナヴァール：（笑）。だが、それをなんとか改かい善ぜんしようとしたのが、あなただったのでは？

ＧＭ：ばーさんは、首を横に振ふる。「……もう昔の話じゃ。この老体に、そんな力は残されてはおらぬよ」

ナヴァール：……では、あなたがレイウォールに反旗を翻ひるがえそうとしているという噂うわさは、あくまで噂なのですかな。

ＧＭ：ぴくり、とナイジェルの眉が動く。しばらくナヴァールと視線を合わせたあと……軽くため息をついて言う。「……民衆の感情を抑えておくのは、もはや限界なのじゃ」

アル：……抑えておく？

ＧＭ：うん。なんかレイウォール打倒を熱く語るというよりは、やむをえずって雰ふん囲い気きだね。

ナヴァール：この旧アヴェルシアには、レイウォールより優秀な執政官が派は遣けんされていると聞きますが。その者はなにをしているのです。

ＧＭ：「優秀な執政官―――なるほど、たしかに保ほ身しんと私し腹ふくを肥こやすことにかけては優秀なのでしょうな」

ピアニィ：…………そ、その人もあたしの関係者ですよね。

ＧＭ：もちろん。

ピアニィ：あ、あたしから見るとすごい複雑ですよね、これ……。

ＧＭ：複雑だね。虐しいたげげる側のトップはキミの父親。虐げられる側は、実の母親が愛した国の人々だ。

ピアニィ：ど、どうしよう。

アル：じゃあ、目も合わせずばーさんに言おう。反乱なんて、やめておけ。

ＧＭ：「……できることならば、多くの生命が失われるであろう戦いなぞ、したくはない。が、このまま蹂じゆう躙りんされるより戦うことが民衆の総そう意い。ならばわしはその意に沿そうのみよ。それに勝ち目は十分にある」

ナヴァール：勝ち目？

ＧＭ：「ああ。支配下とはいえ、この地に駐ちゆう屯とんするレイウォールの正規兵は決して多くはない。城に常じよう駐ちゆうする兵士の七割はアヴェルシアの血の者だ。我々が蜂ほう起きすれば、必ずや味方となってくれよう」

ナヴァール：同胞同士で殺し合うことになりかねませんがね。

ピアニィ：えぅ!?


アル：……いいか？　仮に執政官を倒したとして、だ。そのあとはどうする？　レイウォール本国から軍隊が来て、叩たたき潰つぶされるのがオチだ。そうなればもっとひどいことになるぞ。

ＧＭ：「では、座ざしたまま蹂躙されるがままにしておけと言うか？」

アル：そうだ。勝てる力がないうえに、そのあとどうするかのビジョンを持たない奴が、反乱なんかするべきじゃない。

ベネット：……いかん、英雄の血が騒さわぐ！（笑）　アル、あんたには弱者の気持ちがわからんでやんすかっ！　この熱い気持ちをわかってやれ―――っ!!

ＧＭ：うわ、ベネットがばーさん側についた。「そう、執政官を倒してのちのことは、明日吹く風にすべてゆだねよう」

ベネット：そんな行き当たりばったりな計画はやめちまえ―――っ!?


一同：どっちだよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「……とにかく、計画は動いておるのです。民衆の蜂起を止めるは、不可能。たとえ我が孫を斬ることとになろうと、明日の朝にはすべてが始まり……そして終わるでしょう」

一同：……。

ピアニィ：……孫？

ベネット：今さらっと大事なことを言った!!


アル：……ばあさん、どういうことだ。

ＧＭ：「わしには、孫がおりましてな。ネルソンというのですが……わしが言うのもなんですが優秀な腕うで前まえの剣士でしてな、その力を買われて執政官の警けい護ごの職しよくについているのです。しかも、警けい備び隊たい長ちようという役やく職しよくで」

一同：…………。

アル：ふ、複雑な状況が……より面めん倒どうなことに……（笑）。

ＧＭ：と、そんな時だ。「おいおい、このよそ者はなんだい、ナイジェルさん」　戸口の方から、ふいに声が飛ぶ。振り返れば、そこには粗そ野やで無ぶ骨こつな男が数人立ち並び、キミたちをいぶかしげな表情で見ている。

アル：ああ、レジスタンス仲間か？

ＧＭ：そのようだね。彼らはキミらを気にしつつも、ナイジェルに向かって遠とお回まわしに言う。「こっちの準備は整ととのった。あとはあんたの合図ひとつで動けるぜ」

ピアニィ：だめですっ！

ＧＭ：「な、なんだよ……っ」と、いきなり上がったピアニィの大声に男たちは気け圧おされる。

ピアニィ：肉にく親しん同どう士しで戦うなんてだめです！　レイウォールとアヴェルシアの人が争うのも許ゆるしません！（きっぱり）

ＧＭ：「………………は？　なにいってんだこの女」「い、いや……許しませんって言われてもな」　男たちはとまどいながら、顔を見合わせる。

ナヴァール：では、言わせていただこう。……控ひかえよ！　このお方をどなたと心ここ得ろえるか！

ＧＭ：「どなたって…………誰だよ」

ナヴァール：名は、ピアニィ・ルティナベール・レイウォール様！　赤竜王国レイウォールの第二王女であるぞ！

ＧＭ：「レイウォールの第二王女っ!?」　男たちは反射的に、腰にかけた剣けんを握にぎ……！

アル：（のんびりした口く調ちようで）あー、やめといたほうがいいぞ。……と、いつのまにか剣を男の首に当てている。

ＧＭ：「う……弾圧の張本人が……レイウォールの王族がこんなところに……！」

ナヴァール：なるほど、たしかにピアニィ様はレイウォールの血を継ついでおられる。が、残る半分は偉い大だいなるアヴェルシア王家の血。それに貴き公こうは刃やいばを向けるのか？

ＧＭ：「……た、たしかにそうだけどよ！　でもこいつは俺たちの国をぶんどった張ちよう本ほん人にんだぞ!?　同じ人間だってのに俺たちを差さ別べつして……パンひとつ買うこともできない時に、こいつは食いきれないほどの料理をテーブルに並べるような生活をしてたんだぞっ」

ピアニィ：あ、あたしは差別なんかしてませんっ。

ＧＭ：「……それは、お前が俺たちみたいな最さい下か層そうの人間がどんな暮らしをしていたか知らなかっただけだ！」

ピアニィ：うぅ……っ。

ＧＭ：激げき昂こうする男たちに、ナイジェルばーさんは落ち着いた声で言う。「……落ち着きなさい、お前たち。ここでピアニィ様を責せめ立ててなんになるか」

ベネット：そうそう。

ＧＭ：「それにな、この者たちが反はん乱らんを阻そ止しするために来たのなら、とうに我々の命はなくなっているよ。……そうじゃろう？　あんたらの名、聞かせてもらってよいかな」

ナヴァール：自じ己こ紹しよう介かいが遅れました。私は、ナヴァールと申す者。

ＧＭ：その言葉に、男たちのひとりがすっとんきょうな声で―――「ナヴァール……っ!?　あの伝説の軍師サザーランドの弟子と言われた……!?」

ナヴァール：いかにも。

ＧＭ：「レイウォールの第一王女ステラと並び称しようされ、〝鳳ほう雛すう〟と呼ばれたあの……!?」

ナヴァール：―――そう、〝臥がり龍よう〟と呼ばれたナヴァールです（一同大爆笑）。

一同：まだ言ってるっ!!（笑）

ナヴァール：そして、その剣を持っている男がアル・イーズデイル。

ＧＭ：「アル・イーズ…デ………それって〝剣けん聖せい〟テオドールの弟で子しの……？」

アル：いや、そんないいもんでもないけどよ。

ベネット：そしてあっしが、かの〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり―――ベネット。

ＧＭ：「…………」

ベネット：…………。

ＧＭ：「誰？」

ベネット：か――――――っ!?（←切れた）（一同大爆笑）

ＧＭ：「なんでそんな奴らが、こんなところに……？」

ナヴァール：運うん命めいの導みちびきというところでしょう。で、いかがしますか、ピアニィ様？

ピアニィ：……反乱を起こすのはいつの予定ですか。

ＧＭ：「明日の朝六時ちょうどじゃ。その時じ刻こくに、同どう志したちがいっせいに動き出す。最初に陽よう動どう部ぶ隊たいが街の片かた隅すみで火を放ち、城しろからレイウォール兵が出てきたところで……」

ナヴァール：なるほど、火事への対たい処しよ中ちゆうに城を襲しゆう撃げきか。

ピアニィ：火を放つ？　それ、一般の人にも被ひ害がいが出るのでは!?

ＧＭ：男のひとりが、それに答える。「……大たい義ぎの前に、多少の犠ぎ牲せいはやむをえ……」

ピアニィ：許しませんっ（きっぱり）。

ＧＭ：「あ……あんたなあ……」

ピアニィ：民の血を流すことも一いつ切さい許しませんっ（きっぱり）。

ＧＭ：「…………」　男はうんざりした表情で、キミたちに助けを求もとめる。「……おい、誰かこの世せ間けん知らずのお嬢じようちゃんをなんとかしてくれ……」（笑）

アル：いや、こーゆー人なんで……。

ピアニィ：じゃあ、反乱が始まる前に……。

ナヴァール：ええ、執政官を倒し、城を落とせばよいかと。

ピアニィ：できますか。

ナヴァール：は、今から向かえば朝日が昇のぼる前までに無む血けつ開かい城じようしてご覧らんにいれましょう。

一同：朝になる前っ!?（笑）

ナヴァール：……六時間というところですか。

アル：大きく出たなあ……（笑）。

ピアニィ：じゃあ、決まりです。いいですね、ナイジェルさん。

ＧＭ：「―――……よかろう」

ベネット：このクラン＝ベルの英雄の手にかかれば造ぞう作さもない……と言っておこう（笑）。

ピアニィ：あはは（笑）。

アル：い、いちおー聞くぞ、姫さん。俺も、参加するんだ……よな？

ピアニィ：え。

アル：……。

ピアニィ：（じー）。

アル：な、なんだよ。

ピアニィ：アルさん、あなたはたしかに強い剣士です。でも、その強さはなんのためにあるんですか？

アル：え？

ピアニィ：虐げられた弱い人を守るためじゃないんですか？　って言います。

アル：……む。

ナヴァール：ピアニィ、うまい（笑）。

ピアニィ：お願いします、アヴェルシアの人のためにあなたの力を貸してください。

アル：わ、わかったよ！　とりあえずこの戦いが終わって安全になるまでだからな？

ピアニィ：はい（笑）。

アル：わかってるのか!?　ほんとにわかってるんだな!?

ピアニィ：はーい（笑）。

アル：ちくしょう……なんだその笑え顔がお（笑）。なんか手て玉だまに取られてる……（笑）。

ＧＭ：「反乱の決けつ行こうは明日の朝六時……これは変わらん。それを邪じや魔まするものでなければ、お前たちへの援えん助じよは惜おしまぬ。必要なものがあれば言うがいい」

ナヴァール：その言葉に涼すずしい顔で応こたえよう。ご協きよう力りよくには感かん謝しやする。が、あの城を落とすだけであれば武器やポーションは必要なく、加くわえて……。




　一いつ拍ぱくの間まをおいて、ナヴァールは言った。




「―――我われ々われ四人で十分でしょう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、こんなところでシーンは終わるわけだが―――。

アル：ああ、どうやって城を攻めるかね？

ベネット：アヴェルシアの兵士を斬きってもいけないとなると、ちとやっかいでやんすな。

ピアニィ：大だい丈じよう夫ぶっ！　これでいいかわかりませんけど……あたしに作さく戦せんがあります！

一同：……作戦？

ピアニィ：はいっ。




　いぶかしげな顔をする三人に向かって、ピアニィは、自信いっぱいの笑顔で言った。




「さあ、あたしを縛しばってくださいっ」







◆Middle 05◆投とう降こう




　山間の地に興こされた街……バーランド。

　その中央に、かの城はそびえ立っていた。

　かつてアヴェルシア王家が避暑を目的として好んで訪れたこの城も、今は正当なる主を持たず、流れる時の中にその威い厳げんと輝かがやきは失われていた。

　闇やみにたたずむ母の城を見上げ、ピアニィは―――




　ロープでぐるぐる巻まきにされていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンだ。―――深夜、四人は今、巨きよ大だいなバーランド城を見上げて立っている。眼がん前ぜんには水の張はられた幅はば広ひろの堀ほりに、あげられたままの跳はね橋。城じよう壁へきの上の方には等とう間かん隔かくで松たい明まつが灯ともされていて、警けい備びの兵士たちが、常つねに見み張はってる状じよう態たいだ。

ピアニィ：じゃあ、あたしとアルはロープでぐるぐる巻きにされて……。

ＧＭ：そのロープのはしっこはあっしが持っている、と。

ピアニィ：簀す巻まきにされてます（笑）。

アル：さあて、うまくいくか……。




　ピアニィの言い出した作戦はこうだった。




　まず、ナヴァールとベネットが、犯罪人として指名手配されているピアニィとアルを捕らえたふりをし、食客として城に居座る。

　隙を見てネルソンを説得、牢屋のカギを借り受け、ピアニィたちを救出・合流したのちに一気に執政官を確保―――すなわち〝頭〟を最初に叩き、アヴェルシア人の兵士たちを味方に付けて城を一気に占拠しようという作戦である。

　仮にネルソンの説得に失敗した場合、牢屋のカギはスカウトであるベネットが開け、闇に乗じて執政官を叩く手はずになっていた。

　正面から戦いを仕掛け、アヴェルシア人の兵士と戦う状況を回避しようという試みである。




ベネット：ふたりともキリキリ歩くでやんすっ！（笑）（←超イキイキしている）

アル：お前……嬉うれしそうだな。

ベネット：これが人の上に立つという感覚でやんすな……。




　いや、ちがうから。




ピアニィ：調子にのりすぎると、ヤンヤンが火を吐はくよ、ベネットちゃん……。

ベネット：いやいやいやっ！　一回……一回くらい！　初めてなんですよ、しょっ引く側は……っ!?（一同大爆笑）

アル：いつもしょっ引かれる方だもんな……。

ＧＭ：ええ。ベネットは簀巻きの先せん輩ぱいなんで……。

ピアニィ：簀巻きの先輩!?


アル：正せい確かくには〝簀巻きにされる〟の先輩。

ピアニィ：〝簀巻きにされる〟の先輩、よろしくお願いします！（笑）

ベネット：まかせなさい。

ＧＭ：まあ、簀巻きにされてるわけじゃないけどね（笑）。ロープで縛られてるだけで（笑）。では……キミたちが城の前に立ったところで―――「おい、そこにいる者！　この城になにか用であるか！」　堀ぼりの向こうからの兵士の声が飛ぶ。

ナヴァール：ではその男たちに向かって……たのもう!!　……我われはサザーランド老ろう師しが弟で子しにして、レイウォール王国第一王女ステラ殿でん下かの学友・ナヴァールなり！

ＧＭ：ざわざわざわっ！　「ステラ様の……？」「サザーランドってあの伝説の軍師しサザーランドか……！」「ではあの男は、サザーランド師に仕える鳳雛と言われる……!?」

ナヴァール：そうだ、〝臥龍〟と呼ばれる者である！（一同大爆笑）

ＧＭ：いかん、もう定番のギャグになってきた……（笑）。

ナヴァール：……この度たび、貴き国こくが指名手配した重じゆう犯はん罪ざい人にん、ピアニィ・ルティナベール・レイウォールを、ゆえあって縄なわにすることができた。これを機会に我が同どう胞ほうと共に、汝なんじが王国に仕官を申し込こむものなり！　いざ、領りよう主しゆに取り次ぎたまえ！

ピアニィ：おぉ～かっこいい（笑）。

ＧＭ：では、ナヴァールの声に城から出てきた兵士たちが堀を挟はさんだ向こうに集まり始める。

アル：こっちを攻こう撃げきしてくる気配とかは？

ＧＭ：現げん状じよう、それは感じられない。「ナヴァール殿どの、用よう件けんは理り解かいした！　今しばらく、そこで待たれよ」と声をあげて―――隊長っぽい男は城の中に引っ込んでいく。残された兵士たちは、むしろ、羨せん望ぼうのまなざしで見ている。「ほ、本物だよ」「あいつが……」「すげえ、伝説を見ちゃったよ……！」

ベネット：ほう、みんなあっしに釘くぎ付づけでやんすな。

一同：なんでだよっ!?


アル：お前は幸せだなあ……。

ベネット：なんでやんすか、その目はっ!?

アル：いや……いいよ、うん（笑）。

ピアニィ：お、面おも白しろい……どうしてそんな勘かん違ちがいができるのかなあ……（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。……では、十分ほど待つと―――跳ね橋が〝ギリギリギリ〟という、軋きしんだ機械音と共に降おりてきて……〝ドォン！〟と、降ろされる。「こちらに参られよ！」
















アル：……ここまでは上手くいってるな。

ＧＭ：もちろん、このあと判はん定ていが入るわけだが。

一同：入るのか！

ＧＭ：……では、キミらが橋を渡わたると少し位が高そうな騎き士しが前に出て、ナヴァールに対して礼を尽つくして言う。「話は、執政官にはお伝えした。貴き公こうをこの城の客として迎むかえ入れよとのご命令です」

ナヴァール：うむ、かたじけない。

ＧＭ：「本日、すでに執政官殿は休まれているゆえ、面会は明日になるが許ゆるされよ」

ナヴァール：こちらはそれでかまわない。

ＧＭ：騎士は、ナヴァールに一礼すると、続けて……「ピアニィ殿でん下か、アル・イーズテイル―――あなた方を拘こう束そくいたします」

アル：……ああ。

ピアニィ：はい♪　よろしくお願いします～。

一同：明るく言うなっ!?（笑）

アル：あやしまれるだろーが！（笑）

ＧＭ：まあ、そこの微びみ妙ような空気に騎士は気づかない。騎士はベネットに向かって言う。「では、そちらのお方。ロープをこちらにお渡し願いたい」

ベネット：いやいや、縄なわはあっしが。

ＧＭ：「……我われ々われが信用できないということですか？」　ふいに流れる、険けん悪あくな空気。

ベネット：いやいや、もう少し人の上に立つ気分をね？（一同大爆笑）

ＧＭ：「き、貴き様さま……っ」

ナヴァール：しょ、しょーがねえなあ（笑）。ベネット、ピアニィ様を牢ろうまでお連れ申せ―――と、当たり前のように言っておこう。

ＧＭ：「は？　いや、しかし……このようなあやしげな娘むすめは……」

ベネット：あやしいって言うなっ!?

ナヴァール：（シリアスな声で）安心なされい。その少女、みなは知らぬであろうが、かの東方の大陸エリンディルを破は滅めつの危き機きより救ったという、かの…………………………。

一同：……？

ＧＭ：かの？

ナヴァール：なんだっけ？

一同：忘わすれとるっ!!（一同大爆笑）

ベネット：クラン＝ベルっ！　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうっ!!（笑）

ナヴァール：（シリアスな声に戻って）……そう、クラン＝ベルの四英雄のひとり。ゆえあって、わが同胞となった。

ＧＭ：クラン＝ベルなんて知らない兵士たちは、疑うたがいのまなざし向けている。説得するなら、【知力】の判定だ。難なん易い度どは18。

一同：高っ！

ベネット：そんなにあっしが信じられぬか―――っ!?（笑）

ナヴァール：むう、フェイト……いや、《グランドマスター》を使う。ＭＰは大おお判ばんぶるまいの10点消費で！




《グランドマスター》

　フォーキャスターのスキルのひとつ。

【知力】判定の達成値ちを、消費したＭＰに応おうじて上じよう昇しようさせる。

　本来は、情じよう報ほう収しゆう集しゆう系けいのスキルだが、面白いのでここでは特別に許きよ可かした。




ナヴァール：スキルで＋５されて……（ダイスを振る）……合計19！　ギリギリだ（笑）。

ＧＭ：すると騎士はナヴァールをじっと見つめ……「（優やさしげな声で）……なるほど、真実のようですね。貴公の瞳ひとみは噓うそをついていません」と言……。

ナヴァール：目、閉とじてますが。

ＧＭ：ぐわっ、台無し―――っ!?（一同大爆笑）

アル：い、いいじゃないですか、その他一同なＮＰＣの演えん出しゆつなんて（笑）。

ＧＭ：よくない!!　ここでシーンを切るが、最後にその優しげな声の騎士が言います！




「では、牢までご一いつ緒しよしましょう。

　申もうし遅おくれました―――私は、この城しろの警けい備び主しゆ任にんネルソンと申します」







◆Middle 06◆ネルソン




　アヴェルシア王城の牢ろう獄ごくエリアは、レイウォールの城に建設されたものと酷似した構造を持っていた。

　これは五年前、アヴェルシアが併へい合ごうされて以い降こう、レイウォールの城に習って新しん設せつされたものだった。




ＧＭ：では、場面を変えて牢獄の前にいこう。キミたちはネルソン他数名に連れられて、城の地下にある牢獄エリアまでくる。その最さい奥おうまで連れてこられるんだが……途とち中ゆう、捕とらわれた人々が鉄てつ格ごう子しの向こうから死んだ目でキミたちを見上げ……。

ピアニィ：うわあ……。

アル：けっこー捕つかまってるんだな。

ナヴァール：レイウォールに反発するアヴェルシア人たち……ってとこですか。

ピアニィ：ここはネルソンさんに話かけるとこですよね……っ。

ＧＭ：ちなみにここでの会話、超ちよう重じゆう要ようです。

ピアニィ：で、ですよね！　がんばれあたし！　え、えっと……ネルソンさん。

ＧＭ：「は、なんでございましょうか殿でん下か」

ピアニィ：あなたは、アヴェルシアの重鎮だったナイジェルさんのお孫さんですよね？

ＧＭ：「……なぜ、それをお知りなのでしょう？」

ピアニィ：ええと……な、なんて言おう、なんて……ネルソンさん、助けてくださいっ。

一同：!?

ＧＭ：「助ける……とは？　この状じよう況きようで、あなたがそれを言うべきではない」

ピアニィ：あ、いや、ここから逃にがしてくれとかそういう意味でなく……っ、えーっと……もう、あたし頭悪いっ！（笑）　な、なんて言えば……なん……はい、ベネットちゃんっ！

ベネット：ひぃっ!?　こっちにパスがっ!?（笑）

ピアニィ：ベネットちゃん、がんばって！　……あたしもがんばれ、なんだけど（笑）。

ベネット：こ、こういう時はでやんすねぇ……。

アル：看かん板ばんを出すんだ！　『ここでボケて！』

ベネット：さっ……『ここでボケて！』（←看板を持っているジェスチャー）

ピアニィ：え、え……ええっ!?


ナヴァール：いや、冗じよう談だんですから！（笑）　なら、こういうのはどうですか？　「母に聞いた豊ゆたかで美しいアヴェルシアはいったいどこへ行ったのですか？　今、この国の民たみは一様に下を向いて歩き、心に癒されぬ傷を負った罪人のようです。それはいったいなぜなのですか？」

ピアニィ：……と、私はべらべらとそう言いました！

ＧＭ：まんまか！（笑）

ベネット：ここはあっしが、ナヴァールからカンペをもらって、ピアニィに渡わたしたってことで！（ほんとに紙に文字を書いて）……さあ、これを読み上げればいいでやんす！

ピアニィ：は、はいっ（……と、メモをとる）。




『ここでボケて！』




一同：おいっ!?（大爆笑）

アル：〝バンっ！〟（←撃った）

ベネット：あがらぱっ!?（←死んだ）

ピアニィ：ベネットちゃんに助けを求めたあたしが馬ば鹿かだった……。

ＧＭ：ベネットが死んだところでまともに戻もどそう。〝母の愛したアヴェルシアはどこに―――〟　その言葉を聞いて、ネルソンは少しすまなそうな表ひよう情じようを見せる。「それは、このアヴェルシアの血を引く者としての言葉ですか、それともレイウォールの姫ひめ君ぎみとしてですか」

ピアニィ：（シリアスぎみな声で）―――あたし個こ人じんとしての言葉です。

ＧＭ：すると、彼は少し微ほほ笑えんで……。「あなたは信じられる人のようだ」

ピアニィ：……あたしは今、国に追われる立場ですが……今のこの国を見ていられません。執政官と直ちよく接せつお話しさせてください。

ＧＭ：「―――なるほど。そのために、わざわざ投とう降こうしてきた……そういうことですね」

一同：ばれてるっ！

ＧＭ：「あなたは話に聞くティナ様と似にていらっしゃる。少し疑うたがっていましたが―――あなたには確かく実じつに母君の……アヴェルシア王家の血が、流れているのですね」

ピアニィ：はい！　で、説得……されそうですか？

ＧＭ：判はん定ていをします。

ピアニィ：判定するのっ!?


ＧＭ：もちろん。彼にとっても、ピアニィの言葉は響ひびいたらしい。アヴェルシアの民のことはわかっていつつも、レイウォールに仕えている自分の立場にどこか苦しさを感じている……あと一ひと押おしってとこでしょうか（笑）。

ピアニィ：なぜあなたは、レイウォールに仕えているのです？　おばあちゃんは今でも人々のために戦おうとしてるのに。

ＧＭ：「祖母とは、やり方がちがうと考えていただければ、幸いです」

ピアニィ：やり方？

ＧＭ：「祖母はアヴェルシアの民の誇ほこりを忘わすれずに人を導みちびき、私はレイウォールの内側から変えていこうと考えた。それだけのことですよ」

ピアニィ：なるほど……。

ナヴァール：ネルソン殿どの。そんなことをここで言ってもいいのですか？

ＧＭ：「ああ、部下たちのことですか？　大だい丈じよう夫ぶ、彼らも思いは一いつ緒しよです」　こくり、周囲の兵士たちが笑え顔がおでうなずく。「故こ国こくを救いたい、復ふつ興こうさせたい、民を守りたい……この気持ちはみな同じですよ」

アル：それを聞いて、鼻で笑います。……〝守りたい〟ねえ、と。

ピアニィ：え。

アル：そういうのは、偽ぎ善ぜんにしか聞こえないんだがな。他人を守ることができる、なんてのは単なる思い上がりか、甘あまい考えだってことに気づいたほうがいいな。〝青い〟というか。

ピアニィ：ア、アルさん、なんてことを……っ。

ＧＭ：と、叫さけぶピアニィをネルソンが手で制せいし。「アル殿、剣けんの腕うではたいそう素す晴ばらしいとお見受けしますが……失礼ながら貴き公こうはその使い方を知らず、ふてくされて、迷まよっている。私にはそんな風に見て取れます―――あなたからは私とはちがう青さを感じます、ね」

アル：うわ、むかつく（笑）。

ＧＭ：ちなみに、それは嫌いや味みではなく……諭さとすような雰ふん囲い気きだ。

アル：一いつ瞬しゆん、ムカッとするけど、すぐに落ち着いて……ま、なんとでも言ってくれ、と。

ピアニィ：アル、ひねてるなあ……（笑）。

ＧＭ：では、ここで判定といこうか。ピアニィは【知力】、ネルソンは【精せい神しん】で対たい抗こう判定で勝負しよう。ネルソンの【精神】は７だ。

アル：う、高い……っ。

ピアニィ：でもこっちの【知力】は12ですから……たぶん……！（ダイスを振る）……４っ!?　足して16です！

ＧＭ：では、こっちが９以上を出すと……（ダイスを握る）。

ピアニィ：お願いお願い……っ。

ＧＭ：どりゃ……！（ダイスを振る）……７！　14か！

ピアニィ：よかった～～～っ!!（笑）

ＧＭ：では、少し考えた末に、ネルソンは顔をあげて言った。「……わかりました。執政官殿に会う機会、この私が必ずお作りしましょう」

ピアニィ：はい！　ありがとうございます！

ナヴァール：おお、説得まで成功してしまった。俺おれの役目だと思ってたのに（笑）。

ＧＭ：では、そんな会話をしながら……廊ろう下かを抜ぬけてやがて目的の牢ろうへとたどり着く。「―――こちらです」　ネルソンは、ピアニィに一礼して、「ご不自由をおかけしますが、ご勘かん弁べんを。ご用がありましたらなんなりとお申し付けください、みなさん」。

ピアニィ：はい（笑）。

アル：……ああ。

ベネット：わかったでやんす。

ＧＭ：〝ガシャアン！〟　キミらが牢屋に入ると、鉄てつ格ごう子しの扉とびらは再ふたたび閉しめられ、カギがかかる。

一同：…………。

ピアニィ：……あれ？

ベネット：おや？

ＧＭ：え？

一同：なんでベネットも牢屋入ってんだ――――――っ!?（一同大爆笑）

ベネット：しまった―――っ、つい流れで―――っ!?（一同大爆笑）

アル：って、絶ぜつ対たいわざとだろうお前……っ!?（←腹を抱えて大爆笑している）

ＧＭ：発言に、なんの淀よどみも不自然さもなかった……（笑）。

ベネット：いやっ、つい……っ、出せ―――！　やり直しを要求する―――っ!?


ＧＭ：そんなキミにネルソンは言った。

ベネット：おう。

ＧＭ：「ベネット殿、あなたは実に優やさしい方だ」

ベネット：っ!?


ＧＭ：「殿でん下かに寂さびしい思いをさせぬために、自ら牢に入られるとは」

一同：ちげ――――――っ!!（大爆笑）

ベネット：まあ、英えい雄ゆうとしてのサムシングがにじみ出てると申しましょうか……ナヴァール。

ナヴァール：なんでしょう。

ベネット：あとはまかせたでやんす。

ナヴァール：…………わ、わかりました（←笑いだしそうになるのをこらえている）。とりあえず、私は客室に案内してもらおう。

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを切ろうか（笑）。







◆Middle 07◆解放と襲撃




「ではナヴァール殿どの、こちらの部屋をお使いください」

　通された部屋は、この城しろでもっとも上等な客室だった。

　しばらくの間、両者は世界の情じよう勢せいについて語り合い……気がつけば、時計の針はりはすでに午前一時を指さし示しめしていた。




ＧＭ：では、ナヴァールとベネット……じゃない、ナヴァールのみのシーンにいこう（笑）。

ベネット：出せ―――っ、ここから出せでやんす―――っ!?


一同：やかましいっ!!（笑）

ナヴァール：では、私だけで（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。えー……ネルソンは、ピアニィらを投とう獄ごくしたあと、ナヴァールを客室に通し―――しばらくの間、そこで会話をしているが……。

ナヴァール：では、軍ぐん師しらしく世界情勢の話をしたり、今のアヴェルシアについてネルソンから聞いたり……しばらく語り合っていよう。

ＧＭ：ＯＫ、ネルソンはキミの話をしばらく興きよう味み深ぶかく聞き、今あるこの国のあり方について自分の考えを述のべる。もちろん今の体たい制せいを批ひ判はんするような言い方は決してしない。

ナヴァール：それとなく執政官を批判するような話を振ふってみると？

ＧＭ：言葉をうまく選んで、華か麗れいにスルーする。

ナヴァール：なるほど。できそうな奴やつだ。

ＧＭ：そんなことをしているうちに、気がつけば時刻は深夜の一時を回り……彼は時間が遅くなったことをわびると部屋を出て行った、と。シーンはそんなあたりから始まる。

ナヴァール：ではさっそく……牢ろう獄ごくの方に行くとしよう。

ＧＭ：さっそくか（笑）。では無事に牢獄エリアまでたどり着けるか、判定をしてもらおう。ここは【敏捷】か【幸運】で、難なん易い度どは両方とも14だ。

ナヴァール：むう。では、【幸運】で。８あるから、フェイト使わなくともいけるだろう。

ピアニィ：失敗した時にフェイト使って振り直せばいいですしね。

ナヴァール：そうそう。（ダイスを振る）……９で合計17！　成功！　私の読みによればこの時間は警備の巡じゆん回かいにはぶつからないはず―――と、堂々と廊下を歩いていく（笑）。

ＧＭ：そう……まるで城じよう内ないが無人であるかのように、ナヴァールはあっさり牢獄エリアへとたどり着いた（笑）。底冷えするような寒さに満たされた、牢獄エリアの最さい奥おうから―――。

ベネット：こら―――っ、出せ―――っ、出すでやーんす！　これはなにかのまちがいでやんすよ―――っ!?


ＧＭ：……と、哀れな狼娘の遠吠えが鳴り響いている。

ベネット：もう喉のどがカラカラで………………み、水……。

アル：ずっと叫んでたのかよ！（笑）

ピアニィ：そもそもベネットちゃん……なんで一いつ緒しよに牢屋に……（笑）。

ベネット：恐おそるべき罠わなでやんした。

一同：罠じゃないだろうっ!?（笑）

ナヴァール：（笑）。で、周囲に警備兵は？

ＧＭ：さすがにいる。人数はふたり。

ナヴァール：エキストラ？

ＧＭ：エキストラ。

ナヴァール：殴なぐり倒たおす！

ＧＭ：では、ここでちょっと視し点てんをピアニィたちの方に移うつそう。キミらからは見えないが……ふいに通つう路ろの方から複ふく数すうのうめき声が聞こえた。「はぐっ!?」「貴き様さまいったい何者……ぐあっ!?」「は、速い……っ、ぐえ！」　………どさどさどさ……っ（←複数人が倒れた音）。

ベネット：な、なにが……！（笑）

アル：や、やるなナヴァール。

ナヴァール：ふ、相手がエキストラなので。

アル：そんなことよりカギと装備は！　……って俺、前回もそんなこと言ってたな……。

ＧＭ：よく捕つかまる男だ。

ピアニィ：ザ・捕まる男ですよ。

アル：変なふたつ名をつけるなよ!?


ナヴァール：警備兵はカギを持ってます？　持ってたら、そいつらからカギを奪うばい取って、全員を解かい放ほうしよう。

ＧＭ：ＯＫ、警備兵はカギを持ってた。ついでに言うと、武装も近くの部屋に無む造ぞう作さに転ころがされている。

ナヴァール：……お待たせしましたね、みなさん。武装もすでに発見してあります。

ピアニィ：さすがナヴァールさん！

ベネット：ふ、あっしが鍵かぎ開あけするまでもなかったでやんすな。

アル：ひとり牢屋に残のこるかコラ。

ベネット：さすがでございますナヴァール様。

一同：………………。

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

アル：ところで……装備は全部そろってるか？　特に、俺の持ってる演えん出しゆつ剣けん！

ＧＭ：あるある、全部ある（笑）。

アル：ほっとため息をつくぞ。

ピアニィ：データのある装備より、演出の装備の方が大だい事じなの……？（笑）

アル：ど、どうせだったら「その剣は……？」とか、使いもしない剣を不ふ思し議ぎに思って気にかけるような言葉をかけてほしい（笑）。

ピアニィ：え（笑）。じゃあ……（怪訝そうな声で）あの、その古ぼけた剣はなんなんですか？　前から気になってたんですけど。

アル：（ぶっきらぼうな声で）……ああ、こいつか？　なんでもねえよ。

ピアニィ：……。

アル：……。

ピアニィ：……（←続きの言葉を待っている）。

アル：……。

ピアニィ：……え、それだけ!?

アル：それだけ。

ピアニィ：だったら聞くまでもないじゃないですかっ!!（笑）

アル：ぶっきらぼうなしゃべり方を演出してみたかったんですよ！（笑）ま、まあこの剣俺のお守りみたいなものってことで！　そんなことより、このあとはどーすんだ？　ネルソンを押さえるのか？　それとも、ダイレクトに執政官をやるか？

ピアニィ：こ、殺しちゃだめですよ!?

ナヴァール：ふうむ、ピアニィ様―――まずは執政官を叩くとしましょう。時間的にもネルソンがこっち側につくのを待っている余裕もありませんので。

アル：執政官の位置は？

ナヴァール：そこは任まかせていただきましょう。私の読みによれば、判定をすればわかります。

一同：判定かよ！（笑）

ＧＭ：（げらげら笑いながら）……ＯＫＯＫ（笑）。じゃあ、使う能のう力りよく値ちは……。

ナヴァール：【知力】か【幸運】でしょう（←どっちも高い）。

ＧＭ：……。

アル：城の構こう造ぞうを見抜いて探さがし当てるか、運よくたどり着くか……（笑）。

ＧＭ：では【感知】で。難易度は14。

ナヴァール：（初めからわかっていたかのような口く調ちようで）ベネット、頼たのむ。

ベネット：（ダイスを振る）……成功でやんす。

ＧＭ：くそ……（笑）。ＯＫ、ベネットは持ち前の嗅きゆう覚かくで執政官に気け配はいを感じ取り、その部屋を探り当てた。

ベネット：くんかくんか……ここでやんす。

ＧＭ：（笑）。そこに到とう着ちやくすれば、部屋のドアは少し開いている。その隙すき間まから薄うす暗ぐらい廊ろう下かにもれてくるのは部屋の灯あかりと、話し声だ。

一同：話し声？

ＧＭ：ええ。じゃあ……シーンを変えようと思ったけど、そこだけ演出しちゃおうか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――深しん夜や。城の中ちゆう心しん部ぶに用意された、豪ごう華かな調ちよう度ど品ひんが並べられた一いつ室しつで、執政官とネルソンが言こと葉ばを交かわしていた。

　執政官が言葉を紡つむぐたび、ネルソンの奥おく歯ばを嚙かみしめる音おとが鳴なった。




ＧＭ：時間も遅いというのに、執政官の部屋ではふたりの男が相あい対たいし、なにやら言葉をかわしている。幾いく本ほんかの蠟ろう燭そくだけが、この薄暗い部屋の中にいるふたりの姿を映うつし出しているのだが……ひとりは、はげ上がった頭の執政官。もうひとりは……ネルソンだ。

ナヴァール：深夜に執政官とネルソンが密みつ談だん……なんかいいシーンだ。

ＧＭ：まず、無む駄だに豪ごう華かな部屋に響ひびくのは執政官の声だ。「（死ぬほど甲かん高だかい声で）……ネぇールソン！　なぁにを言ってるのだっ、お前は!?」

アル：こいつはダメだ（即断）。

ナヴァール：ダメですな。

ピアニィ：ダメそう……。

ベネット：み、見み所どころのあるやつ。

ピアニィ：ベネットちゃん、ひとりだけ意い見けんちがう！（笑）

アル：で、なにを話してるんだ。

ＧＭ：「（死ぬほど甲高い声で）……王女と話はなしあう？　あれはレイウォール王家より使命手配された重犯罪人ぞ？　王都に連れ帰れば、わしの地位は安あん泰たいだぞ？　将しよう来らいは約やく束そくされたも同どう然ぜんだぞ？　それを捨てて王女と和わ解かい？　保ほ護ご？　ありえん……ありえんっ！」

ナヴァール：（いきなり執政官になって）「ネルソォン……あの女を使えば、お前を正せい式しきにレイウォールの人間として、中央に連れて行ってやってもいいのだぞ？　ん？」と（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。でもネルソンは、執政官の言葉に首くびを振ふり―――「いいえ、私はこのアヴェルシアの民たみでございます。そのような望のぞみは一いつ片ぺんたりとも持っておりません」

ベネット：「……フン、あいかわらず欲よくのない男よのう」（←執政官）

ＧＭ：執政官は、あきれるようにつぶやいたあと―――「まあ、いい。明あけ方がたと共ともに、わしの名で本ほん国ごくに使いを出せ。ピアニィ殿でん下かを捕らえた、引き渡しの手て配はいをとられたし、とな」

一同：ほほう。

ＧＭ：「ふふふ、明日になればわしのレイウォール中央への復ふつ帰きは確かく実じつ……っ。よくぞ我わが領りよう地ちに飛び込んできてくれたものよ、ピアニィ姫……っ。五時間……っ、わずか五時間後にわしの前ぜん途とに明るい未来は開けるのじゃあっ！　カカカ！」




　執政官はあからさまに不ふ快かいな表ひよう情じようを見せるネルソンを脇わきに置いたまま、おのれの明るい未来を思い描えがいていた。

　その五秒後―――。




　ピアニィたちが執政官の部屋を襲しゆう撃げきした。







◆Middle 08◆執政官の底力




　輝ける未来と希望―――それは、誰もが心に思い描き、願うもの。

　それはこの地を治める執政官も同じではあったが……。




　彼に、そのような未来は来そうになかった。




ＧＭ：と、そんなわけで執政官を襲撃するシーン……！　部屋になだれ込こんだところからスタートしよう！

アル：では、ばあん！　とドアを蹴けり開あけて―――よお、邪じや魔まするぜ？

ＧＭ：「き、貴様ら……っ、どうやってあの堅けん牢ろうな地ち下か牢ろうを抜ぬけ出だしたっ!?」

ナヴァール：私の計けい略りやくをもってすれば、あの程てい度どの場ば所しよを抜け出すのはわけないことです。

ピアニィ：そうですっ！　もうしわけありませんが、このお城はあたしたちが解放させていただきますっ。

ＧＭ：「お、おのれ！　レイウォールの姫君でありながらこのふらちな行い！　オーギュスト王、そしてヒューバート様、ステラ様にどう顔かお向むけするつもりか!?」

アル：なに言ってやがる。自分の出しゆつ世せしか興きよう味みない奴が。

ＧＭ：「う、ぬぅ……我が出世を邪魔するのも許せん……っ！　ネールソン！　この侵入者どもを蹴け散ちらせい！　なあに、死体にしてでもかまわんとのお達たつしじゃ！　ゆけい！」

ピアニィ：ネルソンさん……っ。

ＧＭ：うむ、彼は沈ちん黙もくののちに―――「申もうし訳わけありません、執政官殿。私にはこの者たちを斬ることはできません」

ピアニィ：わーい♪

ＧＭ：執政官は顔をゆでタコのように真まっ赤かにして、怒いかりをあらわにする。「こ、この愚おろか者めが！　おのれの出世をふいにするとはな……！　まあ、よい。アヴェルシア出しゆつ身しんのお前なぞ、最初からあてになぞしておらぬわ!!　者ども、出で合あえいっ！」
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ベネット：おおっ!?

アル：な、なんという小こ悪あく党とうな……っ!?

ＧＭ：執政官の声に、部屋の奥にあった部屋より兵士たちがなだれ込んできて、彼を守まもるようにキミたちの前に立ちふさがった。執政官は、にやりとほくそ笑えみ……―――。




「これだけの騎き士しを相手に、どうにかできると思うてか？」

　と、小悪人定てい番ばんのセリフを吐はいた。

　その言葉に、アルがあきれるように軽かるく息いきを吐いて―――言い返した。

「たったこれだけの騎士でこの俺に勝てると思うか？」




　戦いは、




　アルが言ったとおりの結果となった。
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　　　　＊　　　＊　　　＊




　そして―――。

　レジスタンスが行動を開始するより、四時間も早く……城しろの尖せん塔とうにアヴェルシアの旗がたてられた。

　ナヴァールの推すい測そくしたとおり、城に常じよう駐ちゆうするレイウォールの数少ない正せい規き兵は、執政官が捕つかまったことにより―――アヴェルシア兵を味方につけたピアニィたちに投とう降こうした。




　朝の気配が近づく街まち並なみに、跳はね橋が降おりゆく軋きしんだ音が鳴り渡わたる。

　その光景をぽかんと見守るレジスタンスたちは……続けて見つける。降りきった橋の上に笑顔で歩いてくるピアニィたちの姿を。―――四人が橋を渡ってくるのが、見えた。

　ナヴァールは落ち着いた声で、ナイジェルに告げた。




「失礼した、ナイジェル殿どの―――六時間も必要なかったようです」







◆Middle 09◆興国の石




　バーランド城がアヴェルシアの民たみの手に戻もどったのは、およそ五年ぶりのことだった。

　だが、真の苦く境きようが始まるのは―――ここからだった。




ＧＭ：では、シーンを開始しよう。舞ぶ台たいは、キミたちが奪だつ回かいしたバーランド城の一いつ室しつ。キミ

たちはそこで休きゆう息そくを取ってると思ってほしい。時刻は、城を落としてから小こ一いち時じ間かん経たったころ―――まだ夜が明けるか明けないかの、薄うす暗ぐらい時じ間かん帯たいだね。

アル：例れいのレジスタンスとかはどうなった？

ＧＭ：全員、狐きつねにつままれたような顔でこのバーランド城へと入った。なにせわずか二、三時間で城が無む血けつ開かい城じようされたわけだからな。

ナヴァール：ナイジェルも来てますか。

ＧＭ：うん、城に来てる。今、街まちの代だい表ひようやレジスタンスたちと会かい議ぎ室しつにこもって、今後のことについて論ろん議ぎを交かわしている。

アル：結果は言ったじゃねえか。すぐに本国から軍ぐん隊たいが送られてきて終わりだ。

ピアニィ：うぅ。

ナヴァール：姫、ご安心を。ここに籠ろう城じようして、私が指し揮きを執とればしばらくは持ちましょう。

ＧＭ：「それはどうでしょうか―――」

一同：誰っ!?（笑）

ＧＭ：ふいに、窓まどの外に現あらわれたのは人の気け配はい。キミたちが反はん射しや的てきに振り向けば、そこに立っているのは全身黒くろ装しよう束ぞくの人物だ。

ピアニィ：あやしい人が!?


ベネット：てゆーか誰っ!?


ＧＭ：「ふふふ、あやしい者ではありません」

一同：あやしいだろっ!?


ＧＭ：「……ご無ぶ事じでしたか、ピアニィ様」　顔を隠かくすフードを脱ぬぎ去さりながら男は言った。

ピアニィ：だ、誰……？

ＧＭ：「わかりませぬか。わしこそはアルディオンのショーン・コネリーと呼よばれた男……」

一同：コネリー―――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：い、生きていたのねコネリー！　ほんとに生きてた……（笑）。ところで、ここ二階よコネリー。どこに立ってるの……。

ＧＭ：「秘ひ密みつでございます」

ピアニィ：そ、そう……（笑）。

ＧＭ：「おお、このお三さん方かたが姫のお仲なか間まですな。皆みな様さま方、このタスラム・コネリー……感謝しておりますぞ」

ナヴァール：いやいや、お気になさるな。

ベネット：でやんす。

アル：俺は、姫さんを安全な場所に送おくり届とどけるまでだし。

ピアニィ：ま、まだ言ってる……っ!?


アル：いやいや、あくまでキャラ演出なのでこわがらないでください（笑）。

ＧＭ：「とりあえず姫、今は再会を喜んでいる場合ではございませぬ。あなた様の置かれている状じよう況きよう、決して喜よろこばしいものではありませぬ。少し調べたのでございますが……」

ピアニィ：では、状況を把は握あくしたのですね。

ＧＭ：「ええ、これはやはりあなたの兄・ヒューバード殿でん下かが関わってのことでございます」

ピアニィ：やはり……お兄様が……？　それで……？

ＧＭ：「現在、内ない偵ていを進めておりますが、まだくわしいことはわかりません。判はん明めいししだい、情報をお届けいたします」

ピアニィ：そんな状況なら、あまり無む茶ちやをしないで……。

アル：だな。あんたまで反はん逆ぎやく罪ざいとか着せられるぞ。

ＧＭ：「……いいえ、姫にこのような仕し打うちをするような国―――もうレイウォールには愛あい想そうが尽きもうした。わしの国は、貴女あなた様でございます……ピアニィ様」

ベネット：コ、コネリーがいいこと言った（笑）。

ＧＭ：「これからは、貴女様の影かげとしてお力ちから添ぞえしましょうぞ」

ピアニィ：はぅ。ありがとう、コネリー……。

アル：でもよ、このあとはどーするつもりだお姫さん。レイウォールには帰れない。アヴェルシアはこの通り。かといって、グラスウェルズに亡ぼう命めいもできないだろ。

ピアニィ：た、たしかに……どうしよう、コネリーっ。

ＧＭ：「―――……ピアニィ様、国を興おこしなされぃ」

一同：は!?


ピアニィ：く、国……？　あたしが？

ＧＭ：「はい。レイウォールの勇ゆう猛もうなるオーギュスト王、そして賢けん明めいなるアヴェルシア王女ティナ様―――おふたりの血を受うけ継ついだ貴女には、その資し格かくが十じゆう二に分ぶんにありましょう」

ピアニィ：そ、そんなこと言われても……ど、どうすれば？

アル：なるほど。竜りゆう輝き石せき、か。

ベネット：ぴくり、とその言葉に反はん応のうするあっし。

ＧＭ：「そのとおりでございます。竜輝石を求めなされ。このアルディオンにおいては竜輝石を求めるが王となる唯ゆい一いつの方法。一国を名な乗のれば諸しよ国こくの手て前まえ、ヒューバード王子も慎しん重ちようにならざるえまいて。民みん衆しゆうに対してもあなたの立たち場ばを確かく立りつできましょう」

ピアニィ：でも、そんなものがどこに……？

ＧＭ：「アヴェルシア王国がレイウォールに併合された時に、竜輝石はとある場所に隠かくされたと聞いております。それを求めるが早かろうて」

アル：な、なんでお前はそんなこと知しってるんだ。

ＧＭ：「ティナ様がレイウォールに嫁とつがれたさい、わしはそのお世せ話わを仰おおせつかっておりましてな。有ゆう事じの際……そう、ピアニィ様になにかあった時にと、これを託たくされたのです」

一同：これ？

ＧＭ：そう、彼は一枚の紙し片へんを手渡す。それは小さな一枚の地ち図ずだ。アヴェルシアの一いつ角かくにある〝死し霊りようの森〟の一カ所を指さし示しめし……「↓ココ」とか書いている。

ピアニィ：ココ!?（笑）
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アル：でも本当にそこにあるのか？　五年前だかにアヴェルシアが併合された時、ピアニィのかーちゃんもコネリーもここにはいなかったんだろ？

ＧＭ：「たしかに。が、その場所とはアヴェルシア王家にとっては秘密の場所。王は代々、竜輝石をその祠に保管していたと聞きます」

ピアニィ：つまり……？

ＧＭ：「かの戦乱を経て、いまだアヴェルシアの竜輝石が見つかったという話は聞いたことがありませぬ。ならば、今もそこにあると思うが妥当でございましょう」

アル：なるほど。

ＧＭ：「加えて、その祠は王家の者にしか扉を開くことはできぬとも」

ナヴァール：それはますます、石がそこにある公算が高いですな。

ＧＭ：「では、姫様。わしはレイウォールへと戻り、引き続き工こう作さく・情報収しゆう集しゆうを行ってきます。では、お名な残ごりおしいですが……また次のシナリオでお会いしましょう」

ピアニィ：は、はい。気をつけて……っ。

ベネット：つまり今回はもう出てこないと……（笑）。

アル：メタなことを……（笑）。

ＧＭ：「では……っ」　それだけ言うとコネリーはフードをかぶりなおし、ふっ……闇やみの中へと消えた。

一同：……。

アル：キ、キャラ立ってんなあ、あいつ……（笑）。

ＧＭ：では、こんなところでシーンは終わらず。……〝どんどんどんどんっ！〟　おもむろに、部屋のドアが激はげしく叩たたかれる。「起きておられるか、ピアニィ殿！」

ピアニィ：は、はいっ？

ＧＭ：と、キミが反射的に返事すると〝がちゃりっ〟……ドアが開けられ、どやどやと人が入ってくる。

ピアニィ：な、なに……っ？

アル：この展開は……。

ピアニィ：前にもあったような……。

ＧＭ：男たちのうちのひとりが、ピアニィを目で確かく認にんすると声をあげる。




「……ピアニィ殿、悪いがあんたを拘こう束そくさせてもらうぞ！」







◆Middle 10◆アヴェルシアを継ぐ者




　バーランドの城を落とし、これでひとときの安心を得られる―――少なくとも、ピアニィはそう思っていた。

　だが、そう思っていたのはピアニィだけだった。




ＧＭ：では、場所は引き続きバーランド城にある一室。部屋になだれ込んできたのは、市民の代表者数名と、レジスタンスたちだね。先せん頭とうに立っているのは、ナイジェルの家で会った、レジスタンスの男だ。「さあ、その女をこっちに渡わたしてもらおうっ」

ピアニィ：ま、また―――っ!?


アル：……ま、こうなるよな。

ナヴァール：嫌いや味みったらしく言うぞ？（笑）　ピアニィをかばうように〝ずい〟、と前に出て……やれやれ嘆なげかわしいことだ。自じ国こくの王女を尋たずねるのに、このような夜明けに、しかも無骨に扉を無理やり開けるとは礼れい儀ぎもクソもなっていない。アヴェルシアという国は元もと々もとそういう国なのか？　―――と、そいつらの前まで歩いていく。

ＧＭ：ナヴァールが近づくとその妙みような迫はく力りよくに押され、人々は後ずさる。中には、「なあ、やっぱりティナ様のご息そく女じよだし……いいのか？」「でも他ほかにどうしようも……」「そうだ、だまされるな。たしかにティナ様の血を受けておられるが、もう半はん分ぶんはあのレイウォール王家の血なんだぞ……っ」なんて声も聞こえてくる。

アル：ピアニィ否ひ定てい派はの方が多い、か。

ＧＭ：民衆の総そう意いは、否定派寄よりだね。ふいに、「無礼は、承しよう知ちの上じゃ―――」と、人ひと波なみの中からばあさんの声が聞こえる。

ピアニィ：……ナイジェルさん？

ＧＭ：そのとおり。人波が左右に割われて、そこに現われた彼女がゆっくり歩み寄る。

ナヴァール：これはいったいどういうことですかな、ナイジェル殿。我々は被ひ害がい者しやをひとりたりとも出さず、あなた方の代かわりにこの城を取り戻したわけだが？

ＧＭ：「……たしかにな。今回の功こう績せきは認めよう。感謝もしておる。しかし……」とばーさんが告つげると、そのあとを継つぐように「そうだ！　その女がいることで我々がどんな危き険けんな目にあうか、わかってるのか!?」「我々はレイウォールに必要以上につけ狙ねらわれる！」「その女こそ、この地に降おりた災わざわいだ！」　彼らは、口くち々ぐちに声をあげる。

ピアニィ：え、えぇ……っ。

アル：はあ……？　なに言ってんだこいつら。城を落とせばレイウォールに狙われるのは、わかってただろ。

ナヴァール：大衆とは、このようなものでしょう。自分の身に災いが振りかかるとわかればその原げん因いんを他た者しやに見いだしたがる。それに真しん意いは別べつのところにあるのでしょう。

アル：別のところ？

ナヴァール：大方、姫を人ひと質じちとしてレイウォールとの交こう渉しよう材ざい料りようにするとか、そんなところでは？　そのためには、姫が悪わる者ものであると思い込まねば自分たちの良りよう心しんが痛む。ちがうかね？

アル：……なるほどね。

ＧＭ：「…………」　彼らは、押おし黙だまった。

ナヴァール：追おい打うちをかけるぞ。（説せつ教きようするような口く調ちようで）心こころ得え違ちがいをするな。たとえどのような立たち場ばであろうとピアニィ様はお前たちの国にただひとり残された王の血を受け継ぐ者……王女なのだぞ！　拘束するにせよ、きちんと言ごん上じようするが礼儀というものであろう！

ＧＭ：く、口のよく回る……。では、レジスタンスのリーダーが反論する。「じゃあ、言わせてもらうぞ？　ならば、他にどういう方ほう法ほうがあるというんだ？　天てん才さいの軍ぐん師し様ならその答えを持っているのか？　城に籠城しつつ守りをかため、ピアニィ姫を交渉材料に使う。これ以上の方法があるのだな？」

ナヴァール：まずは言っておこう。お前の言うことは愚ぐ策さくである。いざとなれば、レイウォールは軍を差さし向むけ、姫ごとこの街を焼やき払はらうだろう。人質にはならぬ。戦いになれば、街ひとつvs本国で勝ち目があるとおもうかね？

ＧＭ：「む……」

アル：まあ、勝ち目ないな。

ＧＭ：しかも、ここは未いまだレイウォールの属ぞく領りようだ。他の国が救きゆう援えんを送ってくれるとか……干かん渉しようしてくることもない。単たんなる内ない乱らんとその鎮ちん圧あつだ。

ピアニィ：……あ、なるほど。それでコネリー……。

ＧＭ：（お、気づいたか？）「じゃあ、ナヴァール殿の考えを聞かせてもらおうか？」

ナヴァール：それについては、ピアニィ姫が、直じき々じきに伝つたえてくれよう。

ピアニィ：えぇ……っ!?

ナヴァール：さあ、姫。この者たちに貴女の考えをお伝えなされよ。

ピアニィ：な、なにを……っ!?　え、え……？

ナヴァール：貴女が思ったとおりのことを伝えればいいのですよ。もちろん、ここを離はなれて貴女を迎むかえ入いれてくれる別の地に向かうもよし、です。

ピアニィ：い、いえ、お母さんが生きてきた土地だし、民衆のみなさんもお母さんを尊そん敬けいしてたみたいだし……お母さんも国の人々を大事に思っていたと思うんですよ。なら、ここはなんとかしたいな、と……。みんなの気き持もちをひとつにまとめて守ってあげたいです。

ナヴァール：なるほど。では、貴女のお考えを伝えるがよろしかろう。さあ―――（と、プレイヤー一同が視し線せんを向ける）。

ピアニィ：す、すごい緊きん張ちようしちゃうんですけど……っ。

ＧＭ：民衆も、キミの方をいっせいに見入る。

ピアニィ：うー……あ、その―――ここは、母が愛した人々の住む土地です。今は、レイウォールに占せん領りようされてますけど……。

ＧＭ：「お前はそのレイウォールの王家の人間だろう！」とヤジが飛ぶ（笑）。

ナヴァール：そこ、ヤジをとばさない！（笑）

ピアニィ：ですから……ピアニィ・ルティナベール・レイウォールの名にかけて……ううん、ちがう、それ以上に……アヴェルシアの王女・ティナの子として宣せん言げんします。ここに国を興し、レイウォールから……独どく立りつします！

ＧＭ：「はあ……っ!?」　民衆がいっせいに声をあげた（笑）。

アル：俺もつられて……はあ!?　と……（笑）。

ピアニィ：だ、だめ!?　ダメですか!?


ナヴァール：いいえ、ダメではありません。あなたには、その資格がおありだ。

ＧＭ：「ちょ、ちょっとなにめちゃくちゃ言ってんだよ！　お前、レイウォールの家を捨すてるってのか!?　それに、王たる証あかしがお前にあるのかよ!?」

ピアニィ：それは……竜輝石のことですよね。今はありませんけど……母があたしのために……いえ、みなさんのために残してくれた石を得る方法を知っています。

ＧＭ：ざわざわ……どよめきの声があがる。「しかし、我が国の竜輝石はレイウォールに併合された時に失われたと聞くぞ！」「そうだ、これまで見つからないものがなぜ今になって見つかるってんだ！」

アル：失われてるのか。

ＧＭ：しかしそこで、ナイジェルがひと言―――「死霊の森、ですかな？」と、言う。

アル：お、さすが元重鎮。なんか知ってそうだな。

ＧＭ：ここにいたって、ナイジェルが言う。「……よいでしょう。ティナ様から聞かされたことがあります。かの石は、アヴェルシアの血に連つらなる者にしか、手にできないと」

ピアニィ：そうなんだ。

ＧＭ：ナイジェルはこくりうなずき。「……まずはその石を持ち帰り、身の証をたてなされ。石を手にすることができれば、みなも貴女をティナ様の子として、そして我々の王として認みとめることもできましょう」　微び笑しようを浮うかべてそう語り……「お前たちもそれでよいな！」　と語ご気きを強つよめて周しゆう囲いの仲間に向かって声をあげる。

ピアニィ：よ、よかった……聞いてくれた。

ＧＭ：「ただし―――期き限げんは三日。それ以い上じようは待てぬ。よいですな」　ちなみに、竜輝石が封ふうじられた祠までは歩いて一日弱ってとこだ。

ナヴァール：ならば、なんとかなるでしょう。

ピアニィ：じゃあ、こくっとうなずいて言います。




「……わかりました。

　必ず、みなさんの元もとに竜輝石を持ち帰りますっ」







◆Middle 11◆竜輝石の祠




　バーランドを昼ひる過すぎに出しゆつ発ぱつしてより一日―――。

　一行はコネリーから手て渡わたされた地ち図ずを頼たよりに、死霊の森へとたどり着いた。

　目的の遺跡は鬱うつ蒼そうと茂しげる森の奥……ぽっかりと開かれた空くう間かんに静しずかにたたずんでいた。




ＧＭ：というわけで、場ば面めんはここで一いつ転てんして―――シーンは、死霊の森へうつる。キミたちは陽ひの光ひかりの降ふり注そそぐ街かい道どうをそれて森へと入った。まだ昼だというのに、生い茂しげる木き々ぎの葉はが光を遮さえぎり、まるでそこは夜のよう。

ピアニィ：な、なにか陰いん気きくさいですね……。

ＧＭ：気温も森の外に比べて極きよく端たんに低く、肌はだ寒ざむさを感じるほどだ。しかし湿しつ気けが妙みように高たかくて、あまり快かい適てきな環かん境きようとはいえない……時おり、生い茂る木き々ぎの隙すき間まに光る夜や行こう性せいの鳥とりの瞳ひとみ。ぎちぎちと鳴なく虫の羽は音おと。白くぼうっと浮うかぶ人の顔に……。

ピアニィ：（びくっと後ずさる）。

一同：っ!?

ＧＭ：い、いや、森の描びよう写しやをしてるだけ……。

ピアニィ：こ、こわい話はなしですよっ!?（←その手の話が超苦手）

ＧＭ：もちろんです（超笑顔）。では、キミたちが森に入って小一時間ほど―――やがて四人は目的の場所へとたどり着いた。正面……鬱蒼とした森の中、そこだけ開けていて、空から差さし込む太陽の光がそこにある遺跡を照てらし出している。

ピアニィ：お、少しいい雰囲気の場所ですね。

ＧＭ：ちなみに遺跡周辺の森からは、〝オォオオオオオオ……っ〟と不ぶ気き味みなうめき声みたいな音が聞こえてくる。

ピアニィ：な、なんですか、その変な音は……っ!?


アル：まるで亡ぼう霊れいが嘆なげいてるみたいだな。

ＧＭ：実はこの森はいわく付きの場所でね。昔むかし、この周しゆう辺へんで大きな戦せん争そうがあったんだよ。で、その犠牲者がここに埋うめられて、そこから木が生えて森もりになったという―――。

ピアニィ：怖い怖い怖いっ!?　怖い……ので、その話はもうやめましょう（笑）。みなさん、歌でも歌いながら明るくお願いします！

ベネット：では、気き分ぶん転てん換かんにあっしが一いつ曲きよく。

ピアニィ：はい（笑）。

ベネット：……らーらーらー、死し人びとがら～ら～ら～♪

ピアニィ：なんですかその歌―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：なんというひどい歌だ（笑）。

ピアニィ：もう、ベネットちゃん、明るくってお願ねがいしたのに～！

アル：……やれやれ。ところで、ここが竜輝石のある遺跡で間ま違ちがいないのか？

ＧＭ：ええ。コネリーの地図に書かれているのと場所は一いつ致ちしているし、なにより遺跡の門には、アヴェルシアの紋もん章しようが刻きざまれている。

ピアニィ：行きましょう！

アル：んじゃ……と。あ、その遺跡の扉とびらってどんな感じだ？

ＧＭ：分ぶ厚あつい石でできた、観かん音のん開びらきの扉だね。ちょっと触さわっとひっぱったくらいでは、ぴくりとも動かない。

アル：何人か同どう時じに開けろってことか？　じゃあ……の前に！　ベネット、罠わなの探たん知ちを頼む。

ベネット：わかったでやんす……（ダイスを振る）……21。

ＧＭ：む、罠はかかってないように見えるな。ただとてつもなく、重おもい。ちなみに協力して開けることはできるぞ。複数人でやる場合、扉を開けるのに参加した人の【筋力】をすべて足して、代表者ひとりが判定することになる。難易度は22だ。

ナヴァール：なるほど。そういうことか……ふむ。

ベネット：顔を真っ赤にして扉を引っ張りながら。……みんな、ヘルプヘルプ！（笑）

アル：しょーがねえな。俺も扉のところに行くぞ。

ピアニィ：あたしも行きます。みんなで開けましょう！

ナヴァール：……私は参加せずに一歩下がって見ていよう。

ＧＭ：む？

ナヴァール：念ねんのためです。《プロテクション》の準じゆん備びをして後こう方ほうで待たい機き。何が起こるか分かりませんから。軍師たるもの、常つねに最さい悪あくの状況を想そう定ていして動うごかないと。

アル：わかった。じゃあ、三人でやるぞ。俺の【筋力】は10。

ピアニィ：あたしは３です。

ベネット：あっしは４でやんす。

アル：合ごう計けい17、出で目め５以上で成功だな。よし、押すぞ。せーの……！（ダイスを振る）……７！　成功！

ＧＭ：お。すると、巨きよ大だいな石の扉はギシ、ギシィ……岩いわと岩がこすれる重い音をたてながら、ゆっくり開いていく。

ピアニィ：やった、開きましたよ！

ＧＭ：じゃあ、扉の前にいる三人は【幸運】で判定してくれ。

一同：え？




　三人がダイスを振った。

　全員、失しつ敗ぱいだった。

　直ちよく後ご―――扉の向こう側に仕掛けられていた魔ま法ほう装そう置ちが閃せん光こうを放はなった。




　三人は、ＭＰをいきなり二十点失うしなった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：……い、いきなりかよ……（笑）。

ナヴァール：（げらげら笑いながら）これは《プロテクション》は使えない（笑）。

ピアニィ：ひ、ひどい……（笑）。

アル：こ、この祠ほこら……お前の一族が作ったんだよな……？

ピアニィ：え、はい……そのはず……（笑）。

アル：どんな王家だよ……ＭＰをいきなり削けずってくるってのがすげーやらしいんだが？（笑）

ピアニィ：うぅ（笑）。

ナヴァール：まあ、気きを取とり直なおして先さきに進すすむとしましょう。時じ間かんはさしてありません。

アル：あ、ああ……。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちはあらためて祠の奥を見み入いる。先の方が右方向に……Ｌ字に曲がってるんだが……その突つき当あたり、なんか張はり紙がみが貼はってあるのが見える。

一同：張り紙？

ＧＭ：文字らしきものが書かれているけど……中は暗くらいし、さすがに入り口からではその内ない容ようは読よみ取とれない。

アル：ふうん……まあ、いい。とにかく中に入るぞ。俺とベネットで先せん行こうしよう。なにがあるか、わからないからな。

ベネット：でやんすな。では……。




　ふたりが、祠の中に足を踏ふみ入いれた。

　かちり、と足あし下もとで機き械かい音おんが小さく鳴なった。

　直ちよく後ご、大だい爆ばく発はつが巻まき起おこった。




　地じ雷らいだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ＆ナヴァール：（大爆笑している）。

アル：………ち、ちくしょう…………（笑）。

ベネット：たしかに扉を開けてから罠の探知はしなかったでやんすな……（笑）。

アル：張り紙に思いっきり気をとられた……（笑）。

ベネット：しかもダメージが10Ｄ６、防ぼう御ぎよ力りよく無む視しって……。

アル：姫さん。

ピアニィ：（笑いをこらえながら）……は、はぃ（笑）。

アル：お前の一族、どんだけ殺さつ意いが高たかいんだよっ!?

ベネット：きっとあんたのかーちゃんも殺意が高かったにちがいない……!!

ピアニィ：お、お母かあ様さま……お母様……っ！（←大爆笑が止まらない）

アル：とにかく調しらべられるとこ調べたら前に進むぞっ!?

ＧＭ：（笑）。まあ、突き当たりまで罠はないので（笑）。そんなわけでアルとベネットが先行して、とりあえず例れいの張り紙のとこまでくる。

ベネット：なんて書いてあるでやんすか？

ＧＭ：うん、そこにはこう書かれている。




『隠かくし扉』




一同：…………。

アル：ち、力ちから強づよく書かれてるな。

ＧＭ：ちなみに、文字には続つづきがあるぞ。




『左ひだりの壁かべに注ちゆう意いせよ』




アル＆ベネット：……左？




　そうつぶやき、ふたりが同どう時じに左を向いた。

　直ちよく後ご、右から炎ほのおの矢やが三発飛ひ来らいした。




　ふたりはまる焦こげになった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ＆ナヴァール：（大爆笑している）。

アル：………ち、ちくしょう…………っ!?（笑）

ベネット：張り紙に気を取られて回かい避ひ判はん定ていのダイスにマイナス二個ってなんじゃ―――っ!?

ＧＭ：通路に出た時に、まず右を見てれば、炎の矢を撃ったエネミーをみつけてペナルティくらわなかったんだ。

アル：姫さんっ!?


ピアニィ：（←笑い転ころげて呼こ吸きゆう困こん難なんになっている）。

アル：笑ってる場合じゃなくてっ!?　だからどんだけ殺意高いんだよお前の祖先っ!?

ピアニィ：あ、ぐ……ぅ……ふっ（←笑い転げて返事ができない）。

アル：ち、ちくしょう……っ!?（笑）　とりあえず右を見るとっ!?

ＧＭ：右を向くの？

アル：ああ！　炎の矢を撃ってきた奴がいるんだろうっ!?

ベネット：ギタギタにしてやるでやんすっ!!

ＧＭ：わかった。キミらは右は向いた。




　直後、左の壁の一部が開いて鉄てつ球きゆうが射しや出しゆつされた。

　鉄球は、ふたりの後こう頭とう部ぶを直ちよく撃げきした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル＆ベネット：うぉおおおおおおおおおおおっ、むかつく―――っ!?（笑）

ピアニィ：もうだめ……っ、たすけて……っ、苦しいっ（←大爆笑して呼吸困難）。

ナヴァール：これはねーわ！（←げらげら笑っている）

ＧＭ：い、いや、だから教えたじゃん!!　『左の壁に注意』ってっ!?　調べよーよっ!?（笑）

ベネット：調べるなんてこと思いつくか―――っ!?


ナヴァール：アヴェルシア王族殺意たけ―――っ!!（大爆笑）

ＧＭ：というわけで、Ｌ字を曲がった向こう側……その闇の中にゆらいでいるのは三体の炎の精霊せいれいで―――。




　そして、ダンジョン探索は始まった。




　炎の精霊を排し、プールの底の隠し通路をくぐり抜け―――四人は実じつ感かんする。

　殺意が高いのは、むしろ後こう半はんだった。

　数シーンが過ぎ、迷めい宮きゆう探索が終しゆう盤ばんにさしかかったころ―――アルは、もはやボロ雑ぞう巾きんのようになっていた。







◆Middle 18◆すべてを均等に




「こ、ここで最後だな……っ!?」

　一行の眼がん前ぜんに立ちふさがった、最後の扉を前に……アルが血ち走ばしった目で声をあげた。

　心に「余裕」の二に文も字じを持ち合わせる者は、もはやその場にいなかった。




ＧＭ：というわけで、ここが最後の部屋だ……（笑）。そこは円えん柱ちゆう形けいのホールになっていて、部屋の中央に石せき像ぞうがある。あと、奥には小さな滝たきが流れているのも見えるよ。

アル：どんな石像だ？

ＧＭ：胸むねに矢を受けて倒たおれる王と、彼を抱だきしめる王おう妃ひの石像だね。石像の前には、白い大理石でできた三段の棚が設置されているね。

一同：……棚？

ＧＭ：うん。その棚のそれぞれの段にはワイングラスが七つずつ置かれている。

ピアニィ：ワイングラス……？

アル：あやしいな。

ベネット：あやしすぎでやんすよ（笑）。

ナヴァール：ワイングラスの中身は？

ＧＭ：一段目のすべてのグラスには目め一いつ杯ぱいのワインが注がれている。二段目は半分、三段目はなにも入っていない。




[image: ]




一同：……？

アル：……なんだこれ？

ピアニィ：あからさまにリドルかなにかっぽい……？

ナヴァール：これが竜輝石を封ふう印いんしてるんだろうが……どこかに謎なぞかけの文章みたいなものはないか？

ＧＭ：ないね。

ベネット：そんなあっさり!?　判はん定ていもなしでやんすか！（笑）

ナヴァール：……あ。これもしかして、ピアニィの歌に関係してないか？




　Middle02の歌詞を参照。




一同：……あ！

ピアニィ：きっと、目一杯のグラスが〝大きな国〟、半分のが〝小さい国〟、なにも入ってないのが〝人無き大地〟を表わしてる……？

ＧＭ：正せい解かい、補足するとグラスは土地を、ワインは住民を示している。これはこの先に進もうとする者が、本当に王家の人間か判はん別べつするために代々のアヴェルシア王族が歌に込めて残したリドルだ。

ナヴァール：なるほど、王家の歌を知っている者でないと気づけない、と。

アル：歌そのものがヒントってことか。

ピアニィ：やっぱり、このワインを三つに分けるんでしょうか？

ナヴァール：おそらく。歌でも〝世界は等しく三つに分けられて……〟とありますし。

ベネット：となると、問題はどう分けるかでやんすな。

一同：うーん……。

ピアニィ：こ、こうかな（と、絵に描く）。
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ＧＭ：……。

ピアニィ：ちがう……？

ＧＭ：当たり。

一同：早っ!?（大爆笑）

ＧＭ：こんなあっさりと解とかれるとは……。もう少し悩なやませられると思ったんだが……。

ピアニィ：あはは（笑）。

ＧＭ：とほほ。ワイングラスを並ならび替かえると、ガコンとどこかで歯車が動く音が響ひびく。同時に滝の水が止まり、その直上―――天てん井じようの中心に眩まばゆい輝かがやきが生まれる。

一同：お？

ＧＭ：光は、静かに……そしてゆっくりと降おりてきて―――ピアニィの前で静止した。

ピアニィ：これが……？

ＧＭ：そうだ。光の塊かたまりの正体……それは、キミの眼がん前ぜんで明めい滅めつを繰くり返している。ピアニィを誘さそうかのように、だ。

ピアニィ：じゃあ、あたしはそれに……。




　ピアニィがそっと中空に浮うかぶ光に手を伸のばす。

　手を触ふれるとそれは輝きを失い、彼女の手の中に収おさまった。

　それが、アヴェルシア王家の血ち筋すじに母が残したもの……。




　―――竜輝石。







◆Middle 19◆ピアニィの選択




　竜輝石を手に入れたピアニィ一行は、街へととって返した。

　深い森を抜ぬけると、そこはバーランドの街を一望できる、小高い丘おかの上だった。

　だが、彼女たちを待っていたのは―――




　新たなる、試練だった。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう！　ここがクライマックス前の最後の場面となる！　キミたちが竜輝石を手に入れ、バーランド城へと戻った―――そんなとこからスタートだ。

ベネット：やれやれ、なんとか無事に戻ってこれたでやんすよ。

ピアニィ：さっそくナイジェルさんに竜輝石を見せに行きましょう！

ＧＭ：了解。では、四人はアヴェルシアの人たちが待つ謁えつ見けんの間へとたどり着いた。大きな扉を押し開くと……そこにいた五十人ほどの人たちが一斉にピアニィたちを見入る。「おお、帰ってきた……っ」「まさかほんとに竜輝石を……？」

ピアニィ：はいっ、約束どおり竜輝石を取ってきました！　と、持ってる石を見せますね。

ＧＭ：すると、天窓から差し込む光に照らされ、ピアニィの掲かかげる石がまばゆく光り輝く。「これが竜輝石……！」　場が、一斉にざわめくが―――彼らの表情は複雑だ。純粋にそれを喜ぶ者、本当に石を持ち帰ったピアニィたちに対し、あからさまに不快な顔を見せる者……。

ナヴァール：では、ここで一いつ喝かつ入れよう。（説教するような口調で）……多くの試練を乗り越え、ピアニィ様は見事に竜輝石を持ち帰られた。彼女には王たる資格が十分にあると思うがいかがかな、諸君！

ＧＭ：謁見の間に反響するナヴァールの声に、彼らは静まりかえる。―――が、ややあってその中よりナイジェルが歩み出て、答えを返した。「……わかった。王たるの証・竜輝石を持ち帰った以上、認めぬわけにはいかないだろう。ピアニィ様……貴女を―――」

ピアニィ：ど、どきどき。

ＧＭ：と、ナイジェルがそこまで言ったところで。

一同：ところで？

ＧＭ：〝バアン！〟とドアが再び開かれ……「お話し中のところ失礼いたしますっ!!　至急、お伝えしたいことが！」息を弾ませ、城の兵士らしき男が部屋に飛び込んでくる。

アル：……なんだ？

ナヴァール：何事か！

ＧＭ：兵士は跪きながら叫ぶ。「み、南の丘陵地帯よりこのバーランドに向けて進軍する軍団あり！　数分で街の外がい郭かくまで到達する見込み！　軍ぐん旗きは赤い竜……レイウォール軍です！」

ピアニィ：ええっ！

アル：ひと山越えたと思った直後にこれかよ。

ナヴァール：もう来ましたか、予想よりも早いですね。……敵の規模や指揮官については？

ベネット：あと、軍旗のマーク（笑）。これが竜に蛇だったら、再生キンバリー軍団（笑）。

ＧＭ：「て、敵は一万を超える軍勢！　レイウォール直下の竜りゆう炎えん騎き士し団だんの模様です！　そして軍旗は竜に大鷲！　であれば、これを率いるのは……」男は息を呑んで一拍の間を置き……言った。




「……赤竜王国第一王女、ステラ・ヴェレンガリア・レイウォールでございます！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：そ、そう来たか……（笑）。

ピアニィ：え、あれ？　この街を攻撃しにきたのがお姉様の騎士団……？

ナヴァール：そうなりますな。

ピアニィ：が――――――んっ!?

ナヴァール：しかし彼女が来るとは……これは幸か不幸か。

アル：ステラって話が通じるタイプだよな？　なら、下手に石頭な指揮官が来るよりはよっぽどマシじゃないか？

ベネット：……ステラってのは、そんなにすごい奴でやんすか？　思わず首を傾げる。あっしはエリンディル人なんで、彼女のことはよく知らない（笑）。

アル：そういえば、ちゃんとステラのことをベネットに話したことはなかったな。

ピアニィ：じゃあ、うつむきながら。……ステラは、あたしの姉です。

ベネット：姉!?　つまりシスター!?　ホワーイ!?　……いや、そのくらいは知ってる（笑）。

ＧＭ：「よ、よりによってステラ王女とはな……」ナイジェルが沈痛な面持ちでつぶやく。そしてベネットに向かい―――「……このアルディオンに稀代の軍師あり、それすなわちは〝鳳雛〟と〝臥龍〟と言うてな」と説明を始める。

ベネット：なんとなく、すごいことだけはわかったでやんす。で……ステラは〝鳳雛〟？　〝臥龍〟？（一同大爆笑）

アル：わざわざそこに触れんなよっ!?（笑）

ピアニィ：それにしてもお姉様が……どうして？

ＧＭ：と、ピアニィがうちひしがれていると、新たな兵士が駆け込んでくる。「竜炎騎士団が街の外郭より五百メートルの位置に到達、布陣を開始しました！　また、相手方の指揮官より通達！　ピアニィ様と話がしたいとの要求が来ております！」

ピアニィ：姉様が？　……わかりました、会いに行きますっ。

ベネット：ちょ、ちょっと待ったー！　ひとりで出て行ったら危ないでやんすよっ！

ピアニィ：で、ですけど……。

アル：落ち着けよ。とりあえず街の外郭に向かおうぜ。んで、防壁の上から話せばいいだろ。やばくなったら、街の中に逃げ込めばいい。

ナヴァール：たしかにそれならば安全でしょう。我々もお供します。

ピアニィ：では、防壁の上に向かいますっ。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちは城を出て、街を囲う防壁の上へと出る。すると……南に広がる草原が一面、騎士たちのまとう鎧の赤に埋め尽くされている。整然と布陣している竜炎騎士団の軍勢が一望できるね。

ナヴァール：ステラはどこにいますか？

ＧＭ：整列する一万の騎士たちの先頭に立って、マントをたなびかせている。背後に騎士団を従え、外壁を見上げて―――防壁の上に立つ四人に向かって声をあげる。「……そこにいるのはピアニィか！」

ピアニィ：は、はい、お姉様！

ＧＭ：「レイウォールへと戻れ、ピアニィ！　お前さえ国に戻れば、今回の反乱の件は不問とする！　あとは私がいいように取りなそう！」
















ナヴァール：ふむ、そう来ましたか。

ピアニィ：……ちょっと考えて、ステラ姉様に聞きます。あたしが出て行けば、この街を攻撃したりはしませんか！

ＧＭ：ステラはこくりとうなずき―――「……我が名に懸けて約束しよう！」

ピアニィ：うーん……答えを出す前にみんなと話をさせてください！

ＧＭ：「よかろう、三十分だけ待とう！　これからどうするか、話し合って決めるがいい！」そう言いつつ、彼女がすっと腕をあげると―――背後の軍団が一糸乱れず、構えていた武器を一斉に収める。

アル：前回のキンバリー軍とちがって、えらく統制のとれた大軍団だな。

ベネット：キンバリーは「ひゃっはー！　水だー！」くらいのイメージだったのに（笑）。

アル：それは本当に同じ国の軍隊なのか（笑）。

ピアニィ：と、ともかく時間をもらえましたし、一度お城に戻りましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：―――では、再び場面は変わってバーランド城の謁見の間だ。

アル：みんなの様子は？

ＧＭ：キミらが戻れば、街の主立った人々がふたつに別れて論争中だ。「やはりこうなったではないか！　今ならまだまにあう、姫君を捕らえて交渉を！」「だめだだめだ！　相手はあのステラだぞ!?　そんな交渉に乗ってくるものか！」「では戦うと!?　この城にある七百足らずの兵力で、一万の軍勢にどう対抗するのだ！」「だ、誰も戦うなどとは……」

ベネット：だ、だめだ（笑）。

アル：やれやれ、こんな状況でもまだ言い合ってるのか。

ＧＭ：そのようだ。が、抗戦を唱える者はいない。ステラの名とその軍勢に気圧され、びびっているようだ。

ナヴァール：まあ、言わせておきなさい。それより、姫の心を確認しておきたい。いかがされるがよいとお考えですか、ピアニィ様。

ピアニィ：（考え込んで）…………これは、姉と一緒に戻ったほうがよさそうですね……。

アル：あ？

ピアニィ：あたしが帰れば、この戦いは回避できるんですよね……？　姉様もそう言ってますし……。

ナヴァール：では、ステラと共にレイウォールの城へ帰ると？

ピアニィ：……はい。

アル：ちょっと暗めの声で言う。……甘い考えだな。お前は罠にかけられたんだぞ？　おそらくはヒューバードが仕掛けた罠に。ここで王城に戻って、本当に無事だと思うのか？

ピアニィ：それは……姉も守ってくだれると……。

アル：それにな、貴族やら王族の約束ってのは信用できない。

ピアニィ：うーん……（←まじめに悩んでいる）。

アル：その上で行くってんだったら止めはしない。止めはしないが……悪いがお前のために剣を振るうことは二度とないだろうな。

ピアニィ：くぅ～。えー、みなさんがんばってくれたのにさみしいですけど、自分はなんかなんか、こう……うう～……っ。

ナヴァール：ならば、みなの意見も聞いてみますか？

ピアニィ：え？

ナヴァール：ピアニィ様、竜輝石をお出しください。

ピアニィ：はいっ。

ナヴァール：では、石をかざし―――……ここにいる者に問う！

ＧＭ：おもむろにあがった声に、人々の視線がナヴァールに向く。

ナヴァール：ピアニィ様が赤竜王国に戻れば、おそらくその生命は失われよう！　アヴェルシア王家の血は絶え……ひいてはお前たちが永遠に赤竜王国に支配されることを意味するものである！

ＧＭ：ざわり……っ、ざわめく民衆。

ナヴァール：ピアニィ様はまだ幼い。その幼き姫が、おのれの生命を投げ出してでもお前たちを守りたいとおっしゃられているのだ。かような幼き少女を犠ぎ牲せいに生きながらえることになんの意味があるか―――ありはしない！

アル：うわ、断言した（笑）。

ナヴァール：アヴェルシアの民よ、お前たちの元に今、王の石持てしアヴェルシア王族の血脈がご帰還なされたのだぞ。今起たずして、いつ起つのだ！　ピアニィ様を守り、生命をかけて戦おうとする者はおらぬのか！

ピアニィ：ナヴァール……。

ベネット：な、なんという扇せん動どう。

ＧＭ：その場にいる人々は、顔を見合わせながらざわめく。「そ、そんなこと言っても、あんな大軍にかなうはずがな……」

ナヴァール：（間髪いれず）かなわなければ祖国を捨てるか。ここには国のため、生命を懸けて戦う勇気ある者はひとりもいないのか！

ＧＭ：その言葉に、場が沈黙する。ナヴァールの言葉に賛同する気配はない。ただ、周囲を見回して不安げな表情を見せるだけだ。

アル：だめ……か？

ＧＭ：が、ここで前にあったフラグが回収される！

一同：フラグ!?


ＧＭ：そう。ここでおもむろに、部屋の入り口の方から声が上がる。「―――アヴェルシアの民よ、なにを迷うのです！　立ち上がる時がついに来たのだと、なぜわからない！」

ベネット：誰っ!?


ピアニィ：誰……あ、もしかして……？

ＧＭ：そう、ネルソンだ！　部下の騎士たちと一緒にネルソンがそこに立っている。「ナヴァール殿の言うとおり―――ここで起たずして、いつ起つのか！　今、我々の王がご帰還なされたのだぞ！」ネルソンは、鎧に描き込まれたレイウォールの紋章を〝ギッ〟とナイフで傷つけ、そう叫ぶ。

ピアニィ：おぉー！

ＧＭ：残ざん響きようするネルソンの声が静まるころ、人々の視線は自然とナイジェルへと集まっていく。彼女は瞳を閉じてしばらく沈黙したのち―――目を見開き、力強く声をあげた。「……戦おう、みなの者！」

ピアニィ：ナイジェルさん～！

ＧＭ：その声に、ここに集まる人々に笑顔が取り戻され……彼らは口々に声をはりあげる！「俺も戦う！」「俺もだ！」「俺たちの国を取り戻すんだ！」「そうだ、俺たちの王が帰ってきた……帰ってきたんだ！」

ピアニィ：ち、ちょっと勇気が湧わいてくる。……こんなにも……みなさん、ありがとう……！

ＧＭ：連なる声はいつしか束ねられ、城を揺るがすような大歓声へと変わり―――。

ピアニィ：いいシーンだ、いいシーンだ。やった（笑）。

アル：じゃあ、そんな喜ぶピアニィを見て……ふっ、と微笑もう。

ピアニィ：アルが優しい感じにっ!?（←警戒）

アル：（素になって）いや、警戒しないでいいですから（笑）。

ベネット：で、ナヴァール殿？　このあとはどーするんでやんすか？　兵力差は結局のところひっくり返らないわけで……。

ナヴァール：……ああ、そこはご安心を。我に策あり、です。

ＧＭ：では、その言葉を聞きつけたナイジェルが問う。「ふむ、この街にある兵力はせいぜい七百というところ。一万の敵を相手にどのような策があるのか、お聞かせ願えますかな。我らは軍師殿の意見に従おう。みな、ピアニィ様のために剣をとると決めたのじゃ」

ナヴァール：ええ、私はみなの意志が結束されればそれでよかったのです。戦いに赴おもむくは、四人もいれば十分でしょう。

一同：四人!?


ナヴァール：相手がステラとなれば、やりようはあるというものです。私におまかせを。

アル：なにするつもりだ……（笑）。

ＧＭ：戦いに出るのは四人と聞いたところで、ネルソンやその部下、レジスタンスのリーダー……その場のもろもろがナヴァールに訴える。「ぜひとも、その戦いに私も参加させてください」「いや、俺だ。俺が出る」

ナヴァール：まあ、お待ちなさい。ここはピアニィ様に決めていただきましょう。さあ、いかがしますか、姫？

ピアニィ：四人……（笑）。それならやっぱり、今まで一緒にやってきた人でいきたいです。まずは……ナヴァールさん、お願いします。

ナヴァール：では、微笑みながら答えましょう。お願いは無用でございます。ご命令くだされば従いましょう。私はあなたに仕えることはすでに誓っておりますゆえ。

ピアニィ：な、なぜそこまで……？

ナヴァール：師から頼まれたと言うこともありますが……軍師の仕事は、君主に助言すること。その助言を受け入れられる君主に仕つかえることこそが軍師の最大の喜びなのです。あなたに仕えられて、大変喜びを得ておりますよ―――と言って、にこりと笑う。

ピアニィ：あ、ありがとうございます～。

ＧＭ：さあ、次は？

ピアニィ：じゃあ、ベネットちゃんっ。協力してくれたら……今ならヤンヤン用の犬缶に、骨までついてきますっ。

ベネット：（満面の笑顔で）……骨か――――――いやいやいやいやっ！（笑）骨なんか出してくれなくても、付き合うでやんす。あんたに付き合うのが、奪われた竜輝石を取り戻す近道でやんすからな。

ピアニィ：ありがとう～。

ベネット：……ので、これからもどんどん危険な目に遭あっていただきたい。

ピアニィ：えぇ!?

ベネット：別の竜輝石を呼び寄せるためにも思う存分、その所持者であることをアピールしてもらわないといけないんで（笑）。

ピアニィ：わ、わかった……（笑）。それと……じゃあ、戦いが終わったら一緒にプリプリダンスを踊ろうね。

ベネット：死にフラグを立てるなあっ!?　でも……ホロリ。一緒に、かあ。今まででいちばん優しい仲間でやんすなあ……エリンディルではひどい上司ばかりで……（一同爆笑）。

ＧＭ：では、最後は―――。

ピアニィ：い、いちばんの難なん敵てきが……（と、アルを見る）。あ、でもお城を落とす前、力を貸してくれるって……い、言ってくれましたよね？

アル：あれは城を落としたんでもう終わり。

ピアニィ：えぇ―――っ!?


アル：（笑顔）。

ピアニィ：（素の声で）や、矢野さんこわい～っ！（笑）

アル：難しく考えないで（笑）。それっぽいこと言ってくれればそれでいいんですよ。

ＧＭ：そうそう。

ピアニィ：あ、あたし、前のやりとりでいろいろ共感してくれたアルを、自分のはじめての騎士に任にん命めいするって展開考えてたんですよっ!!

アル：あれだけじゃついていけないなあ（笑）。

ピアニィ：こーわーいーよ～っ!?　もう絶対無理～っ!!


アル：ああっ!?　もうちょっと頑張って―――っ!?（笑）

ＧＭ：なんだこのやりとり（笑）。

ベネット：がんばれピアニィ（笑）。

ピアニィ：が、がんばって……がんばれあたしっ。ヤ、ヤンヤンどうしたらいい……っ。

ＧＭ：『（無駄にシリアスな声で）―――ははは、私に聞かれても困るな』（一同大爆笑）

ピアニィ：ヤンヤンっ、笑ってる場合じゃないからっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：『が、これだけは言える。心に思ったままのことを言葉にするのだ』

ピアニィ：思ったままのこと……っ、ですか……あ、じゃあ…………アルさんっ、あたしについてきてもいいのよっ!?

一同：ついてきてもいいのよっ!?


ベネット：性格変わってる！（笑）

ＧＭ：なんでツンデレになってんだ。

ピアニィ：あ、ちがうこれちがう……これじゃ性格ちがうっ。あ、そうか。これですよ。もう、これしかないですよっ。つれないアルに対して顔を真っ赤にして……っ。




　ちなみに、プレイヤーの顔も真っ赤である。




アル：お、おい、姫さん？　ちょっと落ち着……。

ピアニィ：い、いいから聞きなさいっ。アルさんっ、ええと……あ、あなたは今日から……。




　ピアニィは、両手の拳こぶしを握にぎり込こみ―――上うわ目め遣づかいに声を張り上げた。




「……今日から、あたしの騎士になりなさいっ!!」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：なんだそれはっ!?（笑）

一同：面白いっ！（大爆笑）

ベネット：なんという直球ど真ん中！（笑）

アル：じゃあですね（笑）、ちょっとぽかんとして……おもむろに笑い始めます！　あ……あっははははははははっ。

ピアニィ：笑ってる!?　だ、だって地下牢でも約束したでしょう！　あたしが安全になるまでずっと一緒にいるって！

アル：もうね、雰ふん囲い気きを読まずに大爆笑して（笑）……そうか、あれは〝約束〟だったな！

ピアニィ：約束ですっ!!

アル：そうか、〝約束〟は守らないといけないな、って笑いながら（笑）。

ピアニィ：そうですよ、約束を守らない人はだめです！

アル：わかった、まったくそのとおりだ。と、そこでふいに沈黙してですね……じゃあ、俺からもひとつ約束してほしいことがある。

ピアニィ：な、なんでしょう。

アル：……正直に言えば、さっきの───国に帰るって言ったことについては怒っている。

ピアニィ：あう……。

アル：でも、それはナヴァールの旦那とか、周りの声を聞いて思い直したんだったらそれはいい。だから、これからもこれだけは俺が仕えるべき王として、誓ちかえ。

ピアニィ：は、はい。

アル：お前はこのあと、ここにいる人たちの王になる。いろんな期待だのなんだの、いろいろなものがお前の肩にのしかかるだろう。で、さっきみたいな苦しいことも起こる。

ピアニィ：はい。

アル：そうなった時、〝お前は絶対自分の身を投げ捨ててはいけない〟。

ピアニィ：え。

アル：なにかあったとしても……自分の身を犠牲にすることで解決って考えは持つなよ。それが約束できるってんなら、姫さんが望む通り、この剣を振るおう。

ピアニィ：わかりました。

アル：国を護るとか、民を護るとか、そういうのはよくわからねぇ。でも姫さん、あんたを守るという約束ならできる。

ピアニィ：はいっ。……あ、じゃああたしもひとつ。アルさんも、命を投げ出すようなこと、しないでくださいね、って。じゃあ、あたしにも約束してください、同じことを。

アル：は？　じゃあ目をぱちくりとして……あ？　ああ、わかった。

ＧＭ：よし、まとまったな。お疲れ様（笑）。

ピアニィ：緊張した……まだ顔が熱い……（笑）。

ナヴァール：ふうむ。では、略りやく式しきながら……ここで騎士叙じよ勲くんとかしましょうか。

アル：一応、嫌がろう（笑）。……おい、勘弁してくれ。俺は正式な騎士になるつもりはないんだ。あくまで力を貸すってだけで……。

ベネット：（からかう口調で）おや～、逃げるでやんすか？

アル：……逃げる!?　俺はどんなものからも逃げたりしない！

ナヴァール：……とのことですよ。騎士になるそうです。

ピアニィ：わーい。

アル：お、ぐ……（笑）。

ナヴァール：ではピアニィ様、剣を抜いてください。難しいことはありません。私の言う通りにしてください。

ピアニィ：わかりました。

ナヴァール：まずは剣をアルの右肩に置き……〝聖アーケンラーヴと―――〟。

ピアニィ：〝聖アーケンラーヴと……〟。

ナヴァール：次に左肩に剣を置き、〝神竜セフィロスの名において、汝を騎士に叙じよ任にんする〟。

ピアニィ：神竜セフィロスの名において……汝を騎士に叙任する！

ナヴァール：これで無事、騎士叙勲の儀式はなされました。ピアニィ様の最初の騎士の誕生です。

ピアニィ：はいー（笑）。

アル：やれやれなんでこんなことに……。

ベネット：あきらめるしかないでやんすよ？　あんたはきっとそういう風になるために剣を握ったでやんす！

ピアニィ：ベネットちゃんの言う通りです！（笑）

アル：まあ……姫さんがそれで安心するってんだったらそういうことにしておくか。

ピアニィ：アル、もうお姫様ではありません。名前で呼んでください！

アル：……あー、わかったよ。ピアニィ殿下！

ピアニィ：はい！

ナヴァール：そろそろステラに通告された三十分です。参りましょう―――ピアニィ様。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆ステラ




　バーランドを取り囲む防ぼう壁へきの上―――ピアニィの髪が風に乱れる。

　だが、それを気にもせず、ピアニィは眼前の風景を埋め尽くす一万の兵団を―――いいや、その先頭に立つ姉の姿を見み据すえていた。




ＧＭ：では、クライマックスを始めよう！　キミたちは街の防壁の上に立ったところからだ。ともあれば、風景を埋うめ尽つくす赤い鎧の騎士団に気け圧おされそうになるが……。

ピアニィ：じゃあ、ステラ姉様を探して……。

ＧＭ：では、キミは整せい然ぜんと立ち並ぶ騎士たちの先頭に、鎧をまとった姉の姿をみつける。彼女も、キミたちの方を見据えており―――そして、声をあげる。「約束の三十分は過ぎた！　回答を述べられたし！」

ピアニィ：お、お姉様……。

ＧＭ：「ピアニィ、おとなしく戻るのだ！　すべては私にまかせてほしい！」

ピアニィ：い、いいえ！　あたしは戻れません！

アル：おい。どうするつもりだ、ナヴァールの旦だん那な。

ナヴァール：では、ピアニィ様……まずは、竜輝石をお掲かかげください。それでステラは我々の真意に気づきましょう。

ピアニィ：は、はい……っ。竜輝石を持って陽にかざします。

ＧＭ：すると……その瞬間、騎士団の間にどよめきが起こる。それはステラも同じだ。「り、竜輝石……!?　まさかピアニィ、お前はレイウォールを離れてここに国を興すつもりか!?」

アル：ほんとに察さつしがいいな！（笑）

ナヴァール：では、私も声をかけよう。―――ステラ、久しいな！

ＧＭ：「ナヴァール！　貴様、ピアニィになにを吹き込んだ！　お前は愚おろか者ではなかろう？　ここで血を流すことに意味はないのはわかっているだろう！」

ナヴァール：……ステラ。キミは優しく、情も深く、知ち恵えもあるすばらしい人間だ。……だが、ひとつ頭が固かたいのがのが欠点だ。

ＧＭ：「……私の頭が固い？」

ナヴァール：そうだ―――私の出した設問の答えはわかったかね？（一同爆笑）

ＧＭ：「い、今はそんなことを言ってる場合ではないっ！」（笑）

アル：動どう揺ようしてるぞ。クイズの話わ題だいになると急に崩くずれるな、こいつ（笑）。

ナヴァール：（落ち着いた声で）―――さてここにコップがふたつある。

ピアニィ：始まってしまいました（笑）。

ベネット：さっきのクイズの解答がいよいよ……っ（笑）。

ＧＭ：（笑）。ステラは、そのクイズをアヴェルシアとレイウォールにおけるなんらかの比喩だろうと思って、ひどく複雑に考えている。そこに何か意味があるはずだ、と。

ナヴァール：うむ。

ＧＭ：が、結局……彼女は答えを導みちびき出せないまま、ここに立っている。無言でナヴァールの方を見て……（笑）。

ナヴァール：では、答えを明かそう！　まず、兵士の一方が心ゆくまでこの水を等とう分ぶんに分ける。ちょうど半分だと確かく信しんできるならどのように分けてもいい。そののちに……もうひとりの兵士が好きな方を選ぶのだ。

ＧＭ：（素になって）な……なるほど！　そんな方法があったか！

ナヴァール：片方が半分に分け、もう片方が自分の好きな方を選んだのだから双そう方ほう文もん句くはあるまい？　水を正確に半分に分ける必要などないのだ。お互いが満足すれば。

ＧＭ：ステラは一瞬だけふっと微笑んで―――「……なるほど、深いな」（一同爆笑）

ナヴァール：今のこの状況とてこれと同じこと。ただ、ぶつかり合うだけでなく、お互いが満足できる別の方法があるのではないですか？

ＧＭ：「……別の方法だと？」

ナヴァール：少なくとも、ピアニィ様はその方法を探さがそうと考えているようですが？

ＧＭ：「そうなのか、ピアニィ？」

ピアニィ：はい、お姉様！　だから……あたしは国には帰りません！

ＧＭ：「なぜだ？　ここでお前が国を興してなんの意味がある！　新たな乱を呼ぶだけだ！」彼女はピアニィを愛するがゆえに、国に帰ってほしいと思っている。

ナヴァール：―――ステラ、ここは軍を退ひいた方がよいでしょう。竜輝石を手に入れたピアニィ様は、独立した国の王となられた。もはやここは赤竜王国の属領ではない―――とすれば、お前たちは宣せん戦せん布ふ告こくもなく攻め入った卑ひ怯きよう者ものということになる。

ＧＭ：（……そう来たか）「……はったりだなナヴァール！　国が興された旨、諸国に通達がなされたとは思えないが？」

ナヴァール：ははは、我らが使者はとうに白竜王国グラスウェルズ他、諸しよ国こくへと向かった。

一同：ほんとにはったりだ!?（笑）

ＧＭ：「出した通達が届くほどの時間があったというのか？」

ナヴァール：それが事実かどうか問題ではない。関連諸国は、この事じ態たいを都つ合ごう良く解かい釈しやくし、利用するだろう。なればお前は……いや、レイウォールはいずれにせよ宣戦布告もなく他国に攻め入った卑怯者になることは変わらん。むしろ私がそうふれてまわる。

一同：悪人だ――――――っ!!（大爆笑）

ナヴァール：……しかし、私には良き提案がある。どうだ、ここは無駄な血を流すような戦いではなく、お互い代表者を選出した〝決闘〟にて勝敗をつけるのはどうだろうか？　これなら無駄な血も流さず、名誉も傷つかず、目的は果たせよう。

ピアニィ：ナヴァールさん……悪人……（笑）。

ＧＭ：な、なんか展開は想定とちがうが……いちおう用意したシナリオどうり……か？（ちょっと考えて）……では、ステラは瞬しゆん時じに判断して応える。「―――よかろう！　ではお互い四名ずつの代表をもって決闘を行ないたい！　それでどうか！」

ナヴァール：いいでしょう―――と、ほくそ笑む。

ピアニィ：あ、悪人悪人……っ（笑）。

ＧＭ：では、この決闘をもってクライマックスシーンに入ろう！　最後にステラは、ピアニィに向かって声をあげる。「―――ピアニィ！　必ずお前を連れ帰る！」

ピアニィ：じゃあ、あたしもその声に応えます！　あたしも、ここの街に来て気づいたこと、わかったことがあるんです。だから、そのためにも……。




「……負けるわけにはいきません！」







◆Climax 02◆姉と妹




　バーランドの南……そのなだらかに広がる丘きゆう陵りよう地ち帯たいに布ふ陣じんする一万の兵団。

　左右に分かれて竜炎騎士団が作った道の中央を、ピアニィたちは強い決意と共に歩む。

　この街を救うため、姉であるステラと戦うために。




ＧＭ：では、ここからクライマックスだ。街の門が開かれ、キミたち四人は竜炎騎士団が布陣している丘陵地帯へと出る。門を出て少し歩いた場所―――赤い鎧をまとった騎士たちが周囲に展開する中、ぽっかりと開けられた場所にステラが立っている。その背はい後ごには側近の騎士三人がおり……どうやら彼かれらが竜炎騎士団の代表のようだ。

ナヴァール：ふむ、決闘に参加しない騎き士したちはどうしている？

ＧＭ：ステラの周囲で、一いつ糸し乱みだれぬ陣形を維い持じしたまま待機してるよ。彼女が指し示じを出さない限かぎり動くことはない。自分たちの指し揮き官かんに絶ぜつ対たいの信しん頼らいを寄せているからね。

ナヴァール：たいしたものです。よく訓練されている。

アル：そりゃそうだろう。赤竜王国の精鋭、それも一番高名な指揮官の配下だぜ？

ＧＭ：ばたばたばたと竜炎騎士団の深しん紅くの軍旗が風になびく。さて、戦闘の前に決闘のルールを伝えておこう。この決闘は命の取り合いが目的ではなく、単たん純じゆんに勝敗だけ決したいって話なので、相手側のリーダーを戦闘不ふ能のうにした方が勝利ということになる。

ナヴァール：戦闘不能……ということはとどめは刺ささない？

ＧＭ：うん。ステラの目的はキミたちを殺すことじゃないからね。

アル：なるほどな。そっちのリーダーはステラだよな？

ＧＭ：そう、ステラを倒たおせれば勝利となる。ちなみにそちらのリーダーは、ピアニィだ。

ピアニィ：うう、きびしい～。あたしのＨＰは50点しかありませんよー。

ナヴァール：ですが、この条件はお互いが合意の上に成り立った正式な取り決め。それに一万の軍隊を相手にするより幾分は楽でしょう。

アル：それに姫さんは守ってやるよ。

ピアニィ：はいっ。

ＧＭ：それでは……戦闘を始めよう！




●行動順番

　　①白騎士・黒騎士　　　（行動値ち41）

　　②ステラ　　　　　　　（行動値30）

　　③大男　　　　　　　　（行動値29）

　　④ピアニィ　　　　　　（行動値15）

　　⑤ベネット　　　　　　（行動値14）

　　⑥アル　　　　　　　　（行動値11）

　　⑦ナヴァール　　　　　（行動値５）




[image: ]




ＧＭ：まずはセットアッププロセス。白騎士と黒騎士が《グランディア》を使う。これでダメージに＋12だ。

ナヴァール：白騎士と黒騎士は、クラスもナイトですか。

ＧＭ：さらに、続いてステラが《インペレイティブ》を使用！　これでさらにスキルを二回使用できるので……自分たちに《ウィークポイント》をかけつつ、《クイックソング》から《スレノディ》＋《アレンジ》をキミたち全員に仕し掛かける！

アル：うおっ、いきなり歌いだしたぞ！（笑）




　ステラはセットアップで、同時にふたつの支援スキルを放った。

　ひとつは《ウィークポイント》による自分たちが行う攻撃のダメージ強化。

　もうひとつは、《アレンジ》によって効果範囲をシーン全体に変更した《スレノディ》だ。これによって判定に失敗したピアニィたちは全員、属性を〈火〉に書き換えられる。

　のちに〈火〉の対抗属性である〈水〉の攻撃を行ない、防御力を無視してダメージを与えるための布石である。




アル：なら、次はこちらの番だな。姫ひめさん、俺おれに《ブライトウェポン》を！

ナヴァール：……と、その指示は軍師たる私が出した！（一同大爆笑）

ピアニィ：わかりました！　では、《スウィフトウェポン》＋《ブライトウェポン》をアルにかけます！

ナヴァール：私もアルに《ヘイスト》を。（ダイスを振ふり）【行動値】に＋16！

アル：助かる！　これで俺の【行動値】が27、移動力も上がって一気に距きよ離りを詰つめられる！

ベネット：あっしは《クイックステップ》＋《エアリアルダンス》！　ステラが早く謳うたうならば、こちらは早く踊おどるでやんす！（笑）

アル：準じゆん備びはできた。姫さん、あとは《陣形》の許きよ可かを！

ピアニィ：受理します！




《陣形》の効こう果かを受けて、ピアニィたちが一いつ斉せいに散開する。

　アルがステラたちに接せつ近きんして動きを封ふうじ込こめ、ピアニィとベネットは現げん状じよう維持、ナヴァールは両方に支し援えんを飛ばせる位置へと移い動どうする。




ＧＭ：これでセットアップは完かん了りようだな。ここからメインプロセスに入る！　最初の行動は白騎士と黒騎士から動……。

ベネット：おっと、そうは問屋が卸おろさないでやんす。《カリキュレイト》を使って割り込む！　さらに《ウェポンチェンジ》で武ぶ器きを雷らい鳴めいの弓に変更して、マイナーで《デスターゲット》＋《アローシャワー》。さらに[image: 800]Ｇもするミスリルの矢を装そう塡てんしてステラのエンゲージを攻こう撃げき！

ＧＭ：ならば、そこでステラが《ブランダームーブ》。「功を焦あせったな。狙ねらいが定まっておらんぞ！」その命中判はん定ていの達成値をマイナス10する！

ベネット：うっそぉおおおん!?　命中判定が１＋５Ｄ６にっ！（笑）

ナヴァール：これはきついですね。

ベネット：いや、それでも出目がよければ（ダイスを振る）……って、ぶほっ!?　２とか３ばっかりでやんす！　フェイトを使って振り直し！　（ダイスを振る）……命中は……17！

ＧＭ：（ダイスを振る）……それは余よ裕ゆうで全員回かい避ひだな（笑）。

ベネット：馬ば鹿かな、あっしの[image: 800]Ｇがぁあああっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ステラが不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて言うぞ。「初手でこちらの動きを乱みだす作戦だったようだが、そうはさせんよ。相手の策さくを封ふうじるのは戦せん術じゆつの基き本ほんだ。なあ、ナヴァール」

ナヴァール：たしかに。師し匠しようの教えの通りです。やりますね、ステラ。

アル：なかなか厳きびしいな。雷鳴の弓で［放心］は是ぜ非ひとも入れたかったんだが……。

ＧＭ：だろうね（笑）。さて、次はこんどこそ白しろ騎き士しと黒騎士の番だ。まず白騎士から……マイナーで《妖よう精せいの剣けん》。これでダメージ属性が〈光〉に変更される。

ベネット：ひ、光った！

ＧＭ：そして、《ラッシュ》（ダイスを振る）……!!　馬を駆かって、アルに突とつ撃げきを仕し掛かける。命中は32だ！

アル：《ディフェンスライン》！　（ダイスを振る）回避は40で成功。

ＧＭ：やるな。だが、続いて黒騎士が同じ技わざで襲おそいかかってくる。今度は命中33！

アル：もう一度《ディフェンスライン》で……クリティカル！　右の剣で白騎士の一いち撃げきを、左の剣で黒騎士の一撃をはじき返す！

ＧＭ：すると、白騎士と黒騎士は目を見み張はる。「我われらが同時攻こう撃げきを完かん璧ぺきに防ふせぐとは……貴き様さまやるな！」（一同爆笑）

アル：はっ、甘あまい甘い。この程てい度どの攻撃じゃあ俺は倒たおせねえよ！

ピアニィ：……強い！

アル：だけど、今のでＭＰを半分持ってれちまった。……かなり厳しいぞ。

ＧＭ：では、ここでステラが、ふたりの騎士の攻撃を防ふせいだアルを睨にらみながら……《マジックブラスト》＋《ウォーターウェポン》を自分たちにかける。白く輝かがやいていた騎士たちの剣が青い輝きを放つ。

アル：こっちは〈火〉属性になってるし、これでこっちの防ぼう御ぎよは紙切れ同然か。

ＧＭ：続いて大男が巨きよ大だいなハンマーを構かまえる！　すると、その先せん端たんに青い輝きが集まり、水の槍が形成され始める。

アル：水の槍!?　この大男、ごつい外見なのに魔ま法ほう使つかいなのか!?（笑）

ＧＭ：いかにも！　《マジックブラスト》＋《ウォータースピア》を、ピアニィとベネットに！（ダイスを振る）

アル：ベネット、俺が姫さんを《カバームーブ》する！　ベネットは全力で避けてくれ！

ナヴァール：……と、私が指示を出した。

ベネット：了りよう解かい！　あっしは余よ裕ゆうで避けられますよ。《ドッジムーブ》＋《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）……39で回避成功！

ＧＭ：ほ、本当に余裕だな！（笑）

ベネット：水の槍をひらりひらりと回避。（にやりと笑い）おっと、本気を出しすぎたでやんすかねぇ？（一同大爆笑）

ピアニィ：一いち応おう、あたしもクリティカル狙ねらいで《ダンシングヒーロー》を使いますね。（ダイスを振る）……んー、ダメです。クリティカルしませんでした。

アル：なら、予定通り《カバーリング》＋《カバームーブ》で姫さんをかばうぞ。魔ま法ほうの射しや線せん上じように割わってはいる。ダメージをくれ！

ＧＭ：〈水〉属ぞく性せいの24Ｄ６＋20で……（ダイスを振る）あれ、出目が低い!?　むむむ……。いや、それでも〈水〉の71点だ！　アルは今、〈火〉属性になってるから直ちよく撃げきで、さらに１点でもダメージが通れば、［放心］が入るぞ。

ナヴァール：ならば、《プロテクション》！（ダイスを振る）……39点軽けい減げんしました。

ピアニィ：あたしも《サモン・アラクネ》をかけますよ。（ダイスを振る）……って出目が低い！　18点軽減ですけど、少し抜ぬけちゃいますね。すみませーん！

アル：いや十分だよ。姫ひめさんは守れてるしな。

ＧＭ：では、ナヴァールとピアニィが張はった魔法障しよう壁へきに威力こそそがれたものの……水の槍はこれを貫き、アルの身体に到達する！

アル：この程度で俺を止められねえぞ！　14点受けて、［放心］は《インデュア》で解かい除じよ。……さて、ここで俺は待機だ。姫さん、先に動いてくれ。

ピアニィ：え、どうしてですか？

アル：そっちの魔法で［放心］させてからの方が命中させやすいんだ。

ピアニィ：なるほど。わかりました、がんばりますよ！　《マジックブラスト》＋《コキュートス》でステラ姉様側の全員に攻撃！　《ダンシングヒーロー》も使って、（ダイスを振る）……命中は29です！

ＧＭ：29……厳きびしいな。（ダイスを振る）……ステラ、黒くろ騎き士しは回避失敗。白騎士は30で回避成功！

ピアニィ：あう、避けられてしまいました。

アル：いや、白騎士はいいさ。一番厄やつ介かいな大男はどうなった？

ＧＭ：こっちとしても大男に命中するのが一番嫌いやなんだ。……ステラが大男に《アドヴァイス》！　「……来るぞ、頭を下げよ！」《プレディクション》で《アドヴァイス》の効果が２Ｄに増えてるので……これで大男の回避は14＋４Ｄ６……（ダイスを振る）……うわっ!?

ベネット：ダイス目、１、１、１、２！（笑）

ナヴァール：ではそこで《チェックメイト》。（ダイスを振る）……これでダメージに＋30です。ピアニィに向かって叫さけびましょう。……今が勝機です。全力を尽つくしてください！

ピアニィ：はい！　なら、《マジックフォージ》ものせますね！　ダメージは……〈水〉の[image: 126]点ですよ！

ＧＭ：ひゃ、ひゃくにじゅうろくっ!?（一同大爆笑）　ピアニィの放った絶ぜつ対たい零れい度どの吹ふ雪ぶきが、ステラたちを吞のみ込こんでいく。ステラが[image: 106]点、黒騎士は[image: 104]点、大男が94点食らった！　や、やばい、いきなりごっそり削けずられてるし！

ピアニィ：さらに［放心］も入りますよー。

ＧＭ：うー、バッドステータス無む効こう系けいのスキルはないから、回避に成功した白騎士以外の全員が［放心］になる！

ナヴァール：では、次は私の番ですね。……ここはピアニィにもうひと働きしてもらうとしましょう。彼女に《ジョイフル・ジョイフル》を。さあ、姫！　敵てきは崩くずれかけています、さらに一撃を加えてください！

ピアニィ：はい、わかりました！




　ナヴァールの指し示じを受け、ピアニィが再ふたたび《コキュートス》を放つ。

　だが、出目が振ふるわず、フェイトと幸運のペンダントによる振り直しを行ない―――結果、命中は27！

　ステラたちは避よけようとするも、［放心］を受けている状じよう況きようでは不可能だった。唯ゆい一いつ回避できたのは、前回と同じく白騎士のみ。

　ステラ、黒騎士、大男が再び氷雪の嵐あらしに吞み込まれていく。

　そして、この攻撃によってステラは39点、黒騎士は37点、大男は27点のダメージを受ける。




ＧＭ：なかなか厳しい攻せめだったが、なんとか全員生き残った！

ナヴァール：相手もさすがにやりますね。しかも、白騎士が無む傷きずで残っている。

アル：さて、ここで待機してた俺の手番だ。まず《バーサーク》、そして《ブランディッシュ》で、ステラ側の全員を攻撃！　命中は……（ダイスを振る）……出目が微び妙みようだな。ここは《バトルコンプリート》で振り直して（ダイスを振る）……クリティカル！（笑）

ＧＭ：うおっ、ここでクリティカルか！　それは厳しい！　ステラと大男、黒騎士は［放心］で１Ｄしか振れないから回避不能。白騎士は……（ダイスを振る）ダメだ。どちらもクリティカルせず！

アル：よし、当たった！

ピアニィ：チャンスですね！　その攻こう撃げきに《ディスコード》を乗せます！

アル：《ボルテクスアタック》をのせる！　ダメージは42＋（ダイスを振る）……44で86点！

ピアニィ：（ダイスを振る）……《ディスコード》分は36点です。

アル：なら、86＋36で、〈光〉[image: 122]点のダメージだ！

ＧＭ：[image: 122]点でございますか!?　やばい、黒騎士と大男がこのままじゃ落ちる。……よし、ステラが大男に《ガーディアン》！　　大男が受けるダメージを０にする！

ベネット：ここが使いどころ！　その《ガーディアン》を《インタラプト》でやんす！

ＧＭ：だよねー（笑）。……ダメだ、黒騎士と大男が戦せん闘とう不ふ能のうになった。アルが振ふるった右の剣が黒騎士を、左の剣が大男を斬り伏ふせる！

一同：よしっ！

ベネット：はっはっはっ、ここは一気に攻せめ立てるタイミングとみた！　《エンカレッジ》を自分に使うでやんす！

ＧＭ：なら、こちらもステラが白騎士に《エンカレッジ》を使おう。

ベネット：えっ!?　ば、馬ば鹿かな、あっしより早く動けるとはっ！（笑）

ＧＭ：このまま固まってても、範はん囲い攻撃が飛んでくるしな。……よし、ここは攻撃せずにエンゲージから離り脱だつ、ベネットとピアニィの方へ移い動どうだ。ただし、エンゲージはできず。

アル：ここで離脱か。思い切ったことをしてきたな。

ベネット：どっちを狙ねらうか迷まよっちまうでやんすよ。

ナヴァール：恐おそらく相手はピアニィ様に狙いを絞しぼってくるでしょう。ここは白しろ騎き士しを倒たおすが得とく策さく。接せつ敵てきを許ゆるせば、一撃で彼女が倒される可か能のう性せいもありますからね。

ベネット：たしかに。それにやはりピアニィ様の姉を撃うつのは気がすすまんでござる！

ＧＭ：おい、口調変わってるぞ。

ピアニィ：あはは（笑）。

ベネット：あっしはいったいどこへ……（笑）。それはそれとして、《ウェポンチェンジ》で武ぶ器きをフレイムシューターに持ち替かえつつ、《デスターゲット》＋《ダブルショット》で白騎士に攻撃！　そして……くっ、[image: 800]Ｇ―――ミスリルの矢を使うでやんす！

ピアニィ：今度こそ当ててください！

ベネット：命中は一発目は……（ダイスを振る）低い、26。これはフェイトで振り直し！　（ダイスを振る）よし、今度は出目がいい！　達成値ちは35！

ＧＭ：35か……！　それは厳きびしいな。こっちの回かい避ひは16＋３Ｄ。さらにステラがここで「右に避よけろ！」と白騎士に《アドヴァイス》！　これでなんとか……（ダイスを振る）……うわっ、出目がだめだ!?　……16＋13で29。ダメだ、届とどかない！

ベネット：当たった――っ!!


ピアニィ：ベネットちゃん、やった！

ＧＭ：ステラから指し示じが飛ぶも、それは間に合わず、ベネットの放ったミスリルの矢が白騎士を貫つらぬく！

ピアニィ：やっほーい♪

ベネット：ダメージいきますっ！　ここで《ブルズアイ》！　（大量のダイスを振る）78点、〈火〉属性の魔法ダメージでやんす。

ＧＭ：白騎士の魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくは22。このままだと56ダメージか。まだ生きてるけど……さすがにやばいな。よし、ここでステラが再ふたたび動く。

ナヴァール：ほう、まだなにかあるのですか？

ＧＭ：白騎士が倒たおれては敗北すると判はん断だんしたステラは、《フェイス：ダナン》を使用。白騎士が受けるダメージを20点分引き受ける！　「大地母神ダナンよ、ご加か護ごを！」

アル：ダメージ軽けい減げん系けいのスキルがない代わりに、そういうのでフォローしてんのか。

ベネット：これは仕し留とめきれないかもしれないか……。では、《ダブルショット》の二発目。ここはもう一発[image: 800]Ｇを使うでやんす！（笑）

ＧＭ：ミスリルの矢、撃うちまくりだな、おい！（笑）

ベネット：《ブルズアイ》もないし、使わないとダメージを通せる気がしない！（ダイスを振る）……命中は27……って、さっきと大して変わらなーい！　フェイト使って振り直して……（ダイスを振る）―――命中31！　これならば！

ＧＭ：これなら期待値でいけるか！　《アドヴァイス》三発目をかけて……（ダイスを振る）ぐはっ、回避30！　１点足りん！（笑）

ナヴァール：いやー、先ほどからＧＭのダイス目がすばらしいですな（笑）。

ベネット：（ダイスを振る）……ダメージは〈火〉の41点でやんす！

ＧＭ：ならば白騎士は19点食らうが、ここで再びステラの《フェイス：ダナン》！　大地母神の加護を求めるステラの声が響ひびき渡わたり、ダメージはすべて彼女が引き受ける！




　そして、戦いは第二ラウンドへ―――。




[image: ]




　そのセットアッププロセスにて、白騎士は再び《グランディア》を使用。

　ステラはピアニィとベネットの行動を制せい限げんするべく、《クイックソング》＋《ラウドボイス》＋《フォルテ》を放つ。




アル：相手を［転てん倒とう］させる歌か！　また厄やつ介かいなものを！

ＧＭ：これで動きを封ふうじさせてもらおう。呪歌判定は……（ダイスを振る）―――31！

ナヴァール：【精神】で抵てい抗こうしなくてはならないのが、呪じゆ歌かの厄介なところですね。

ピアニィ：でも、あきらめませんよ！　《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）……あっ、クリティカルです！　やりましたー！

一同：おおっ！




　ステラの放った呪歌の抵抗に失敗したベネットだが、ナヴァールの《プロテクション》のおかげでダメージは０。［転倒］を受けるにとどまる。

　続くピアニィは理知の宝ほう玉ぎよくを使用、さらにナヴァールがフェイト１点を消費した《ヘイスト》を重ねたことで、彼女の行動値は一気に47にまで上じよう昇しようする。




ピアニィ：今度はあたしが一番早いですね！　これは白騎士を狙ねらった方が？

ナヴァール：そうです。白騎士を倒たおせば、相手側の攻こう撃げき力りよくを大おお幅はばに削けずり取れます。彼を倒たおせるかが、勝敗を決する鍵かぎとなるでしょう。

ＧＭ：たしかに白騎士が倒たおれたら終わる。ステラは戦闘力そのものはないからな。

ピアニィ：じゃあ、《デュアルエフェクト》＋《コキュートス》で白しろ騎き士しに攻撃しますっ！　《ダンシングヒーロー》も使っちゃいますよ！

ＧＭ：くっ……魔法攻撃には《ブランダームーブ》も使えないし、これはやばいか!?

ピアニィ：命中は……フェイトで振ふり直して……27です！

ＧＭ：期待値ちギリギリだな。しかも二回連続で回かい避ひに成功しなくちゃならんか。まずは一回目……よしっ、27で成功！

ピアニィ：まだです！　まだ、もう一回ですよ！

ＧＭ：ここまで来たら意地でも……（ダイスを振る）―――おおっ、クリティカル!?


一同：なにぃいいいっ!?


ＧＭ：ピアニィの放った冷気を突つき抜ぬけ、白騎士は突き進み続ける！　「この程てい度どで我わが突とつ撃げきを止めることは出来ぬわ！」

ベネット：ならば、ここであっしが《カリキュレイト》！　倒れた体たい勢せいのまま、白騎士に《デスターゲット》＋《ダブルショット》で、まず一発目！　もちろん、ミスリルの矢を使って、命中は……。

ＧＭ：おっと、そこで《ブランダームーブ》だ。ステラがベネットを一いつ喝かつする。「そのような崩くずれた体勢から放つ矢が、我が配下の騎士に当たると思うな！」

ベネット：ぎゃぁあああっ、今度は１＋４Ｄ６に！（笑）




［転倒］と《ブランダームーブ》を受けた状じよう態たいでは、高い達成値が望めるはずもなく、ベネット一発目の攻撃は、《アドヴァイス》を受けた白騎士によって回避される。

　そして、二発目。今度こそはと最後のミスリルの矢を使うも、出目が振るわず命中25。残されたフェイトをつぎ込こんで振り直すが、なんと結果はさらに悪化して命中23に！




ベネット：な、なんてこった……。ううー、もう踏ふんだり蹴けったりでやんす！

ＧＭ：それならば素すで回避可か能のうだ。（ダイスを振る）……よし、クリティカルだ！

ナヴァール：なんと！　これは敵てきながら見事！

ＧＭ：ふー、ようやく届とどいたぞ！　白騎士がピアニィとベネットのエンゲージに到とう達たつ！

そして、《ラッシュ》でピアニィに攻撃だ！

ピアニィ：ああ、来てしまいましたよ!?

ＧＭ：「姫ひめ様さま、ご覚かく悟ご！」（ダイスを振る）……って、うおぉおおっ!?

アル：こ、ここでクリティカルかよ！

ベネット：しかも６が三つ出てるしっ!?

ＧＭ：よし、これで一気に―――

ナヴァール：ちょっと待っていただきたい。さすがにダメージに＋３Ｄは見み逃のがせません。白騎士には、命中判はん定ていを振り直していただきましょう。ここで《パリペイティア》です。




《パリペイティア》

　対象の判定を振り直させるプリーストのスキルである。




ＧＭ：せっかくクリティカルしたのに、振り直しかよっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：ナヴァールさん、ありがとうございます！

ＧＭ：くっ、だが命中さえさせられれば、まだ勝利の可か能のう性せいはある！　振り直して……（ダイスを振る）……命中は34！

ピアニィ：それはクリティカルでないと避よけられませんよ！　（ダイスを振る）……ダメです、避けられません！

アル：なら、《カバームーブ》だ。一気に二十メートルを駆かけ抜ぬけて、姫さんを白騎士の突撃から守る！

ＧＭ：「姫様を守るために身を呈ていするその覚悟、見事！　ならば、我われも全ぜん身しん全ぜん霊れいでもって応こたえよう！」ダメージは[image: 119]＋４Ｄ！

ベネット：こ、固こ定てい値ちがなんかすごいことに―――っ!?

アル：これは……耐たえきれるか？

ＧＭ：さあ、行くぞ！　おりゃっ！（ダイスを振る）[image: 119]＋……14で〈水〉[image: 133]点！

ピアニィ：アルに《サモン・アラクネ》を―――。

アル：いや、かけなくていい！

ピアニィ：えっ、ど、どうしてですか!?

アル：[image: 133]点なら……残りＨＰ１で耐えられる！　そして、ここで《ソウルバスター》!!　俺おれが受けたダメージを白騎士にもくれてやる!!

ＧＭ：ま、まじかっ!?　それは《フェイス：ダナン》でも守れん！　交こう錯さくは一いつ瞬しゆん―――白騎士が駆かけ抜ぬけた直後、アルの身体が袈け裟さ懸がけに切り裂さかれ、血しぶきが舞まう……が！

アル：苦く痛つうに呻うめきながらも言うぞ。……俺の勝ちだ！

ＧＭ：その言葉に白騎士は「我が突撃にカウンターを……見事だ……！」　アルへの称しよう賛さんの言葉を残して、白騎士が馬上から落ちる。こいつも戦せん闘とう不能だ。




　戦いの趨すう勢せいは決した。




　指し揮き官かんとして支し援えんに優すぐれるステラだが、その攻こう撃げき能力は決して高くない。彼女個こ人じんの力で、ナヴァールの《プロテクション》を破やぶるのは至し難なんの業わざだ。

　白しろ騎き士し、黒騎士、大男―――三人の部下を失ったステラに、もはやピアニィたちの相手をするだけの余よ力りよくは残されてはいなかった。




アル：もう、ステラが俺たちに勝つ目はないぞ。……姫さん、どうする？

ピアニィ：では、ステラ姉様に言いましょう。……お姉様、もう勝負はついております。どうかお退ひきください。

ＧＭ：するとステラは倒たおれた配下の騎士たちを見回して。「どうやら……そのようだな」と、自分の敗北を悟さとる。

ピアニィ：はい……。

ＧＭ：「ピアニィ。どうやら、お前は良き仲間に恵めぐまれたようだ」

ピアニィ：はい！

ＧＭ：ステラはフ、と笑えんで……言う。「お前たちの勝ちだ。今回は、軍を退ひこう」

アル：負けを認みとめて退ひくか。潔いさぎよいやつだな。

ベネット：さすがピアニィ様のお姉様。キンバリーとは格かくが違ちがうでやんすな！

ＧＭ：「……次に会う時は再ふたたび敵てきとして相まみえることになろう。この大陸に大きな乱らんを呼よぶ存そん在ざいを、看かん過かするわけにはいかんのだ」

ピアニィ：う……。

ＧＭ：「……ナヴァール、それはお前に対しても同じだ」

ナヴァール：―――実に残念だ、ステラ。

ＧＭ：「……だが、お前たちの腕うでは見事であった。次に会う時までに、私もさらに腕を研みがき、再び挑いどむとしよう」　ステラはマントを翻ひるがえして騎士たちに撤てつ退たいの号令をかける。「……退くぞ！」

一同：……。

ＧＭ：ステラの声に、いっせいに動き出す赤い鎧よろいを纏まとった一万の軍ぐん勢ぜい。レイウォール首都への帰路を取り始めた彼らを見送り……立ち去り際ぎわにステラは振ふり返かえる。そして、ピアニィに最後の言葉をかけた。

ピアニィ：え……？




「―――ピィ、身体からだをいとえよ」











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆アヴェルシアの血のもとに




　レイウォールの第二王女ピアニィが反はん乱らんを起こし、第一王女ステラ率ひきいる騎士団だんを撃げき退たいした―――この報しらせは疾しつ風ぷうの如ごとき速さで、アルディオン全土を駆かけめぐった。

　だが、この旧きゆうアヴェルシア領りよ土うどへと立てこもったピアニィの次なる行動は……




　さらに諸しよ国こくを驚きよう嘆たんさせるに十分なものだった。




ＧＭ：……では、このシナリオのエンディングシーンに入りまーす！　特に希望がなければ、エンディングは１シーンだけど……誰だれかなにかある？

一同：ないでーす（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、ではここは全員が登場となる。エンディングは、このアヴェルシアが竜輝石を手にしたピアニィの宣せん言げんによって独どく立りつをはたす……つまり、戴たい冠かん式しきのシーンでいくよ。

ピアニィ：戴冠式！

ベネット：おお、それはいいエンディング！

ＧＭ：舞ぶ台たいは、キミたちが奪だつ回かいしたバーランド城……その広間だ。この五年―――レイウォールの関係者しか入ることが許ゆるされなかったこの場所も、今日はアヴェルシアの民たみのために解かい放ほうされている。

ピアニィ：おぉ～。

ＧＭ：玉ぎよく座ざの前に立つピアニィが見み渡わたせば、人が部屋からあふれ出ている……どころか、城の庭にまで人だかりができている。そこには、貴き族ぞくや騎士、平民……身分の区別はなにもない。それこそ、町の商店街の人たちとか、みんな店を閉しめてまでやってきてるな。ただただ今日この日を……キミの戴冠式を祝おうと、ね。

ピアニィ：すごい緊きん張ちようする……（笑）。

ＧＭ：そして、時間と共に―――儀ぎ式しきは始まる。ピアニィは玉ぎよく座ざの前に跪ひざまずき、目の前に立つ司祭に……。

ナヴァール：お、そうだ！　俺、冠かんむりを載せられるわ！　その役目はやらせてほしい！

アル：ああ、本当だ。プリーストだから（笑）。

ＧＭ：ではその役目はナヴァールにまかせよう。ナヴァールは、ナイジェルから長年しまったままになっていたアヴェルシアの王おう冠かんを渡わたされる。「これは、かつてアヴェルシアの王が身につけていたものでございます」

ナヴァール：では、それを受け取ってピアニィに向き直る。

ピアニィ：どきどき……。

ＧＭ：ナイジェルはキミの緊張を解とこうとしてか、優やさしく微ほほ笑えみかけて言う。「そう固くなられるな、ピアニィ様―――」

ピアニィ：か、固くなりますよぉ！　こういうのって、いろんな手順とか決まり事があるんですよね……？

ＧＭ：「緊張されることはなにもないのです。……見なされ、集まった人々の笑え顔がおを。形式ばった言葉や儀ぎ式しきなどなくとも、みながあなたを祝福してくれましょう。それだけでいい。いいえ、それこそがあなたにふさわしい……！」　その言葉に、巻まき起こる拍はく手しゆ。

ピアニィ：お～！　きっとヤンヤンも翼つばさをぱたぱたさせて喜んでいます！

ＧＭ：『（妙に太い声で）……がんばるのだぞ、ピアニィ』

一同：だから渋しぶすぎだって!?（大爆笑）

ナヴァール：では、いくつかの言葉と共に、汝なんじに王冠を―――。

ピアニィ：じゃあ、跪いて王冠を乗せてもらって……よろよろ。

アル：「（民衆になって）……お、おい。あんな世間知らずっぽいのが女王で……平気か？」

ＧＭ：たしかにそんな意見もあるだろう。でも、ナイジェルを初めとする旧アヴェルシアの重じゆう鎮ちんたちがその不安を打ち消すかのように声をあげる。「……静まりなさい！　ピアニィ様こそはこの国を継けい承しようする権けん利りを有する唯ゆい一いつ正せい統とうなる血の持ち主！」「そして、わたしは知っておる！　ピアニィ様は王として必要なものすべて持っておられると！」　その言葉に大だい歓かん声せいが巻き起こる！

ベネット：ナイスフォロー（笑）。

ナヴァール：じゃあ、その歓声にまぎれてこっそり話しかけます。―――ピアニィ様、貴女あなたは誰だれもを幸せにするために王になる……そう言われましたね。新たな時代の王になられると。

ピアニィ：は、はい。

ナヴァール：ご覧らんなさい。あれが貴女を新たな王と仰あおぎ、貴女が幸福と未来を与あたえるべき民です。となれば、貴女はもはやレイウォールを名乗るわけにはいきませぬ。

ピアニィ：あ。

ＧＭ：ぐわ！　それ、言おうと思ってたのに……（笑）。

ナヴァール：さあ、民に示しめしなされ。元あるレイウォールの名を捨すて、みなの王になることを。これより貴女はこう名乗るのです。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアと。

一同：フェリタニアかよっ!?


ＧＭ：名字が〝アヴェルシア〟に変わる方向で考えていたけど……それは面おも白しろい（笑）。

ピアニィ：フェリタニアって……あれ？　なくなった国ですよね？

ＧＭ：そう。かつてこの大陸を統とう一いつした伝説ともいうべき国の名前だね。

ベネット：たぶん長老たちはびっくりですな。フェリタニア王国って名乗るとか言ったら。

ＧＭ：ですな。その話を聞いた瞬しゆん間かん、重鎮たちはいっせいに「え!?」と言う顔をする（笑）。「……ナ、ナヴァール殿どの、さすがにそれは……っ」

ナヴァール：なにをおっしゃる。アヴェルシア王家こそ、フェリタニアを名乗るにふさわしい血。なにを天に恥はじることがありましょうや。

ＧＭ：「て、天に恥じることはございませんが、フェリタニアを名乗るとなればレイウォールとグラスウェルズの眼めというものが……！」

アル：まあ、正面むかってケンカ売りますって感じだしな。それも面白い。

ＧＭ：白と赤……アルディオンの二強国に挟はさまれたフェリタニアの運命はのっけからクライマックスって雰ふん囲い気きだが、まあよかろう。

ピアニィ：よ、よくない……っ!?

ナヴァール：たしかに前ぜん途とは厳きびしいものとなりましょう。しかし、あなたならやり通せるはずです―――陛へい下か。

ピアニィ：陛下になった！　あたし的にはまだ女王のなんたるかをぜんぜん理解してないんで……姫さん、とか呼ばれるほうがいいんですけどね（笑）。

ナヴァール：さあ、陛下。みなの前で宣せん言げんをなされい！
















ピアニィ：ですよね！　じゃあ……（声を作って）―――ピアニィ・ルティナベール・レイウォール改めフェリタニアは、神竜王セフィロスの名と、アヴェルシア王家の血の元に……ここに宣言します！」




「……今をもって旧アヴェルシアはレイウォール王国の支し配はいを離はなれ、独立すると共に……フェリタニア王国を名乗ります！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……新女王の言葉に、城しろに集まった民衆がいっせいに大歓声をあげた。……と、これをもって本セッションは終しゆう了りようとなるが―――。

ナヴァール：じゃあ、最後に城の文官たちに言っておこう。……各国に書しよ状じようを送るのです！　聖せいアーケンラーヴと神しん竜りゆう王おうセフィロスの加か護ごの元に、ここにフェリタニア王国の成立を宣言する。我わが女王ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアが即そく位いし、アヴェルシア王国の名を改め、フェリタニア王国となる―――と！

アル：じゃあ、歓声が起こってる中で、横にいるベネットに話しかけよう。……よお、お前これからどうするんだ？

ベネット：んー……あっしは目的の石を取り戻もどさないと、あるやんごとなきお方になにを言われるかわからんでやんすから……ピアニィ殿どのにしばらくはくっついていくでやんすよ。その後は、状じよう況きようをみてってところでやんすね（笑）。

アル：それはいいが、な。たぶん、お前が予想するよりひどいことになりそうだぜ？　あのお姫ひめ様さま、なにかと目立つことになりそうだしな。

ベネット：でも、アルもここに残るんでやんしょ？

アル：……まあ、約束は約束だからな。

ベネット：せいぜいがんばるでやんすよ。〝女王の騎き士し〟殿。

アル：俺はひとところにいるつもりはない。ぶらぶら出歩くぐらいは許ゆるしてもらうよ。

ベネット：そ、それのどこが騎士でやんすか……（笑）。

アル：い、いいんだよ。俺はそもそも騎士なんかじゃねえし。だけど……。




　アル＝イーズデイルは、ぷいと顔を背そむけて―――言った。




「それにあの姫さん、ほっとくのもなんか危あぶなっかしいし……な」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……時に帝てい紀き八一二年八月。

　このアルディオン大陸に、新たな国とひとりの女王が生まれた。

　亡なき母の国と遺い志しを受け継つぎ、自分の力で歩き始めたピアニィにとって……それはこれまでに感じたことのない喜び、そして幸せだった。

　だが、その興国の決けつ断だんはやがて、このアルディオン大陸に嵐あらしを呼よぶこととなる。

　そう、多くの者が血と涙なみだを流すこととなる……その巨きよ大だいな嵐を。




　フェリタニア王国・女王―――ピアニィ。

　世界を変えるほどの乱らん世せいを呼ぶこととなるこの少女はやがて、畏い敬けいの念を込こめて人々からこう呼ばれることになる。




　〝戦せん乱らんのプリンセス〟と―――。








『アリアンロッド サガ』リプレイ

第二話「子こ守もり歌うたの残照」

―完―













超あとがき＋解説






　とゆーわけで、まずは「まえがき」の問題の正解を発表しておこう。

　重量計を使う回数は……




「一回」




　―――である。

　くわしい解説は……またのちほどに（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、これまでとはちょっと毛色をかえた新しいキャンペーンリプレイ……「サガ」シリーズがここに開幕！

　巻頭でも説明したとおり、今回のキャンペーン（『アリアンロッド』では〝クエスト〟という言葉で呼ばれます）は、三人のＧＭが持つお互いのストーリーやキャラクターを相そう互ごに絡めつつ、〝戦争〟をテーマに進行していくというコンセプトだ。

　ＧＭひとりのキャンペーンでも辻つじ褄つま合わせたり設定拾ったりすりあわせたりといろいろ大変なのに、これが三人ともなれば……まさに地じ獄ごく絵え図ずになるわけで―――。

　当然、その打ち合わせ風景は紛ふん糾きゆう・絶ぜつ叫きよう・阿あ鼻び叫きよう喚かん。

「サガ」シリーズのトップバッターを務める本リプレイへの要求は、素敵にハードルが高くなっていく。

「アルディオン大陸を舞台にする初めてのリプレイのなので●●と××はいれて」

「ああ、同時発売になる『アルディオン大陸ガイド』の世界観は、リプレイの一巻直後の話にする方向で！　レイウォールを舞台に●●という設定は見せて、登場人物は▼▼と××は登場させてくれ。あと、■■と▲▲も今後の話で必ひつ須すになるのでできれば説明を」

「戦記ものとしては一巻で●●なイベントに加えて××と■■は必須で、▲▲ってとこまでフォローしないとね（笑）。ああ、あとノベルもからんでくるので矢野ＰＣの扱あつかいは……」

「あと、戦闘の回数……●●のイベントに××も必須だから……（うんたらかんたら）」

　数々の要求に―――私は笑顔で、力強く言葉を返した。




「五〇〇ページを超えてもいいですか？（笑顔）　しかもリプレイ本文だけで（超笑顔）」




　その質問に関する返答は、実にシンプルなものだった。




「いいわけないだろう（笑顔）」

「ですよねー」




　イラストや図ず版はん込みＭＡＸで三八四ページの中に、いったいどこまで詰つめ込めるか。

　平ひら賀が譲ゆずる中将になった気分でリプレイ本文の執筆に入り―――あがった原稿四五〇ぺぇじ。

　新記録である。

　血の涙を流しながら原稿をいぢりつつ、同時進行で作業している大陸ガイドと設定をすりあわせながら修正し―――どうにか皆様の元にお届けできたようだ。

　……楽しんでいただければ幸いである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、ではここで本リプレイに関するもろもろな解説と補ほ足そくをしていこう。

　世界観まわりでよくわからない部分があった場合は、ぜひとも『アルディオン大陸ガイド』もあわせて読んでいただけると大感激だ（笑）。




●キャラクター作成のレギュレーション

　文中にもあるとおり、今回のＰＣは成長点を七〇〇点で作成している。

　初期所持金等をふくめたこれらの仕し様ようは、サプリメント『リインフォース』に掲けい載さいされたルールに準じた。

　キャラクターレベル、クラスチェンジの回数、フェイトの上昇への制限は特になしである。




●ギルド

　これに関してはふたつの説明が必要だろう。

▼ギルドレベル

　これもまた、基本的に『リインフォース』のルールに準じて設定している。

　その記述によれば、シナリオ中にギルドを結成した場合、ギルドレベルは１となるのが本来のルールだ。

　が、あらかじめギルドを作るのが前提になっており、リプレイには細かく書かれていないがプリプレイですでにギルドスキルでなにを取るかまで話し合っていたこともあって、『リインフォース』の「▼プリプレイで結成する」のルールを適用した。

　成長点を七〇〇点持つＰＣが四人いるので、[image: 700]÷10×４＝[image: 280]。

　よって、ギルドには二八〇点の成長点が与えられ、ギルドレベルは８となった。

▼アルディオン大陸でのギルドとギルドスキル

　アルディオン大陸では、『アリアンロッド』の基本ルールブックで語られるエリンディルと比較して神殿の勢力が弱い。エリンディルでは神殿がギルドの登録を受け付けていたり、仕事の斡あつ旋せん等を行なっているが、アルディオンではそれが一般的なことではないのだ（もちろん〝相そう互ご互ご助じよを行なう集団〟という意味でのギルドの概がい念ねんは存在する）。

　よって、ギルドスキルも少々扱あつかい方が変わってくる。

　エリンディルにおけるギルドスキルが、神殿やその上位に存在する神より授さずけられる恩おん恵けいなのに対し―――アルディオンでは、過去から伝わる戦いの技術であったり、ギルドメンバーたちが訓練の末に取得した技だったりするのである。




●アルディオンの新種族

　アルディオンには、エリンディルに存在する六種族に加えて新たに二種が追加されている。

　これらはゲーム的には[種族：人間]としては扱われない。

▼ドラゴネット

　〝神竜王〟セフィロスによって創造された種族。

　身体に竜の特徴が現われており、それゆえに〝竜なる人〟、あるいは〝セフィロスの落とし子〟などと呼ばれている。

▼エクスマキナ

　ゴーレムなどとは違い、自我と意思を持った機械種族だ。

　その容よう姿しは人間型だけではなく、動物や生物ではないタイプも存在する。

　ただし、ＰＣとして扱えるのは現状で人間型だけになっている。




●アルディオンの新クラス

　アルディオンには、新たに二種が追加された。

▼フォーキャスター

　いわゆる、軍師と呼ばれるタイプである。

　判定を振り直させる、達成値を上昇させる、あらかじめキャラクターを移動させるなど、味方を有利な状況へと導くような戦場のコントロールを得意とする。

▼プリーチャー

　〝神竜王〟セフィロスから神しん託たくを受け、なにかしらのクエストを背負った者。

　敵に与えるダメージを増加する、逆に自分の受けるダメージを軽減するなど、自己の能力強化に特化している。




　―――では次に、次に各話解説に移ろう。




●第一話「反乱の日」

　記念すべき、「サガ」シリーズの第一話である。

　これは三つのリプレイに大陸ガイド……これより開始される「サガ」シリーズのプロローグとも言うべきセッションだ。それゆえ、シナリオの構成もいろいろ割り切って、少々特殊なものになっている。これより始まる長い物語を紡つむいでいくことになるＰＣたち……彼らが出会いを果たすだけの話だ。

　目的は当然、他にもある。のちに始まる〝戦乱の物語〟の登場人物たち（ＮＰＣも含む）を見せること、特に物語の中心人物―――特にピアニィの周辺を見せること……etcetc。

　ふだん遊ぶようなシナリオと比べると少々とまどうかもしれない。

「こ、こういうシナリオ……あり？」

　ありである。

　もしキミがそこに面白さを見いだせたなら、ぜひとも試してみてほしい。




　なお、クイズの答えは「大人」である。

　カエルの子供は―――オタマジャクシです、大竹さん。







●第二話「子守歌の残照」

　続いて、第二話―――こちらは一話とは反対に、イベントぎゅうぎゅう詰づめ（笑）。

　語りたいことはいろいろあるのだが……説明しておきたいのはやはりクライマックスへの入り方だ。

　押し寄せる一万の大軍。

　絶望的な状況の中、いかにこれを逆転するか……それがシナリオのキモだった。

　実際にはナヴァールがステラをやりこめて四対四の決闘になったわけだが、シナリオで想定していたのは、もっと別の展開だった（笑）。

　そう―――ＰＣたちの立てこもっていたバーランド城には、街の外に出る秘密の地下通路があったのである。

　ＰＣたちはそこを通って、ステラがいる本陣にダイレクトに襲撃をかける予定だったのだ。

　それを察さつ知ちした騎士団の一部が本陣に戻ってくるまでに三戦闘ラウンド。

　その間に、ステラを敗北させれば勝ち―――そういう組み立てだったのである。

　実は、そのための伏ふく線せんも張ってあった。

　第一話でピアニィがレイウォールの城から脱出するさいの、ステラのセリフがまずそれだ。

〝「そうだ。そこに城の外に出る隠し通路がある。城にはたいていそういうものが用意されていてな……まあ、有ゆう事じのさいの脱だつ出しゆつ路ろだ。そこから地下牢獄を通って城外へ出られる」〟

　そして、第二話―――地の文で書かれているが……

　〝アヴェルシア王城の牢獄エリアは、レイウォールの城に建設されたものと酷こく似じした構造を持っていた。これは五年前、アヴェルシアが併へい合ごうされて以降、レイウォールの城に習って新設されたものだった〟

　つまり、「バーランド城もレイウォールの王城と同じく抜け道がある」という話だったのが……ナヴァールとステラの会話があまりに面白くてそっちを採さい用ようしてしまったのである。

　このように想定した物語から外れていく面白さ……これだからＴＲＰＧは面白い（笑）。




　また、このクライマックスの戦闘において、ステラの配下となっているエネミーのデータ……『アリアンロッド』を遊びこんでいる人は気づいたかもしれないが―――実はこのシナリオ用に作ったオリジナルデータというわけではない。

　実は、これまでに発表してきたいくつかのエネミーを種族だけ人間に変え、そのまま使用している。元ネタになったエネミーはなんだかわかっただろうか？（笑）

　なお、このルールは『エネミーガイド』や『アルディオン大陸ガイド』にも掲載されている。新世界でも、これまで慣れ親しんできた多くのデータは使っていいのだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊

　―――さて、そろそろ紙面が尽きてきた。

　最後に私事となるが……今回の本に関わってくれたスタッフのみんなに最大級の感謝を。

　ひどいめにあわせてごめんなさい。

　これからもそうなりますのでよろしくお願いします。うひひ。

　次に……本キャンペーンのゲストとでも言うべき大竹みゆさん―――最初はゲスト気分でお迎えしたわけだけど、第二話のセッションが終わった瞬間に満面の笑顔で「次のセッションはいつですかっ!?」と言い放ったあの瞬間から、声優である前に、ゲストである前に……なんというか……『同どう胞ほう』―――そんな気分になりました（笑）。

　これからピアニィもひどいめにあっていくはずなのでよろしゅうお願いします。うひひ。

　そして最後に、本書を最後まで読んでキミに―――。

　アルディオンはこれより、過か酷こくな戦乱に巻き込まれていく。

　キミの剣のひと振りが、放つ魔法の一撃が……この世界の未来を変えるやもしれない戦乱世界だ。英雄候補生たるキミの参加を―――待っている！





　二〇〇八年七月　菊池たけし






P.S.あ、まえがきの問題の答えだが、まず袋にそれぞれ数字を書（ページが足りんので省略）。










アリアンロッド・サガ・リプレイ①




戦乱のプリンセス








菊池たけし／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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